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発刊 にあ た って

産 業,社 会 の各 面 で多 様化 し,高 度 化 す る国民 ニー ズ を満 し,我 が国経 済社 会 の建 全 な発展

を図 ってい くた め には,電 子 計算 機 の利 用 を中心 と した情 報 化 の推進 と
,そ れ を支 え る情報処

理 の振 興 が必 要 であ ります が,と りわ け情 報 処理 の担 い手 であ る情報 処理 技 術 者 の 育成 確 保 が

重 要 課題 とな って お ります 。

通商 産 業省 にお き ま しては,こ の よ うな状 況 にか ん が み,昭 和44年 度 か ら,情 報 処理 技術

者試 験 制度 を発足 させ,毎 年実 施 して きて お ります 。

近 日,電 子計 算 機 の著 しい普 及 と利 用 の高度 化 に よ り,情 報 処理 技術者 の活躍 の場 も多岐 に

わた り・要 求 され る技 術水 準 も高 度 にな ってきた た め,情 報処 理 技 術者 の 育成,確 保 の重 要性

は,ま す ます増 大 してお ります 。

この よ うな時期 にあた り,情 報 処理 技術 者 の 教 育 につ い て標 準 的 な ガ リキ ュ ラム を示 した本

書 が発 刊 され るこ とは,誠 に時 宜 を得 た も ので,個 々 の企業 や 一般 の企業 人向 け教 育 機関 等 で,

さ ま ざまな形 で行 われ てい る情 報処 理 技術 者 の 育成 を よ り効果 的 に進 め る うえで ,ま た,ひ い

て は情報 処 理 振興 のた めに も極 めて意義 深 い もの が ある と考 え ます。

本書 が広 く関係 各 方 面で利 用 され,情 報処 理 技術 者 の育 成 の た めの一助 にな れ ば,幸 い に存

じます 。

昭和54年9月

通商産業省 機械情報産業局

情報処理振興課長

西 川 禎
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当財 団 では,昭 和43年 以 来,6年 に わ た り,情 報処 理 育 成事 業 の一環 と して,初 級,中 級,

上級 の 「情報 処 理技 術 者 育成 指針 」(た だ し,上 級 の み標題 は 「情報処 理技 術者 研 修 ガイ ドブ

ック」 とな ってい る)を 作成 して きた 。 こ の うち上級 情 報 処理技 術者育 成 のた め の指 針 に っ い

て は,情 報処 理 技術 の著 しい進展 に よ り,全 般 的 な 見直 しが必 要 となって きた。

この た め,昭 和51年 度 か ら3カ 年 計 画で,こ れ まで に作 成 した初 級,中 級,両 指 針 との関 連

を考 慮 し,同 時 に,現 在 お よび今 後 数年 間 に想定 され る環境 に も調 和 で き るよ うに との考 え方

に もとつ いて,新 し く 「上級 情 報 処 理技 術 者育 成指 針 」(以 下 「本育成 指針 」 とす る)の 開 発

を進 め て きた が,こ れ が完 成 し,こ の度 ㈱ コ ンピ ュー タ ・エー ジ社 を通 じて刊行 のは こび とな

っ た。

本 育 成 指針 は,個 々の 企業 内や,一 般 の企業 人向 け教育 機 関 な どにお いて,さ まざ まな形 で

行 わ れ てい る上級 情 報 処理技 術 者 の教 育 に対 して,標 準 的 な カ リキ ュラム を示 し,情 報 処 理 技

術者 の養成 を効 果的 に推 進 す る こ とを,そ のね らい と して い る。

本 育 成指 針 の 内容 は,総 論 「育成 指針 利 用 の手 引 」 お よび,分 野別 に編 集 され た各 論1「 組

織 シ ステ ム の分析 」,2「 シ ス テム開発 運 用 の背 景 」,3「tiン ピュー タお よび 情報 処理 技術 」,

4「 情報 シ ステ ム の開発 」 の,合 計5分 冊 か ら構 成 され て い る。 この利用 に当 って は,ま ず総

論 を参 照 し,必 要 に 応 じてそ の他 の 関連 部分 を参 照 され るよ う希 望 した い。

なお,こ の事 業実 施 に ご尽 力 い た だい た関係 各 位 に 心 か ら感謝 の意 を表 わす とと もに,こ の

指 針 が各 方 面 で利 用 され,情 報 処理 技 術者 育 成 の一 助 とな る こ と を念願 す る次 第 であ る。

昭和54年9月

財団法人 日本情報処理開発協会

情報処理研修センター

所 長 吉 野 元 之 助
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利 用 にあ た って

現代 の重要 な課題 の 中 に,資 源 の有 効 利 用,省 エ ネル ギー,自 然環 境 の維 持 な どが含 まれ て

い る。 これ らの課題 は,全 世界的 なもの で あ るが,特 に天然 資源 に限 りが あ り,一 方,大 き な

人 口をか かえ てい るわ が国 にお い て は,こ れ に対処 す る こ とが大 切 で あ る。

問題 解 決 の有 力 な方 法 の一 つ と して,高 い付 加 価値 を持 つ 産業 へ の転 換 が考 え られ,こ れ を

実 現 す るた め の有 力 な手 段 と して,広 い意味 の情報 処理 技 術 の重 要性 が増 大 して きて い る。 こ

の た め,従 来 の処 理 シ ス テム の充 実 と並 んで,産 業構 造 の転 換 や都 市問題 な どの解 決 に役 立つ

よ うな新 しい分 野 にお ける対 策 が必 要 であ る 。

また,企 業 の組 織 が 巨大化 ・複雑化 した結 果,こ れ を支 え るため の情 報 処理 シ ステ ム も,巨

大 化 ・複 雑化 した様 相 を帯 び る こ とに な り,激 変す る社会 ・経 済 ・国 際的 な環 境 の 中で,多 種

多様 な 問題 を解 決 して行 くこ とが要請 され る 。 さ らに,ゆ るや か な経済 成 長 の 下 での人 件 費 の

上昇 に よって,情 報 シ ステ ムの有 用性 や 経 済性 な どに関 して,今 ま で以上 の徹 底 した考 慮 や対

策 が 不 可欠 の もの と な ってい る 。

このた め,情 報 処理 技 術 の さま ざま な局面 に お い て,新 た な ある いは従 前 か らの課題 を,解

決 して行 か ね ば な らないの で あ るが,情 報処 理 技 術者 の教 育 にお い て も,こ の よ うな状 況 を も

考 慮 しつ つ,立 案 ・実 施 ・評 価 され て ゆ くべ き であ ろ う。

●
わ が国 の,主 と して官 公庁 や企 業 な どに お け る,上 級 の情 報処 理 技術 者 を育 成 す るた めの標

準的 な カ リキ ュ ラム と して,(財)日 本 情報 処理 開発 セ ンター に よ って,「 上級 情報 処理 技術

者育 成 ガイ ドブ ック 」(全10冊,以 下,r旧 指 針 」 と略称 す る)が 作 成 された の は,昭 和43年

お よび44年 の 両 年度 にか けて であ った 。従 っ て,旧 指 針 の 完成後 す で に7年 近 くが経 過 した こ

とに なる が,こ の 間 にお け る情報 処 理 分野 の 発展 変化は 著 し く,ま た 実務 面 で の 上級 技 術者 に

対 す る要 望 は,ま す ます 増大 す る傾 向 に あ る 。

この よ うな事情 を考 慮 し,旧 指 針 の全 面的 改訂 を行 うこ とと な った 。 こ の改訂 作業 は,昭 和

51年(調 査),52年,53年(改 訂 の実 施)の3年 間に また が って行 わ れ た。

こ の改 訂 には,旧 指 針 が 完成 して 以来,(財)情 報 処理 研 修 セ ンター(現 在,(財)日 本 情報

処理 開発 協 会)に お け る企業 向け情 報 処 理教 育 の6年 間の実 施経 験 が,反 映 され てい る。 ま た,

そ の他 教 育 問題 に関 して 当財 団 お よ び その前 身 にお いて行 わ れ た,種 々 の実 態調 査 の結 果 な ど

も勘 案 され てい る 。

こ の育成 指針 に示 され た カ リキ ュラ ム によ って,教 育 を受 け る こ とが想定 され る者(イ ンプ



ット)と,そ の 教育 を受 けた者(ア ウ トプ ット)につ いては,そ れぞれ次 のよ うな水 準 を考 えてい る。

(1)イ ン プ ッ ト

改 訂 され た 「.ヒ級 情 報処 理 技術 者育 成指 針 」(以 下 「新 指 針 」 と略 称 す る)で は,情 報 処

理 技 術者 試 験 の 「特 種 」また は 「第1種 」合格 者 と同等 程度 の知 織 ・技 術 を備 え,相 当程度

の 実務 経験 を持 つ者 。 個 々 の分 野 につ い て の知 織 ・技術 の水 準 にお いて は,「 中級情 報 処 理

技術 者 育成 指 針 」に示 されて い る程度 と考 え る。

(2)ア ウ トプ ッ ト

「新 指 針 」 では,将 来企 業 内 にお いて,シ ス テム ・エ ンジニ アや プ ログ ラマー な どの グル

ー プ ・リー ダー として ,あ るい は情 報 処理 部 門 の管 理者 の アシ ス タ ン トと して,さ ら には管

理 者 と して も活 躍 で きる者 。特 に新 指 針 で は,企 業 の情 報 シ ステム 実現 に 主導 的 な 役割 を果

し得 る 人物 を 目標 と した い 。

新 指 針 の 基 本 的 な 内容 は,1972年 に発 表 され た 米国 計 算機 学会(ACM)の,"Curriculum

RecommendationsforGraduateProfessiondProgramsinInfo㎜ationSystems"(Comm.ofACM,

Vol.15,pp.363-398)を,い ろい ろ な面 で参 考 に し,作 成 した もの であ る 。 これ は,こ の カ リ

キ ュ ラ ム が 前 述 の よ うな指 針 改訂 のね らいや 対象 者 の位 置 づ けに対 して,多 くの 点 で利 用 し

や す い 内 容 を 持 っ て い るか ら で ある。 米国 計 算機 学 会(ACM)に 対 して,謝 辞 を ささげ る。

な お,本 書 第1分 冊 総 論 は,下 記 の 方 々の 執筆 また は協力 と,本 育成 指 針 作成 小 委 員会 の監

修 を得 て,作 成 され た もの であ る。

,

主 査

委 員

魚 木 五 夫

服 部 幸 英

三 浦 大 亮

元 値 郁 夫

山 崎 明 彦

(産 業能率大学)

(株 式会社東洋情報システム)

(東 レ株式会社)

(広 島修道大学)

(〃)

本 育 成 指 針 の 構 成

本育 成 指 針 は,次 の5冊 分か ら構成 され てい る

第1分 冊

第2分 冊

第3分 冊

第4分 冊

第5分 冊

総 論

各 論
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ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

1

2

3

4

「育 成指 針 利 用 の手 引」

「組 織 シス テ ム の分 析 」

「シ ス テム 開発 運用 の背 景」

「コ ン ピュー タお よび情 報 処理 技 術 」

「情 報 シ ステ ム の開発 」
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1.情 報処理技 術 者の育成

1.1情 報 処理 枝柿渚 を取 巻 く環 境

情 報処 理技 術者 が仕 事 を行 う組 織 や 情報 シ ステ ムの特 徴 として は,

① 組 織 の 巨大 化 ・複 雑 化

② 開発 コス トの増大

③ 情 報 シス テ ムの 定着化

とい った こ とが挙 げ られ るだ ろ う。

〈組 織 の巨大 化 ・複 雑 化 〉

情 報処 理 シ ス テ ムが組 み込 まれ る組 織 は,そ の 規模 にお い て 巨大化 の傾 向 をた ど って い る 。

そ してそ の中 で,多 様 な問題 が発 生 し,多 様 な問題 解 決 のた め の用 具 が利 用 され て い る。 シ ス

テム は,多 種 多 様 な構 成 要素 か ら組 み 立 て られ,こ の運用 にお け る価 値 判 断 のた め の基 準 も多

岐 に わた って い る。

従 って,情 報 シ ス テ ムの 開発 ・作成 ・運用 にあ た っては,複 雑 な組 織 や,複 雑 な 問題 群 が 前

提 とな る こ とは普通 であ る。 現 在 で は,中 規 模 以 下の企 業 体 や組 織体 にお いて も,多 様 な活動

を集 約 的 に把 握 した り,多 岐 にわ た る問題 につ い ての価 値 判断 基 準 を,関 係 者 全 員 が 同意 で き

るよ うな形 で提示 す るの は,容 易 な こ とで は ない 。単 一 の,独 立 した 情報 シ ステ ム は,あ ま り

大 き な比重 を 占め な い。 現 在 では,情 報処 理 技術 者 自体 です ら,開 発 ・作成 ・運 用 の対 象 とな

る情 報 シス テ ムを,目 的 ・資 源 ・方 法 な ど の観 点 か ら総 合的 に把 握す る ことは,次 第 に 困難 と

な っ て来 て い る。

〈 開発 コス トの 増大 〉

こ のよ うな情 報 シ ス テム の大規 模 化や 複 雑 化 に伴 な って,シ ステ ムの 開発 ・作成 ・運 用 な ど

の た めの 資金 や 人 員 も また,増 加 の一 途 をた どっ てい る。資金 や 人員 の 不足 の た め に,シ ス テ

ム開発 を見送 らね ば な らぬ状 態 に追 い込 まれ,こ のた め に機 会 損 失 が生 じて い る事 例 も少 な く

は ない 。激 変 す る環 境 の 中で,早 急 な問 題解 決 が要 求 され てい るに もか か わ らず,シ ステ ム の

開発期 間 が長期 化す る こ ともあ る。 こ うした 事情 のた め に,シ ステ ムの 開発 ・作成 ・運 用 な ど

にお いて,省 力化 や 効 率化 が ます ます強 く望 まれ る よ うに な って 来て い る。

〈情 報 シ ステ ムの 定着 化 〉

多 くの企 業 や そ の他 の組織 体 にお い て,コ ン ヒ.ユー タを含 む 情報 シ ステ ムは,す で に定 着 し

た か,あ るい は定 着 しっっ あ ると言 え る だ ろ う。 これ らの企業 な どにお い ては,コ ン ピュ ー タ

を含 む情 報 シ ステ ムの存 在 が,業 務 運 営 に当 っての前 提 条 件 と な って い る 。こ の よ うな場合 に
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お いて は,組 織 の運用 そ の もの が,技 術的 な要 素 によ って 左右 され る と ころ が大 き い 。つ ま り,

情 報処 理 技術 の水 準 に よって,組 織 の 運用 効率 が影 響 を受 け る ので あ る 。

また,現 存 す る シ ステ ム の維 持 ・改 善や,新 シス テ ムの 導入 に要 す る費用 も問 題 にな って い

る 。全 く新規 に,コ ン ピュー タに よる 情報 システムを導 入 す るとい う機 会 が,相 対 的 に減 少 して

い る。 その ため,現 行 シ ス テム と新規 シ ステ ムとの 間の 両立性 や,現 行 シ ス テムか ら新 規 シス

テ ムへ 移行 の た めの切 換 費 用 な どが,重 要 な問 題 と なって い る。

組 織 の巨大 化 ・複 雑 化,開 発 コス トの増 大,情 報 シ ステ ムの定 着 化 の よ うな条 件 の 下 にお い

ては,情 報 処理 技 術者 に よ るサ ー ビス は,ま ず 質の 向上 が 要請 され る であ ろ う。例 え ば,情 報

シ ステ ムの 開発 に対 す る適 切 な投 資計 画 の 作成,組 織 内 にお け る信 頼 性 の高 い技 術 の採 用,シ

ス テム 運用 に おけ る効 率の 向 上 な ど を挙げ るこ とが で き よ う。

この よ うなサ ー ビス が で き るた め には,情 報 処 理技 術 者 は,学 究 的 では ない と して も,理 論

的 な フ レー ム ワー クを形成 し,将 来 の職 務 を計 画 で き る よ うな知的 訓 練 を受 け,企 業 内 の トッ

プ マ ネ ジメ ン トをは じめ とす る各 マネ ジメ ン ト層 の ニー ズを理解 し,諸 種 の進 言 を行 い,実 施

に際 しては 監督 や 交渉 な どの 役割 を果 せ る こ とが必 要 であ る 。つ ま り,プ ロフ ェ ッシ ョナ リズ

ム への 志向,計 画 能力 の充 実 な どが要 請 され よ う。

次に,組 織 内 にお け る情 報 シ ステ ム の位 置 づ け につ いて 考察 す る。情 報 シ ステ ム が,組 織 の

中で 果 して いる役 割 を大 別 す る と,

・作 業 情 報 シ ス テム

・管 理情 報 シ ステム

・計画 情 報 シ ス テム

な ど に なる だ ろ う。

作業 情 報 シ ステ ムは,工 場 で の製造 現 場,倉 庫 な どで行 わ れ てい る よ うに,活 動 やそ の記 録

を時 々刻 々 と把握 した り,こ れ に指 示 を与 え る よ うな情 報 シ ステ ムで あ る。

管 理 情報 シ ステ ムは,ラ イ ン管 理 者 の た めに,日 や 週 な どの時 間 単位 で情 報 を集 約 して,管

理 のた め に役 立つ 形 にす る 。 さま ざ まな種 類 の管 理 レポ ー トは,こ の シ ステ ム に よ って作成 さ

れ る 。

計 画 情 報 シ ステ ムは,月 や 年 に わ たる 過去 か ら未 来 へ か けて の動 向を示 し,マ ネ ジ メン トの

意 思 決 定 の ため の参 考 情報 を提 供す る。

これ らの情 報 シ ス テ ム が,組 織 の内 部 にお い て適 切 か ど うか,効 率 は どう なるか な どを判 断

す る ため の評 価基 準は,幾 つ か の立場 か ら,さ ま ざまな 角度 か ら設 定 され得 る。

まず 情報 処 理 部 門 な ど,情 報 シス テ ムの設 計 ・作成 ・運用 な どに従 事す る部 門 にお い ては,

・経 済性

一4一



、

・信 頼性

・技術 的 な 可能 性

な どを挙げ る こ とがで きる 。従 来,と もすれ ば 技術 的 な 可能 性 が,意 識的 また は暗 黙 の う ちに,

高 い優 先度 を与 え られ る例 が 少 な くなか った 。 しか し例 え ば,シ ス テム運 用 の段 階 に お け る,

ハー ドウェア/ソ フ トウェ07シ ステ ム の維 持 や操 作 にお け る効 率 や技 術 の水 準 が
,情 報 シ ス

テム全 体 の 経済性 や 信 頼性 に大 きな影 響 を与 え るこ とが知 られ て お り,シ ステ ム的 な評 価 基 準

の 設 定 が重 要 に な ってい る。

情 報 シ ス テム の適 切 性 を判 定す るた め の評 価基 準 は,情 報 シス テムの利 用 者 の 立場 か ら も設

定 され な けれ ば な ら ない.言 い換 えれ ば,情 報 シ ス テム との 間で,直 接的 あ るい は間 接 的 な形

で ・か かわ り合 いを持 つ 「顧 客 」 の ニー ズ が,ど の 程度 まで充 足 され て い るか で あ る
。

まず,情 報 シ ステ ム は,実 現 性 を持 た な けれ ば な ら ない 。つ ま り,利 用者 の行 動 や意 思 決 定

に,意 図 した よ うな形 で寄 与 す る もの で なけれ ば な らな い 。例 え ば,機 械側 の都 合 だ け に合 わ

せ る の では な く,人 間 と機 械 の協力 関係(man-machinesynergism)が 実現 され ね ば な らな い。

また ・ この よ うに実 現 され た機 能 は ,安 定 した形 で維 持 され な けれ ば な らな い 。組織 も情 報

シ ステ ム も,大 規 模 化 ・複雑 化 して い る か ら ,組 織 の活 動 が情報 シ ステ ム に依存 す る度 合 いが

高 まっ てい る 。こ のた め,ハ ー ドウェ ア/ソ フ トウ ェア な どの変 更 に よ って,サ ー ビス の提 供

が低 下 あ るい は 中断 すれ ば,組 織 は少 なか ら ざる損 害 を被 る こ とになる 。

さ らに,シ ス テ ム変 更 の 可能性 に つい て の評 価 もまた 重要 で あ る。 コ ン ピュ ー タに よ る情報

シ ステ ムは,ま だ まだ発 展 途 上 の分 野 であ り,既 存 の シ ス テムよ りも優 れ た新 シ ステ ム が,次

々 と実 現 してい る。 デ ー タベー ス化 や,コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 技術 な どは,現 時 点 に

お けるそ の種 の例 で あ る と言 え よ う。 しか し,現 存 シス テ ムか ら新 シス テ ムへ の移 行 は ,経 済

的 ・技 術的 な見地 か らは,必 ず し も容易 で は なk・。現 存 の シ ステ ム が大 規 模 であ り,新 シ ステ

ム へ の移行 が 十 分 に考 慮 され てい な い よ うな場 合 に は ,特 にそ うであ る 。現行 の シ ス テ ムの 多

くは,高 度 経 済成 長 期 に,比 較 的短 期 の技 術的 可能性 を前提 に作 成 され た もの で ある こ と も,

一 因 と して 挙 げ られ よ う
。

計画 情 報 シス テ ム にお い ては,特 に情 報 につ い て の シ ス テム的 な考 え方 が,不 可 欠 と言 え る

だ ろ う。 なぜ な らば,未 来 にお け る情 報 シ ス テム の必 要 性 を適 切 な形 で 判断 す るた め に は ,組

織 自体 につ い て の経 済環 境,社 会 環 境,技 術 環 境 な どを総 合的 に予 測 しな けれ ば な ら ない 。 こ

の こ とは決 して容 易 では な く,い わ ゆ る シス テム ズ ・ア プ ローチ な どを援 用 しなけれ ば ,到 底

解 決 で きそ うに ない 。

以上 の記 述 では,「 情 報 シス テ ム」 とい う場合,コ ン ピュー タ.・シス テ ム の利 用が 一 応 前提

とな って いた 。 しか し,ど ん な情 報 シス テ ム にお いて も,人 手 に よる作業 が含 まれ る し,ま た,
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電 話 ・ファク シ ミ リ ・複写 機 な ど も,広 い 意味 で の周辺 機 器 と して,適 切 な位 置 づ け をす る こ

とが必 要 で あ ろ う。

1.2情 報 シス テム の ラ イ フサ イク ル

ここでは,上 級情報処理技術者が果すべき役割を明らかにして竪 ための手段として,情 報

シ ステ ムの ライ フサ イ クル を,次 の よ うな 四つ の段 階 に分 けてお くこ と にす る 。

析

計

施

用

分

設

実

運

これ らの段 階 は,さ ら に細 か な ものに 分割 す るこ とが で きる 。そ の反 面,分 析,設 計,実 施

の段 階 を合 わせ て,「 シ ステ ムの 開発 」 と呼 ぶ こ ともあ る 。 また,分 析 と設 計 の段 階 を合 わ せ

て,「 シ ス テムの 分析 と設 計 」 と呼 ぶ こ と もあ る。 さら に,シ ステ ム実施 の段 階 の こ とを,「 シ

ス テ ムの作成 」 と呼 ぶ こ ともあ る。

シ ス テム の分析 と設 計 の段 階 は,上 級 情 報 処理 技 術者 が,主 導 的 な活 動 を 果す べ き分野 の一

つ で あ る 。こ の段階 は,純 粋 に開発 的 あ る い は計 画 的 な性 格 を持 つ。従 って,こ の段 階 にお け

る仕 事の 内 容 が,作 成 され た情 報 シス テム の 質 を,決 定的 に左 右す る こ とに な る。

シ ステ ム分析 の段 階 で は,情 報 シス テ ム がその機 能 を果す で あろ う環 境 が,ど の よ うなも の

で あ るか を 見定 め,情 報 の ニー ズ が何 で あ るか を決定 す る 。 これ に よ って 新 シ ス テム の 目的 が

明 確 化 され る 。次 に,こ れ らの 目的 を達成 す るた めに,新 シス テ ムが持 つ べ き機 能 や情 報 の流

れ が決 定 され る。 こ のた め に,情 報 処理 技 術者 は,組 織 の機 能や 問題 点 を理解 で き るよ うな能

力 を,身 につ けて い る こ とが前提 と なる 。

情 報処 理 技 術者 は,こ の段 階 におい て,問 題 志 向型 の ア プ ローチ を採 る べ き であ り～ コ ン ピ

ュー タ ・システムの利 用 を,明 白な,あ るいは 暗黙 の前 提 とす べ きで は ない 。 また,情 報 処理 技

術 者 は,妥 当 な結 論 に達す るた め に,情 報 シ ステ ムの 顧客 とな るで あ ろ う利 用部 門 の管 理者 や

担 当者 と協力 し合 い,意 思 の 疎 通 を図 らね ば な らない 。情報 シ ステ ムの性 格 に よ って は,意

思 を 疎通 す べ き相 手 は,ト ップ ・マ ネ ジ メン トと なる こ と もあ る 。

シ ステ ム分析 が不十 分 な まま に終 った り,あ るい は形 式 的 ま たは類型 的 な方 法 に流 れて しま

った た め に,作 成 され た シ ステ ム に重 大 な 欠陥 が生 じた例 は 少 な くな い 。 こ うした事 態 を避 け

る には,単 なる心 掛 け や注 意 だ けで は不 十 分 で,プ ロフ ェ ッシ ョナ ルな技 量 が必 要 であ ろ う。

特 に,情 報処 理 技術 者 にっ いて 言 え ば,組 織 の構造 や機 能 な どを理 解 で き,情 報 システムを持 っ

た 組織 の行 動 を予 測 で き る こ とが大 切 で あ る。 そ して,こ の よ うな要 件 を備 え た情 報処 理 技 術
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者 の数 は,現 時 点 に お い ては,き わ めて 限 られ て い る と考 え られ る 。

シス テ ム設 計 の段 階 で は,シ ス テム分 析 の段 階 で定義 され た情 報 の必要 条 件 を前提 と し
,こ

れ を満た す た めの代 替 案 を立 案 し,具 体 的 な実施 計画 や仕 様 の形 に 展開す る
。 この段 階 で は,

コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム につい て ,手 法 の評 価や 選 択 な どの ため の知 識 が必 要 であ る 。

シ ス テム設 計 を,さ らに細 か い ス テ ップ に分 け るこ と があ る
。 この分 け方 には 幾つ か の種 類

が あ るが,代 表 的 な もの に は,外 部 仕様 と内部 仕様 の決定 と}ご分 けた り,論 理 設 計 と機 器設 計

とに 分 け る,な どとい った や り方 があ る 。大 まか に言 うと,外 部 仕 様 と論理 設計,内 部 仕 様 と

機 器設 計 とが,そ れ ぞれ 対 応 して い る。

外部 仕 様 の決 定 に おい ては,業 務 内容 を十 分 に理解 して いる管 理 者や 担 当者 の参 加 が必 要 で

ある 。ここ で は,組 織 の側 の立 場 か ら,シ ス テムの 特性 を決 め て ゆ くこ とに なる
。そ のた め に,

利 用部 門に お ける シ ステ ム の実 現性 や安 定 性 な ど が ,シ ステ ム を評価 す るた めの主 要 な基 準 に

なる 。

一方 ,内 部仕 様 は,ハ ー ドウェア/ソ フ トウェ ア ・シ ステ ムの経 済 性や 信頼 性 を決 定 づ け る。

そ のた め,ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウェア ・シ ス テム につ い ての知 識 や ,情 報 処 理 の手 法 に関 す

る知 識 な ど が要 求 され る こ とに なる 。

シ ステ ムの実施 段 階 に は,プ ロ グ ラムの 作成 ,業 務 の 移行,要 員 の訓練 な どが含 まれ る 。 シ

ス テム の実施 は協 同作 業 であ り,開 発 グル ー プ,運 用 グルー プ な ど によ って分担 され る各 種 作

業 の マ ネ ジメ ン トが必 要 で あ る 。

シ ステ ム運 用 の段 階 では,実 施 され た シ ス テ ムを定例 的 に作動 させ る。 こ こで は,シ ステ ム

の 維持 可能 性 や,ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウェ ア ・シ ステ ムの 効 率 が,'中 心 的 な評 価 基準 に な る。

情 報 シス テ ムの ラ イ フサ イ クル を構 成 す る諸 段 階 にお いて,情 報処理 技 術 者 は,シ ス テ ム的

な考 え 方や,シ ス テ ム ズ ・ア プ ロー チを身 につ けて いる こ とが大 切 であ る 。言 い換 え る と,次

の よ うな ことが理 解 で き,ま た実 行 で き る こ とが大 切 で あ る。

① 対 象 と なる業務 を,社 会 ・経 済 ・組織 体 など の環 境(外 部 シ ステ ム)の 中で,ダ イ ナ ミ

ック に捕 らえ る。

② 統 一体 を識 別す る こ とに よ って,問 題 の位 置 づ け を 明 らか にす る。

③ 目的 論 的 に考 え行 動 す る 。

④ 上記 の よ うな フ レー ム ワー クの 中で,構 成 要 素 の相 互 関係 をみ る 。

⑤ 構 成 要素 の 相 互 関 係 は情報 で ある 。

⑥ 人間 が 自由 に作 り変 え,操 作 し,設 計 しよ う とす る現代 合理 主義的 な立場 。

⑦ 従 って,予 測 ・計 画 ・意思 決 定 な どの機 能 が重 視 され る こ と。

け れ ど も,わ が国 の企 業 や諸 組 織 にお い て は ,こ の よ うな物 の考 え方 や 発想 が理解 され た り,
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そ の損 失 が評 価 され て い る とは 言 い に くい のが 現状 で あ る。従 って,生 活 意識 は言 うに及 ば ず,

職 業意 識 にお いて も,シ ステ ム的 で あ る とは言 い に くい 。 こ う した環 境 の 中で,情 報 シ ス テム

を開発 した り,運 用 した りして ゆ く上 で,次 の よ うな領域 での 継続 的 な努力 が必 要 であ ろ う,

① 組 織 を社 会的,経 済的 な環 境 の 中 で把握 す る よ うに努 力 す る こ と 。

この こ とは,シ ステ ム分析 にお いて 重 要 で あ る 。情 報 ニー ズの評 価 ・判断 にお い て,継 続

的 な ニー ズ と一時 的 に発生 した ニ ー ズ,建 前 と しての ニー ズ と本音 の ニー ズな どを,識 別 で

き る よ うな 目を 養 って ゆ くこ とが必 要 で あ ろ う。

② 組 織を人 間 の集 団 と して も捕 らえ る こ と。

フ ォー マルな組 織 構造 を理 解 した り,記 述 した りす るだ けで な く,時 に は非 合理 的 な側 面

さ え併せ持 つ,イ ンフ ォー マ ル な人 間集 団 とい う角 度 か ら も,組 織 の行 動 原理 が な がめ られ

る こと 。こ の ことは,シ ステ ム分 析 の段 階 で,情 報 ニー ズを把 握 した り,シ ス テム設 計 にお

い て,実 現性 や 信 頼性 を具 現 した りす る の に役 立つ で あろ う。

③ 組 織 内 で の意 思 決 定 の機 構 に注意 す るこ と。

社 会一般,あ る い は組 織 にお け る意 思 決 定 の機 構 につ いて 述 べ る と,わ が国 で のそ れ は,

一 つ の特 色 を持 ってい る 。 りん議 制度 は,そ の一例 で あ る。年 功序 列 に もとつ く組 織 構成 も,

意 思 決定 の 方法 に一つ の特徴 を与 え て い る 。こ の よ うな,社 会集 団 と しての意 思 決定機 構 を

無 視 して,情 報 シ ス テム を分析 した り設 計 した りす るの は,適 切 で は な い であ ろ う。

④ 計 画 の発 想 や技術 を強 化 して ゆ くこ と。

大規 模 で複 雑 な情 報 シス テ ムの 開発 に 当た って は,「 計 画 で き ない こ とは,実 現 で きな い」

とい う ぐらい に まで,計 画 の重 要性 が強 調 され るべ き であ ろ う。計 画,言 い換 えれば,未 来

の行 動 に関 す る事前 評 価 が 不十 分 なた め に,作 成 され た シ ステ ム に欠陥 が生 じた 例 は,少 な

くない 。 ま た この よ うな欠 陥 は,そ れ を除去 す る の に,長 い期 間や 多額 の再 開発 資 金 を要 す

る こ とが珍 しくない 。大 量生 産 と大 量 消 費 とを基調 とす る急 速 な成 長 期 に は,実 施 の 側面 に

重 点 が置 か れて来 た 。 この た めに,組 織 内に お け る計 画 の思 想 や技 術 の蓄積 は,必 ず し も十

分 とは言 い難 いの が現 状 で あ ろ う。

⑤ 技術 的 見地 のバ ラ ンス を取 る こ と。

情 報 シ ステ ムの開発 と運 用 は,し ば しば,製 造 業 にお け る製 品 開発 や,生 産 管理 に類 似 し

た形 で説 明 され て来 た 。 シ ステム の 分析 と設 計は,市 場 調査 か ら製 品 設 計 に至 る過 程 に相 当

し,シ ス テ ムの 実施 は,製 造 設 計 また は製造 技術 の計 画 に 当 り,シ ス テ ムの 運用 は,工 場 に

お け る製 造 一 加 工 の よ うな もの で ある,と い う ぐあい であ る。

製 造業 の 中で発 達 して来 た生 産 管理 や 品質 管理 の 考 え方や 技法 は,情 報 シ ステ ムの ライ フ

サ イ クル に おい て も,か な り広 く応用 され,定 着 化 して きてい る。情 報 シ ステ ムは,製 造 技
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術 や生 産 管理 の 技術 か ら,多 くの ものを吸 収 して来 た 。類 比 は有 効で あっ た と言 え る だ ろ う
。

しか しな が ら,こ の類 比は か な りの程 度 まで,ハ ー ドウェア的 ,言 い換 え る と技術 的 な 見地

に立 った 類比 と,言 え る の では ない だ ろ うか 。

例 え ば,わ が国 の代 表的 工 業 であ る と され てい る,家 庭 用 電 気製 品,自 動 車,鉄 鋼,繊 維,

造船 な どの工 業 につ いて 言 えば,高 度 の 資 本集 約的 な 設備 を 用 いて はい る 。 しか し,同 時 に

技 術 の集約 度,言 い換 え る と情報 化 の度 合 い にお い ては,中 程度 と言 うとこ ろで あ り,高 付

加 価値 産業 に含 め る こ とは で きな い。 事実,こ の よ うな産 業 の国 際的競 争 な どの場 にお いて,

賃 金水 準や 労働者 の勤勉 さ な どが,し ば しば問題 と され て い る 。

この よ うな観 点 か らす れ ば,情 報 シス テ ムの 開発や 運 用 の業 務 その ものは ,さ らに労働集

約 的 であ る のが 現状 と言 え よ う。 その た め,い わ ゆる知 的 労働 者 の動機 づ け,養i成 ・訓練 ,

処 遇,組 織 化,賃 金水 準 な どの問 題 を 取扱 う能力 が,重 要 な役 割 を果 して い る 。 こ のよ うな,

人 も し くは人 の組 織 に つい て の問題 解 決 能 力 の重 要 さは,コ ン ピュー タの利 用 が産業 の分 野

に と ど ま らず,行 政,医 療,教 育,環 境,社 会 な どの分 野 に拡 大 して ゆ くの に従 い ,ま す ま

す 比重 を高 める こ とに なるだ ろ う。情 報 処 理 技術者 が,人 間 や 人 間の組織 の行 動 を ,ど こ ま

で理解 や 予 見 す る こ とが で き,問 題 に対 して解 決策 を提 唱 す る方法 を見付 け られ る かが課題

と な るだ ろ う。
し

1.3上 級 情報 処 理技 術 者 の職 務

こ こで は,組 織 にお い て,上 級 情 報処 理 技 術 者 が果 す 役割 を,シ ステム 分析 ,設 計,実 施,

運 用 な どの段 階 と関連 づ け て考 え る 。今 の とこ ろ,職 能や 職位 に ついて,一 般的 な標 準 は まだ

確 立 され て い な い。 また,わ が国 の多 くの企 業 に おい て は,職 能 と職 位 との間 で,明 確 な対 応

づけ が行 われ て い な いの が現 状 で あ る。従 って ,こ こで は上級 情 報処 理技 術 者 に,ど の よ うな

サ ー ビス が要 求 され るか を,役 割 や機 能 を 中心 に検 討 してみ よ う。

わ が 国 で は,情 報 シス テムの 分析 と設 計 に携 わ る情報 処 理 技術 者 の こと を,シ ステ ム ズ ・エ

ンジ ニア(SE)と 呼 ぶ場合 が多 い よ うで あ る。 しか し,職 務 内 容や 役割 な どを 見 る と,こ の

呼 び方 は あ い まい で あ り,適 切 では ない よ うに 考 え られ る。

第1の 理 由は,今 まで のシ ス テ ム開発 にお い ては,プ ログ ラ ミン グや業務 の 切換 え な ど,実

施 や作 成 の段 階へ相 対 的 に大 きな比重 がか か り,情 報 シ ステ ムの 分析や 設計 の段 階 につ いて は,

そ の意 義や 機 能 につ いて の 共通 的 な認 識 が定 着 して い ない こ とにあ ろ う。 こ の た め に,シ ス テ

ム分析 や 設 計 が,プ ロ グラ ミ ングの 準備 段階 ない しは前 工程 と して のみ把握 され や す い。 そ し

て,シ ス テ ム分析や 設 計 は,過 小 な位 置 づ け が な され た り,シ ス テ ム開発 の過 程 の中 で の分 析

や 設計 の役 割 は十 分 に理解 され ない まま,さ ま ざまな技 法 を機 械 的 に使 った り,技 法 や 発 想法
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を使 うこ と自体 が 目的 と な った りした の で あ る 。シ ステ ム ズ ・ア プ ロー チ が定 着 しな い ままで ・

「シ ス テ ム」 とい う言葉 が,仕 事 にか ぶ せ られ て し まった の では ない だ ろ うか 。

さ らに,シ ス テ ム分析 と シ ステ ム設 計 とは,相 互 に密接 な関 連性 を持 っ て進 める べ き もの で

あ る が,同 時 に,両 者 の 間 には, 、質的 な差 があ る こ とに も注意 す べ きで あ る 。特 に,大 規 模 タ

シ ステ ム にお い ては,組 織 志 向型 も しくは 人 間志 向型 の ア プ ローチ に よ って,問 題 を シ ステ ム

的 に取 扱 え る よ うな,情 報 ア ナ リス トが必 要 であ る。 これ に対 して,シ ステ ム設計 は,技 法 中

心型 また は コ ン ピュー タ志 向型 の立場 か ら,仕 事 を進 め る こ とに なる 。上級 情 報 処理 技 術者 に

は,シ ステ ム分析 にお け る情 報 ア ナ リス トや,シ ス テ ム設 計 におけ るシ ス テム設 計 者 の リー ダ

ーや ,管 理 者 と しての 役 割 が 求 め られ る。

シス テ ム開発 にお け る,プ ロ ジェ ク ト ・リー ダー の役 割 を果 すた め に は,情 報 ア ナ リス トと

して の物 の見 方 と,シ ステ ム設 計 者 と して の技 術 的 見識 の両 方 が,要 求 され る であ ろ う。

情報 処 理 部 門 にお け る規 模 の 拡大 や,技 術 の進 歩 に伴 って,コ ン ピュー タ ・シ ステ ムの評 価,

選 択,新 機 種 の導 入,シ ス テ ムの切 換 え に関す る計画,な ど とい った業 務 が現 わ れ て来 た 。 こ

の分 野 で,コ ンピ ュ ー タ ・シ ステ ムの 分析 を行 うた め に は,ハ ー ドウェ ア/ソ フ トウェ アの構

成 を評価 し,選 択 した り,シ ステ ム運 用 を はか るた め の,技 術 的 な能 力 が必要 と な るの は当然

で あ る 。さ らに,運 用 に 当 って の要 員 の組 織 化 や確 保,処 遇 な どの面 にお け る問 題解 決 が必 要

とな る こ と もあ る。

情 報 処理 部 門で の管 理者,ま た は管 理 者 の ア シ ス タン トと して の業務 の うち,上 級情 報処 理

技術 者 が 担 うべ き もの は,幾 つ か あ る 。 シ ステ ム開発,シ ス テ ム改善 な どを 目的 とす るプ ロ ジ

ェ ク ト管 理 な どがそ うで あ る。

1.4情 報 処 理技 術者 育 成 の シ ステ ム

上級 情 報 処理 技 術 者 の育 成 の ため の教 育 シス テ ムは,考 え方 にお い て も,方 法 につ い て も,

不十 分 な面 を残 して い るの が現状 で ある と考 え られ る 。

(1)目 標

まず,組 織 にお いて,教 育 や育 成 の 目標 が設 定 され てい なか った り,設 定 され て は い て も,

あい まい で あ った り抽象 的 に過 ぎる こ とが 多 い。 こ の理 由 の一 つ は,組 織 の 中 で,上 級 情 報

処理 技術 者 の果 す べ き役割 が明確 に され てい ず,プ ロフ ェ ッシ ョナル なサ ー ビスに対 す る,

「需 要 」 が把 握 され て い ない こ と にあ ろ う。

こ の こ とは,育 成 に 当 って,体 系立 った 方針 を建 てた り,計 画 を作成す るこ と を困難 にす

る 。 また,個 人 的 な レベ ルで言 え ば,情 報 処 理 技 術者 が,自 分 の 能力 向上 を考 えて ゆ く上 で,

目 ざす べ き方 向 が よ くわ か らない とい うこ とに もな ろ う。
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c

しば しば,建 前的 あ るい は仮想 的 な 目標 が示 され てい るこ と もあるが
,こ れ だ け で は,長

期 的 あ るいは継 続 的 な教育 活 動 に対 す る指 針 と して は不十 分 で あろ う
。組 織 的 な レベル では 、

方 針 のあいまい さや,一 貫 性 の な さ として現 われ る 。 また ,個 人 ・個人 の レベル にお い て は,

「動機 づけ」の困難 さの一 因 とな り,教 育 はそ の出 発 点 にお い てハ ンデ ィキ ャ ップ を負 うこ と

に なる 。

妥 当 な教育 目標 を設 定す る に は,情 報処 理技 術者 の 育成 とい う観 点だ け で な く
,組 織 人 と

しての,全 体 的 な育 成構 想 の 中 にお け る位 置 づ け も重 要 で あろ う
。例 え ば,終 身雇 用 の体 制

の 中 で,専 門化 ・細 分化 され た技 術 を中心 に訓練 され た人 々を
,急 速 に 変化 す る環 境 の 中で,

どの よ うに処 遇 す るか な どで あ る。

また,組 織 その もの につい て の 未来 像 の設 定 や ,そ の観 点 か らの長 期的 かつ 総合 的 な計 画'

や 見通 しな ど との 関連 性 につ い て も注 意 す べき で あ ろ う
。 そのた め に も,組 織 にお け る諸 活

動 の全 体的 な姿 を,動 的 な形 で理 解 した 上 で,情 報 サ ー ビス面 での ニー ズ を設 定す べ き だ と

い うこ とに なろ う。 これ には,少 な く と も,プ ロフ ェ ッシ ョナル な知的 サ ー ビスが 要 求 され

よ う。 この分 野 も,上 級 の情 報 処理 技術 者 の行 動 が ,求 め られ る領域 であ る と言 え よ う。 さ

らに,こ の よ うな知 的 サー ビス を利 用 で きない組 織 体 では
,問 題 の設 定 と,こ れ につ いて の

対策 との 間 で,あ る種 の悪 循環 が生 じや すい こ と も指 摘 で きる だろ う
。

② 計 画

こ こでは 計画 を,「 す で に設 定 され た 目標 を分 析 し,学 習者 が行 動す る領域 を定 め,こ の

領域 にお い て どの よ うな行 動 を と るべ きか を明 らか に する 」こ と として考 え る
。 重要 なの は,

「何 が で きるか 」,「ど の よ うに行動 で き るか 」 とい うこ とであ り
,「 何 を知 って い る か」 は

副次 的 で あ る とす る 。

組織 体 が,情 報処理 技 術 者 に対 して,ど の よ うな行 動 のあ り方 ,行 動 の様 式 を期 待 す るの

か を意 思 決定 す る こ とは,必 ず し も容 易 では ない だ ろ う
。 まず,多 くの 組 織体 にお い て は,

上 級情 報処 理 技 術者 によ る,知 的 サ ー ビス を享 受 した 経験 が 限 られ て い る
。そ のた め に,何

を,ど の 程度 まで期 待 で きる のか ,あ るいは期 待 す べ きか につ いて,判 断材 料 の 不足 を感 じ

る場 合 があ ろ う 。

社会 的 お よび技 術 的 な変 化 が,急 速 に起 って い る この分野 にお いて は
,経 験 だ けに 依存 し

て いた の では,意 思 決定 や対 策 が手 遅 れ にな りが ち とい う事情 もあ る
。結 果 と して,職 務 を

分析 し,標 準的 な職 務 内容 を具 体的 なか た ち で文 書 化 し,こ れ を マネー ジメ ン トの ツール と

して活 用す る よ うな段 階 に まで は ,到 達 して いない 組織 体 の 多 いの が現状 で あ ろ う。

また,組 織 体 にお け る教 育は,採 用,配 置 ,昇 進,人 事評価 などの,人 事 管理 システ ムの一

環 としても,補 らえられるべ きで ある 。人 事 管理 シ ス テムは ,情 報処理 技 術者 の育 成 につ い て
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の外部 環 境 で あ り,ま た制約 条 件 の 一つ で もあ る と考 え られ る。人 事 シ ステ ム にお いて も,

長 期 的,総 合 的 な観 点 か ら,さ ま ざま な変化 に適応 で きる よ うな弾 力性 が必 要 と され て い る 。

わ が国 の雇 用形 態 に あ って は,終 身 雇用 が基調 であ るた め に,職 務 か ら見た 人事 構成 と,年

功序 列 の昇 進 体 系 か ら見た 人事構 成 とは,一 致 しない の が普 通で あ る 。従 って,組 織 の 目標

と,情 報処 理 技 術者 の 自己 啓発 意欲 とを,統 合 し調 整 で きる よ うな人事 シ ステム が,要 請 さ

れ る こと に もな ろ う。

さ らに,育 成 とい う課 題 は,多 くの 場合,初 級 → 中級 → 上級 とい っ た方 向 の よ うに,よ

り高 度 な段 階 へ の能 力 開発 と して捕 え られ,人 事 シ ステ ムに おい て も,昇 進 体 系 な ど との関

連 性 に 目 が向 き がち で あ る。 しか し同時 に,い わ ゆ る上 級 の 職位 に就 い ては いて も,十 分 な

訓練 を受 けてい ない情 報 処理 技 術者 もあ る。 また,技 術や 環 境 の 変化 につれ て,能 力 の更 新

が必 要 に なる場 合 もあ る 。 この よ うな人 材 の再 生産 に も 目 を向 け,い わ ゆる 人材 の使 い捨 て

が防 止 で き る こ と も望 ま しい。,

(3)組 織 化

この段 階 で は,教 育 のた めの戦 略 や 戦術 を展 開す る。定 め られ た領 域 にお い て,期 待 され

る行 動 が でき る よ うに,有 効 で能 率 の高 い教育 の方 法 や資源 な どを案 出 し,実 施 の ため の計

画 を 作成 す る。 目的 や 目標 はす で に設 定 され てい る とす れ ば,教 育 内容 と方法,教 育 め た め

の予 算や 時 間,教 育 機 関 の評 価 と選択,教 育 のた め の組 織 の編成,実 施 日程 の 作成 な どが中

心 と なる だ ろ う。

〈 目 的 性 〉

組織 体 の 中で期 待 され る行動 形 式 が,公 式的 な形 で定 義 で きる ことは,教 育 の 目的 設 定 にお

い て 重要 で ある こと を,す で に述べ てお い た 。 も う一つ 重 要 な側面 は,組 織 体 や個 人 の レベル

にお ける動 機 づ け で あ る 。教 育 の意 義 を 考 え てゆ くの に,組 織体 や個 人が,ど れ だけの 主体 性

な り,目 的意 識 な りを持 つ か とい うこ とで あ る 。

例 え ば,「 業 績 が好 調 で ある ときに は,教 育 予 算 が 多 く,教 育 活動 が盛 ん で ある が,ひ とた

び業 績 が 不振 に な って くる と,た ち まち教 育 予算 が 削減 され て しま う」 とか,「 時 間 が割 けれ

ば,ま た 人 手 に 余裕 があ れば,教 育 を行 う」 とい った 事例 は,し ば しば見 受 け られ る。 こ う し

た 事 態 は,組 織体 が,人 材 育 成 の重 要性 を 唱 え なが らも,実 際 に は人材 育成 の ため の教 育 活動

の価 値 を,さ ほ ど高 く評 価 して い ない とか,そ の こ とに 自信 が ない こ との現 れ と言 え よ う。

また,教 育 を受 け る各 個 人 が,ど の程 度 まで教育 や 自己 啓発 の必 要性 を認 識 してい るか も問

題 で あ ろ う。各 個 人 は,さ ほ ど強 い問 題 意 識 や能 力 開発 の意欲 を持 ってい るわ けで は な く,そ

の代 りに,組 織体 によ って これ が与 え られ る こ とを,ば く然 と待 って いた り,上 司 か らの指示

な ど に よ って,外 か ら押 しつ け られ る よ うな状 況 も見 られ る 。 この よ うに,問 題意 識 の持 ち方
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や,能 力 開発 の方 向づ け な どにおい て,組 織 体 のお仕 着 せ に全面 的 に 依存 して いた の で は,各

個 人 が,教 育 の場 にお い て,組 織 体 に振 り回 され るこ とに な りかね な い。これ で は,一 時 的 な

流 行 を追 った り,形 式 的 ・儀 式的 に教育 を受 け る こ とに な って,真 の学習 の 効果 は期 待で きな

い だ ろ う。

終 身 雇用 の体 系 に おい て は,各 個 人 の問 題意 識 や価 値 観 な どが,と もす れ ば集 団 の 中 に埋 没

しが ちで あ る 。また,年 功 に よる昇 進体 系 が,能 力 向 上 の意欲 を減 殺す る場合 もあ る。 さ ら に,

組織 の大 規 模 化 ・複 雑化 や技 術 の急 速 な進 歩 な どが,能 力 向上 の効 果 につ い ての 自信 を失 わせ

る よ うなこ と もあ りうる 。こ の よ うな組 織 風 土 にお い て は,い わ ゆ る教育 活動 は,儀 式 的 な知

識 や 知 的 ア クセ サ リー の提 供 しか で きな くなる。 各個 人 が,自 主性 や 自律 性 を確 認 ・再確 認 し

て ゆ くた めの 方策 が大 切 で あ る 。

<職 場 とOJT>

組織 体 の 中で働 く,個 人 の思 考 や行 動 の様 式 に,大 き な影響 を与 えるの は職 場 である 。人 は,

「仕 事 を通 じ」,「経 験 に よ って」学 ぶ ところが 大 き い。職 場 で,苦 労 して あ る い は,知 らず 知

らず の うち に身 に つ けた 事 柄 は,公 式 的 な教育 で学 習 した こ とよ りも,深 く印 象付 け られ るこ

とが 多 い。職 場 に お け る,管 理者 や先 任 者 の思 考 ・行 動様 式,価 値観 は大 き な感化 力 を持 つ 。

人 間観,社 会 的関 心,知 的好 奇心,教 育観 な どにつ い て も,同 様 な ことが言 え る。 こ の意 味 で,

職 場 に おい て は,意 識 的 ある い は無 意識的 に,広 義 のOJT(OntheJobTraining)が 続 け られ

てい る と見 る こ と もで き よ う。

教育 訓練 の方法 と して のOJTは,作 業 的 な要素 を含 む 職務 な どの,技 法 を学習 す る ときに

有 効 で あ る こ とが多 い 。 しか し,こ の場 合 に も,適 切 な訓練 計 画や指 導者 が 欠け て い る と,好

ま しくな い習癖 が固 着 す る こ と もあ る 。 また,経 験 だ け でな く,理 論 を学 ぶ ことに よ って 初 め

て理解 が深 ま った り,学 習 が強化 され る分 野 が ある 。情 報 処理 技 術の進 歩 は,こ の よ うな分 野

を相対 的 に広 く して い る。組織 体 にお い て,ま だ経 験 した こ との ないよ うな問 題 の 扱 え る こ と

が,大 切 に な って き てい る。

技術者 教 育 にお い て は,特 に,仕 事 と教 育 とを別 個 の切 り離 され た もの と して,取 組 むの は

無 意 味 で あ る 。従 っ て,職 場 自体 を,仕 事の 場 とし て見 るだ けで な く,教 育環 境や 教育 シス テ

ム と して も把 握 し,こ れ を評 価 して ゆ く必 要 が あろ う。仕 事 の 場 として の評 価 と,教 育 の場 と

して の評 価 に,質 的 な差 異 が大 きい のは問 題 で あ ろ う。

〈教 育 内容 と方 法 〉

中級 や 上級 の 情 報処 理 技 術者 が,学 習す べ き とされ る事柄 は,範 囲に お い ては 広 が る一 方 で

あ り,同 時 に専 門 化 ・細 分化 の度 合 い を増 してい る。各種 の教 育機 関 にお け る カ リキ ュ ラム や

コ ース の内 容 を見 て も,多 様化,細 分 化,専 門化 の傾 向 が著 しい 。 また,す で に習 得 され た 技
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術 や 知識 が,時 代 遅れ の もの にな っ てお り,再 教育 や継 続 教育 の必 要 性 が 出て 来 て いる 。 この

よ うな傾 向は,今 後 も続 くも の と予想 され る。情 報処 理技 術 の進歩,情 報処 理 技術 が 適 用 され

る分 野 の 拡大,よ り高 度 な利 用へ の要 請 な どが,そ の背 後 にあ る 。

こ のた め に,提 供 され る情 報 量 は,多 くの組 織体 や 個 人 が,従 来 の方 法 で消化 で き る限度 を,

す で に上 回 ってい るの が現状 では ない だ ろ うか。 技術 の進 歩 に よ って生 じた問題 解 決 の可能性

と,こ れ を組 織体 の中 で実現 す る能力 との 間 の格 差 が,次 第 に大 き くな って ゆ くお それ もあ る。

情 報処 理 技 術 の水 準 を維持 した り,そ の 向 上 をはか るた めに,教 育 につ い て の時 間や 予算 の,

絶 対 量 を増加 させ るこ とが必 要 に な ろ う。 この よ うな増 加 が,少 く と も一時 的 に,組 織 体や個

人 が負 担 し得 る限度 を,超 え る こ と もあ り うる 。組 織 体 に よ っては,情 報処 理 技 術者 の教 育 を

投 資 と して,公 式 的 な形 で扱 うべ き段 階 に 来 て お り,教 育 内容 や 方法 の 選択 に当 って,体 系 立

っ た情 報収 集,評 価,立 案 な どが必 要 とな って いる 。

中級 情報 処 理技 術者 の場 合 もそ うで あ る が,特 に 上級情 報処 理 技術 者 の 教育 にお いて は,広

範 囲 でか つ集 中的 な企画 立 案 と,数 多 くの 教育 資 源 とが要 求 され る。従 って,こ れ を特 定 の組

織 体 だけ で,独 自に実施 す るの は相 当 に困 難 で あ る し,投 資効 果 面 か ら 見て も得策 で は ないの

で,組 織 体外 部 の教育 機 関 の,積 極 的 で有 効 な利 用 をはか るべ きで あ る。例 え ば,企 業 人や組

織 人教育 のた めの専 門機 関(公 共 的 な もの,コ ン ピュー タ ・メ ーカ ーに よ る もの な どが ある),

大 学,各 種 の団 体 な どが提 供 す る カ リキ ュ ラム,コ ー ス,講 習 な どについ て,そ の 内容 や 特色

を体 系的 に 調査,検 討,評 価 して ゆ く必 要 が あ り,そ の ための 参考 情 報や ア ドバ イ スの 入手 も

大 切 であ る 。

〈 カ リキ ュ ラム 〉

カ リキュ ラムは,教 育活 動 を組 識 化 す る た めの計画 方法 の一 つ で あ り,今 日の教 育 の 多 くが

これ を基 礎 に して い る 。大 まか に い うと,カ リキ ュ ラム は次 の手 順 で編成 され る。

環 境 や 制約 条 件 な どを見 極 め た後 で,

① 教 育 の 目標 を設 定 す る 。

② 設 定 された 目標 の達成 に必 要 な,主 題 や 内 容 を選定 す る 。

③ 選ば れ た主 題や 内容 を教 育す る た めの,コ ー スや単 元 を設 計 す る 。

④ コー スの配 列 ・順 序 を編 成 す る。

⑤ 時 間 を配 当す る。

以 上 の手 順 を構 成 す る各段 階 は,相 互 作 用的 に扱 うべ きで あ る。編成 の過 程 をシ ステ ム分析

と設 計 の一 つ に見 る こ ともで き る。採 る べ き アプ ロー チ を,相 互作 用 的 ・相 互影 響 的 な計 画 に

求 め る こ と もで き よ う。

実 際 に,そ の よ うに行 動 す るの は容 易 で は ない 。例 えば,予 算,教 育 担 当者,教 育 設備,ノ
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●

ウ ・ハ ウな どの,教 育 資源 にお け る 制約 の 厳 しい こ と が,主 要 な条 件 であ る よ うに 見 え る状 況

が あ る。 この よ うな場 合 に,制 約 条 件 を 「与 え られた 」 もの と して受 容 する と,そ のこ とがカ リ

キ ュ ラム の性 格 を規 定 して しま うこ ともある。カ リキュ ラム編成 の手 順 が,実 質 的 には狭 い 枠 の

中 に,一 見新 奇 で有 用 なテ ー マや コース を押 しこめ る作業 にな る こ と もあ る。 限 られ た貧 弱 な

教育 資源 を,き らびや か な技 法 や 主題 で装 っ た,カ リキュ ラム が作 られ るお それ もあ る 。

どの シ ステ ム も環 境の 中で機 能 を発 揮 す る ので あ る が,同 時 に シ ステ ムの環 境 に対 す る働 き

か けに も 目を向 け るべ き であ ろ う。 また,直 ち に制約条 件 か ら出発 す るの で な く,な るべ く制

約 条 件 を取去 った 状 況 一 例 えば,技 術的 可能 性 が 唯一 の 制約条 件 で ある よ うな環 境 一 を,

ひ とまず想 定 して望 ま しい状 況 に つ いての イ メー ジ を明 確 に して お く。 そ して,そ の後 でい わ

ゆ る現 実 の制約 条 件 な どを加 味 し,も う一 度 考 え直 してみ る,な どの工 夫 も考 え られ よ う。

だれ が カ リキュ ラム を編成 す るか,あ る い は編成 に当 って主体 性 を持 つ べ きか であ る が,少

な くと も上級 情 報 処理 技 術者 の教 育 にお いて は,研 修者 自身 が,教 育 担 当者 な どの援助 を受 け

なが ら,自 分 の た めの カ リキ ュ ラムを設 計 で きる よ うな状 態 を,望 ま しい姿 の一 つ と してお き

た い 。

〈資 源 〉

む

教育 の実施 一 研 修 ・指 導 のた め の資 源,例 え.ば,講 師 陣,教 育 方法 な どの情 報,教 室,図

書 室,コ ン ピュー タ ・サ ー ビス設 備,教 務 な ど運営 に携 わ る担 当者,な ど につ いて の組 織 化 も

必 要 で あ る。教 育 にお け るシ ス テ ム化 や マ ネ ジ メ ン トは,考 え方 にお い て も ツール にお いて も,

まだ まだ未熟 であ る。他 の分 野 に比 べて,努 力 の蓄 積 が 不十 分 な面 が ある 。こ のた め,シ ス テ

ム的 とは とて も言 え な い よ うなや り方 で,シ ス テム的 な考 え方や 技法 が教 え られ てい る よ うな

例 は,珍 ら し くない だ ろ う。

講 師 陣,設 備,教 務 担 当 な どは,あ る一群 の 目標 を達成 す るた め の,シ ステ ム構成 要素 とし

て把 握す る こ とが で き るの で あ るが,現 実 に は縦 割 り的 な思考 や 行動 の型 式 が支 配的 で あ る こ

とが 多い 。各 種 の教 育機 能の 連携 の と り方,教 育 活動 の調 整 のや り方,マ ネ ジ メ ン トに お ける

情報 シ ステ ムの あ り方 な どにお け る,考 え方 や 方策 の 開発 が重 要 であ る 。場 合 に よ っては,講

師 陣や 教務 担 当者 な どに対 しての,教 育 ・訓練 ・説 得 が 不可決 に なろ う。ま た,各 種 の教 育機

関 の 間に お け る,教 材,教 育 方法 、教育 のた め の パ ッケー ジな どに関 す る,情 報 の 流通 を強化

す る こ と も有 用 で あ ろ う。

(4)評 価 と統 制

この段 階 で は,組 織 化 と実施 によ って,目 標 が どの程度 ま で達成 で きたか を測定 ・評 価 し,

目標 が達成 され てい ないの であれ ば,組 織 化 と実施 につ い て再 設計 をす る 。 この 局面 で の 関

心 は,評 価 の方法 につ いて の技 術 的 な側 面 に 向 きが ちで あ る が,同 時 に 次の よ うな 「考 え方」
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につ い ての 配 慮 も要 求 され る 。

まず,評 価 と統 制 は,目 標 の設 定 → 組 織 化 → 実施 → … … な どの プ ロセ スの一 環 で あ る。

従 って,目 標 が設 定 され てい なけれ ば,測 定 は原 理的 に不 可 能で あ る 。 また,目 標 が どの 程

度 に まで具 体的 に示 され てい るか に よ って,測 定 の詳 細 度 が 左右 され る。

例 えば,目 標 が抽 象的 であ り,こ れ が具 体 的 な測定 尺 度 へ論 理 的 な形 で展 開 されて い る の

ので もな けれ ば,い く ら詳 細 な測定 を した と して も,こ れ を 統制 の手 段 として活 用す るの は

困難 であ る。 目標 設 定 に お け るあ い ま い さや 不十 分 さが,測 定 にお ける技 術的 な困難 さにす

り替え られ て い る例 が少 な くないひ また,目 標 と の間 での,論 理 的 なか か わ り合 い を持 た な

い測 定 項 目は,そ れ 自体 として は,有 用 で あ り得 ない 。

次 に統 制 につ い て であ る が,「 計 画 と実 績 とを比 較 して,両 者 の間 に有 意 な差 異 があ れ ば,

これ を計 画 に フ ィ ー ドバ ック し…… 」 と考 え る とき に,「 計 画 」の持 つ意 味合 い を吟味 す る

必 要 が ある 。 も し,こ の 「計 画 」 の 中 に,目 標 も含 まれ て い るの で あれ ば,フ ィー ドバ ック

は 不 可能 で あ る。 目標 の設 定 を変 更 す る こ とは,シ ス テムそ の もの を根 本 的 に見直 す こ と で

ある 。

い わ ゆ るフ ィー ドバ ックは,組 織 化 や 実施 に対 してだ け有 効で あ る 。 さ らに,教 育 にお け

む

る フ ィー ドバ ックは,年 を単位 とす る よ うな,比 較的 ゆる や か な プ ロセス で あ る。 そ して ま

た,こ れ には限 界 が あ る 。計 画 の 不十 分 さ を,統 制 に よ って どの程度 ま で補 うこ とが で き る

か を,よ く見定 めて お くこ とが大 切 で あ る 。

1.5教 育 の 必 要 性

1.3に お いて,上 級 情報 処 理 技術 者 が 果す べ き役割 の例 を挙 げた 。 この よ うな役 割 の必 要 性

をお よ そ認 めた と して も,実 際 にそ れが や り通 せ る 人は 多 くない だ ろ う。 さ らに,上 級 情 報 処

理 技術 者 が,情 報 処理 部 門 管理 者 の供 給 源 の 一つ で あ る こ とを考 え合 わ せ る と,こ の分 野 で の

教育機 能 の 強化 が更 に望 ま れ る 。

しか し,現 実 には,育 成 に当 って の考 え方 や 方法 につ いて 不十 分 な点 が 目立つ の で あ る 。こ

う した 不十 分 さ と関 連性 が高 い と考 え られ る事柄 を挙 げ る と,次 の よ うであ る。

〈環 境 〉

上級 情報 処 理 技術 者 は,人 類 がこ れま で に体験 した こ との ない新 しい社 会 環 境 の 中の,新 し

い 分野 の 中 で問題 を解 決 す る こ とが 要求 され る 。脱 工 業化 社 会,情 報 化社 会,… … な どの言 葉

で 特徴 づ け られ る新 しい社 会 環 境 の 中で は,従 来 とは 違 う物 の 見 方 が な され 始 め,価 値感 がゆ

れ 動 い てい る 。多 くの専 門 分野 で確 立 され て 来た権 威 は,相 対 的 に低 下 しつ つ あ る。

しか も こ の変化 の速度 は 増加 して お り,動 的 な環 境 の 中で,動 的 な形 で 問題 を捕 らえ,動 的
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な形 で これ を解 決 し続 け るこ とが迫 られ てい る。 一方 におい て,こ う した ことにっ い ての経 験

は乏 し く,経 験 に基 いて教 育 で きる事 柄 は 余 り多 くない 。

また,日 本国 内 の組 織体 に 限定 して考 え た場 合,財 貨 ・人 ・情 報 の国 際的 な交流 の量 は 著 し

く増 加 して い る。経 済 の重 要 な部 分 は,す で に国 際的 な フ レー ム ワー クの 中 に組 込 まれて い る

が,反 面,発 想 ・思 考 の 様 式,行 動 の形 式 な どの側 面 では,国 際 的 な交 流や 相 互理解 の度 合 い

は限 られ てい る。

歴 史的 ・地 理的 背 景 を考 え合 わ せ る と,日 本 の社 会 環 境 の 中 にお け る発 想 ・思 考 ・行動 の様

式 に は,日 本 固有 と でも呼 ぶ べ き要素 が含 まれて い る と指 摘 され てい る 。 また,こ の差異 は,

単 な る程 度 で は な く,質 的 な違 い もあ る 。 これ らの要 素 があ る た め に,国 際的 な 交流 や理 解 に

は,多 大 の努力 や時 間 を要 し,し か も効 果 は思い のほ か少 さい 。

特 に,シ ス テム,マ ネ ジメ ン ト,イ ンフ ォー メー シ ョン,オ ー ガ ニ ゼー シ ョンな どに関 連 の

深 い分 野 で は,日 本 で独 自に問題 を発 見 し解 決策 を開発 した 例 が 少な く,多 くの 考 え方や 技 法

を,海 外 か ら 「移 入 」 してい る。 しか しな がら,「 シ ス テ ム的 な考 え方 を と り入れ る」,「国 際

的 な感 覚 を身 につ け る」 など のこ とが,も とも と実 現 可能 なの か ど うか さ え,確 か め られ て い

ない 。 また,も し可能 で あ る と して も,そ の ため には どれ だ けの時 間や努 力 が必 要 なの か も,

よ くは分 か らない 。 「シ ステ ム的 な考 え方 を採 り入れ る」,「国 際 的 な感覚 を身 につ ける 」 とい

う発 想 自体 が,日 本 独 特 の もの だ と も言 え よ う。

〈教育 の方 向 づ け 〉

上 級情 報処 理 技術 者 の育成 とい う観 点 か らす る と,多 くの大 学や企 業 にお け る教育 は ㌧ 水 準

も さる こ となが ら,努 力 の方 向 自体 に問 題 を含 ん でい る と考 え られ る 。例 え ば,相 互 に関連 性

の あ る領 域 を 切 り離 して しまい,そ れ ぞれ を独 立 した形 で,い わ ゆる 「専 門 的 に」 取扱 うこ と

な どであ る。

オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チに お い て,定 式 化 され た モ デル や デ ータ を与 えた上 で,解 を求

め る 方法 を教 え る こと は多 い 。 しか し,ど の よ うな環 境 の 下 で,ど こに 目をつ け,ど の よ うな

情報 を提 供す べ きか,言 い換 え る と,解 が 求 め られ た と して,そ れ が どの よ うに役 立て られ る

か を教 え るこ とは 少 な い。解 を 求め る こ とが 目的 で あ るか の よ うに教 えて も,現 実 には そ の よ

う な状 況 は余 り多 くな い 。

情 報処 理 の教育 にお い て は,情 報 だ けを切 り離 して扱 うか ら,情 報 シ ステ ム が,組 織 体 の 中

で どの よ うに機 能 を発 揮 す るのか は教 え られ な い 。情 報 は,常 によ り早 く,よ り正確 に処 理 す

る こと が,共 通 の 目的 で あ るか の よ う に扱 われ て い る 。

一 方
,経 営 学 な どでは,情 報 が極 めて 抽象 的 な形 で 取 上 げ られ てい る だけ,と い う例 も珍 し

くは ない 。結 果的 には,シ ス テ ム仕 様 を どの よ うに練 り上 げ て行 け ば よい か は,ど こで も教 え
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られ ない まま であ る 。 シ ステ ム仕 様書 を ま とめ られ る,情 報 処理 技 術者 が育 ち に くい理 由 の一

つ が こ こ にあ る。

多 くの教 育 機 関 では,教 えや す さや 教 育 に つい ての 見 か けの効 率 が,教 育 の 目的 よ り優 先 し

て しま って い る。 比較 的 に独 習 が容 易 であ った り,分 か らない ときに外 部機 関 な どへ 相談 す れ

ば足 りる よ うな事柄 につ い て,集 合教 育 がな され てい る。そ して その反 面,経 験 か らは 学び が

た い事柄,試 行 錯誤 に よる損 失 が大 き い分野 な どにつ い ては,「 本 人 の心 がけ次 第 」な どとい っ

て,特 に教 育 しな い よ うな例 も珍 し くは な い。学 習者 が,こ のよ うな教 育 のあ り方 に慣 ら され

て しまい,知 的 な好 奇心 や 探 究心 を鈍 ら され て しま った よ うな こ とが あれ ば,事 態 は さ らに面

倒 で ある 。

従 って,上 級 情 報 処理 技術 者 の教 育 にお いて は,時 代,国 際的 な環 境,従 来 流 の教 育 の欠 陥

な ど,さ ま ざ まな要 因 に よ って もた ら され た問題 点 を,体 系立 った努 力 に よ って解 決 す る こ と

を,基 本 的 な 目標 の一 つ とす べ きで あ る 。そ して,シ ス テ ム,マ ネ ジメ ン ト,イ ンフ ォー メー

シ ョン,オ ー ガニ ゼ ー シ ョンの側 面 に つい ての,包 括 的 な考 え 方や 技法 を提 供 で き る必 要 が あ

る 。

この よ,うな意味 で,上 級 情 報処 理 技 術 者 の教育 に は,初 級 や 中級 に お け る教 育 と,ほ ぼ 同質

な分 野 の 延長 線 上 に位 置 づ け られ る要 素 と,考 え方 や 扱い 方 におい て 異質 であ る よ うな要素 と

を,合 せ持 つ こ とに な る。集 中的 な教 育 が 大切 なのは,後 者 の 要素 につ い てで ある が,こ れ を

実施 す る には,中 級 情 報 処理 技術 者 に要 求 され る程 度 の,知 識 や能 力 が前提 と なる 。
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2.上 級情報処理技術者育成指針

2.1上 級 育 成 指 針 とそ の背 景

情 報処 理 技術 者 育成 指針 が最初 に作成 され たの は,通 商産業省 が昭 和43年 度及 び昭 和44年

度 の事業 と して,日 本 情 報 処理 開発 セ ンタに委託 して と りまとめ た 「上級 情 報 処 理 技術 研 修 ガ

イ ドブ ック」(以 下,旧 上級 育 成指 針 とい う)で あ った。 その後 昭和45年 度 に 「初 級 情 報 処理

技術者 育 成 指 針」(以 下,初 級 育成 指 針 とい う),昭 和48年 度 に 「中級 情 報 処理 技術 者 育 成指

針 」(以 下,中 級 育成 指 針 とい う)が 作成 され,旧 上級 育成指 針 が世 に出 て以 来 す でに10年 の

歳 月 を閲 した こ とにな る 。そ の間 コン ピュー タ技 術 の進 歩発 展 は め ざま しい もの が あ り,情 報

処理 シス テ ムの 一般 社会 に対 す る普及 も,10年 前 の状 況 とは隔 世 の感 があ る。旧 上級 育 成 指針

の内 容 も改 訂 す べ き点,追 加 す べ き点 が 累積 す る にい た った。

中級 育 成 指針 の作成 の過程 で も,す でに こ の こ とに関 す る議 論 が提 起 され た が,上 級 育 成指

針 と して は,旧 上級 育成指 針 の部 分的 改修 をお こ な うよ りも,そ の後 の大 き く変化 した情 報 処

理 シス テ ムの普 及状 況 を十分 考 慮 して,旧 上 級指 針 の枠 に とらわれ るこ とな く,社 会 的 需 要 に

適合 した指針 を新 た に検 討 す べ きで あ る との結論 に達 し,中 級 育成 指 針 は,そ の よ うな 上級 育

成指 針 の将 来 計画 も念 頭 にお きっ っ作 成 され た もの で あ った。

今,こ こに作 成 した 「上級情 報 処理 技術 者 育成 指針 」(以 下,上 級 育成 指 針 とい う)は,上

記 の よ うな 背景 の 下で成 案 に至 っ た もの で あ る。 した が って,上 級育 成指 針 は,初 級 育成 指 針,

中級 育 成 指 針 と連続 性 を もち,一 貫 性 の あ る ガイ ダン ス と して の位置 づ け が され てい る。以 下

にそ の関 連 の概 略 を述 べ る。

そ の前 に一 言,旧 上級 育成 指 針 との関 係,あ るい はそ の意 図 に っいて もふれ て お くこ とは,

この 上級 育成 指 針 の性格 を知 る上 で,助 け に な る と考 え る。

(1)旧 上級 育 成指 針 の経 緯

旧上級 育成 指針 を作成 した時期 は,前 に も述 べ た通 り10年 前 で あ り,・コ ン ピュ ー タに よる

情 報 処 理 シス テ ムが,一 般 企 業 の 中に急 激 に浸透 しは じめた,い わば フロンテ ィアの時代 で あ

った 。 この た め,情 報 処理 技 術者 の不足 が最 も痛 切 に感 ぜ られ てい た時期 で もあ った。新 し

い シ ス テ ムの構築 に は,コ ン ヒ.ユー タの側 か らの専 門 技術者 の 知識 と,経 営 管 理 の側 か らの

業 務 知識 の両 者 の協 力 が必 要 に な る が,こ の よ うな開拓 期 に は,こ の二 つ の分 野 の グル ープ

の協 同作 業 に よ って開発 を お こな うよ りも,一 人 の人 間 が,コ ンヒ.ユー タの専 門知 識 に も,

経 営 管理 の実務 知 識 に も精 通 し,万 能 型 の能力 を もって,シ ス テム開 発 を強 引 に牽 引 して ゆ

くのが 効果 的 であ る と考 え られ て い た。 旧上級 育 成 指 針 の作成 の背 景 に は,こ の よ うな切 迫
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した情 報 処理 技術 者 の不 足 とい う焦 燥感 が存 在 して い た ため,指 針 の内 容 も,コ ン ピュ ー タ

の専 門 知識 か ら,企 業 経 営 のた めの調 査 ・予測 ・計画 ま での管理 の全般 にっ い て,何 もか も

知 って い な けれ ば な らない とい う考 え 方 が基調 に な り,網 羅 的 な ガイ ドブ ッ クに な った 。 こ

のた め,各 セ ク ター の間 では,相 互 の 関連 づ けが少 な く,標 準 的 カ リキ ュ ラム と して の基 本

枠 組 に 欠 け る とこ ろが あ った 。 この こ とは情 報 処理 シ ステ ムの普及 の初期 と して はや む をえ

な い事情 と考 え られ る。

旧上級 育 成指 針 の作 成 後 数 年 に して,諸 大学 の中 に情 報工 学 ・情 報科 学 ・計 算機 学等 の情

報 関連 の 学 科が重 点的 に設 置 され る よ うに な り,情 報 処 理技 術 者不 足 の半 面 は急 速 に解 消 さ

れ る趨 勢 が作 られ た 。(文 献 〔8〕)

大学 に お ける情 報関 連 の学 科 の設 置 と,そ のた め の カ リキ ュ ラムの検 討 に よ って,旧 上級

育 成指 針 の もって いた役 割 は,か な りの部 分 がそ こに吸 収 され る ことにな っ た が,反 面,企

業 にお け る情 報 処理 シ ステ ムの普及 の進 展 は,さ らにこのよ うな大学 にお け る情 報 関連 の学 科

の新 設 を もって して も充足 す るこ との で きない面 を浮 き彫 りにす るよ うに な った 。

(2)本 上 級 育成指 針 の必要 性

大学 教 育 の 目標 と分担 は,企 業 にお け る需 要 を全 面 的 に満 足 させ て,不 足 す る要員 を供 給

す るだ け の もの で はな い。 さ らに実 務 に即 した要求 をみ たす には,大 学 の教 育 と して も限界

が あ る。情 報 関連 学 科 の設置 に よ って解 決 され る面 は,現 在 の企業 や社 会 が必 要 として い る

上 級 情 報 処理 技術 者 の 育成 に対 して,ご くわ ず かの部 分 に当 た る。 この こ とは 大学 に お け る

情 報 関連 学 科 の教 育 項 目に偏 りが あ る とい う意味 では な い.

現 実 問題 と して,情 報 シス テムの 社 会的 ひ ろが りの実 状 と対 比 してみ る と,そ の た めに必

要 な情 報 処理 技 術 者 の教 育 の体 系 が整 備 され てい な い こ とは明 瞭 であ る。 どの部 分 が欠 落 し

て い て,そ の欠落 を どの程度 お ぎな うべ きか を考 え る た めの ガイ ドライ ン が,こ の上級 育 成

指針 で あ る。現 在,こ の欠 落部 分 をわ ずか に埋 め る役 割 をは た して い る ものは,コ ンピュ ー

タメ ー カが開 催 す る研修 会や,そ の他 の団体 の行 うア ドホ ックな講習 会 な どであ る。そ の 教

習 内容 は実務 的 で は あ るが,そ の時 々の 目的 に対 して は短絡 的 であ りす ぎ,又,そ の期 間 も

短 か す ぎ て テー マが散発 的 で あ る。 した が って,教 育 上 の主 張 に一貫 性 の あ る筋書 を立 て る

こ とは不 可能 で あ って,全 体 として の体系 をな した構 成 を とる こ とはで き ない 。 』

しか しな が ら企 業 内 で の情 報 処理 技術 者 の教 育 で,体 系 的 な教育 が実行 され て い る か とい

うと,こ れ は さ らに不満 足 な状 況 で あ る。建 て まえ と してOJTで 教 育 機能 は達 成 して い る

と いっ て も,多 くは手 なれ た業務 手順 の反 復 にす ぎず,育 成 指 針 ら しい骨 格 は存 在 して い な

い の が実 状 で あ る.企 業 活 動 の 中の 一歯 車 と して,役 割 の ル ーチ ン化 が 固定 して い る部 門 に

と って は,OJTで 新人 を育 成 し,要 員 の新 陳代 謝 にそ な えれ ば よいが,情 報 関 連 の部 門 は
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新 しい機 能 を今後 次 々 とっ け加 え っっ ある部 門 であ って,伝 統 の 中に 固定 化 して い る他部 門

と同列 の要 員 教育 だ けで事 足 れ りとす るわ けに はゆ かな い。 む しろ教 育 す る立 場 にあ る管理

者 自身 の育 成 が,今 や重 要 な課題 に な りっっ あ る。明 確 な教育 方針 と,全 体 にわた って 有機

的 な構 成 を もつ 上級 育 成 指針 が必 要 に な って来 た。

(3),上 級 育 成 指針 の着 眼点

上級 育成 指 針 が,現 在 ガイ ドライ ン として 欠落 して い る着 眼点 と して特 に重 点的 に採 りあ

げ た ものは,次 の よ うな教 育項 目で あ る。

① ス ペ シ ャ リス トと しての コン ピ ュー タ技術 者 よ りも,ジ ェネ ラ リス トと して の シス テ ム

分析 者 の育 成 が緊 急課題 であ る。

② コン ピュ ー タ関 係 の知識 と,マ ネ ジメ ン ト関 係 の教 養 との バ ランス感 覚 の養 成 が必 要 で

あ る。

③ 情 報 処理 そ れ 自身 につ いて の知 識 だ け では な く,コ ン ピ ュー タを何 に使 うの が よい のか,

どの よ うに シス テ ム を構築 す べ き か とい う,方 針 設 定 の能力 の あ る上級 情 報 処理 技術 者 の

育成 が必 要 で あ る。

④ 情 報 処理 シス テ ムの開 発 には,経 営管 理層 の シス テ ム分 析 ・設 計 への 関与 の度 合 が ます

ます多 くな る。 もはや コ ン ピュ ータ専 門家 に まか せて お けば よい とい う,「対 岸 の火 事 」的

教 育 計画 では す ま され な くな りつ っあ る。上級情 報 処 理技 術者 へ の キ ャ リアパ ス は コ ン ピ

ュ ータ専 門家 か らのみ で はな い 。新 しい上級 情 報処 理 技術 者 の育 成 ル ー トも考 えな ければ

な らない。

2。2上 級 育 成指 針 の 対象者`

上級 情 報処 理 技術 者 として想 定 され る教育 の対 象 者 に は,次 の三 つ の グル ープ が考 え られ る。

① 初級 情 報 処理 技 術 と中級 情 報 処理 技術 を履 習 して来 た実務 経験 者 。

② 大 学 に お いて情 報 関連 学 科 を学 習 した後 企業 に お け る実務 に数 年 間従 事 し,情 報 処理

技 術者 を志 して い る者 。 こ の中 は さらに次 の よ うな細 分化 が存 在す る。

a)情 報 科学,情 報 工学,制 御 工 学 な どの コ ン ピュ ー タに近 い技術 を学 習 し,企 業 に お け

る実務 経 験 と して,情 報 シ ス テ ムの設 計や 実施運 用 な ど を担 当 して い る場 合 。

b)社 会 科学 ・行動 科学 ・経 営科 学 ・管 理 工学 な どの情 報関 連 の学 科 を学 習 し,企 業 にお

け る経験 と して,企 画 部 門 ・生 産 管理 部 門 な どの業 務 に従 事 した場 合

c)数 理 統 計 ・経 営 数学 ・経 営経 済 な どの情 報関連 の学科 を学 習 し,企 業 にお いて,OR,

IE等 の ス タ ッ フ部 門 の経験 を経 た場 合 。

③ 経 営管 理 の 中 間管理 層 で あ り,且 つ情 報 処 理 シ ス テムの 開発 責任 者,管 理 責 任者、の職務
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をす でに遂 行 しっ っ あ る者 。

こ の三 つ の グル ー プの うちで,① の場 合 は,旧 上級 育 成指 針 が と りあっ か った位置 づ け に対

応 して い る。 旧上級 育成 指 針 は内 容的 に は10年 の時 間 差 の ために,不 足 す ると ころ も多 いが,

この よ うな位 置 づ け と しては,現 在 で も妥 当 して いる 。 こ のキ ャ リアパ スにっ いて,初 級 ・中

級 ・上級 の情報 処理 技術 者 の コ ース と して の一貫性 や,履 習体 系 の組 立 て 方 にっ い ては,中 級

育成 指針 の総論2章 に詳 し く述 べ てあ る。

② の場 合 は,大 学 にお ける情 報関 連 諸学 科 におけ る学 習 内 容 との 連 系 を,緊 密 にとる必要 が あ

るが,こ の点 に対 す る検 討 は,今 回 の上級 育 成指 針 の作 成 過 程 で,か な りの程 度 の配 慮 を した.

ご く大 まか な見 方 を すれ ば,こ の上級 育 成指 針 で と りあつ か う学習 内容 は,大 学 にお け る情 報

関連 の諸学 科 の延長 線 上 にあ る,修 士課 程 での学 習 レベルに ほぼ該 当す る もの であ る こ とが望 ま

しい。情 報処 理 技術 が もっ イ ンタデ ィシ プリナ リな性 格 か ら,固 有 技術 と しての 内容 の深 さ を追

求 す る面 は少 ない が,各 学科 で の限定 され た学 習範 囲 の幅 をひ ろげ る とい う意 味 で,修 士 レベ

ルで の取組 み方 が要 求 され る。 しか しな が ら上級情 報 処理 技術 者 の延 長線 上 で は,博 士 課 程 の

コー スは考 え られ な い。 こ の場 合 はそ れ ぞ れ の専 門学 科 で の固 有 な 問題 の研究 とい う線 が 強 ま

る であ ろ う。

現 実問題 と して の指 針 に対 す る要 望 とい う面 か らみ る と,③ の場合 に対 す る上級 育 成指 針 で

の位 置 づ け に対 す る,関 心 が高 ま っている。上 級情 報 処理 技 術者 を,コ ン ピュー タの専 門家 で な

けれ ば な らな い とす る狭 い考 え方 は成 立 しな くな りっ っ あ る。 しか しな が ら,情 報 処理 シス テ

ムに対 す る表面 的 な理解 で は,問 題 の本質 を見失 な う。

現 在 の情 報 処理 シ ス テ ムは技 術的 に も高 度 にな り,内 容 的 に も広 範 囲 に複雑 に な って い る。

中途 半端 な講 習 を聞 い ただ け の知識 では舵 と りが不 可能 で あ る。指 針 の必 要性 は③ の場 合 に対

して特 に重 要 であ る。

①,②,③ の3者 に対 して共 通 に必 要 な学 習 項 目は,シ ステ ムの開 発 に関す る具体的 な方 法

の学 習 で あ る。そ の学 習 に入 る前 の予 備 的 な知 識 や経験 に っ い て は,そ れ ぞ れ の場 合 の経歴 に

よ っ て,そ の範 囲 や程度 に差 異 がで きる。 上級 育成 指 針 に ま とめて ある学習 項 目は,最 小限 必

要 な 標 準 的 な事 項 とみ なす こ とが で きる 。

例 えば,① の グルー プ の場合 は,コ ン ピ ュー タの 知識 は深 い が,経 営 管 理 の経験 は浅 いで あ

ろ う。 一方,③ の グル ープ の場合 は,こ の逆 の形 にな る 。② の グル ー プで は,① と③ の 中間 に

位 置 す る こ とに な る。

上 級情 報 処理 技 術者 の経 歴 にっ い て は,ど の キ ャ リアパ ス が最 も望 ま しい か とい う判 定 は 下

せ な い。 む しろ異 な る分野 か らの出身 者 が 混 じりあってい ることの方 が望 ま しい姿 で あ る。 上級

情 報処 理技 術 者 に とって,理 想 的 な 資質 は,幅 広 い状 況 判断 の能 力 で あ る。
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以 上の三 つの グ ル ープか らの上級 情 報 処理 技術 者 へ の経 路 を模 式図 に示す と次 の よ うに な る。

初級情報処理技術者 のレベル

初級育成指針に

よる初級教育

中級情報処理技術者のレベル

500時 間

中級育成指針に

よる中級教育

1000時 間

実務経験

1～2年

+(大 学教養課程修了程度の学力)

大学における情報関連学科履習

実務経験

企業での実務経験

企業での経営管理者 としての経験

上
級
育
成
指
針
に
よ
る
上
級
教
育

情 報 処理部 門担 当

図2.1上 級 情 報処 理 技 術 者 へ の経 路

上級 育 成指 針 の対 象 者 につ い て 補 足 的 事 項 をつ け加 え る と,米 国 で は,経 営 技術 が一 つ の

職 能 と して社会 的 に認 め られ て い るた め,経 営 管理 を専 門的 に学 習 す る ビジネ ス ス クール な ど

が,大 学 での修 士課 程 レベ ルの位 置 づ けで存 在 して い る 。 この場 合,こ こに採 りあげ た上級 育

成 指針 で設 定 した学 習 項 目は,経 営 管理 の た めの技 術 の 中 で も,き わ めて重 要 な 知識 に な りっ

つあ り,修 士課 程 の カ リキ ュラ ム と して独 立性 を主 張 す るこ と とな る。 これ に対 比 して考 え る

と,我 が国 で の経 営管理 層 の形成 は,そ の多 くが年 功 序列 の 下で,中 間 管理 層 が年 期 をす ませ

て ジ ェネ ラ リス トに変 身 してゆ く とい う過 程 をた どって い る 。 この よ うな状 況 で は健 全 な 上級

情 報 処 理 技術 者 の育 成 は き わ めて困 難 で あ る。

かつ また,大 学 で の情 報 関連 の修 士課 程 は,夫 々 の専 門分野 で の技術 内容 の よ り詳細 な追 求

とい う道筋 が主流 で あ る。

した が って,企 業 内部 と大学 で の専 門学 科 の い つ れ に も,こ の上 級育成 指 針 で採 りあ げ て い

る カ リキ ュラ ム を実施 す るた め の場 は,今 の とこ ろ存 在 して い な い。

健 全 な情 報 処 理 システ ムの 開発 のた め に は,カ リキュ ラ ムの整 備 と ともに,教 育 を実施 す る

た め の環 境 づ く りが必 要 であ る。
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現 実的 な状 況判 断 か らす ると,上 級 育成 指 針 に基 づいて 実 行 され る教 育 の被 教育 対 象者 は,

ま ず企 業 内に お け るシ ステム開発 の リーダ格 の マネー ジ ャー であ る。 さ らに将 来 は,米 国 の例

な どに な ら って,大 学 で の修 士課 程 の カ リキ ュ ラム の一 部 に,本 指 針 で採 りあげ た よ うな編成

が 次第 に加 味 され るよ うに な るで あ ろ う。 そ の場 合,修 士 課 程 の学 習 内容 は専 門技 術 指 向 と,

実務 準備 指 向 の二 極 へ の分 化 が お こ なわ れ るこ とに なる で あ ろ う。

2.3上 級 情 報処 理 技術 者 に期 待 され る資 質

上級情 報 処 理 技術 者 とは,情 報処理 シス テム の開発 に対 す る総括的 指 示 をお こな い うる者 で

あ る 。現実 的 役割 と して は,例 えば情 報 処理(開 発)部 門 の マネ ー ジ ャー であ る。 中級 育成 指

針 に よれ ば,そ の業 務 分担 は,

・シス テ ムの分析 ,調 査,計 画,開 発

・手法 の評 価,選 択

・新 機種 の導 入,シ ス テ ムの改善

な ど とな っ てい る。先 に も述 べ たよ うに,中 級 育成 指 針 では,旧 上級 育 成 指針 を想 定 して業務

分担 が示 してある の で,そ の守 備範 囲 は や やせ ま く設定 して あ るが,要 す るに,シ ステ ム開発

に対 す る多数 の ユ ーザ か ら,時 としては 企業組 織 そ の ものか ら出 され る多 くの 要求 項 目を調 整

して完 結 した姿 に ま とめ あげ る役割 を はた す立場 に あ る もの が 上級 情 報処 理 技術 者 であ る。

初 級 中級,上 級 の 区分 を さ らに わか りゃ す い イ メ ージで表 現 す る と,初 級情 報 処理 技術 者

は,通 常 プ ロ グラマ と呼 ば れ る レベ ル の者 で あ り,中 級 技 術者 は,シ ス テ ム 設 計者(systems

designer)で あ り,上 級 技術 者 は情報 分 析者(informationanalyst)で あ る。但 し,こ の対 応 づ けは,

や や 機械 的 に偏 す る面 が あ って,妥 当 で ない。 プ ロ グラマ,シ ス テム設 計者,情 報 分析 者 とい

う区 分 は職能 区分 であ って,初 級,中 級,上 級 とい う技 術 能力 レベ ルづ け とは別次 元 の問題 で

は あ るが,業 務 分担 と して は機 能的 に対 応 す る と ころが多 くな るの で,こ の よ うな把握 の仕 方

を比 喩的 に示 した ま でで あ る。

上級 情報 処理 技術 者 は,シ ステ ム分 析 にっ いて あ る程 度 の専 門知識 は必要 に な るが,プ ログ

ラム 言語 や,コ ン ピュ ー タの技術 的専 門 知識 は あ ま り要 求 され な い。す なわ ち,中 級 情 報処理

技 術者 の行 うシス テ ム設計 につ いて総 合 的 判断 を下す こ とがで き,シ ステ ムの 開発 や運 用 に 際

して,そ の管理 ・統 率 を的 確 にお こな え る こ とが,上 級 情 報 処理 技 術者 に課 せ られ た期 待 で あ

る 。

上級 情 報 処理 技術者 の実 務 上 の役 割 は,情 報 処理 シ ステ ムの 開発 と実 施 に つ い ての統 括的 責

任 者 で ある こ とが多 い。 この仕 事 を行 うには次 の よ うな資質 が 必要 にな る。

専
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・各 分 野 の専 門技 術 者 との接渉能 力

・シ ス テム 内容 の表 現能 力

・機 に応 じて,適 切 な決定 を行 う判断 能 力

上級情 報 処理 技 術 者 に期 待 されて い る もの は,専 門領 域 の個 別 知識 では な くて,専 門 分 野 の

技術 問題 の 中核 部 分 を迅 速 に理 解 す る ことが で きる能 力 で あ る。 これは個 々の専 門 技術 者 との

接渉 能 力 とい うこ ともで き る。理解 す る能 力 は,次 の二 つ の面 で必要 にな る。

(1)シ ス テ ム適 用側 のユ ーザ か らの要 望 を正確 に把 握 す るため 。

(2)シ ステ ム の設 計者 の意 図 を正確 に認 識 す るた め 。

即 ち,外 側 に対 す る交渉 能 力 と,内 側 に対 す る説 得 能力 で もあ る。 この二 面 を兼 ね そ な え る

こ とは,シ ス テ ム開発 に際 して,自 分 が掌握 す る情報 シ ス テム部門 の外部 か らも内部 か ら も信

頼 を うるた めに先 づ必 要 な資質 であ る。

こ の よ うな接 渉 能力 は,天 賦 の資質 で はな い。接 渉 能 力 とい うと 「口車 に のせ る」 とか 「口

八 丁 手 八丁 」 とい うたぐいの,口 先 だけ の能 力 を連想 す るが,真 の接渉 能力 は,相 手 の主張 を正

しく理 解 す る こ とに よ って得 られ る。 これ は学 習す ることによって,得 られ る 自信 に裏 づ け され

た もの が最 も強 い。

接渉 能 力 を身 につ け る には,柔 軟 な もの の考 え方 をす るこ と,好 奇 心 を もっ こ とな どが条 件

と して必 要 に な るが,絶 え ざる学 習 がそ の土 壌 と して重 要 で あ る。人の説 明 を十 分 に聞 くこ と,

その説 明 の本 質 を理解 す る努 力 をす る ことが まず必 要 であ る。 人 の話 を聞 かず に,先 ず 自分 の

話 をす るこ とが接 渉 で は な い。 夫 々 の専 門領 域 の話 を理解 す る ためには,自 分 自身 の専 門知 識

の深 さを深 め て お く こ とが,他 の分野 の技 術 に対 す る理解 力 を高 めるた めに も,最 短 の 方 法 で

あ る。

情 報 シ ス テム の分析 ・設 計 に は情 報 処理 技 術者 だ け では,可 能 な範 囲 は狭 陰 に な る。通 信 技

術者,シ ス テムエ 学者,OR技 術者,経 理 専 門家 な ど との協 同作 業 を行 うこ と,そ れ らの助 力

を得 る こ とな どが絶 えず必 要 に なる 。 さ らに ユーザ と呼ば れ る分野 には,あ らゆ る種類 の専 門

家 が存 在 す る。通常 の認識 で は専 門家 と呼 ば れ な い 「般 ユ ーザ の 中に も,生 活 感 覚 や実 務 経験

に基 づ く潜在 的専 門家 は多 い。 これ ら の人 々 と接 して,そ れ らの人 々の意 見 を ま とめて 一個 の

シス テ ムイ メー ジ を形 成 して行 く過程 には,活 発 な理 解 力,接 渉 力 が先ず 必 要 で あ る。

上級 情報 処 理 技術 者 は,シ ス テム の開発 推進 の責 任者 で あ る。企業組織 の内部 や社会 環 境 の

中 に,新 しい シ ステ ム を導 入 して行 く上 で,ま ず や らな ければ な らない こ とは,そ の導 入 し よ

う と して い るシ ス テムの 内容 を,関 係 す る人 々 に正確 に伝達 す る こ とで あ る。人 間 は,な れ 親

しんだ条 件 か らの変 化 をあまり望 まない,保 守 的 な性情 を もって い る。人工 的 な性 格 を もつ 「シ
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ス テ ム」 は,多 くの場 合,十 分 な内容 の説 明 を しな けれ ば,本 能的 に人 々か ら拒 絶 され るこ と

が多 い。 シス テ ムが もと もと拒 絶 され るべ き弊 害 を もって い るの であれ ば,そ れ はそ れ で 当然

の こ とで は あ るが,シ ス テ ム開 発 の 責任 者 が,説 明説 得 の労 をお しん だ た め,シ ス テ ムの 内容

が誤 解 され て,感 情 的反 発 に よ って,有 益 な シス テム が 実 行 に 移 せ なか った 場 合 は,担 当 の

上級 情 報 処理 技 術者 の責任 は重 い 。中級 情 報 処理 技 術者 以 下の グル ー プが,長 い時 間 と費用 を

か けて きず きあ げた成 果 を,正 しく世 の 中 に実現 させ るこ とが で きる か否 か は,上 級 情 報 処理

技 術者 の表 現能 力 に依 存 して い る と ころ が多 い。 表現 し説 明 す る相 手 は,経 営 トップの場 合 も

ある し,一 般 ユー ザ の場 合 もあ る。 多 くは情 報 処理 の技術 分野 に は無 関 心 な生 活 者 で あ る。説

明 は,専 門技 術 用語 に飾 られ た 「煙 に ま く」 表現 であ っ ては な らな い。生 活着 の判断 能 力 に訴

え る本 質 的部 分の 正確 な表 現 が もっ とも説 得 力 を もつ 。

難 しい こ と,混 み い った こ とを,や さ しい 言葉 で,わ か りやす く説 明 で き る者 は,そ の説明

す べ きこ とを真 に よ く理解 して い る者 で あ る。 表現 力 を獲 得 す る基 礎 は絶 えざ る学 習 に よ って

得 られ た本 質 的理解 で あ る。

上級 情 報 処理 技 術者 に必要 な資 質 に は,今 まで に述 べ た 「聞 く能 力 」と 「話 す 能力 」の ほか に,

シス テ ム開発 の 「実行 力 」 が あ る 。 シス テ ム開発 の統 括的 責任者 と して の実行 力 は,個 々の専

門技 術 よ りも,む しろシ ス テム開 発 の節 々 にお け る開発 方 向,方 針 の設 定 な どに対 す る判 定能

力 で あ り,異 常 時 にお ける迅 速 な処置 で あ る こ とが多 い.,シ ス テム開発 の過程 で の判断 は,広

い範 囲 の条 件 の分析 とそ の正確 な評価 に立脚 した総合 的 決断 で なけれ ば な らな い。無 定 見 な蛮

勇的 決 断 や,自 己 の主 張 に のみ 執着 す る横 車 は実 行 力 で は ない 。しか も 「石橋 をたたい て も渡 ら

ない 」 ので は,情 報 シ ス テム の開発 とい う新 しい 分野 で は何 もで きな い。 実行 力 とは,冷 静 な

理性 的 判 断 と,自 分 の持 つ知 識 と経験 に裏 づ け され た 自信 であ る。第 三 の資 質(実 行 力)の 獲

得 に も,や は り同様 の絶 え まの ない学 習 が必 要 にな る。

上級 育 成 指針 は,以 上の 資質 を獲得 す るた め に必要 な基礎 知識 と関連 知 識 とが,何 で あ るか

を述 べ て い るに す ぎな い。 上級 情 報 処理 技 術者 には,初 級 や,中 級 に くらべて,よ り高 い分析

力 と創 造 力 とが要 求 され るが,こ れ らは知 識 で は な く,そ れ ぞれ の学習 者 が努 力 す る こ とに よ

って の み得 られ る無形 の能 力 で あ る。

2.4上 級 育成 指 針 の 目標

米 国 に お ける マネ ジ メ ン ト ・ス クー ルで は,現 在,生 産 ・経 理 ・マー ケ テ ィ ング ・組 織 な ど

に関 す る基礎 項 目とともに,情 報 システム がこ れ らと対等 に並 ぶ教 育 テー マ と して採 りあ げ られ

て いる 。 「情 報 シ ス テムに関 す る基 礎 知 識 を もった管理 者 」の必 要 性 が,認 識 されてい るか らで

あ る。 こ の種 の事情 は我 が国 で も同様 で ある 。米 国 にお け るよ うな実利 指 向 の教 育 目標 を表 に
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か かげ な い国民 性 のた め,こ の種 の需 要 は 目にみ え る形 とはな っ て いな い が,潜 在 的 な要 請 で

ある こ とは確 実 で あ る。企業 ば か りで な く,公 共組織 に お け る情 報 シス テ ム も,年 々複 雑 に な

りっ っ あ る。現在,社 会 の あ らゆ る分 野 で もっ ともそ の不 足 が感 ぜ られ て い るの は,上 級 情報

処理 技術 者 で ある。 そ の理 由は,情 報 処理 システ ムにつ い て,

の 長期 的 運転 実 施 に入 っ た もの が多 い。

b)多 様 な入 出力 の形 態 を とる よ うに な った。

c)シ ス テムの精 密 化 につ れ て,仕 事 が細 分 化 され た 。

d)デ ータを ファイル 上 に保 存 し,多 角的 に使 うよ うに な った 。

e)'ハ ー ドウェ ア/ソ フ トウェ アの特殊 仕 様 によ る作 成 も多 い 。

f)シ ス テ ムの効果 の検 討 が な され,し ば しば シ ス テ ム変更 が くり返 され る。

な どの状 況 が定常 的 に な っ たた めで あ る。初 期 の情報 シ ス テム は,プ ロ グラ ムが 一時的 で あ り,

限定 された範 囲 で の利 用 で あ った が,最 近 の 上記 の よ うな状 況 は,情 報 処理 システ ム が,企 業

活 動全 体 に関 与 す るよ うに な っ た こ とを示 してい る 。

この よ うな状 況 で注 目す べ き現象 は,生 産 シス テ ム と情報 シ ス テム の類似 性 で あ る.生 産 シ

ステ ム と情 報 シ ステ ム の類 似 点 に着 目 して,情 報処 理 シス テ ムの開発 と実施 の全 体像 を,体 系

化 した もの と して把 握 しよ うとす る概 念 が,「 システ ム ・ライ フサイ クル 」 の考 え方 で あ る.こ

の考 え方は1968年 頃 以 降,米 国 のTeichroewやGlansら や,米 国 のBritishComputerSociety

WorkingPartyな ど多 くの人 々 に よ って唱 え られた もので あ る 。情 報 シス テ ム の全 体像 の把 握 は,

上級 情 報処理 技 術者 に とって基 本 的 な要 件で あ る。上級 育 成指 針 で は,ま つ 第 一 の育成 目標 に,

シス テ ムの全 体 像 の大局 的把 握 をかか げ てい る。

方 法 論 と して のモ デル化 の重 要性 は,情 報 関連 の すべ て の分野 に共 通 す る傾 向 で あ る。 上級

育成 指 針 の各 セ クタ ーの 中で も,モ デル化 の重 要性 が強調 され て い る 。方法 論 に対 す る探 究 は,

第二 の育成 目標 で あ る。

中級 情報 処理 技 術者 の活 躍 分野 と対 比 して,上 級 技 術者 の役割 を考 えて み る と,前 者 がhow

に対 す る責 任 を負 うの に くらべ て,後 者 はwhatの 問題 を考 え る こ とに重 点 を置 く こ とに な る.

上級 育 成指 針 で は,企 業 内 の 問題 や社 会 の問題 に対 す る広 い視 野 を得 る こ とに教 育 の重 点 を置

く。 こ の場 合,い たず らに問題 の網 羅的 列挙 で は,か え っ・て混 乱 をまね くこ とに な る。上級 育

成指 針 では,広 い視 野 を うる ため に は,問 題 に対 す る構 造的 把握 が重 要 で あ る こ とを強 調 し,

その た めの訓 練 をす る こ とを 目標 と してい る。

情 報 シス テ ム部 門 は,そ の職 能 と して,企 業 内 に安定 的 な地 歩 を確 立 してい るとは,か ならず

しも言 えな い。 また情報 処 理 技術 者 自身 も明 確 な仕 事Gobtitles)を 持 って い る とは いえ な い.

しか も,情 報 シ ステ ム を と りま く状 況 は刻 々 に変 化 して い る。 この よ うな きび しい環境 の 下 で
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は,上 級 情報 処理 技 術者 は,自 分 自身 の仕 事 に対 して 自信 を もっ ことが強 く望 まれ る。 中級 技

術者,初 級 技 術者 に と って,た よれ る リーダ と して の信頼 も身 に つけ な けれ ば な らな い。技術

的 知識 だ けで はな く,未 完 成 な組 織 の 中 で の管理 者 と して の特 別 な能 力 … …例 えば,新 しい仕

事 を進 め る上 での信 念,後 進教 育 に対 す る熱 意,未 知 の 分野 を探 究 す る積極 性,す でに固 定化

して い る組 織 との協 調 をは か る柔 軟性 … … など の養成 も考 慮 しな けれ ば な らな い。 この点 は初

級,中 級 の育成 指 針 とは質 的 に差 異 が あ る。

上級 育成 指 針 に示 して あ る教 育 項 目は,上 級情 報処理 技 術者 が修 得 すべ き知 識 の最 小限 度 で

ある 。上級 技 術者 に いた る キ ャ リアパ ス は,前 に も述 べ た よ うに い くつか の支 流 が考 え られ る

の で,そ の学 習時 間 は,過 去 の経 歴 との関 係 で,変 動 が あ る こ とにな るが,そ ⑳ いつ れ の場 合

に も,こ こに述 べて あ る教 育 を履 習 した後 に,3～4年 の実務 経験 を終 えた時 点 で,前 節 に述

べ た よ うな上級 技 術者 と しての能 力 を獲 得 す る こ とにな る。

情報 処理 シス テ ムの企業 内 で の普 及 が進 展 す るの に っれ て,従 来 の組織 に お ける管理 者 の役

割 が変 化 しつ っあ る。 これ を情 報 処理 シ ステ ム との か かわ りあ いで 見 る と次 の よ うにな って い

る。

下級 管理 者 → 情 報 要求 を シス テ ム設 計者 に提 示 す る。

中間 管理 者 → 情 報 処理 シ ステ ム に よる報 告 資料 に もとつ いて,何 らかの判 断業 務 をお こ

な う。

上級 管 理者 → 情 報 処理 シス テ ムの集約 報 告 等 をみ て,予 算 決 定 をお こな う。

この よ うに見 て くる と,従 来 の管理 者 も,何 らか の形 で コ ン ピュー タに対 す る理 解 ,情 報 処

理 シ ス テム の開発 計画 に関 与 す る必要 が次 第 に多 くな りっ っ あ るこ とがわ か る.こ の よ うな変

動 の時期 での 上級 情 報 処 理 技術 者 の役 割 は,従 来 の管理 者 に対 して よ き助 言者 ,協 力 者 で な け

れば な らない ・ 上級 技 術 者 は コ ンピ ュー タ関連技 術 問題 へ の理 解 へ み ち び くた めの
,水 先 案 内

人 とならなければ ならない。そ の場合 の着 眼 点 は次 の よ うな事項 に な る。

① 情 報 シ ス テ ムの 分 野 で は法典 化 され た知識(codifiedknowledge)が 少 な い。 このた め に教

育 計画 や シス テム標 準 の作成 が な され て いな い。上級 技術 者 は この よ うな知識 の整 備 に 努

力 す る必 要 が あ る 。

② 情 報 シス テ ムが 次 第 に大型 化 され る のに もか か わ らず,そ の構 造 化 はお くれ てい る 。上

級技 術 者 は,シ ステ ム の適用 範 囲 の拡 大 に努 力 す る よ りも,そ の内容 の構 造 化 に重 点 をお

くべ きで ある。

③ 情 報 シス テ ムの一 般 記述 形 式 言語 に良 い もの が ない 。 ま た,シ ス テ ム内 容 を表現 して い

る出版 物 も少 ない.ユ ーザ とシス テ ム開発者 との間 の,橋 わ た しをす る伝 達技 術 の 向 上 に,

上級 技 術者 は も っ と時 間 をさ かな けれ ば な らな い。
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こ の よ うな問題 点 の認 識 は,最 近 次 第 に注 目 を浴 び る よ うに な りっ っ あ る。 上級 情 報 処 理 技

術 者 の 育成 目標 は,固 定 的 な もの では な く,常 に前 進的 に もの を考 える能 力 を促 進 す る こ とに

あ る。
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3.上 級育成指針の構成内容





3.上 級育成指針の構成 内容

3.1基 本 構 成

(1)コ ー ス グル ー プと単 元

本 「指 針 」 で は,ACMカ リキ ュラム 〔3〕の 区 別に ならい,4つ の コー ス グル ー プ に系 列

化 し,そ れ ぞ れ に必 要 な単元 を配 した 。

「中級指 針 」 〔5〕,〔6〕 の 上 に来 る もの と して,相 当の高 度 化 した 内容 で あ る とい うこ と

の他 にい くつか の特 徴 が あ る 。

① 企 業 ・組 織 の シ ス テ ムへ の理解 に重 点 を置 い た こ と。

② 経 営科 学 の手 法 を シ ステ ムの設 計 に活 用 す る とい う観 点 で扱 ってい る こと。

③ 人 間的 側 面 を正 面 か ら取 組 ん でい る こ と。

④ シス テム 開発 を トー タル に管理 す る よ う しむけ てい る こ と。

した が って 当然 の こ とな が ら,技 術的 に細 部 にわ た って の 学習 は ,「 指 針 」 の対 象 と して

い ない 。そ れ ぞれ の 技術 者 の 固有 な事 情 によ って ,必 要 な部 分 を さらに深 く追 求 す る こ とは,

別途 期 待 されて い る 。

表3.1コ ー ス グル ー プ と単元 の名 称

Aグ ル ー プ:組 織 シ ステ ムの 分 析

単元A1.シ ス テ ム入門

単 元A2.企 業 の機 能

単元A3.作 業 シス テ ム と管理 状 情報 シス テム

単元A4.情 報 シ ステ ムの社 会的 意 義

Bグ ル ー プ:シ ス テ ム開発 運 用 の背 景

単元B1.モ デル 化 と分析

単 元B2.心 理 学 と行 動 科学

Cグ ル ープ:コ ン ピュー タ お よび情報 処理 技術

単元C1.情 報 構 造

単元C2.コ ン ピュー タ ・シ ステ ム

単元C3.フ ァイ ルお よび コ ミ'ユニ ケー シ ョン ・シ ステ ム

単元C4.ソ フ トウェア設 計

Dグ ル ープ:情 報 シス テ ム の開発

単 元D1.情 報 分 析

単 元D2.シ ス テム設 計
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単 元D3.開 発 プ ロジ ェ ク ト

単 元D4.コ ン ピュー タ部 門 の運 営 管理

こ の よ うな グル ー プ化 を してあ る理 由は,情 報 シス テ ム開発 の過 程 との関 係 を明 瞭 にす る

こ と と,カ リキュ ラムを編 成 す る際 にそ の関 係 の密接 さか ら,ま とめて扱 うこ とが望 ま しい

も の を明示す るた め で あ る。

(2)単 元 間 の原則的 順 序 関係

図3.1に コース お よび 単元 間の 原則 的 順序 関係 を示 した 。矢 印 の 先 に あ る単 元 は,矢 印 の

根 に ある 単元 を履習 してい る こ と を要 求 して い る。

① 基礎 単元:A1,B1,B2

後 に続 く大 きな二 つの 系 統,組 織 機 構 と コン ピュー タ技 術,を 明 確 に区分 す る と同時 に,

そ れ ぞれ の基 本的 性 格 づ け を理解 させ る。

これ が,こ の カ リキ ュ ラムの基 礎 的 な 方法 に なって いる 。す なわ ち,組 織条 件 をモ デ ル化

し,そ れ を投 映 した もの が情 報シ ス テ ムで あ る。 コン ピュー タシ ス テ ムは これ を実 現 す る も

ので,こ の三者 全体 を我 々 の シス テ ム と して扱 う。

② 実践 法 単元:D1,D2,(D3,D4)

シ ステ ム 開発 の シ ス テマ テ ィ ックな特性 を強 く理解 させ,基 礎 単元 で与 え られた概 念 的 な

枠 組 を,実 際 の場 で生 か す方 法 を習得 させ る。 これ に必要 な 実務 知 識 と道 具 はAコ ー ス とC

コース で与 え られ る。

た だ し,新 しい技術 あ るい は,い わ ゆ る高度 な技法 を利用 させ よ うと しむけ る と,固 い 技

術 的 な事 項 に注意 が行 きす ぎ,柔 い組 織 や 人 間 に関 す る事項 の 訓練 が犠牲 に され て し ま う傾

向 が生 ず る 。特 に従 来 か ら コン ピュ ー タ ・シ ステ ムの実 務家 に この後 者 の 関連 知織 が欠 落 し

て いる こ とが 多い た め,問 題 視 さ れ て きた 。本 「指針 」 では,そ れ を積極 的 に是 正 しよ う と

して い るの で,格 別 の注 意 をす る必 要 が ある。

D3お よ びD4で,実 践 的 な場 に 投入 す る こ とに よ って,こ の よ うな欠 陥 が生 じない よ う

徹底 的 に訓 練 され る こ とが望 ま しい 。既 に実務 経験 を持 ってい る学 習者 が多 い 場合 には,各

自の体験 や置 かれ た 状 況,を 改 めて 見 つ め直 す こと も役 立 ち得 る。

コー ス グル ー プお よび 単元 と も,そ れ ぞれ 読切的 区分 に整 列 され る もの で な く,相 互関 係

は強 い 。 した が って,全 体 の環 境 の 理解 とい う目的 で,綜 合 的 な話 や 訓練 を,適 宜行 わ れ る

こ とが 求 め られ る。 これ が,こ の カ リキ ュラム の成 果 を高 め る,ひ とつ の大 きな促 進 剤 とな

ろ う。

(3)教 育時 間 と教育 期 間

14に 及 ぶ 単 元 が あ り,講 義 を 中心 と した時 間 だけ で も,単 元 あ た り約60時 間,全 体 でお よ
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図3.1単 元 の 順 序 関 係
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そ900時 間 が教育 時 間 と して設定 され て い る(詳 細 は3.3参 照)。

① 本 「指 針 」で示 され た教 育 時 間 で も充分 で は ない 。

こ の 「指 針 」 に忠実 に従 った と して も,直 ち に上級情 報 処理 技 術者 が誕 生 す るわ けでは な

い 。

指 針の 内容 を,各 論 に あた って 見 れば す ぐ理解 で きる ことだ が,各 章 に割振 られ た時 間で

そ の章 の 内容 が 充分 にマ ス ター で きる わけ では ない 。 「指 針 」に従 って提 供 でき る教育 は,

全 体 として 上級情 報 処理 技術者 となる た めの基 礎作 りをす る こ とで ある 。

した が って,原 則 と して全 単 元 を履修 す る こと が求 め られ て い る 。 さらに実 務 に就 い て か

ら,継 続 的 か つ積 極 的 に 自己 啓 発,ま た は,別 途 の 学習 を行 ってい く こ とが望 まれ る。 換言

す れば,安 易 に教育 時 間 を短 縮 で き ない どころ か,不 足 を補 うた めの い ろい ろ な手 だて も実

施 す る必 要 が あ る。

② 事情 に 応 じて教 育 期 間は柔 軟 に設 定す べ きで あ る 。

連 続 的 に半年 ない し1年 間 の教育 を ほ どこす こ と は,実 際 には 行 い難 い 。他 の教 育 また は

実 務 と並行 しつ つ,数 年 の期 間の 中で教育 を 完成 させ る こ と がで き る。時 に,関 連 実務 に既

に就 い てい る場 合 は,そ の 実務 との組 合 せ が,よ り効果 的 で あ り得 る こ と もある の で,そ の

点 での工 夫 もよ い 。

(4)育 成 目的 と重 点 の指 示 一 強 化 のた めに

具 体 的 には,3.3お よ び第4章 で触 れ られ る が,カ リキ ュ ラム編 成 お よび実施 段 階 にお い

て は,対 象 とす る 学習者 の予備 知 識,経 験,育 成 目的(適 性,キ ャ リア パ スお よ び企 業 ニー

ズ)お よび育 成 ス ケ ジュー ル によ って,内 容 や時 間 配分 に弾 力的 工 夫 がな され るべ きで あ る 。

① 予 備 知 識,経 験 につ い て

第2章 で 対象 の 資格 要 件は 既 に提 示 されて いる 。た だ し,次 の 点 につ い て注意 して お く。

対 象 が 大 卒 で ある場 合,専 攻科 目に よ って は,A,B,C各 コー ス グル ー プの一 部 は 割愛

で き る。 また 「中級 指針 」 〔5〕,〔6〕 に よる教育 とそ の後 の 実務 経験 が充 分 であ れ ば,入 門

的 な部 分 で省 略可 能 な とこ ろ もあ る。

逆 に,「 中級 指 針 」 を前提 と して い る ので,学 歴 と実 務経 験 だ けで(「 中級 指 針 」 を忠 実

に履 習 して ない場 合)は,不 足す る要件 がい くつ か 出 て来 るのが一 般 で あ る。特 にこ の可 能

性 の多 い部 分 につ い ては,で き るだ け この 「上級 指 針 」 に もと り入れ て あ る が,た とえば,

コ ミ ュニ ケー シ ョン技法(意 思 疎通 の技 術)な どにつ いて は取 り込 ん でい ない の で,不 足部

分 の カ リキ ュ ラムへ の付加 を配 慮 すべ きで あ る 。

② 適 正,キ ャ リアパ ス,ニ ー ズにっ い て

こ の 「指 針 」で提 供 され て い る事項 の全 て につ い て完全 にマ スタ ーす る こ とを,対 象 の全
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員 に期待 す る こ とは,現 実的 でな い 。

理解 ・習 得 を深 め る ため の補 強 の重 点 は,適 性,キ ャ リア パス,ニ ー ズ な ど本 人 の将 来 を

考 えた育成 目的 に即 して選 択す べ きであ る。

本 「指針 」で は,各 章 の参 考文 献 の所 その 他 で,そ の補強 の ため の材 料 を提 供 してい るの

で,こ れ も併 せ て活 用 された い 。

③ 想 定 され る二 つ の 大 きな育 成 コー ス

上級 情報 処理 技術 者 の役 割 と して は,シ ス テム の分 析 と設計 とそ の実施 管 理 があ る 。従 来,

シス テム の分 析 と設計 と い う形 で,ひ と く くりで扱 わ れ る こ とが多 く,一 人 の ス タ ッフ が二

つ の役 割 を果 す の が当然 であ るか の よう に暗 に了解 され て い た。

組 織や そ の機 能 が複 雑 に な り,コ ン ピュー タに よ る情報 システ ム も質的 に向 上す る こ とが

求め られて くる と,こ れ を単 一 の 役割 とす る こ とは 困難 にな って 来 る。前 項 ② に述 べ た こ と

もそ の理 由の 一つ で あ る。

高 度 な情報 処理 技 術 者(あ るいは 情 報 シ ス テム エ ンジ ニア)と して,大 き く次 の 二 つ の コ

ー ス に区 別 で き る
。 プ ロ フェ ッシ ョナ ル として の道 を選 ぶた め には,こ の どち らか を選 択 す

る の が現実 的 と考 え られ る 。

情報 分析 技術 者(InformationAnalyst)一 情 報 の ニ ー ズ とそ の流れ を決 定す る こ と

企業 内 の人 々 と良 い 関係 を保 て,ま た 企業 の組 織 ・機 能 につ い て 充分 な理 解 がで き る 。 コ

ン ピュ ー タやそ の他 の技術 的道 具 の み に頼 らない で ,問 題 の解 決 に取 り組 む 姿 勢 と力 が求 め

られ る。

シ ス テム 設計 技術 者(SystemsDesigner)一 情 報 につ い ての 要 件 を,・ ・一 ドウェァ/ソ フ ト

ウ ェア(す なわ ち技術)に よ って,最 適 な形 に実現 す るこ と。

この ため には,情 報 処理 担 当者(プ ロ グラ マ,オ ペ レー タその他)と 良 い関 係 を保 て ,ま

た コ ン ピュー タ技 術 につ い て高 度 な理解 を持 って駆使 で き る。

前 者 は組 織 オ リエ ン テ ッ ドで あ り,後 者 は コ ン ピュ ータ技術 オ リエ ンテ ッ ドで あ る。 上級

情報 処理 技 術 者 と して の強 化 の重 点 は,こ の二つ の コー スで異 る。 図3.1の 左半 分 が前 者 に

右 半分 が後 者 の重 点課 題 と なる 。

(5)「 指 針 各 論 」 の記 述 形 式 につ い て

この 「上 級指 針 」 では,表3.1に 示 した コース グル ー プ毎 に ,各 論 と して4部(各1分 冊)

に ま とめ られ てい る。第1部 はAグ ル ープ,第2部 はBグ ルー プ,第3部 はCグ ル ー プ ,第

4部 はDグ ル ー プで あ る。 した が って,こ の総論 を含 め5分 冊 に よ り全体 が完成 す る 。

そ れ ぞれ の部 の 単元 は,数 章 か ら成 り,各 車 の記 述 形式 は以 下 の よ うにな ってい る。

① キー ワー ド
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そ の章 で教育 され る内 容概 略 を示 す用 語 が,5～20程 度 掲載 してあ る。原則 と して,日 本

語 表 現 の後 に,そ れ ぞれ英 語(ま た は対 応外 国 語)の 表 現 を,括 弧 に入 れ て付記 して あ る 。

こ の キー ワー ドは,本 文 中に お いて 特 に重 点的 に説 明 して あ る 。た だ し観 点 の違 い や関連

を明 らか にす る ため に,二 つ 以 上 の章 にわた って重複 して掲載 されて い る もの もあ る。

この キ ー ワー ドは,こ の総 論巻 末の 索 引の 見出 し語 と なって整理 されてい る 。

② 目 標

その 章 で習得 す る こ とが期 待 され てい る内容 の あら ま し と,そ の程度 を示 してい る 。 また,

重 点 と向 上の 方 向 も示 される 。

③ 内 容(本 文)

そ の章 で教 える べ き内容 や指 導 方 法 な どが,相 当具 体 的 に説 明 され て いる 。

④ 指 導 上 の留 意 点

そ の 章 にお ける 一 般的 な指 導 上 の留 意 点 が述 べ られ てい る 。学 習者 に理解 させ る べ き程度,

知 識 の程 度 な ども,目 標 とは違 った 見方 で具 体 的 に記 して ある。

また,他 の 章(科 目)と の 関連 な どに も触 れ て あ る。

⑤ 参 考

そ の章 の教 育 に際 して,利 用価 値 が 高 い と思 わ れ る情 報 を記 して あ る(た だ し,本 文 との

関 係 で,無 い章 もあ る)。 た とえ ば,特 定 事 項 につい て の具 体的 な指 導方 法,事 例 の紹 介,

主要 な参 考文 献 の アブ ス トラク ト,一 部 の サ ン プル テ キス ト,な どで あ る。

⑥ 参 考 文 献

そ の章 で教育 す べ き事 項 に関連 す る参 考 文献 の うち,特 に必 要 と考 え られ,可 能 な限 り入

手 しやす い もの を中心 に選 ん で,掲 載 して ある 。

た だ し,一 部 で は将 来 の調 査,向 上 のた め,参 考 文献 リス トそ の もの が有 効 であ る と思 わ

れ る もの もあ るの で,そ の場 合 はか な り専 門的 な もの も含 め,多 数 の文 献 を掲 げた 。

3.2指 針 各論 の 目的 お よ び概 要

(1)第1部 組 織 シ ステ ムの分 析(Aグ ル ー プ)

目 的

第1部 は,情 報 処 理 技術 者 が,プ ログラマや シス テム 技 術者(い わ ゆ るSE)な どの経 験 を

通 じて 身 につけ て 来た 知 識 を,さ らに一 段 高い 立場 で検 討,考 察 し,情 報処 理 を直 ち に企業

そ の他 の組 織体 に 役 立 つ情報 シ ス テム に な ら しめ る素 養 と知 識 を,修 得 す るこ と を要 求 して

い る 。

第4単 元(A4)を 除い ては,少 くと も事 務処 理 を経 験 して きた 学 習者,ま た は 「中級 指
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針 」 〔5〕,〔6〕 に した が って学 習 して きた者 に とっては,目 新 しい 分野 は一 つ もな い 。

「中級指 針 」 と大 き く異 るのは,シ ス テ ムに対 す る見方 の角 度 と深 さの程 度 であ る 。 「中

級指 針 」 ま ででは,プ ログ ラマ また はSEの 目で見 た シ ス テム を 中心 と して,各 サ ブ シス テ

ム 間 の つ な が りとか,シ ステ ム 構築 の技 術 を身 につ け るた めの 学 習で あ った
。本 「上級 指

針 」 では,学 習者 の この よ うな 技 術的 基礎 をベ ー ス とする が,再 度 立 場 を高 く変 えて,全 体

を把 握 させ よ うとす る もの であ る 。

そ の特 徴 を最 も著 し く現 わ して い るの が,こ の 第1部 で あ る。す なわ ち,経 営 とか この 経

営 を成 立 た せて い る諸 機 能,諸 サ ブシ ス テ ムを,よ り原理 的,よ り基 本的 に追 求 し理 解 す る

よ う求 めて い る。

つ ま り,コ ン ピュー タ のた めの シス テ ム設 計 とい うよ うなア プ ロー チ を
,全 面的 に否 定 す

る こ とか ら始 め なけれ ば な らない 。あ る意味 では ,今 まで 全 く経験 しなか った 考 え方 の下 で,

学 習す る のが 第1部 の 主 た る目的 で あ る。換 言 すれ ば,「 上級 指針 」全体 の重 要 な 目的 の 一

つ が,こ れ で あ る。

そ の結 果,従 来 単 なる情 報 処理 であ った もの が,経 営や 組 織 に直 接 役立 つ 情報 シ ス テム に,

質的 に転 換 させ る能力 を,身 につ け られ る ことが期待 され る の であ る。SEか ら管 理 者 ま た

は情 報 シス テ ム全 般 を リー ドす る技 術者(上 級SEと も言 うべ き)へ の レベル ア ップ を可 能

にす る。

概 要

単 元A1:シ ステ ム入 門

中級 程 度 の情 報 処理 技 術 を体 得 した者 に,さ らに高 い見地 に立 った情報 分析 とシ ス テム設

計 を行 うこ とが で きる基 礎 づ け を行 う。

シ ステ ム的 見方,一 つ の シ ステ ム と して の組 織 体,そ の 情報 の流 れ ,お よび経 営情 報 シ ス

テ ムの性 格 な ど,こ の後 の各 コー ス,単 元 の基 礎 に なる概 念 を明 確 にす る 。会計 の初 歩 的 な

知識 も教 え る。

単 元A2:企 業 の 機能

企 業 経営 の プ ロセ ス を,一 つ の作業 シ ス テ ム として示 す 。生 産,財 務 お よび販 売 の機 能 を

理解 させ る 。製 造 シ ステ ム に関 連 あ る情 報 の 考察,財 務情 報 シス テ ムの制 度 上 の特 質 ,お よ

び販 売情 報 の定 形化 され に くい特 性 を知 って もら う。

企 業 の作業 レベル,管 理 レベル(ま た は戦術 レベ ル)お よび意 思 決定 レベ ル(ま た は戦 略

レベ ル)で の,情 報 シ ス テ ムの持 つ 総合 化機 能 を示 す 。

単元A3:作 業 情 報 シ ステ ム と管 理情 報 シス テ ム

従 来 の企 業構 造 と新 に求 め られ る企 業 構造 を考 察 しなが ら,企 業 経 営 に不 可 決 な意 思 決定
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につ い て理解 させ る 。

情 報 収集 の設計,お よび意 思決 定 や長 期経 営 予 測 に役 立 って い る情 報処理 シ ステ ム を,仔

細 に検 討す る 。 また,計 画 と統 制 との 間 の時 間的 関係 を示す 。

単 元A1,A2,A3を 通 して,組 織 体 の 大 き なシ ス テム を な してい るの が,情 報 シ ステ

ムで あ るこ と を,は っ き り認 識 させ る 。

単 元A4:情 報 シ ス テム の社会 的意 義

情 報 シ ステ ム関 係 の,社 会 に与 え る影 響 の 可能 性 と見通 し を考察 す る 。企業 と現 在 われ わ

れ が その メ ンバ ーの 一員 で ある社 会,政 府 と政 治,ひ い て はわれ わ れ の家 庭 にお け る情報 シ

ス テム の,社 会的 経済 的 な影響 を研 究 す る。

シ ステ ムの境 界 をあ ま りにせ ま く定 め る こ とか ら起 る問 題 点 を指 摘 し,ま た コ ン ピュー タ

を あ ま りに信頼 す る こ とか ら生ず る諸 問題 を解 析 す る 。

「中級 指 針(基 礎 編)」 〔2〕 の 「経営 実 務 」お よび 「同(専 門 編)」〔3〕 の 「経営 情 報 」の

章 と,直 接 つ な が ってい る。

(2)第2部 シ ステ ム開発 運 用 の背 景(Bグ ル ー プ)

目 的

第2部 は,全 く異 った内 容 の二つ の単元 か ら成 って い る 。い つれ も,他 の部 で 共通 に利 用

され る基 礎 的 な道 具 と概 念 を,提 供す る こ とを 目的 としてい る。

単 元B1は,モ デ ル化 お よび そ の数学 的 扱 い(OR)を 中心 と した もの 。単元B2は,シ

ステ ムが 関係 す る人 間 的環 境 の心 理 学的 な扱 い(科 動 科 学,人 間工 学)を 中心 と した 内容 で

あ る 。

実践 的ORや,人 間 ・組 織 の行 動 につ いて の教育 は,あ る程度 の実 務 経験 を経た 者 に対 し

て で ない と効 果 的 に実施 し難 い 。一 方,こ の部 以外 で教育 され る各種 の事例 の中 に散 りば め

られ ている だけ では,新 な問題解 決 を迫 られ た とき に,応 用 で き るだ け の体 系的 な基 礎 を与

え られ ない 。

第2部 が 「上級 指 針 」 の 中で大 き な ウェイ トを 占め,か つ独 立 して存 在 して い るの は,上

記 の理 由に よ る もの であ る。そ して,モ デ ル分析 と心 理 学的 ア プ ロー チ を,情 報 処 理 シス テ

ムの 開発 ・運 用 の分 野 で,意 識的 かつ積 極的 に活 用 す る こ とが強 く要 請 され て い る こ と を示

してい る。

本 来 学 ぶ べ き事項 に比 べ,こ こ に と りあげ られ た 内 容 は極 めて少 く,ま た ご く浅 い もの で

あ る 。 した が って,こ れ だけ でOR的 ア プ ロー チ と心 理 学的 ア プ ロー チが,十 分 に身 につ い

た とす る こ とは で きな い 。

次 の こ とを 目標 と して学 習 され る こ とを期 待 してい る 。
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〃

① 積極 的 な 自己啓発 の動機 づ け,お よび そ の基 礎 の付 与

② 理論 お よび ア プ ローチの,全 般的 な見通 しと,そ の実務 との 関連 が理 解 で きる高度 な常

識 の付 与

③ 解 決 を迫 ま られ た問 題 に,適 切 に と り くむこ との で き る判 断力 の付 与(自 ら専 門的 に学

ぶ の もよ し,他 の 専 門 ス タッフ を利 用 す る の も よ し,実 務 的 なア クシ ョンを とれ る こ とが

必 要 とされ る)

QR的 ア プ ロー チは,次 の三つ の側 面 で活 用 され る こ と を 目指 す 。

① シ ス テムの設 計 お よび評価 にお け る意思 決 定 に有 益 な,解 析的 モデルお よび シ ミュ レー

シ ョン ・モ デル の作成 と分析

② シ ステ ムの 開発 活 動お よび維 持 ・運 用 の合 理化 の た めの デー タの収集,モ デル化 およ び

その 分析

③ ユー ザの 意思 決 定 を支援 す る ため の,デ ー タ処理 の科 学的 アル ゴ リズ ムの選 択 ・提 供,

お よび必 要 なデ ー タ収集 とそ の精度 に関 す る明 確 な理解

従 来 は,③ を 目指 したORの 習 得 ・応用 が 主力 で あ り,情 報 シ ステ ムへ の直 接的 貢 献 は少

か った 。 しか し,①,② に つい てのOR的 アプ ロー チ は,身 近 か な テー マで あ るだ け に扱 い

易 い し,ま た 効 果的 に実 施 で きる と期 待 され てい る 。

心 理 学 的 ア プ ローチ は,次 の 三つ の側 面 で活 用 され る こ とを 目指 してい る 。

① 人 間 関係 の良 好 な維 持,お よび 効 率的 な要 員 管理

② 人 間 が使 い易 い シ ス テ ムの設 計

③ 個 人 お よび組 織 へ の悪 い影響 を排 除 した シ ス テ ムの 実施 化

情報処 理 分野 にお け る人 間的 問題 は 多様 であ る 。 これ に対 す る適切 な ア プ ローチ の 知識 を

持 つ こ と は極 めて重 要 で あ り,今 後 の情 報 処 理 の発 展 に 大 きな効 果 を及ぼ す もの と考 え られ

る。

学習 の 主 な課題 は 次 の と お り。

① 人 間行 動 を支 配 す る原理 を理解 す るこ と

② 組織 と人 間活 動 との関 係 を理解 す るこ と

③ コ ン ピュー タ によ る情報 シ ステ ムの 導 入 に よる人 間行 動 へ の影響 を,明 解 に把 握 で き適

切 な方 策 を立 案 で きる こ と。

概 要

単元B1:モ デル 化 と分 析

第1章 統計 的 方 法 で は,モ デル化 お よびそ の分 析 の基礎 となる デー タの正 しい取 扱 い につ

いて説 明す る 。入 門的 な部分 なの で,省 略 で きる場合 も多 い と予 想 され る 。
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第2章 スケ シ ュー リ ング問題 では,コ ン ピュー タの 中や外 での 作業 管 理 上,し ば しば生ず

る ス ケ ジ ュー リン グの問 題 につ いて,基 本 的 な技 法 とそ の応 用例 を解 説 す る。

第3章 は,線 型 計 画 法の 応 用 か らネ ッ トワーク問題 の 扱い,お よび動 的 計画 法 の紹 介 まで,

ORに お け る最 も有 力 な技 法 で あ る数 学 的 計画 法 全般 を理解 させ る。

第4章 では,コ ン ピュー タ処理 にお い て よ く生 ず る,待 合 せ モ デル の解 析 につ い て扱 う。

特 に オ ンライ ン シ ステムの設 計 ・評 価 に 不可 欠 な技法 であ る。

第5章 で解 説 す る在庫 管 理 モ デ ル は,物 量 管理 の た め に必 ず 考慮 す べ きモ デル で ある 。主

に コ ン ピュー タの外 で生 ず る問題 へ の適 用 が多 い が,コ ン ピュー タ ・シ ステ ム内 での 応用 も

開発 され よ う。

第6章 シ ミュ レー シ ョ ンモ デル で は,解 析 的 モ デ ル にす る ことが 不適 当 な 問題 へ の アプ ロ

ー チ として
,シ ミュ レー シ ョン ・モ デ ル が取扱 わ れ る 。モ デル化 の利 点 が 最 も生 か され,複

雑 な問題 解 決 に役立 つ 。主 に コ ン ピュー タに かか わ る事例 の研 究 を行 って み る 。

手 法 の 細部 まで 完全 に理解 し,ま た新 な手 法 を開発 す る こ とが任 務 で は ない の で,既 存 の

パ ッケー ジ ・プ ロ グラムや 専 門 の ス タ ッフ を利 用 して,正 しい判 断 の 導 け る こ とが主 眼 であ

e

る 。

した が って,情 報 処理 分野 にお け る い ろい ろ な事例 や場 面 を想 定 して,各 手 法 の紹 介 が行

わ れ てい る が,理 論 や詳 細 な 実用 テ ク ニ ックの具 体的 説 明 ま では 行 われ てい ない 。 どの よ う

な場 面 には,ど の よ うなモ デルや 分 析 が適 切 で あ り,そ こ か ら得 られ た結 果 は,実 務的 ア ク

シ ョン とど う結 び つ け られ るか が,正 し く判 断 で きる よ うに指導 され るこ とが 望 まれ る。

単 元B2:心 理学 と行 動 科 学

第1章 は,心 理 学 入 門 と して,心 理 学 の歴 史 を通 して,現 代 の心 理 学 を理解 させ る 。ま た,

心理 学が行 動 の科 学 と して,情 報 処 理 分 野 での仕 事 と どのよ うに か かわ るか を紹 介す る。

第2章 は,情 報 シス テム と人 間 と い うこ とで,人 間工 学的 な ア プ ローチ を理 解 させ る 。人

間 と情報 処理 シ ステ ム機 器 と,ど の よ うに して良い イ ンター フ ェー ス を成 立た せ るか につ い

ての 基礎 を学ぶ 。 また,情 報 処理 お よび 作業 をす るもの と して,人 間 は どの よ うな 特性 を持

つ か理 解 させ る。

第3章 対人 お よび グルー プの行 動 原 理 。社 会 お よび組 織 の中 で働 く人 間 が,ど の よ うな行

動 をす る か を理 解 させ る 。また 組織 の リー ダー と しての基 本的 な要 件 が示 され る 。

第4章 組織 デ ザイ ンと人 間行 動 。組 織 を実際 に 動 か して いる の も,そ の影響 を受 け るの も

人 間 であ る 。機 械 と して の組 織 で は な く,人 間 の行 動 を効果 的 に活 か す組 織 の あ り方 を検 討

す る 。

コ ン ピ ュー タに よる情 報処 理 シ ステ ムの 実 施化 は,必 然的 に組 織 変 革 をひ き起 こ す 。これ
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がス ムー ズ に行 われ なけ れ ば,こ の シ ステ ム化 は失敗 す る。組 織 変革 は どの よ うな影 響 を人

間 に与 え るか,よ り良 い変 革 は どの よ うに進 め るべ きか を説 明す るの が,第5章 組 織 変革 の

プロセ スで ある 。

第6章 の 情報 処理 に お ける 人 間的諸 問 題 で は,情 報 処理 分 野 の 仕事 に関係 す る 人 間的 問題

を具体 的 に解 説 す る。 また,そ の 主 要 な問 題 につ い ての 課題 訓練 を,総 合 的 な事 例研 究 とあ

わ せ て行 わ せ る。

これ らは た と えば,あ りふれ た 労務 管 理上 の テク ニ ックか ら組 織論 まで を含 み,ま た デ ィ

スプ レイ の画面 設 計 や プ ログ ラ ミン グ ・テク ニ ックか ら,シ ス テム全体 の性 格把 握 ま で,極

めて 広 い範 囲 に及 ぶ こ と を理 解 して も ら うこ とが必 要 で あ る。

なお,「 中級 指 針 」 との関 係 は次 の とお り。

単元B1は,「 同(基 礎 編)」 の 「情報 処理 数 学 」,「 シ ステ ム概 論 」,お よび 「経営 科 学(1)1

を前提 と して い る 。 「同(専 門編)」 の 内容 とは重複 す る部 分 が ある 。

単元B2は,特 に 予備 知 識 は要 求 してい ない が,情 報 処理 に関 す る相 当 の経験 があ る こ と

と,「 中級 指 針(基 礎 編)」に あ る一 般的 な情 報処 理 の知 識 が あ る ことが ,当 然 なが ら必 要 で

ある 。

(3)第3部 コ ン ピュ ー タお よ び情報 処 理 技術(Cグ ル ー プ)

目 的

情 報 シ ス テム 開発 にかか わ る技術 上,組 織 上 の条 件 を十 分 に考慮 した,情 報 処 理 の ハ ー ド

ウェア/ソ フ トウェ アの構 成 のい ろい ろな あ り方 を明 らか に す る ことが 目的 で あ る 。 した が

って,ハ ー ドウ ェアや ソフ トウェ アの技 術 そ の もの を追 求す る もので は ない 。 それ は,コ ン

ピュー タ ・サ イ エ ンス の分 野 と して,別 の 目的 と学 習方 法 が あ る と考 えてい る 。す なわ ち,

情 報 シ ス テ ム建設 の た めの 応用 に主眼 を置 い てい る 。この よ うな理 由か ら,コ ン ピュー タ ・

シ ステ ムを使 用 し,操 作 し,維 持 す る人 達 にか か わ る人 間的 要因 を強 く意識 しな けれ ば な ら

な い。

各 単元 で扱 われ てい る内容 は,そ れ 自体 を直 接 利 用 して,局 部 的 な シ ステ ムが 開発 で き る

よ うに なる こ と を,目 指 して提 供 され てい る ので は ない 。 た とえば,単 元C3の フ ァイル と

コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ムは ,こ の 二つ が,大 規模 な コ ン ピュー タ ・シ ステ ムの二 大 技

術 であ る との視 点 か ら,こ れ を統 一 的 に 取扱 う方 法 を習 得 す る こ とを求 めて い る。

方 法 は,フ ァイル や コ ミュニ ケー シ ョン ・シ ス テ ムの 開 発者 のた め の もの では な く,情 報

シス テ ムの構成 要 素 と して,こ れ らを統 合 化す るた め の もの で あ る。

・情 報 シス テ ムの構 成 要 素 と して 不 可欠 な ものに
,プ ロ グ ラム群 が あ る。 こ の効率 的 な体 系

化 と操 作 の方 法 も単 元C4で 扱 われ る が,こ こ では,ソ フ トウェア ・シ ス テ ムの 本質 的 な 理

一45一



解 と,少 しで も改 善 しよ う とす る こ とが重 点 であ る。 これ を一 か ら開発 させ よ うとす る もの

で は ない 。単 元C3,C4と も に,計 画,テ ス ト,プ ロジ ェク ト・コン トロール の あ り方 が,

重 点 の一 つ に な ってい る 。

実 用的 な面 が主体 と な ρて はい る が,学 習 方法 と しては,将 来 の新 しい 技術 を吸 収 し活 用

して い け るだ けの素 養 を身 につけ させ るよ うな指 導 が,当 然行 わ れ る べ きで あ る。

概 要

単 元C1:情 報 構 造

プ ロ グラム とデ ー タの 双 方 に あ る情 報 の構 成 要素 間 の,論 理 的 な 関係 を示す 構造 を明 らか

にす る 。これ を情報 シ ス テ ムに適 用 す るた めの 技法 を教 え る。

高 級 プ ログ ラム言語(例 には,比 較 的 一般 的 で,こ の種 の理 解 に役 立つ 言語 と して,PL/

1を 挙げ た)

単元C2:コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム ・

コン ピュ ー タ ・シス テ ム を構 成 す る 装置 ・要 素 を個 別的 に も取 りあげ て い るが,主 眼は統

合 化 され た シ ステ ム と して,一 緒 に働 く もの で ある こ とを理解 させ なけ れ ば な らない 。

多重 プ ロ グラム,多 重 処 理 お よ び シ ステ ム効 率 の評 価 を,重 要 な課題 と して 取扱 って いる 。

単元C3:フ ァイ ル お よ び コ ミュニ ケ ー シ ョン ・システ ム

フ ァイル と コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ムの基 本的 機 能 を明 らか にす る 。 また実 用 で き る

シ ステ ムの現 状 も理解 させ る 。実 用技 術 に つい ては,費 用,性 能,応 答性 の観 点 か ら実 質的

な評 価 と,バ ラ ンスの とれ た構成 の解 析 を行 う。

企 業 内 デ ータベ ー ス ま たは サー ビス ・セ ンターの シス テ ムを例 に して,フ ァイル と コ ミュ

ニ ケー シ ョン機 能 の統合 化 シ ス テ ムの具 体的 分析 を行 わせ る。

単 元C4:ソ フ トウ ェア設 計

複雑 なコ ン ピュー タ ・プ ロ グラ ムの,最 も明解,最 も効 率的,か つ維 持 ・変 更 も最 も容 易

な,分 割 ・モ ジ ュー ル化 の 方法 を学ぶ 。 また,た とえば フ ァイルや コミ ュニ ケー シ ョン ・モ

ジ ュ ール の よ うな,頻 繁 に使 用 され る一 般 的 な プ ロ グラ ミングお よ び結 合 の構 造 を理解 させ

る 。

プ ・ グ ラム設 計 に必 要 な,プ ログ ラ ミ ング ・ス タイ ルに つ い てのセ ンスを養 う。

この よ うな理解 のた め に,プ ロ グラム の静的 構造 だ けで な く,稼 働時 の構 造 や プ ログ ラム

お よび デー タ との 間に あ る関 係 を分 析 す る 。

プ ログ ラ ミン グにつ い ての知 識 ・経験 があ る こ とを前提 とす る 。それ と 「中級指 針(基 礎

編)」で は,「 コ ン ピュー タ ・シ ステ ム」,「ハ ー ドウ ェアα)」,「 ソフ トウェ ア」,「プ ロ グラ ム

設 計 」,「情 報 処理 用数 学 」 の章 を終 えてい る こ とを 前提 と して い る。
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「中級 指針(専 門 編)」 とは,重 複 す る部 分 があ る ので,「 中級指 針 」 に よ って 学習 して き

た学 習 者 につ い て は,レ ベル に応 じて内 容 を 取捨す る。

(4)第4部 情 報 シ ステ ムの 開発(Dグ ル ー プ)

目 的

第4部 で 学 ぶ こ とは,情 報 システ ムの 開発 プ ロセ スを系統 的 にGJi究 し,そ の技 術的 可能性,

経済 的実 現性 を調 べ,実 際 の組 織環 境 下 で,シ ステ ム を実現 させ るた めの 問題 点 は何 か を把

握す る こ とで あ る 。

四つ の単 元 は,そ れ ぞれ の特 徴 を持 って い る。

単 元D1.情 報 ニー ズの 分析 と シス テム要 求 の仕 様決 定 に つい て学 習 す る 。

単 元D2.組 織 上 の 考慮 と技 術 上 の考 慮 の両者 のバ ラ ンス を とって,シ ステ ム を設 計 す る

セ ンス を養成 す る 。

単元D3.プ ロジ ェ ク ト演 習(主 と してD2の 知識 を体験 的 に学習 す るた め の演 習)。

単元D4.シ ス テム の 開発 と実施 を,実 際 の場 の 見学 あ るい は実 習 す る(実 務 の 一 断面 の

把握 … …企業 見学)。

概 要

シ ステ ム開発 を全 体像 と して把 握 す るた め に,シ ス テ ム ・ライ フサ イ クル概 念 に 準 拠 して,

カ リキ ュ ラム を構 成 してい る 。各 単元 の分担 を,お お づ かみ に記 す と,次 のよ うに な る 。

単 元Dl:情 報 分 析

経済,技 術,組 織 とい う広 い視 野 か ら,シ ス テム ・ライ フサ イ クル を検 討 す る こ とに 主眼

を置 く。情 報 分析 に関連 す る項 目を重 点 的 に 学習 す る 。

単 元D2:シ ス テム設 計

バ ランス の とれ た シ ステ ム を設 計 す るセ ンス の養成 が 目標 で あ る。 この ため に,イ ン プ リ

メ ンテ ー シ ョン,シ ス テム ・コ ンバ ー ジ ョン等の 技術 的詳 細 に も立入 って学 習 す る 。

単元D3:開 発 プロジ ェク ト

シス テ ム ・ライ フ サイ クル を全 体的 に体 得 す る ため の演 習 で あって,単 元D2で 学習 した

シ ステ ム設 計 の知 識 を実行 に移 してみ る。

プ ロ ジェ ク トの演 習 方 法お よびそ の テ ー マ例等 を具 体的 に提 示 しお い た 。

単元D4:コ ン ピュー タ部 門の 運 営管 理

企 業 の 実務 を見 学 また は実 習 す る こ とに よる,理 論 と実 際 の対 比検 討 で あ る。

こ こでは,そ の 主要 なポ イ ン トについ て解 説 してあ り,見 学 ・実習 の 際 の参 考 に供 して あ

る 。

第4部 は,他 の部 で学 ん'だこ との総 括 と して の役割 りを持 ってい る ので,そ れ ら との関 係
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を,以 下 の図 ・表 によ っ て示 した 。

単 元D1,D2の 各 車の システ ム ・ライ フサ イク ル との対応 関 係 を,図3.2に 掲 げ る。単

元 各 車 の重 点 テー マ と,第1部 か ら第3部 まで との関 係 を表3.2に 掲 げ る。

「中級指 針(基 礎編)」 との関係 は,「 シス テ ム分 析 ・設計α)」,「 コン ピ ュー タ室 の 運用

管理 」,「 ソフ トウェア生 産管 理 」 を,一 応 の前 提 とす る 。 「同(専 門編)」 とは若 干 の重 複

が ある 。

プ ロ グラ ミ

ングテ ス ト

デバ ッ グ

D2.-5作 成 と検査

シ ス テ ム

の

目 的

D1.-2

フ

シ ステム ラ

イ フサ イ クル

Dl.-1

八 一 ド ウ エ ア

ソ フ ト ウ ェ ア

デ 一 夕

ノ

代 替 案D1.-4
代替案

検 討

D1.-5

最 適 案 経 済性評価

選 択

D1.-6

ロジ カル設 計 ま とめ

(仕 様 書)

図3.2シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ クル と各 車 と の対 応
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表3.2学 習重 点 テ ー マ と第1部 ～ 第3部 との主 な関係

章 主 テ ー マ 副 テ ー マ 第1部 θ,第2部 ⑧,第3部 ◎ との関係

単元D1

1.シ ス テ ム ・ラ イ シ ス テ ム ・ ラ イ フ サ D1,D2の 構 成説

フサ イ クル概 論 イ クル 明

2.シ ス テ ム ・ラ イ プ ・ ジェ ク ト管 理 文書化(報 告書) B1.-2(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ),

フサ イ クル管 理 B2.-2,3,4,5(人 間,グ ル ー プ,

組織)

3.基 本的 な分析手 シ ステ ム分析 情報整理,面 接 A1一2(モ デ ル),A1.-3(シ ス

法 テ ム分 析)A3.-1,2(情 報 分析)

Bl.-6(シ ミュレーシ ョン ・モデル)

4.シ ステ ム代 替 案 代替案の選択 予算,PPBS・

の検討

5、 シ ステ ム の経 済 評価尺度 情報の価値 A1.-6(減 価 償 却)

性評価

6.シ ステ ム仕 様 書 システム仕様書 要求仕様技術 A3.-6(シ ステ ム計 画)

単元D2

1.基 本的 な設計手 ト レ ー ド ・オ フ 文書化(図 式化) A4.-5(テ ク ノ ロ ジ ィ ・ア セ ス メ

法 ン ト)

2.シ ステ ム 資源 の 設備(ハ ー ド/ソ フ 効率評価手法 A3.-7(効 果)

選択 ト)

3.ソ フ トウ ェ ア の モ ジ ュ ー ル,イ ン タ プ ロ グラム構 造, C1.-8,9(情 報)

設計 一 フ ェ イ ス 標準化

4.デ ー タ ベ ー ス フ ァイル 設計 ・デ_ DBMS A2.-5(コ ミュニ ケー シ ョ ン),

タベ ー ス概念 C3.-4,5,6,10(フ ァイノkコ ミュニ

ケ ーシ ョン)

5.プ ・グ ラム の作 プ ロ グラ ミン グ ス タ デ バ ッグの 方法, C4,-6,7β(ソ 外 ウ ェア)

成 と検査 イ ル,テ ス ト 工程管理

6.シ ス テム の評 価 開発後の評価 保守技術

と改善

単元D3

1.テ ー マ の選 択

2.チ ー ムの編 成

3.実 習 の進 め方 と 演習 のた めの準備 と ケ ー ス ・メ ソ ッ ド

教師の役割 予備知識

4.開 発 の実 習

5.報 告書作成 と発

表

単元D4

1。 コ ン ピ ュ ー タ 部 コン ピ ュー タ部 門 の 概 況

門の組織 性格

2.コ ン ピ ュ ー タ 部 要員 の構成 要 員教 育,ロ ー テ

門の要 員管理
一 シ ヨ ン
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3.シ ステ ム開発 管 業務分担 標準化

理

4.コ ン ピ ュ ー タ の 機種決定 採算性評価,保 守

導入

5.コ ン ピ ュ ー タ 室 業務の運営 入出力管理,安 全 A4.-4(プ ラ イ バ シ ー)

の運用管理 管理

6.情 報 処理 サ ー ビ サー ビス業の現状 業務の細分化

ス業 の利用

3.3単 元 の 内容 と標 準 時間 配 分

以 下 の表 に 掲げ た標 準時 間 は,特 に こ とわ りが 無い 場合 は教 室 時 間(講 師 が直 接 立合 ってい

る時 間)で あ り,宿 題 お よび予 習,復 習 の た め に必 要 とす る時 間 は,合 計 して,お よそ この標

準時 間 と同 程度 の ものが,存 在 す る こ と を仮定 してい る。

(1)第1部 組 織 シ ス テ ムの 分析(Aグ ル ー プ)

単 元A1シ ス テム入 門

章 節

第1章 シ ステム の 概念

1.1シ ス テ ムとはL2シ ス テ ムの類 形1.3シ ステ ムの簡

単 なモ デ ル1.4シ ス テ ムの 目的1.5シ ステ ムの 境界

1.6オ ー プ ンシ ス テム とク ロー ズ ドシ ステム1.7オ ー プ ンシ ス

テムの 特性1.8サ ブ シ ステ ム1。9シ ステ ムの 階層 構 造

1.10シ ステ ム の分解1.11シ ステ ムの結 合度1.12確 定

的 シ ス テム と確 率 的 シス テ ム1.13フ ィー ドバ ッ ク1.14フ

ィル タ1.15最 小 多様 性 の 法則1,16一 般 シ ス テム理 論

第2章 シス テム の定 義

2.1モ デ ル ー シ ステ ム の表 現2.2モ デ ルの 複雑性2.3

公 式 シ ステ ム と非公 式 シ ステ ム2.4シ ス テ ムの構造 とそ の 選

択2.5モ デル の正 当性2.6シ ステム定 義 の道 具2.7

シ ステ ムの統 合度

第3章 シス テ ム分 析 ・設 計 の手 法

3.1複 数 の代 替 案か らの選 択3.2目 的 達成 の た め の要素,結

合,処 理 の 決定

設 計3.5

第4章

4.1経 営

と経営 階 層

3.3シ ス テ ム分析 の基 本 要素

シ ステ ム設 計の手 順

経営システム

4.2経 営活 動 の機 能構 造4.3

4.4経 営 シス テ ムの要 素 と して の人

3.4シ ス テ ム

経営活動の階層性

4.5組 織 の

標準時間
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・

水 平的 分化 と経 営管 理機 能 の分 化4.6情 報 シ ステ ム4.7

経 営 の機 能 シ ステ ム

第5章 経営情報システム 9時 間

5.1情 報 シ ステ ムの役 割 り5.2経 営活 動 と情報 要 求5.3

情 報 シ ス テ ム に お け る 人 間 と コ ン ピ ュ ー タ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス

5.4生 産 工 程 と して 見 た情 報 シ ステ ム5.5論 理 的 シ ステ ム と

実体的 シ ステ ム5.6情 報 シ ス テムの 計画5.7情 報 シ ステ

ムの開発方法

第6章 財務会計システム 18時 間

6.1会 計 シス テ ム6.2財 務 シス テ ム6.3原 価 計算 と原価

管理6.4限 界 利 益分 析

計60時 間

単元A2企 業の機能

章 節 標準時間

第1章 ビジ ネス システ ム入門 6時 間

1.1企 業 を と りま く環 境 と使 命1.2企 業 に お け る主要業 務 と

相 互 関連1.3企 業 管理 シ ス テム

第2章 生産システム 18時 間

2.1生 産 シ ス テ ムの設 計2.2生 産 シ ステ ム の計 画 と管理

第3章 財務システム 15時 間

3.1ラ イ ン業務 の 一環 と しての財 務機 能3.2経 営管 理分 析

第4章 販売システム 12時 間

4.1企 業 にお け る販 売 シス テ ムの位 置 づ け4.2作 業 レベ ル販

売 シ ステ ム4.3販 売情 報 シ ス テ ム

第5章 情報システムによる機能の統合 9時 間

5.1企 業 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン5.2ラ イ ン部 門 に お け る 情

報5.3ス タ フ 部 門 の 機 能 と情 報5.4コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの

媒 体 と して の デ ー タベ ース5.5企 業 にお け る計画 と統 制

計60時 間
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単元A3.作 業情 報 シス テ ム と管 理 情 報 システ ム

葦

簾1章 情 報 の 必要 性

1.1組 織活動 と情報 システム1.2情 報処理 体 制1.3意 思 決

定 の合 理 化

第2章 作業 レベル の シス テム

2.1作 業 レベ ル の シ ステ ム2.2作 業 シス テ ムの確 立2.3

作業 シ ステ ムの範 囲

第3章 戦 術 レベル の シス テ ム

3.1管 理 サ イクル3.2戦 術 的 意 思決 定3.3意 思 決定 の

実 施 ・フ ォ ロー,評 価3.4意 思 決定 と管理 の た め の情報 シス テ

ム

第4章 戦略 レベ ル の シス テ ム

4.1戦 術 レベ ル と戦 略 レベ ル の差4.2経 営 戦略 シ ステ ム

4.3経 営戦 略 の た めの組 織(事 例)

第5章 マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェー ス

5.1シ ステ ム と して の ア ウ トプ ッ ト5.2リ アル タイム処 理

5.3リ アル タイ ム処 理 の た め のデ ー タベ ース5.4経 営 と リア

ル タイ ム処 理

第6章 経 営情 報 シス テ ム開発 の 計 画

6.1情 報 シ ス テム 開発 の動 機6.2情 報 シ ステ ム開発 プ ロジ ェ

ク6.3コ ン ピ ュー タ リゼー シ ョンと人材 育 成6.4情 報

シ ステ ムの 拡大 ・効 率化

第7章 情報 シ ステ ム の 効果 管理

7.1効 果 管理 の 二面 性(効 果対 費 用)7.2効 果 の種 類

7.3効 果 の実 現 体 制 とフ ォ ロー

標準時間

18時 間

6時 間

6時 間

12時 間

9時 間

6時 間

3時 間

60時 間

単 元A4.情 報 シ ステ ム の社 会的 意 義

土 ノ古
写 即 標準時 間

第1章 歴史 的背 景

1.1コ ン ヒ.ユ一 夕技 術 の発 達1.2コ ン ピュー タの普 及 と現 在

の利 用形 態 及 び そ の社 会生 活 に対 す る影 響

6時 間
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第2章 ↑静 瞳 業12時 間

2.1情 報産 業 の概 要2.2情 報 産業 の成 長形 態2 .3わ が国

及 び世 界 にお ける 競合状 況2.4政 府 の育成 策 と規 制2.5

標準化と安全2.6情 報処理技術者教育

第3章 総労働に対する考察 18時 間

3.1既 存 の 組 織 ・制 度 ・規 定 へ の 影 響3 .2コ ン ピュ ー タ の 労

働 力 へ の影響3.3事 務 系 作 業層 の 業務 に対 す る影響3 .4

技 術系 作業 層 の業務 に対す る影 響3.5マ ネ ジ メ ン トの業務 に対

する影響

第4章 プライバシー保護 12時 間

4.1プ ライバ シ ー保 護 とは4.2官 庁,自 治 体 及 び 金 融 機 関

信 用 保証 調査 会 社 にお け る デー タ ベー ス4.3電 子計 算 機 シ ス テ 、

ム安 全対策 基 準 と プ ライバ シ ー保 護4 .4プ ライバ シー保 護 の将

来への考察

第5章 個人と社会のシステム 12時 間

5.1教 育 に及 ぼ す 影響5.2政 治 に及 ぼす影 響5 .3生 活

に及ぼす影響5.4福 祉に及ぼす影響

計60時 間

指導上の注意

この部 は,本 指 針 の基 礎 を なす もの で あ る。 また,従 来の 情報 処理 技術 ス タ ッフの 多 くに

とって,な じま ない 内容 も多 い 。 した が って ,こ の よ うな事 項 を学 習す る こ とが,ど の よ う

な意 義 を持 つ のか を理解 させ るた め,適 宜 コメ ン トや補 足的 な解 説 を して や るこ とが必 要 か

も しれ ない 。

単 元A4を 例外 と して,他 の 三つ の単 元 は互 に関 連 づ け られ た 章 に よ って構 成 されている
。

A1で はや や 学 問的 な立場 で,A2は 組 織 人 ・企 業 人 の 立場 で
,A3は 情報 シ ス テム とい う

立 場 で,そ れ ぞ れ の特 性 ・問題 な ど を理解 しよ う として いる
。実 際 には,こ れ ら をひ とつ の

もの と して身 につ け る べ きで あ るが,学 習 の過 程 で は ,こ の よ うに三 つ に 分 けた 。

〈単 元A1に っ い て 〉

一 貫 した講 義
,幾 つ か の特定 シ ス テ ムの紹 介及 び 参考 書 に よ る知 識 の 習得 で あ る。 ケ ー ス

ス タ デ ィな どが取 り入 れ られ る とよい 。

〈単元A2に つい て 〉

講義と参考書や事例の研究による討議が予定されている。事例研究や討議は,特 定の管理

に必 要 な情 報 を明 らか にす るた め に利 用 す る よ うにす る 。 シ ミ ュ レー シ ョンの利 用 もで きれ
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ば行 い た い。

〈単 元A3に つ い て 〉

主 と して講 義 と討 議 で行 う。

〈単 元A4に っ い て 〉

大 変学 習 しに くい単 元 で ある 。可能 な 限 り広 い範 囲 の講 師 に,い ろい ろな視 野 での話 を聞

か せて もら うとよ い 。文献 の輪 読や研 究会 も よい方法 のひ とつ であ る。

(2)第2部 シ ステ ムの開 発 運用 の背 景(Bグ ルー プ)

単元B1.モ デル 化 と分析

章 節

第1章 統 計 的 方 法

1.1母 集 国 とサ ンプ ル1.2確 率 分布 と母 数1.3母 平均 と

母 分散 の推 定 と検 定1.4そ の他 の方 法

第2章 スケ ジ ュー リン グ問題

2.1プ ロジ ェ ク ト管 理 の重 要 性2.2PERT,CPMの 歴史 とそ

の 応用 分 野2.3プ ロジ ェ ク トの ア ロー ・ダ イ ヤ グラム2.4

PERTの 日程計 算2.5作 業 遂行 時 間の不 確 定性 の取扱 い

2.6必 要 資源 の見積 りと配分2.7CPM2.8ジ ョブ ・ショ

ップ ・ス ケ ジ ュー リン グ

第3章 数 理 的計 画法

3.1数 理 的 計画 法 とは3.2線 形計 画 法 へ の定 式化3.3

単 体法 に よ るLPの 解 法3.4感 度 分 析3.5双 対 問 題 と双

対 定理3.6LPの パ ッケー ジ ・プ ロ グラム3.7ネ ッ トワ

ー ク計画 法3 .8非 線 形計 画法3.9整 数 計 画 法3.10

動的計 画 法

第4章 待 ち行 列 モデル

4.1基 本的 な待 ち行 列 の理 論4.2や や複 雑 な待 ち行列 の理 論

4.3一 般 的 な待 ち行 列 の理 論4.4近 似 理論,上 界,下 界 な ど

4.5優 先権 の あ る待 ち行 列4.6計 算機 シ ステ ム にお け る待 ち

行 列

第5章 在 庫 管理 モデ ル

5.1在 庫管 理 の基 本5.2需 要 が 一定 の場 合 の モ デル5.3

需 要 が変 動 す る場合 の モ デル5.4計 算機 シ ステ ム設 計 へ の 在庫

管理 モ デル の応 用

標準時間

6時 間

12時 間

12時 間

12時 間

6時 間
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第6章 シ ミ・ レー シ ・ ン ・モ 可18時 間

6.1シ ミ ュ レ ー シ ョン の 目的6.2シ ミ ュ レー シ ョン の 手 順

6.3シ ミュレーシ ョン に関連 して学習 され るべ き基礎 概 念(術 語)

6.4モ デ ル 作 りに 関 す る指 針6.5シ ミ ュ レ ー シ ョ ン言 語

6.6シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 実 験 と経 果 の 評 価

これ らを理 解 させ るた め に は,か な りの演 習 を必 要 とす る。 なる べ く X時 間

コ ン ピュー タ ・シ ステ ムに関 連 した身 近 か な もの で,簡 単 な例 によ る演

習 が望 ま しい。各 章 に この種 の 材料 の例 が 用意 され てい る 。

演 習時 間は,標 準時 間 の外 側 に あ る。

計66時 間

十X

単元B2.心 理学 と行動科学

立!∂ ←早 即
標準時間

第1章 心理学入門 6時 間

1.1心 理 学 と は1.2知 覚 ・学 習 ・記 憶 ・思 考1.3動 機

づ け 一 欲 求 ・感 情1.4パ ー ソ ナ リテ ィ ー 人 格 ・知 能

第2章 情報システムと人間 12時 間

2.1人 間 の情 報処 理 特 性2.2人 間 の作 業特 性2.3知 能 ・

学 習 ・記 憶2.4コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン2.5心 理 測 定

第3章 対人およびグループの行動原理 12時 間

3.1社 会 的行 動32対 人関 係3.3態 度3.4集 団

とそ の問 題3.5組 織 の 管理

第4章 組織デザインと人間行動 '
15時 間

4.1組 織 の有 効 性4.2組 織 モ デル と システムズ ・ア プローチ

A

'
4.3組 織 成 長 の過 程4.4組 織 の デザ イ ン4.5公 的組 織

インパクト:組織行動に影響を及ぼす構造的要因4.6非 公的組

織および組織風土のインパクト:組織行動に影響 を及ぼす社会的要因

4.7組 織 に お け る コ ン フ リ ク ト

第5章 組織変革のプロセス 15時 間
,

5.1組 織 体 に お け る イ ノベ ー シ ョ ン5.2イ ノ ベ ー シ ョン導 入

の 人 間的側 面5.3イ ノベ ー シ ョンの 導入 定 着過 程5.4計

画的変革

(内4時 間)
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第6章 情 報処 理 に お ける人 間的 諸 問題0

6.1人 間的 諸 問題 へ の理 解6.2問 題 解 決 にっ い て 一 課 題 訓

6時 間

練

人間 的問 題 は肌 で感 ず るこ とが望 ま しい ので,演 習お よび討 議 な どの (X時 間)

と り入れ を積 極 的 に行 うよ う工 夫 して あ る。状 況 に 応 じて,こ の標 準時

間外 の演 習時 間 を とる よ うに され た い 。

計66時 間

(+X)

指 導 上の 注意

情 報 処理 部 門 で,プ ログ ラ ミン グや シ ステ ム分析 ・設計 を,従 来 の 方 法で 行 ってい る技 術

者 は,こ の部 で扱 うOR的 ア プ ロ ーチや 心理 学的 ア プ ロー チ に,極 め て な じみ が薄 い 。中 に

は 強 い ア レル ギ ーを持 って い る場合 もあ る。

した が って導 入部 にお い て,学 習 者 の レベ ルと関心 の度 合 に応 じた 工夫 を してお か なけれ

ば な らない 。各 単元 の 第1章 は,そ の た め に特 に設 けた も のなの で,な る べ く身 近 か な例 で,

しか も扱 い やす い もの を適 切 に選 ん で,か つ 科学的 な説 明 を明解 に行 えれ ば,興 味 と理 解 を

得 る のに大 変 役立 つ 。

上の表 は,おSよ そ の時 間 配分 を示 した 。詳細 は各 章 の指 導 上の 留意 点 な どに記 され て い

る の で,そ れ を参 照 され た い 。

また,こ の 「指 針 」で指 示 した 内容 を,こ の時 間内 で十 分身 につ け る こ とは,不 可 能 で あ

る 。学 習者 に 自習 な い し,以 後 の 自己啓 発 の テ ーマ と して,か な りの 部 分 を残す こ とにな る。

その場 合,残 され た 事項 を,で きれ ば 個人 の育 成 目的 に合 わせ て,明 確 に して や る こ とが必

要 で あ る 。

(3)第3部 コン ピュー タお よび情 報 処理 技 術(Cグ ル ー プ)

単元C1情 報構 造

章 節 標準時間

第1章 情報に関する基礎概念 6時 間

1.1情 報 と デ ー タ1.2デ ー タ の 表 現1.3デ ー タ の 記 憶

1.4デ ー タ の 結 合1.5数

第2章 論理構造一 線型 リス ト 6時 間

2.1基 本 用 語2.2線 型 リス トの基礎 技術2.3線 型 リス

トの操 作2.4線 型 リス トの応用
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第3章 論理構造 一 木構造 ・9時 間

3.1木 の概 要3.2木 の 基礎 技 術3.3木 の登 り方

3.4両 方 向の木 構造3.5木 の応 用

第4章 論理構造 一 配列 ・行列 3時 間

4.1配 列4.2行 列 の 割 当 て4.3疎 な行 列

第5章 論理構造 一 一般の構造 ・リス ト処理言語 3時 間

5.1一 般 の構 造 と グラ フ論 理 の 用語5.2一 般 の構 造 の 応用

5.3リ ス ト処 理 言 語

・

第6章 物理構造 9時 間

6.1記 憶 装置 の割 当て6.2分 散 記 憶6.3ア ドレスの計

算

第7章 記憶管理 3時 間

7.1ち り集 め7.2動 的記 憶 割 当 て

第8章 プログラム言語における情報構造の表現 9時 間

8.1プ ロ グ ラム言 語 と情 報構 造8.2情 報 構造 の表 現8.3

PASCALに お け る情報 構造8.4抽 象 デ ー タ型8.5実 行
●

時 にお ける デ ー タ領域 の構成8.6論 理構 造 の実現8.7ブ

ロ ック構造 にお け るデ ー タ領 域 の 構成8.8パ ラ メー タの授 受

8.9リ ス ト処 理 言語 にお ける リス ト構 造 の実 現

第9章 分類および探索 6時 間

9.1分 類9.2探 索9.3分 類 と探 索 の妥 協 点9.4

分類 と探索における情報構造の効果

第10章 情報構造の使用例 9時 間

10.1言 語 プ ロセ ッサにお ける情 報 の表 現10.2制 御 プ ログラ

ム にお ける情 報 の表 現10.3デ ー タベ ー スにお ける情 報構造

10.4そ の他 の 応用 分野 にお け る情報 の表 現

各 車 とも演習の ウェイ トは大 き い。標 準時 間 の うち,約30%は 演 習 を X時 間

予定 している。ただ し,そ れ とほぼ 見合 うだ け の演習 時 間 が,標 準時 間外

に も設 定 す る こ とが必 要 で あ る。

計63時 間

十X
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単 元C2.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

章 節

第1章 コ ンピ ュー タ ・システ ムの 概要

1.1基 本 概 念1.2ノ ・一 ドウェ ァ体 系1.3ソ フ トウェア

体 系

第2章 中央 処 理 装置 お よ び記憶 装置

2.1プ ロセ ッサの基 本機 能2.2ア ー キテ クチ ャ2.3プ

ロセ ッサの基 本構 成2.4マ イ ク ロプ ログ ラム制御2.5特

殊 目的 プ ロセ ッサ2.6記 憶 装 置 の特 性 と種 類2.7記 憶 素

子2.8主 記憶 の高 速 化 技 術2.9外 部 記 憶 の高速 化 技術

2.10記 憶 装置 の高 信 頼化 と記憶 保護

第3章 入出 力 お よ び通 信制 御

3.1入 出 力 アー キ テ クチ ャ3.2入 出力 チ ャネル3.3入 出

力 制 御 装置3.4入 出力 装 置3.5ネ ッ トワー ク ・シス テ

ム3.6通 信 制御 装置3.7端 末 装置

第4章 プ ログ ラム管 理 お よ びデ ータ 管理

4.1プ ロセ ス の概 念4.2PCBと プ ロ セス の生成/消 滅

4.3プ ロセ ス の同期4.4プ ロセ スの状 態4.5プ ロセ ッ

サ の割 当 て4.6デ ー タ管 理 の基 本概 念4.7フ ァイル ・カ

タ ロ グ管理4.8標 準 フ ァイル編 成4.9VSAMフ ァイル編
編

成4.10デ ータベ ース ・シ ステ ムの概 念4.11デ ー タベ ー

ス管 理 シ ステ ム4.12ジ ョブの形 態4.13ジ ョブ の制 御

4.14ジ ョブ制 御言 語4.15シ ス テム運 用 のた めの機 能

4.16プ ロ グ ラム管 理 の概 要4.17言 語 処理 プ ログラ ム

4.18ア セ ンブ ラ言語4.19コ ン パイ ラ4.20イ ン タプ リ

タ4.21サ ー ビス ・プ ログ ラム

第5章 シ ステ ム 資源 管 理

5.1記 憶 管理 の概 念5.2仮 想 記憶 シ ス テム5.3ア ドレス

変換 の高 速 化5.4仮 想 記 憶 の管 理5.5入 出 力管 理 の基 本

概 念5.6バ ッフ ァの管理5.7入 出力 管 理 の構成5.8

入出 力 管 理 の高 速化5.9シ ス テ ム資源5.10デ ッ ドロック

5.11静 的 な 資源割 当て5.12動 的 な資源 割 当て5.13性

能 目標 達 成 の た めの 制御

第6章 メ ッセ ー ジ管理

6.1オ ンラ イ ンシ ス テム6.2端 末 ア クセ ス方 式6.3メ
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標準時間

3時 間

6時 間

6時 間

12時 間

9時 間

3時 間



ッセ ー ジ転 送 制 御6.4ド ライ バ6.5障 害 管理

第7章 運用管理および利用環境 3時 間 `

7.1運 用 管 理 の 概 要7.2シ ス テ ム の 生 成7.3オ ペ レー

タ ・イ ン タ フ ェ ー ス7.4中 断 と再 開7.5ア カ ウ ンテ ィ ン

グ7.6シ ス テム生成7.7処 理 形 態7.8一 括 処理 と

リ モー ト ・バ ッ チ7.9会 話 型 シ ス テ ム7.10オ ン ライ ン ・
一

シ ステ ム7.11多 次元 処 理

第8章 多重 プ ロセ ッサ ・シ ステ ム 3時 間

8.1多 重 プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ム の 目的8.2シ ス テ ム構 成

8.3結 合 方 式8.4多 重 プ ロセ ッサ制 御方 式8.5多 重 プ

・セ ッサ 制御機 構

第9章 システムの信頼性および情報の保護 6時 間

9.1高 信 頼化 技術 の基 礎9.2情 報 の信 頼性9.3障 害 の 検出 と

訂 正9.4シ ス テ ム障 害 の救 済 と回復9.5診 断 と保 守

9.6ソ フ トウ ェ アの信 頼 性9.7情 報 の保 護 に対す る基本 理念

9.8基 本 的 な情 報 の 保護 方 式9.9内 部 記 憶保 護9.10フ ァ

イ ルの保 護9.11端 末 レベ ル で の保 護9.12運 用 管理

第10章 システムの性能評価および互換性 7時 間

10.1シ ス テ ム性 能 の 評価 尺度10.2評 価 の 目的10.3

性能評 価 手 法10.4競 合 比較 法10.5解 析 的手 法106

シ ミ ュ レ.一シ ョ ン10.7モ ニ タ リ ン グ10.8シ ス テ ム の 互

換 性 お よび移 行性 の概 要10.9プ ログ ラムの移 行10.10

デー タ/フ ァイル の 互換性 と移行10.11エ ミュ レー シ ョン技 術

10.12仮 想 機械

計57時 間

単 元C3.フ ァ イ ル お よ び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

=エ』 メわ早早 即 標準時間

第1章 フ ァイル およ び コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・シス テ ム の機能 3時 間

1.1総 合 情 報 シ ステ ムへ の期 待1.2フ ァイル管 理 の基 礎

1.3デ ー タ通信 の基 礎1.4総 合 情報 シ ス テ ムの概 念

第2章 フ ァイ ル ・シス テム のた めのハ ー ドウ ェア 3時 間

2.1記 憶 装 置 の分類2.2記 憶装 置 の ア クセ ス

第3章 フ ァ イル ・シス テム の構 成 お よ び構 造 12時 間

3.1デ ー タ の 構 造3.2フ ァイ ル の 構 成3.3順 編 成 フ ァ
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イ ル3.4索 引 編 成 フ ァ イ ル3 .5直 接 編 成 フ ァ イ ル

第4章 フ ァイ ル ・シ ス テ ム の 分 析

4.1フ ァ イ ル ・ア ク テ ィ ビ テ ィの 評 価4.2応 答 時 間4 .3

そ の他 の 考 慮4.4記 憶 管 理 技 法 の 分 析4 .5フ ァ イ ル ・シ

ス テ ムの 評 価

第5章 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

5.1デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 機 能5.2デ ー タ記 述

5.3デ ー タ 操 作5.4デ ィ レ ク ト リ管 理5.5デ ー タ ベ ー

ス 管 理 シ ス テ ム の 分 類5.6汎 用 デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 特

徴

第6章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 基 本 構 成

6.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム6.2デ ー タ伝 送 路

6.3デ ー タ 送 受 信6.4通 信 方 式

第7章 デ ー タ 通 信 回線 サ ー ビス

7.1奄 々 公 社 の サ ー ビ ス7.2国 際 電 々 の サ ー ビ ス7.3

通 信 回 路 の 効 率 的 利 用

第8章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム と 処 理 形 態

8.1通 信 回 路 の 接 続 形 態8.2ネ ッ トワ ー ク の形 態8.3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 処 理 形 態8 .4伝 送 制 御

8.5基 本 形 デ ー タ伝 送 制 御 手 順8.6ノ ・イ レベ ル ・デ ー タ リ ン

ク 制 御 手 順8.7誤 り制 御 方 式

第9章 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 設 計 と評 価

9.1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の 設 計9.2ユ ニ ケ ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム の 評 価

第10章 総 合 シ ス テ ム

10.1デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 機 能10.2デ ー タ ベ ー ス ・シ ス

テ ム の 分 類 と 動 向10.3デ ー タ ベ ー ス の 共 用 化10.4ア ー

タベー ス/デ ー タ ・コミニ ケ ー シ ョ ン10.5分 散 型 デ ー タ ベ ー ス

6時 間

6時 間

9時 間

3時 間

6時 間

3時 間

9時 間

計60時 間

単 元C4.ソ フ トウ ェ ア設 計

章 節 標準時間

第1章

1.1

要 素

プ ログ ラ ミン グ言語

高 水 準 言語 の利 点1.2

1.4式 お よび代 入文 と制御 文

PL/1の 特 徴

1.5

1.3デ ー タ

ブ ロ ック 構 造

6時 間
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1.6記 憶 域 割 当 て1.7手 続 き処 理1.8リ ス ト処理機 能

1.9割 込み 動 作1.10翻 訳 時 の機 能

第2章 プ ログ ラム 間の コ ミュニ ケ ー シ ョン と結 合 6時 間

2.1デ ー タ の 受 け 渡 し2.2呼 び 出 し手 順2.3レ ジ ス タ の

割 当て2.4連 係 編集 プ ロ グ ラム

第3章 プログラムの実行時の構造と連結 6時 間

3.1プ ロ グ ラムの実 行時 の構造3.2プ ロ グラ ムの 実行時 の連

結

第4章 プ ログ ラム ・コ ー ドの 共 用 6時 間

4.1単 独 プ ロ セ ス 内 の プ ロ グ ラ ム ・コー ドの 共 用4.2複 数 プ

ロセ ス 間 の プ ロ グ ラ ム ・コ ー ドの 共 用

第5章 並行処理における同期制御と排地制御 6時 間

5.1多 重 タ スク5.2資 源 の共 用 お よび 割 当て5.3事 象

の同期

第6章 プログラムの文書化 6時 間

6.1文 書化 の重 要性6.2文 書 の 標準 化6.3標 準的 な 文書

6.4文 書の管理 と保守6.5プ ロ グラムの 完全 な記 述6.6流

れ 図6.7決 定 表6.8デ ィ シ ジ ョン ・グ リ ッ ド ・チ ャ ー ト

6.9状 態遷 移 図 と状 態 遷 移表6.10HIPOチ ャー ト6.11

構 造化 流 れ 図6.12プ ログ ラ ムか らの文 書 の 自動 作成6.13

文 書 か らの プ ロ グラム の生 成

第7章 テス ト計 画 9時 間

7.1テ ス トの 概 要7.2テ ス トの 段 階7.3結 合 テ ス トの

方 式7.4テ ス トの計画 と実 施7.5テ ス トケー スの選択

7.6デ バ ック手 法 の概 要7.7デ バ ッグのた め の コー ド化

7.8机 上 デ バ ッ グ7.9全 ダ ン プ7.10ス ナ ップ ・シ ョ ッ

ト7.11ト レ ー ス7,12デ バ ッ グ ・モ ー ド7.13オ ン

ライ ン ・デバ ッギン グ機 能7.14実 時 間 の プ ログ ラムの テス ト

7.15シ ミ ュ レー シ ョ ン7.16テ ス ト用 デ ー タ の 自 動 生 成

7.17プ ログ ラムの 自動検 証

第8章 プログラムの設計 6時 間

8.1プ ロ グ ラ ム の モ ジ ュ ー ル 化8.2モ ジ ュー ル 化 の 手 法

8.3モ ジ ュ ー ル 化 に よ る プ ロ グ ラ ム の設 計8.4プ ロ グ ラ ム の

開発8.5構 造 的 プロ グ ラ ミン グ8.6構 造 的 プ ロ グラ ミ ン

グ に よ る コ ー ド化8.7プ ロ グ ラ ム の ス タ イ ル8.8デ ー タ

の抽象 化8.9高 水 準言語
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第9章 総合演習 9時 間

9.1演 習 用 シ ス テ ム9.2ソ フ トウ ェ ア の 作 成9 .3報 告 書

第9章 の総合演習の他に,各 車で研修者の理解度に応 じた演習を行 うこ (X時 間)

とを予定 している(標 準時 間の約30%) 。 た だ し,こ れ で不 足 の場 合 もあ

るので,積 極的 に追加 す る 必 要 もあ ろ う。

計60時 間

(+X)

指導 上 の注 意

対象 とす る学習 者 に よって は,こ の部 で扱 ってい る事項 につ いて,既 知 で あ る こ ともあ る

の で,そ の程 度 によ って省 略 ま たは簡 略 化 す る こ とがで き る 。

ま た,技 術 的 な進 歩 が急激 な ので,新 しい もの で も実務 上必 要 な ものは 取 り入れ ,陳 腐 化

した もの は棄 て てい か な けれ ば な らな い点 に注 意す る こ と。
`

〈単元C1に つい て 〉

デー タ構造 は,ア プ リ ケー シ ョン と独 立 で ある とい うこ とが 重点 で あ る。 しか し,適 当 な

情 報 シ ス テ ム を例 と して利 用す る こ とによ って,具 体 的 に理解 を深 め る よ うに工夫 す る。

そ の際,問 題 処 理手 順 と,構 造 の モ デル化 と,実 施 す る と きの構 造 との 三者 の 関係 を明 確

にす る 。そ れ ぞれ の ス テ ージ毎 に は っ き りけ じめ をつ けた 演習 が行 わ れ る とよい 。

〈単元C2に つい て 〉

コ ン ピュー タ ・シ ス テムの 操作 や 維持 の ため に
,人 間的 要 素 が いか に 関与 してい る か に注

意 を向け させ る必 要 も ある。

フ ロー チ ャー ト等 の記 述 方 式 を利用 す る こ とは勿 論 だ が,で きれ ば ア ッセ ンブ リ言語(マ

ク ロ可 能)を 利用 した検 討 が行 わ れ る こ とが 望 ま しい 。

シ ミュ レー シ ョンに よ るテ ス ト,評 価 も時 間 が許せ ば 実施 す るこ とが 望 ま しい 。

〈単 元C3に つ い て 〉

こ こで扱 う事項 は,情 報 シ ステ ムを シ ステ ム と して 統合 す るた めの もの であ る こ とを ,充

分理解 させ る。

講 義 お よび討 議 が 主体 とな るが,部 分 的 なシ ステ ムや フ ァイ ルの設 計 はや らせて 見 る 。た

だ し,プ ロ グ ラ ミン グコー ス では ない の で,設 計 とそ の評 価 に重 点 を 置 く。

〈単元C4に つい て 〉

コ ン ピュー タ ・プ ロ グラム 作成 時 に実際 に遭 遇 し
,解 決 し なけ れば な らない こ とを身 に つ

け る 。 で きれ ば,適 当な問題 を最 後 まで処 理 させ なが ら,教 材 を解 決 して い くのが よい 。
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二

(4)第4部 情 報シ ステ ムの 開発(Dグ ル ー プ)

単 元D1.情 報 分析

章 節 標 準時間

第1章 シ ス テム ・ラ イフ サ イクル 概論 3時 間

1.1シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク ル1.2シ ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク

ル の各段 階1.3シ ス テ ム ・ライ フサ イク ル とシ ステ ム分 析

第2章 システ ム ・ラ イフサ イ クル 管 理 9時 間

2.1プ ロ ジ ェ ク ト管 理2.2プ ロ ジ ェ ク トの 計 画 と管 理

2.3プ ロ ジ ェ ク ト管 理 と文 書2.4プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム

第3章 基本的な分析手法 12時 間

3.1シ ス テ ム 分 析3.2シ ス テ ム 分 析 の 要 素3.3各 種 の

分析手法

第4章 システム代替案の検討 9時 間

4。1シ ステ ムの 目的 と代 替案4.2代 替 案 の開発 と選択

4.3代 替 案の類 型4.4PPBSと シ ス テム分析
・

第5章 システムの経済性評価 15時 間
、

5.1情 報 の 価 値5.3シ ス テ ム の評 価 基 準5.3シ ス テ ム

の効 果5.4情 報 シ ス テ ムの費 用5.5シ ス テ ムの費 用効 果

分析
・

第6章 システム仕様書 12時 間

6.1シ ス テム の仕 様書6.2ロ ジカル設 計 と フ ィジカ ル設計 の

機能分担について6.3要 求仕様技術'

計60時 間

単 元D2.シ ス テ ム設 計

章 節 標準時間

第1章 基本的な設計手法 6時 間

1.1シ ス テ ム 要 求1.2シ ス テ ム設 計 の 重 点1.3ト レ ー

ド ・オ フ1.4モ デ ル 化1.5情 報 処 理 系 の 型1.6シ

ス テ ム 設 計 の文 書 化1.7プ ロ ジ ェ ク ト計 画1.8テ ク ノ ロ

ジ ー ・ア セ ス メ ン ト

第2章 システム資源の選択 9時 間

2.1・ ・一 ドウ ェ ァ 資 源 の 選 択2.2ソ フ ト ウ ェ ア 資 源 の 選 択

2.3シ ス テ ム効 率 の 評価2.4設 備 計 画2.5設 備 選択
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第3章 ソ フ トウ ェ ア の 設 計

3.1ソ フ トウ ェ ア開 発 の 現 状3.2モ ジ ュ ー ル 化3.3プ ロ

グ ラ ム の 設 計3.4サ ブ シ ス テ ム の イ ン タ ー フ ェ イ ス3.5

ソフ ト ウ ェ ア の 標 準 化3.6ユ ー ザ と の イ ン タ ー フ ェ イ ス

3.7プ ロ グ ラ ム 技 法 集 の 整 備

第4章 ア ー タ ヘ ー ス

4.1デ ー タ 管 理4.2フ ァ イ ル の 設 計4.3デ ー タ ・ベ ー

ス 概 念4.4DBMSの 導 入 計 画4.5デ ー タ ・ベ ー ス ・ シ

ス テ ム の 設 計

第5章 プ ロ グ ラ ム 作 成 と 検 査

5.1よ い プ ロ グ ラ ム と は?5.2プ ロ グ ラ ム テ ス ト5.3

デ バ 、ッ グ5.4プ ロ グ ラ ミン グ ・ス タ イ ル5.5プ ロ グ ラ ム

作 成 の 日程 計 画5.6プ ロ グ ラ ム 開 発 工 程 上 の 管 理 作 業

第6章 シ ス テ ム の 評 価 と 改 善

6.1シ ス テ ム性 能 の 評 価6.2シ ス テ ム の 保 守6.3シ ス

テ ム評 価 の ま と め6.4シ ス テ ム の 寿 命

この他 に,情 報 シス テ ムの将 来 の方 向,あ り方 に つい て論 文,評 論 な

ど の資料 を 与 え,討 議 して お く こ とが望 ま しい 。D4の 課題 テー マ とし

て もよ い 。

12時 間

9時 間

12時 間

12時 間

(X時 間)

計60時 間

(+X)

単元D3.開 発 プ ロジ ェ ク ト

章 節 標準時間

第1章 テー マの 選択

1.1実 在組 織 の 課題1.2仮 想 プ ロジ ェ ク ト1.3課 題 例

1.4課 題 の 作成

第2章 チ ーム の編 成
◆

2.1チ ー ムの組 織2.2チ ー ム活動 の意 義 と学習 目的

第3章 実習の進め方と教師の役割

3.1ケ 三 ス実 習 の 特徴3.2必 要 な教 育 技 術3.3実 習 の

推移の特徴と教師の対処3.4実 習を進める上での各種の手段

3.5実 習 中 に学 生 が 経過 す る段 階
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第4章 開発の実習

4.1～4.18(シ ステ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル に し た が っ た 一 貫 開 発 の 実

施 につ い て)

第5章 報告書作成と発表

5.1文 書報 告5.2口 頭 発 表5.3視 聴 覚 機材 の利 用

5.4発 表 お よび 討論 の評 価

'

注 意

こ の単元 は,シ ステ ム 開発 プ ロジ ェク トを,課 題作 業 と して実施 させ

る のが 目的 であ る。 した が って,こ の単 元 の指 針 内容 は,課 題 作業 を研

修者 に行 わせ る に際 して の,教 師 へ の ア ドバ イス と,教 材 お よび作 業結

果 の サ ンプル が参 考資料 と して提 供 され て い る 。

課題 作 業時 間は,条 件 に よ りか な り弾力 的 に運 用 で きる。

oオ リエ ンテ ー シ ョン,中 間指 導,発 表,評 価 な ど教師 が直 接関 与 す る 20時 間

部分

○研修生が独 自に作業する時間 80時 間

○そ の他 自習 ・調査

単 元D4.コ ン ピュ ータ部門 の運 用管 理

立 析
早 即 標準時間

第1章 コ ン ピュー タ部 門 の組織 3時 間

1.1企 業 組 織 と しての位 置 づ け と特 色1.2組 織 運営 形態 の い

ろい ろ1.3コ ン ピュー タ部 門の 義務 と責任1.4経 営 との

つ なが り

第2章 コ ン ピュー タ部 門の 要 員管 理 3時 間

2.1要 員 の分類2.2要 員 の 育成2.3要 員管理 のポ イン ト

2.4要 員 の ロ ー テ ー シ ョ ン

第3章 システム開発管理 6時 間

3.1コ ン ピュー タ部 門の組 織 的 変化3.2シ ス テム要 員 の職 務

分 化3.3シ ステ ム開発 計 画3.4開 発 と メイ ンテ ナンス

3.5大 型 プ ロ ジ ェ ク トの形 成3.6標 準 化 と ドキ ュメ ンテ ーシ ョ

ン3.7新 しい シ ステ ム開発 技法

第4章 コ ン ピ ュータの 導 入 3時 間

4.1コ ン ピ ュ ー タ の 選 定 と 評 価4.2コ ン ピ ュー タの 設 置 条 件

4・3ハ ー ドウ ェ ア の 保 守
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第5章 コ ン ピュー タ室 の運 用管 理 6時 間

5.1 コ ン ピ ュー タ室 の運 用 方式5.2設 備 管理 5.3 デ ー

タ管理 5.4コ ン ピ ュー タ使 用 管 理5.5 コ ン ビ ュ ー タ コ ス

ト賦課 5.6EDP監 査

第6章 情報処理サービス業の利用 3時 間

6.1 情 報 処理 サ ー ビスの必 要 性6.2 情報処理サービス業の種

類 と業 務 内容6.3情 報 処 理 サ ー ビス業 の現状 6.4 情報処

理 サ ー ビス業 の活 用6.5外 部 利 用 の今後 の方 向

こ の 他, 見学 ・実習 を,実 際場 面 につ いて 行 う。上記 の 内容は, その

際 の オ リエ ンテ ーシ ョン として講 義 また は解 説 され る。必要な部分だけ

で よ い 。

見学 ・実 習 36時 間

計 60時 間

指 導 上 の注 意

第4部 は,総 ま とめ また は仕 上げ と して の性 格 も あ る。他 の部,単 元 との関 連 が集 約 され

て い る と言 って もよい 。 さ らに,他 で は あ ま り直接 的 に扱 わ れ ない実 務 的 な側 面 に ウエイ ト

・ が 置 かれ て い る 。 した が って,指 導 にお い て も,広 い 視 野 に立 って の説 明,示 唆 が大 切 で あ

る 。

〈単 元D1,・D2に つ いて 〉

一 貫 性 の あ る講 義形 式 とす る 。

〈単 元D3に つ い て 〉

次 の三 つ のや り方 が あ り,ど れ か を選 択 す る。

① ケ ース デ ー タの収 集 を行 わせ る。(開 発作 業 は行 わ ない)

② 問 題 を与 えて,シ ステ ム開発 の演 習(課 題 作 業)を 行わ せ る 。

③ 企 業 での シ ス テム 開発 に従 事 し,そ の 中 での サ ブ シ ステ ム を完成 させ る。

〈 単元D4に つ いて 〉

企 業 内 で の情報 処 理部 門 または,独 立 経 営 の計算 セ ンター の実地 を,見 学あ るいは 実 習す

る 。D3とD4の 違 い は,D3で は 小 さ な シ ステ ムで,最 初 か ら最後 の 完成 ま での シ ス テム・

ライ フ サイ クル の 全体 を演 習 に よ っ て体験 す る。D4は 実 務 の詳細 を観 察 す る のが 目的 で,

一定 期 間で 実習 また は 見学 を行 う。 こ こで は,シ ス テ ム ・ライ フ サイ ク ルの全 体 体験 で は な

く,そ の一 部 分 を詳細 に体験 す るこ とに なる 。
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時 間 の 制約 に よ っ ては,D3とD4の 両 方 を中途 半端 に 学習 す るよ りは,い ず れか 一 方 を

選択 し,き ちん と実行 す る方 が よい 。 どち らを選 ぶ か は,学 習者 の経 験 お よ び育 成 目的 に 依

存 す る。

(注)我 が国 で は,ケ ー ス デ ータが,演 習材 料 と して使 用 に耐 え る形 で 整備 され てい る とい

うこ とは殆 ん ど無 い 。そ のため,い きな りケー ス ス タデ ィ を しよ うと して も,現 実的 で

ない 。そ の た め,ケ ース ・デ ー タの収集 とい う方 法 が,D3の テ ーマ のひ とつ として あ

げ られ る 。
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4.カ リキ ュ ラム編 成 と学 習指 導 計 画





4.カ リキ ュラム編 成 と学習指導 計画

4.1カ リキ ュラ ム編成 の 留意 点

(1)手 順

教 育 は ひ とつ の シス テム作 業 で あ る.カ リキュ ラムは,教 育 目標 を達 成 す るた めの シ ス テ

ム設 計 に相 当 す る.指 導計画 は開 発作 業 に相 当 しよ う。指導 法 は,指 導 計 画 実 現 の た め の技

法 に 当 るか も しれ な い。

この シス テ ム作 業 が評 価 され るの は,対 象 とな った学 習者 が,ど の程 度 の 費用 で,ど の程

度 ニ ー ズに合 った水 準 に到達,あ るいは近 づ い たか に よ って計 られ るで あ ろ う
。

一 回 あ る所 で実 施 され た教 育 方法(ひ とっ の教 育 シ
ス テム)が,一 般 的 に どこ で も優 れ た

方 法 と して通 用 す る もので はな い。情 報 シ ステ ム と同様 ,そ の汎 用性,柔 軟性 が高 い こ とが

望 まれ るが,そ の よ うな理想 的 な もの に作 り上 げ る よ りは,そ の時 々の事 情 に よ って,新 に

カ リキ ュ ラ ムか ら編成 しなす とい うこ との方 が ,現 実 的 で あろ う。

したが っ て,教 育 を企画 推 進 す る立場 と して は,こ の カ リキ ュ ラム編 成 か ら実 施 まで の シ

ス テム を,ニ ーズ と環境 に応 じて,手 際 よ く優 れ た もの に作 りあげ るこ とが で き る必 要 が あ

る 。

本 「上級 指 針 」 は,そ のた め の基 本 的 な モ ジ ュ ール と骨格 を提 供 して い ると言 って も よい。

換 言す れ ば,現 場 に合 った教 育 の 方法 お よび実施 は,や は り現 場 に まか され て い る,と い う

こ とで あ る。

特 に,学 校 で学 生 を対 象 に して い る場 合 は比較 的 一般 化 ・反復 化 の可能 性 は あ るが
,実 務

に就 いて いる人達 を,実 務 と並 行 的 に教 育 しよ うとす る場 合 には
,事 情 の違 いや 変化 が生 じ

て い くの で,常 に配慮 と工夫 が必要 で あ る。

実施 す る カ リキ ュ ラム を具 体的 に編 成 す るた め に は,次 のよ うな手順 が 必 要 に な る。

① 対 象 とな る学 習者 の水 準 ・特 性 を決 め る(把 握 す る)。

② 教 育 の 具体 的到 達 目標 を設 定 す る。

③ 指導 内容 を さ らに吟 味 して,カ リキ ュ ラム を構 成 す各項 目を選定 す る。

④ 各項 目の適 切 な配列 と時 間 数 を決 め る。

⑤ 実 施 す る環 境 や条 件 の 下 で,実 行 可能 性 あ るい は難 易度 期待 効果 か ら見直 してみ る。

指 導 計 画,指 導 方法 にっ いて の検 討 お よび準 備 につ いては ,4.3,4.4で 述 べ る。以 下 で

は,上 記 の 手順 にっ いて留 意 す べ き点 をあげ る。

(2)教 育対 象 者(学 習者)に っ いて
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① 「中級 指針 」教 育 の有無

「中級 指 針」 をか な り忠実 に経 て きた者 と,い わ ゆ る中級 技 術者 レベル と して,直 接 対 象

とな った者 では,そ の特 性 は相 当 異 る 。現 状 で は,知 識 の バ ラ ンスは前 者 の方 が よ い と考 え

られ るが,実 務 的 なセ ンスお よび,あ る面(特 に プ ロ グラ ム作成)で は,後 者 の経験 の方 が

実 戦略 で あ る。後 者 の場 合 は,し か しそ の知識 ・経験 に個人 差 が大 き く,偏 りとバ ラ ツキ が

大 き い こ とに注意 しな けれ ば な らない 。

なお,「 中級 指 針 」 と 「上級 指針 」 の内 容的 な関係 は,基 本 は第1章,第2章 に述 べ られ

て い る し,局 所 的 に は第3章 で触 れ られ て い るが,カ リキ ュ ラム編 成 への具 体的 参 考 と して,

4.2(1)に ま とめて あ る。

② 情 報 関 連 学科 出 身

情 報 関連 学 科 あ る い は各種 学校 が,最 近 か な りの数 に な って い る。内容 ・レベ ル にっ いて

は一 律 に評 価 す る こ とはで きな い,と い う点 に注 意 す る必 要 が あ る。

一 般 的 に 言 って ,実 務 的 セ ンス は無 い が,理 論 面,ミ ク ロな技術 面 では,あ る程度 の期 待

は で きるの で,カ リキ ュ ラム の重 点 づ けを工 夫 す る必要 が あ る。

③ 情 報 処 理 部 門 生 え 抜 き と他 部 門 か ら情 報 処 理部 門生 え抜 きで,上 級 技術 者 を 目指 す場

合,プ ロ グラ マお よび いわ ゆるSEの 経 験 をか な り経 て い る と言え る 。そ の教 育 の され 方

に も よるが,① に 述 べ た よ うな傾 向 に 分 け られ る。

他 部 門 か らきて,情 報 処理 部 門 の将 来 の マネ ジ ャー にな ろ うと して いる場合 は,多 少 経験,

予 備 知識 があ るに せ よ,十 分 な じめ る だけ に消 化 させ るに は,か な りの工 夫 が要 求 され よ う。

た だ し,情 報 処理 部 門外 での実務 経験 ・知識 は うま くひ き出 し,活 か す よ うに しむ け る こと

が大 切 で あ る。

④ ソ フ トウ ェア ・ハ ウスの ス タ ッ フ

ー般 ユ ーザ と して の企業 の ス タ ッフ と,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスあ る いは計算 セ ンタ ーの ス

タ ッ フ とは,経 験 や 問題 意識 お よび ニ ー ズの点 で,差 が出 て くる。

通 常 の既 設 の コー スの場合,一 般 ユ ーザ の ス タ ッフ を対象 と して用 意 され て い るが,そ う

い うコー スに参 加 した ソフ トウェア ・ハ ウ スの人 達 は,一 歩 距 離 を置 いて,と き ど き自分 の

立 場 か らの見 なお しをす る こ とに な る 。本 質的 な カ リキ ュラム内 容 に差 が無 い にせ よ,問 題

の 扱 い方 にお いて は,実 務 上 での立 場 の差 に よ る影響 は か な りあ るの で,単 元B2の 応 用,

Dグ ル ー プ全 体 で工 夫 が い る。

⑤ 適性 ・能 力 ・意 欲 に っい て

適 性 に お い て も,能 力 に お いて も,意 欲 にお いて も,個 人差 はか な り大 き い。適 当 な競 争

が あ って,選 抜試 験 を行 って か ら対象 を限定 してや る教育 ほ ど楽 な もの は な いだ ろ う。 しか
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し,現 実 には 三つ の点 で著 しく劣 って いて も,何 ん とか教 育 に よ って成 長 させ た い とか ,そ

のチ ャ ンス を与 えた い とい った ケー スが含 まれ る.こ の よ うな対象者 が,2割 以 上 占 め る よ

うな コース は,か な りや りに く くな り,ま た全 体 と して の効果 にマ イナ ス を与 え る ことに な

る。

全 体 が,同 じよ うな レベル あ るいは ある程 度 以 上 にそ ろ える努 力 は,何 らか の方法 で な ざ

れ るべ き で あ る。そ うで な い場合 は,事 情 の許 す範 囲 で落 ちこぼれ も止 む を得 ない とい う条

件 をつ け る こ とに な ろ う。 レベル の低 い,あ る いは レベ ル の著 しく高 い少 数 グルー プの た め

に,別 の ク ラス を設 け る こ とは,最 悪 の場 合 考慮 しな ければ な らな い
。 す なわ ち,こ の よ う

な事 態 が 予想 され る場 合 カ リキ ュラ ムに何 らか の工夫 を してお く必要 が あ るか も しれ な い
。

(3)目 標 にっ いて

情 報処 理 分野 に お いて の キ ャ リアパ スは,未 だ 十 分安 定的 に完成 して い ない 。将 来,ま さ

に上級 技 術者 に よ って構 成 され る ス タ ッフや マネ ジャ ーが ,適 切 な もの を開拓 設 定 して い く

もの で あ ろ う。

したが って,教 育 を準 備 す る側(た とえば 情報 処理 研 修 セ ン ターや 大学 院)で は,必 須 科

目 と,選 択 的 科 目 を提 供 す る ことに よ って,個 別 のニ ーズ に応 え るこ とに な ろ う。

キ ャ リアパ ス や ニ ー ズにつ いて,指 針 と して あ るべ き姿 を,具 体的 かっ 詳細 に指示 して も

本 質 的 に無 理(非 現 実的)で ある。 あ くま で も,教 育 を受 け させ る側 で充 分検 討 す べ きで あ

る。

一般 論 と して
,次 の点 に っ いて考 え てお くこ とが望 ま しい と思 われ る。

① 情 報 処理 分野 の プ ロフ ェ ッシ ョナル な技 術者 を 目指 す のか,普 通 の 企業 の枠 組 の 中 で の

技 術 ス タ ッフ を 目指 す のか(時 期 が来 れば,専 門 の経 験 や 技術 の一部 を利 用 す る こ とが あ

る として も,違 った分野 や 職務 にっ くこ とを前 提 とす る) 。

② コ ン ピュー タ技術 を主 と した ス タ ッフ(シ ス テム設 計 技術者)と す る か,組 織 ・機 能 の

分析 ・構 成 を主 と した ス タ ッ フ(情 報 分析 者)と す るか 。

これ に つ いて,ACMカ リキ ュ ラム 〔3〕が 想 定 して いるパ ター ンを参考 に図4 .1に 概 念

的 に示 した。

図4.1で,上 位 に進 む に したが い,「 上級指 針 」 で示 され た全 分野 につ い ての深 い知 識 と

経験 を必 要 とす る。勿 論 この範 囲 以上 で あ るこ とは当 然 であ る 。 しか し,最 初 の段 階 では,

情 報分 析 者 と して と,シ ス テム設 計 技術 者 と しての ス タ ー トの しか たが あ る(二 つ の職 務 区

分 に つ いて は,3.1③,④ 参 照)。

(4)内 容 ・項 目 ・配 列 ・時 間 にっ い て

本 「指 針 」 で は,単 元毎 に モ ジ ュール化 して記 述 して あ る 。 これ を一単 元 つ つ完 了 して い
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←一 分 ー ー ー ー デ ー タ ベ ー ス 管 理 者

(DataBaseAdministrator)

情 報 安 全 責 任 者

(lnforrnationSecurityOfficer)

↑
シ ス テ ム 設 計 技 術 者

(SystemsDesigner)

i:三ii∵　 E)}
(中級情報処理技術者)

図4.1上 級情 報 処 理技 術 者 の 目標 と進 路 の一 パ ター ン
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くこ とは,実 施 上 か ら も効 果 の点 か ら も,適 切 では な い。 カ リキ ュ ラム全 体 が,教 育 目標 と

教 育 方 法 と,う ま くバ ラ ンス して い るこ とが大 切 で あ る。

教 育 内容 の選 定 に あた って は,上 記(2),(3)に 述 べた よ うな章 と項 目 を 考慮 して,ど の 単元

の ど のよ うな 章 と項 目 を選 択 し,そ れぞ れ ど の程度 ま で詳 し く学 習 させ るか,ま た どれ を重

点的 に教 育 す るか と い う問題 が検 討 され ねば な らな い。 そ して,ひ とっ の カ リキ ュ ラムで カ

バ ーす る諸章 が決 ま った あ と,そ れ をどん な 順 序 で学 習 させ るの が最 も効果 的 で あ る か とい

うこ とも,実 施 方 法 とあわ せ て考慮 され な け れ ば な らな い。

教 育 内容 を選 定 す るに際 して,あ ま り多 くの章 を網羅 的 に選 ん だ り,ど の章 にお いて も,
`

各 章 に列挙 され た キ ーワー ドや事 項 をすべ て平 面的 に解 説 す る よ うなこ とは,避 ける よ うに

心 が け るべ きで あ ろ う。

一般 の学 校教 育 にお いて は
,経 験,興 味 や将 来 の職業,進 路 な どきわ めて多 種 多様 な研 修

生 を対象 と して い るか ら,教 科 が網 羅 的 にな る傾 向 は避 け られ ず,特 定 の研 修 生 だ け に合 わ

せ て重 点的 に教 える こ とは,か な りの工 夫 を要 す る。

企 業 内教 育,あ る いは企 業 内教 育 の 一環 と しての社外 教 育 機 関 の利用 に際 して は,上 記(2),

(3)を考 慮 した上 で,教 育項 目の選 択 お よび 社外 教育 機 関 の利 用 の しかた(既 成 コ ース へ の参

加,派 遣 も含 む)を,よ く調査 ・検 討 して決 め なけ れば な らない 。

そ の際,指 導 の重 点 を どこに置 くか を検討 しなが ら,ど ん な概 念,原 理,知 識,技 術 を,

どの程度 ま で詳 細 に教 え,ま た訓練 す る かに っ いて,そ れ ぞれ 具体 的 な レベ ル を設 定す る こ

とが大切 で あ る。そ のた め には,そ の指 導 目標 を達 成 す るた めに必 要 な基礎 的 な知識 ・技術

は どん な もので あ るか が,よ く吟 味 され,正 し く理 解 され て いな ければ な らな い 。

ひ とつ の カ リキュ ラムに含 めるべ き教 育 内容 が選 定 され た 上で,よ り大 切 な の は カ リキ ュ

ラム内 の教 育 内容 の相 互 の有機 的 な関 係 であ る 。本 「指針 」 で は,単 元 お よび葦 間 に お け る

直 接 的 オーバ ラ ップは殆 ん ど無 い よ うに構 成 され て い る。 しか し,関 連 性 は それ だ け大 き く

か つ意識 的 に重 視 しな ければ な らない と言 え る。重 要 な概 念 や 原理 は,異 な る 角度 か ら重複

して学 習 す る こ とが望 ま しい。

また,本 項 冒頭 に も述 べ た よ うに,カ リキュ ラム全 体 のバ ラ ンス が重 要 で あ る とい うこと

は,教 育結 果 が バ ラ ンス してい る こ とを目指 して い るか らに ほか な らな い。 このた めに は,

常 に教 育 内容 全体 との関連 がは っき りした教育 が,各 項 目に ら いて行 わ れ な けれ ば な らな い。

この こ とは,シ ステ ムの モ ジ ュ ール の設 計 ・作 成 が,シ ステ ム全体 の構 成 ・働 き を良 く理解

した上 で行 われ るべ き だ,と い う思 想 と合 致 す る。 した が って,内 容 ば か りで な く,配 列 も

これ を理 解 す るの に適 切 な ものに な る こ とが望 ま しく,う ま く実施 方 法 に結 びつ か な ければ

な らな い。
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(5)環 境 お よび実施 条 件

この種 の教 育 は,非 常 に 大 きな企 業 ・機 関 でな い と,社 内 で全 て を実施 す る こ とは,ま ず

不可 能 で あ る と言 え よ う。 また,逆 に大 きな教 育 機 関 にお いて も,未 だ十 分 考 え る状 況 に な

っ て い る とは 言え な い。 した が って,い ろい ろな 手段 を併 用 しなが ら実施 して いか な ければ

な らな いの で,カ リキ ュラ ムの編成 を具 体的 に行 うこ とは容 易 で はな い。

も うひ とつ の大 きな問題 は,教 育時 間 を どの よ うに して生 み 出す か,と い うこ とで あ る。

既 に学 校 に 居 て,さ らに居続 け るこ とが で きる学 生 の場合 は別 と して,企 業 に 居 るス タ ッフ

の場 合 は,長 時 間連 続 的 に実務 か ら離 れ て研修 す る こ とは,多 くの人達 に と って極 めて困難

で あ る。

第 一 の問題 を解 決 す るた めに,こ の 「指 針」 を存 分 に活用 す る こ とを期待 す る わけ だ が,

教 育 を企 画 す る立場 の ス タ ッフ と して は,ま ず 自ら相 当 の努 力 を払 って,研 究 ・調 査 をす る

必 要 が あ る。

第 二 の問題 に対 して は,関 係者 お よび経 営 層 に,教 育 の重 要性 とその 効果 を理解 させ るこ

とか ら始 め る こ とが肝 要 で あ る。

で き るこ とな らば,社 外 の コンサ ル テ ィング を受 ける な どの手段 を講 ず るこ とも一 法 で あ

る 。 また時 間 の利 用 に っい て は,勤 務 時 間外 や 休 日な どが対象 とな る。 カ リキュ ラ ム と して

も,か な りイ ンテ ンシブな ス ケ ジュ ール と,自 習 が不 可 欠 とな ろ う。 当然 合宿 や グル ー プに

よ る作業 が含 まれ る。講 師 に よ る教 育 は,極 め て重 要 な ポイ ン トに限定 した もの にな らざ る

を得 ない だ ろ う。

4.2カ リキ ュラム の編 成 の例

(1)「 中級 指 針 」 そ の他 とのっ なが り

「上級 指 針 」 の基 本 的位 置 づ けは,第2章 に 述 べ られ てい る とお りで あ る。 こ こで は,カ

リキ ュラ ム編 成 で 考慮 す べ き関連 を説 明 す る 。

① 「中級 指 針 」 の カ リキ ュ ラム との関連

表4.1と 表4.2に 「中級 指 針 」 〔5〕P.17,18に 載 せ られ て い る教 育 目標 と教 育科 目を,

要 約 して転 載 してお く。

中級 技 術 者 と して は,A,B,Cの3タ イ プ があ る と して い る。 したが って 「上級指 針 」

は 「中級 指 針(基 礎 編)」 で述 べ られ てい る 「基 礎 科 目」をマス ター してい る こ とを前 提 と

してい る。 この こ とは,前 節 まで に屡 々触 れ た よ うに,A,B,Cの どれ か の コース で必 要

とす る 「専 門科 目」 を履 習 してい る者(そ れ と同 レベ ル の者)に とって は,「 上級 指 針 」 の

教 育 内容 と部 分的 な重複 が あ る こ とを意味 す る 。
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表4.1中 級 情報 処 理 技術 者 の職 務 か らみ た コ ース分類

Aコ ー ス(Aタ イ プ) Bコ ー ス(Bタ イ プ) Cコ ー ス(Cタ イ プ)

コ

ー

ス

経 営科 学 技 法 と コ ン ピ ュー

タを利用 して,企 業 内 の諸

問題 解 決 を支援 し,情 報 の

質 の高 度 化 を主 とす る担 当

企業 内 事務 お よび管 理業 務

の,コ ン ピュ ー タに よ る情

報 処 理 シス テ ムの開 発 を主

とす る担 当者 の育 成

情 報 処理 シ ステ ムを,ハ

ー ドウェ アお よびOS面

か ら効果 的 に稼 働 させ る
●

た めの業務,ま たは高 度
の

者の育成 な技法 を必要 とす る ソフ
性

トウ ェァ作 成 を主 とす る
格

担当者の育成

・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的知 ・情報処理分野の基礎的

識 技 術 を持 つ。 ・経 営 科 識 技術 を持 つ 。 ・シス テ 知識 技 術 を持 つ 。 ・プ

コ 学技法および科学技術計算 ムの 分析 ・調査 ・設 計 な ど ロ グ ラ ム技 法,フ ァ イ ル

| 手法 を使用 で き る。 ・社 の業務 にっ い て,上 級 技術 編 成,ア クセ ス法 な どに

ス 会 ・経 済事 象 の 分析 ・モ デ 者 と と もに一部 を分担 で き 関する高度の知識技術を

修 ル化 が で きる。 る 。 ・サ ブ シ ス テ ム の 開 有 し,駆 使 で き る。

了 これ に よ り,上 級 技術 者 発 に っ い て は,シ ス テ ム の ・機 器 お よ び ソ フ トゥ ェ

者 と と もに そ の業 務 の一部 を 分析 一 作成 一 運用まで アの評 価 ・最 適 構 成 の選

の 分 担 で き る。 の業務 を遂行することがで 択 が で きる。 ・OSに

目 き る 。 関す る高 度 の知 識 を有 し,

標 OSの 改 造 や オ ンライ ン

プ ログ ラムの設 計 ・作 成

が で き る。

情
報

特 種 特 種 第1種

処

理
技
術
者
試

験

と

の

関

係
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表4.2中 級 育 成 指針 各 コースの教 育 科 目 と履 習 時 間数

標 準 時 間 数
科 目

Aコ ー ス Bコ ー ス Cコ ー ス

a1.情 報処理 概 論 20

a2.経 営 実務 60

基
a3.シ ス テ ム概 論 30

b1.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技 法 15 ( (

b2.情 報処理 数 学 30十10
左

と

左

と

礎
b3.経 営 科 学(1)

c1.ハ ー ドウ エ ア(1)

20

50
●

共

連

共

連

c2。 ソ フ ト ウ ェ ア 50

c3.プ ロ・グ ラ ミ ン グ 言 語(FORTRANま た は 30十30

COBOL)

科
c4.プ ロ グ ラ ム 設 計(1) 60十30

d1.コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 30

d2.シ ス テ ム分 析 ・設 計(1) 60

d3.コ ン ピ ュ ー タ室 の 運 用 管 理 10

目
d4.ソ フ トウ ェ ア の 生 産 管 理 10

小 計 545 545 545

a4.経 営情 報 40十40

b4.数 値 計算 法 60十30

専 b5.統 計解 析 60十30

b6.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 60十30

b7.コ ン ト ロ ー ル ・シ ス テ ム 60

門
b8.経 営 科学(皿) 60十10

c5.デ ー タ ベ ー ス 60十30 40十20

c6.デ ー タ通 信 シ ス テ ム 60 60
'

科 c7.ハ ー ドウ エ ア(皿) 40十20

c8.オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 70

c9.言 語 プ ロセ ッサ 40十20

c10.ア ッセ ン ブ リ 35十145

目
c11.プ ロ グ ラ ム設 計(∬) 40十50

c12.汎 用 プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ 6十4 6十4 6十4

d5.シ ステ ム分析 ・設 計(1) 60十30 60十50
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d6.コ ン ピ ュ ー タ導 入 計 画 60

小 計 500 410 590

合 計 1,045 955 1,135

注.表 中のa,b,c,dの 記 号 は,「 上級 指 針 」 の コー ス グル ー プ記号A,B,C,

Dに そ れ ぞ れ対 応 づ けた 。標 準 時 間欄 の+× ×は,演 習 時間 数 を示 す 。

「上 級 指 針 」,の性 格 は,中 級 技 術 者 の タ イ プ と比 較 し て み る と,主 にBコ ー ス お よ びCコ

ー ス の タ イ プ延 長 線 上 に あ る 。3.1(4)③,4.1(3)で 例 示 し た 進 路 パ タ ー ン で 言 えば,前 者

の 延 長 線 上 に 情 報 分 析 技 術 者(IAタ イ プ),後 者 の そ れ に シ ス テ ム 設 計 枝 柿渚(SDタ イ

プ)が あ る とす る こ と が で き る 。

し か し,本 「上 級 指 針 」 で は,可 能 な 限 り全 て の 単 元 に つ い て 履 習 し,全 体 的 な観 点 で シ

ス テ ム 開 発 が で き る技 術 者 の 育 成 を 目指 して い る こ と は,再 三 指 摘 した と お りで あ る 。 た だ

時 間 的 な 制 約 な ど で,ど れ か に 当 面 の 重 点 を置 か な け れ ば な ら な い 場 合 は,上 記 の 二 つ の タ

イ プ に 大 き く分 け て み る の も,ひ とっ の 方 法 で あ る 。

② 情 報 科 学 関 係 学 科 との 関 連

各 大 学 の カ リキ ュ ラ ム 内 容 は 統 一 され て い な い し,重 点 の 置 き方 や レベ ル に特 徴 が あ る の

で,明 確 に そ の 関 連 づ け は で き な い 。 こ こ で は,お よ そ の解 釈 の 例 を示 す 。

〈履 修 して い る 科 目 〉

・B1の 一 部 … …b2,b3,b4,(b5),(b6),(b7)を 含 む 。

・Cl,C2,C3の 一 部,C4の 一 部 … …c1,c2,c3,c4,c5,c6,c7,c8,c9,

c10,c11,cl2,d1の 一 部 を含 む 。

〈上 級 指 針 の 育 成 で 主 と す る 科 目 〉

・A1,A2,A3,A4

・B1の 一 部,B2,b1

・C3の 一 部,C4の 一 部

・D1,D2,D3,D4

③ 経 営 ・管 理 工 学 関 係 学 科 と の 関 連

〈履 修 し て い る 科 目 〉

・A1の 一 部,A2の 一 部,A3の 一 部 … …a1,a2,(a3),a4を 含 む 。

・B1の 一 部,B2の 一 部 … …b2,b3,b5,b6,b8を 含 む 。

・c1,c2,c3,d1,d2

〈 上 級 指 針 の 育 成 で 主 とす る科 目 〉
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・A1の 一部 ,A2の 一 部,A3の 一部,A4

・B1の 一部 ,B2の 一部,bl

.C1,C2 ,C3,C4

・D1 ,D2,D3,D4

④ 一般 学 科 との関 連

大 学 また はそ れ と同 レベ ル の学習 を し,情 報 処理 関係 の実務 を数 年経 験 し,か つそ の間関

連 す る知 識 ・技術 の修 得 に意 識的 な努 力 を して いれ ば,表4口 の基 礎 科 目以 上 の実力 を具 え

て い る もの と期 待 で き る。担 当業 務 に よ って,A,B,Cコ ー ス のい ずれ か の専 門 科 目履 習

レベ ル以 上 に達 してい るだ ろ う。

す なわ ち,中 級 技術 者 と して の レベ ル を持 ち,上 級 技 術者 に なる た め の育 成 を受 け るに相

当 す る もの と考 え られ る。

(2)カ リキ ュラムお よ び教 育 プ ロ グラム の例

P1～P5は,大 学学 部 卒業 者 が大学 院 で学ぶ 場合,出 身 と目標 に よ って特 徴 づ けた プ ロ グ

ラム例 で あ る。

実務 家(社 会 に出 た人=社 会 人)の 再 教 育 の ため の考 え方 と,プ ロ グラ ム例 は,後 半 お よ

びP6～P9に 説 明 して あ る。

P1.情 報 シス テム総 合 専 門 コ ース ー 修 士2年 間

技 術系 学科 出身 者 を対象 とす る。

第1年 度 の空欄 は,学 生 の専 攻 して きた 科 目に よ って不 足 す る分 の補 充,ま た は よ り高度

の 内容 の選 択 科 目に当 て る。

1年前期 A1 B1 C1 選 択

1年後期

I

A2 B2 C2 選 択

2年 前期

I

A3 D1 C3 C4

2年後期 A4 D2 D3 (D4)

P2.情 報 システ ム補 充 コー ス ー 修 士1年 間

経 営 ・管 理 ・IE系 学 科 ま たは情 報 科学 系 学科 出身 者 を対 象 とす る。

プ ロ グ ラムで不 足す る分 にっ いて は,他 の1年 で補 充 す る か,実 務 につ いて か らの研修 を

適 宜行 うこ とを期 待 してい る。全 体的 な一 貫性 と把 握 とい う点 で若 干 の 欠点 は残 る。

前 期 A・3 D1 C3 選 択

後 期
I

A4 D2 C4 D3
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P3.情 報 管理 補 充 コ ース ー 修 士2年 間(他 科 目 と並行)

経 営 系学 科 出身 者 で,P2で 対 象 とす る技術 レベ ル で ない者 を対象 とす る。

情 報 処 理 技 術 者 を育 成 す る とい うよ りは,情 報 処理 に強 い一般 実務 家 また は管 理 ス タッ

フ を 目指 す 。

管 理 スタ ッフ指 向 に徹 す る場 合 には,第1年 度 のみ の分 で もよい だ ろ う。

単 元A1,A2,B1,B2に 相 当 す る学習 は終 了 して い る もQと 考 え る。

1年前期 C10*

1年後期

I

C11* A3

2年 前期 D1

2年 後期

.

D2 (D3)

*注 .単 元C10.コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムお よび プ ログラ ム概 論

目的:① プロ グラ ミン グの理解

② ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウェ アの構 成 お よびOSに っ いて の実務 的理解

③ 複 数 の プ ロ グラ ムの統 合化 の方法 とそ の検証(プ ロ グラ ミ ン グの基 礎

技術 が あ る こ と を前提 とす る)

内容:単 元C2,C4か ら必 要 な所 を抜粋 して構成 す る.た とえば,C2-1,2,3,

4,8。C4-1,2,3,4,5,8。

・*注.単 元C11.情 報 構 造 とファイ ル

目的:① 情 報 要素 間 の論 理 関 係構 造 表現 と,情 報構 造 取 扱 い の技法 の理解

② フ ァイ ル ・シ ス テム の基本 機能 と,そ の現状 の理解 と分析

内容:単 元C1,C3か ら必要 な所 を抜 粋 して構成 す る。た とえば,C1-1,2,3,

4,6,9。C3-1,2,3,4,5。

P4.情 報 システ ム技 術専 門 コ ース ー 修 士2年 間

情 報科 学 系 出身 者 で,特 に 企業 にお け る情報 シス テ ム分野 での専 門 技術 者 を指 向す る もの

を対 象 とす る。

技術 的 に高 度 で、 しか も情 報 シ ス テ ムの問題 に つい て広 い視 野 と理解 を持 つ こ とが で き る.

情報 処理部 門 にお け る シ ステ ム プ ロ グ ラ ミン グ ・グル ープ の 中核 ス タ ッフ と して有 効 。

これ以 外 の時 間 で は,情 報 科 学 系 大学 院 と して 必要 な,更 に高 度 な理 論 的 学習 を行 うもの

と期 待 して い る。
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1年前期 B1
.

C3十C4

1年 後期 B2 D1

2年 前期 A10* D2

2年 後期 D3 (D4)

*注 単 元A10 .組 織 シス テム とそ の要 求情 報

目的:① シ ス テ ム的 考 え方,シ ス テ ム と して の組 織 お よび経 営情 報 シス テ ムの性格

に っ いて の基礎 概 念 を与 え る。

② 組 織 体 の経 営 に必 要 とす る意思 決 定 の明 確化

③ 意 思 決 定 と長期 計画 を実 行 す る た めの情 報 収集 ・処理 シス テ ム設 計 の解 明

(経 済学 の基 礎 知識 が あ る こ とを前提 とす る)

内容:単 元A1,A3か ら必 要 とす る所 を抜 粋 して構成 す る。 た とえば,A1-1,2,

4。A3-1,2,3,4,7。

P5.OR系 補 充 コ ース ー 修 士2年 間(他 科 目 と並 行)

単 元A3,B2,D1,D2が 情 報 シス テ ム分野 の情 勢 や,シ ス テ ム開発 の問題 の理 解 と

認 識 を深 めるの に有 益 で あ る。 これ らを学 習 したOR系 出 身 の技 術 ス タ ッフは,情 報 シス テ

ム の開 発過 程 で 大 きな 貢献 をす る こ とも可 能 で あ る。

中級 情 報 処理 技術 者 で,上 級 情 報 処理 技術 者 を 目指 す者 を対 象 とす る社会 人 向 コース を検

討 す る 。

大学 院 の学 生 と本 質的 に 異 る のは,既 に実務 経 験 があ り,お よそ の全 般的 な理解 が あ る と

い う利 点 と,体 系的 な一 貫的 学 習 に よ る もの では な いた め の,偏 りや抜 けが ある とい う欠 点

が あ る。 また,学 習 に必要 な時 間 を長期 に わ た って連続 に確 保 で きな い こ とも,大 きな制 約

で あ る 。

カ リキ ュラムの基 本 は,P1に 示 した プ ロ グラム と変 りは な い。工夫 すべ き点 は,そ れ を

いか に して実 現 す るか で あ る。

最 大 の難 点 は,社 内 コ ース と して行 うに は,負 担 が大 きす ぎる こ と,一 方,社 外 に は殆 ん

ど適 当 な コー スが存 在 しない こ と,で あ る。

した が って,こ こで は,こ の よ うな 目的 に 即 した コ ー ス を,教 育 を担 当 す る大学院 や 専 門

機 関 が,積 極 的 に開発 ・開 設 す る こ と を期 待 す る強 い要 望 と して掲 げ る と言 った性格 に もな

る。
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現 実 に は,上 級 技 術者 お よび それ を 目指 す人達 が,自 か ら本 「指針 」 を熟 読 し,自 らの た

め の カ リキ ュ ラ ム とプ ロ グ ラム を作 り,大 部分 は,個 人 お よび 同僚 を中心 とす る仲間 達 に よ

る研 蹟 を して いか な けれ ば な らな いだ ろ う。

さて,ま ず時 間 と期 間 にっ いて の考察 を してお こ う.

一般忙 ,社 外 の機 関 が行 う教育 コ ース は,9:30～12:30,13:30～16:30の 時 間

帯 で,5日/週 で あ る。上級 技 術者 を 目指 す実 務家 に と って は,い かに も間 の び してい る感

じがす る。 これ を許 す な らば,は っ き り した課 外 学 習 を指 定 し,フ ォ ロ ー しなけれ ば な らな

い 。

〈時 間 と期 間 につ い て 〉

①9:00～12:00,13:00～16:00;6時 間/日,30週 間,半 年強 コー ス。

これ だ け の時 間 と期 間 が とれ るな らば,い っそ の こ と,一 年 間 の留 学(内 地)を す る こ と

が考 え られ る(P6の プ ・ グラム)。 教 育 機関 と して も,こ れ を受 け入 れ る こ との対 策 を検

討 す べ きで あ る。 これ は,し た が 予 て社 内教育
.では考 え られ な い。

プ ログ ラム例 はP6に 示 した 。

②9:00～12:00,13:00～17:00;7時 間/日,26週 間,半 年 コース.

③9:00～12:00,13:00～16:00,17:00～20:00;9時 間/日,20週 間,半

年 コー ス。

大変 なイ ンテ ンシブ な コー ス とな る。 したが って,土 ・日の 自習 を き ちん と実行 す る よ う

に で きな い と,消 化 不 良 にな る可能 性 が あ る。

② と同 じ期 間 をか け る ことに して,残 りの時 間 を,拘 束 され た課外 時 間 とす る こ とが で き

れば,理 想的 で あ る。

④18:00～21:00;3時 間/日,60週 間,夜 間1年 コー ス。

夜 学 とな る。連 続 で な く,適 当 な間隔 をあけ,2年 以 上 の コース に しな けれ ばな らな い だ

ろ う。

現 実 に は,夜 間 コー スの人気 は極 めて高 い.

⑤ ③ の変 形 一1

1週 間/月 で20ケ 月 コ ース

③ の変形 一2

2週 間/6週 間 で1年 コース

③ の変形 一3

4週 間/半 年 で2年 半 コー ス

⑥ 土 ・日の利 用
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この場合 は,合 宿形 式 が望 ま しい 。

金 曜 日10:00～,日 曜 日18:00と し,約30時 間 の 教育 を行 う(① の1週 間 分に相 当)。

今後,こ の方法 は極 く一 般 化 され よ う。

④,⑤,⑥ の よ うな場 合 は,教 育 時 間外 の 自己学 習 を いか に実践 す るか に よ って,効 果 に

大 きな差 が出 て くる こ とに,注 意 しなけれ ば な らない 。

P6.情 報 シス テ ム総 合専 門 コ ース ー 社 会人 向 大学 院

実務 経験 が あ る とい う点 を活 か し,始 めか ら小規 模 の演 習 を行 っ て講 義 の 効果 と,後 で行

わ れ る大 きな演 習(D3,D4)の 成 功 を高 め る。

〔 〕 は演 習 とプ ロジ ェ ク トを示 す。 〔D〕 は,上 記 の効果 を狙 って い るの で,た とえば

ライ フサイ クル の フェ ー ズ毎 に 区切 っ た テー マの演 習 か,極 くス ケ ール の小 さい対 象 で,ラ

イ フサ イ クルの か な りの フェ ー ズ を含 め るテ ー マの演 習 たす る。

P7.情 報 システ ム 総 合実 務 コース ー 社会 人 向 中期 コー ス

一般 企業(ユ ーザ)の ス タ ッフを対象 と して
,期 間詳 やや圧 縮 した コース を設 定 す る必要

性 が高 い。

この プ ロ グラム で カ バー で きな い部 分 に つい て は,こ の コ ース修 了後 に適 宜 補充 す る もの

とす る.補 充 すべ き内 容 ・項 目,お よび そ の学 習 のた め に必要 な,か な り高 度 の 知識 ・技術

は,こ の コ ース で学 習 で き る よ うに す る。

〔 〕は 演習 とプ ロ ジ ェク トを示 す 。A,B,Cは 「指針 」 で要 求 して い る時 間 に比 べて,

か な り少 い時 間配 分 とな って い るの で,内 容 の選択 お よび深 さは,P2～P5を 参 考 に す る

と と もに,実 際 の対象 者 につ い て十 分検 討 して決 め る。

こ のプ ロ グラ ム で も,実 務 経験 が有 る こ とを活 か し,始 めか らプ ・ジ ェク ト作 業 を行 い,

並 行 して行 われ る他 科 目の学 習 結果 を反映 し,演 習 効果 を出 す 。 プ ロジェ ク ト期 間 中 に適宜

に 設 け られ るチ ェ ック ポイ ン トで,そ の確 認 を講 師 側 が行 うよ う工 夫 す る。

P8・ 情 報 システ ム総 合 専 門 コース ー 社 会 人 向講 座 別 コ ース ・

コー ス グル ー プ毎 あ るい は単 元毎 に コー ス をモ ジ ュー ル化 し,短 期 の コ ース を単 独 に行 い,

単位 取 得 に行 う。

この方 式 で行 え ば,社 内 コース あ る いは企 業 グル ー プ共 同 コー ス と して,モ ジュ ール毎 に

買 い入れ る こ ともで き る。勿 論 一部 の モジ ュ ール は,社 内 で 自前 で実 行 す る こ とも可能 で あ

る。

この や り方 に して も,専 門 の教 育 機 関 で の教育 提 供 が,定 常 的 に行 われ る こ とが望 まれ る。

時 間帯 は,③ 型(⑤ 型),④ 型 または⑥ が実際的 。
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時 間帯 は,①,②,③ また は⑤ とす る。上表 の各 期 の週 数 は① を標 準 と した場合

(5日/週)で,4月 上旬 ス タ ー トな らば,12月 中旬 に終 る。

■

一85一



－P7一

前

期

(10週 間)

オ リエ ン テ ー シ ョ ン

1

1

1
Bll

l 〔D〕-1

A1,2,3,4 1 1
1

B2 C1,3 1
1

1

(休) 2週 間

後

期

(10週 間)

ll
ll

1〔D〕-21

・B1の 応 用 を 主 と す る プ ロ ジ ェ ク ト

・Cの 応 用 を主 とす る プ ロジ ェク ト

C2.4 D1、2
・Aの 応用 を主 とす る プ ロジェ ク ト

の い ずれ か を選 択 す る。1
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講!評

時 間帯 は,① または② ③ とする 。

P9.各 種短 期 分科 コ ース

目的 に よ って学 習 の重 点 が 異 る のは 当然 で あ る。特 に社 会人 の場 合 は,そ の ケ ース が 多 い。

P8の プ ロ グラム に よ る公 開 講座 が行 われ れ ば,目 的 に合 った カ リキ ュ ラム を 自分 で用意 し,

必 要 な コ ース を適 切 な順 序 で受講 して い けば よい 。

重 点 の置 き方 とカ リキ ュ ラムに つい て は,P2～P5を 参考 にす る とよ い.

時 間帯 と しては,② 型 もあ り うる。

4.3学 習指 導計 画 と準備

(1)計 画 の重 要性

教 育 の実施 は,そ の前 段 階 の準 備 が適切 で な い と,教 育 の実 効 が あが らない ば か りで な く,

教 育 に費 や した時 間 と費用 の浪費 とな る。教 育 時 間 の浪 費 は,教 育 担 当者 側 と被 教 育者 側 の

両者 に対 す る時間 の損 失 で あ る。被 教 育者 が 多数 の場 合 は,浪 費 時 間 は累積 値 とな り,軽 視

で きな い。

ま た,効 果 のあ が らない教 育 を行 うこ とは,教 育 を行 うこ と自身 に も批 判 が はね か え って

e
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くる こ とに な る。 したが って,不 充分 な準 備 の も とで行 う場 当 り的教 育 は,百 害 あ って 一利

な し といって もよい。

教 育 時 間,教 育 予算 の確 保 な どの環 境的 制 約 の 多 い企業 の教 育 の場 合 は,教 育 計画 に特 に

慎 重 で なけれ ば な らな い 。

企 業 にお け る教 育 は,一 般 に非生 産 活動 で あ る と考 え られ が ちであ るが,こ れ は実務 的 な

制 約 の 下で,効 果的 で ない教 育 を行 うこ とか ら もた らされ る幣害 であ り誤 解 であ る と言 え よ

う。制約 が き び しい場 に お いて こそ,計 画 や 準備 に充 分 な時 間 をか け るべ きであ る 。無 計画

や無 準 備 の も とで行 わ れ る教 育 に よっ て,教 育 は 非生 産的 活 動 であ る と考 え られ る よ うに な

っ た風潮 こそ い ま しめ られ な けれ ば な らな い。

上級情 報 処 理 技術 者 を育 てる ことは,そ の 下で活 躍 す る多 くの 中級 以 下 の技術 者 を有効 に

働 かせ るこ とに な り,さ らに彼 らを育 てて い くこ とに な る 。 した が って,上 級 技術 者 の育 成

は,何 乗 に もな って成果 を増幅 してい くと期 待 して よ い ので あ る。

以 上 の よ うな こ とか ら,企 業 の教 育 の場 合,特 に意 識的 に行 う学 習指導 計画 の立 案,指 導

法 の研究,教 育器 材 の整 備,教 材 サ ンプル,事 例 の材 料等 の 収集 や蓄 積 ・整 理 が必 要 に な る。

(2)上 級 情 報 処理 技 術者 のた め の学習 指導 計 画

これ まで に説 明 して きた こ との中 で,中 級 以 下 の た めの学 習指 導 計画 と,特 に 異 る大 きな

条 件 は,次 の よ うな こ とで ある 。

① 教 育 内 容 が,分 野的 に大 き く拡 大 した 。

② 教 材 お よび教 育 方法 な らびに教 育提 供 機 関 が殆 ん どで きて い ない。

③ 対 象 となる研 修者(学 生 以外 の)は,中 核 ス タ ッフで あ るた め,時 間的 制約 が大 き い。

④ 対 象 とな りうる人数 は,相 対 的 に著 しく少 い 。

こ の こ とは,完 全 な カ リキ ュ ラム編 成 が行 わ れ た と して も,そ れ をき ちん と実施 して い く

こ とは難 しい とい うこ とであ る。 実施 準備 中 あ るい は,実 施 途 中で予想 して な い事 情 が 生 じ

た り,教 材 や教 育 方 法 に変 更 を求 め られ た りす る こ とがあ りうる。前項 で述 べた 周到 な計画,

準 備 とは,予 想 して ない事情 や状況 に よ って,な る べ くア ダプ テ ィブ に対 応 で き るよ うに し

て お く,と い う条 件 もっ け られ る 。
'

カ リキュ ラム編 成 は,シ ステ ム作 業 のシ ステ ム分 析 段 階 だ とす れば,学 習指 導 計画 とそ れ

に よ る準備 作業 は,シ ス テ ム設 計 お よ び開発 段階 に相 当す る と言 うこ とが で き よ う。そ の様

子 を,シ ス テ ム作 業 とアナ ロジ カル に図4.2に 示 した 。

以 下 に,学 習 指 導 計画 と準備 にっ い て,要 点 を説 明 す る。

(3)概 要 計画

く以 下 の各節 ・項 に お け る説 明 は,教 育 専 門機 関 と社 内教 育 の場 合 とに 明確 に区別 しな い
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(
見

直

し

)

内 容 ・項 目 を 明確 に す る

順序 ・時間の構成 をする

最 適 な カ リキ ュ ラ ム編 成

実行すべき学習指導計画書

教 材,テ キス トな どの手 配

講 師 の 手 配

社外 教 育機 関 へ の申 し込 み

教 室 ・教 具 そ の 他 手 配

etc

)にブイテプダア

実

(

カ リキ ュ ラ ム編成 段階

(シ ス テ ム分析)

(予 備 設 計)

学 習指 導 計画 段 階

(シ ス テ ム設 計)

(プ ログ ラム設計)

(プ ロ グ ラム仕様)

(機 器評 価 ・選 択)

学 習 指導 準 備段 階

(プ ロ グ ラ ミング)

(機 器設 備)

(etc.)

(総 合 テ ス ト)

図4.2教 育 方 法 の 開 発
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で行 う。 内容 的 に は共 通 す るの で,そ れ ぞれ の立 場 で適 切 に理解 してい た だ きた い。〉

① テ キス トの選 定 お よび作 成 計画

「上級 指 針 」 で示 され た教 育 内容 に適 した ま とま っ たテ キス トは,現 在 存 在 しな い。 した

が って,何 冊 か の テ キス トまたは参 考 書 ・論 文 の全 部 または部 分 を組 み合 わ せて使 用 す るこ

とに な る場 合 が多 い。 この際,な るべ く思 想 の一貫性,レ ベ ル の同 一性 な どに配慮 しな けれ

ば な ら ない が,教 師 に あ る程 度 の柔 軟 性 が期 待 で きれ ば,か え って若 干 の 不統 一 が あ った 方

が,教 育的 とも言 える。

時 間的 余 裕 を持 つ こ とが で きれ ば,ま と まっ たテ キ ス トを,カ リキ ュ ラ ムお よび指 導 計画

に 沿 っ て,作 成 す るこ とが でき る。

テ キ ス ト毎 に,時 間 内 に討 議 した り,宿 題 に す るの に適 当な課 題 リス トを付 け加 え られ て

い るこ とが不 可 欠 で あ る。既 存 の書物 を利 用 す る場合 には,課 題 の部 分 だ け別 途 き ちん と用

意 して お くよ うに して お か なけれ ば な らな い 。

② 参 考書 の整備

参 考 書 につ いて は,各 内容毎 に充 分用 意 して,学 習 者 は勿論,企 画 担 当者 ・講 師 のた め の

便 を図 って お くこ とが 大切 。情 報 処理 分野 は発 展 が急 速 で ある し,適 用 分 野 も拡 大 しつ つ あ

るの で,新 しい概 念 ・技術 ・思 想 な ど,常 に提 供 で きる態 勢 で なけれ ば な らな い 。

また,直 接 情報 処 理 に関 係 な い よ うに見 え る内容 の もの も,「 上級 指針 」 の 内容 お よび参

考 書 リス トを参照 して,幅 広 く整 理 してお く必 要 が あ る 。法律 や心理 学 の参 考書 も必 要 で あ

る とい うこ とは,明 白 であ る。

学 習 指導 計 画 に よって必 然的 に明 らか に され て こ よ うが,自 習 や課題 研 究 の ウ ェイ トが,

教 育 効 果 や時 間的 制 約 の理 由で,か な り高 くな る筈 で あ る。 この た めに,特 に 配慮 され た参

考 書 の選 定 ・整備 が重 要 とな る。頻繁 に利 用 され る参 考 書 は,で きれ ば学 習 者 全 員 に配布 さ

れ る こ とが望 ま しい。

③ 課題 研 究 テ ーマお よびそ の材 料 の蓄 積

グル ープ作業 で あ る程 度 長 時間 か けて行 う演 習 は,そ の テーマが 適切 に 設定 され てい な い

と,大 きな無駄 が生 ず る。 また,対 象 に よ って,適 切 な テーマに違 いが出 て くるの で,特 に ・

対 象 にバ ラ ツキの あ る場 合 や,対 象 が未 定 の場 合 に は,多 数 の もの を用 意 して お か なけ れば

な らな い。

テ ー マに即 した材料 が無 い と,学 習者 自身 に大 きな時 間的 負担 を かけ た り,不 可 能 に な っ

た りす る。 ただ し,実 行 可能 な方 法 が あ って,学 習者 自身 が調査 ・研究 す る こ と自体 に意 義

が あ る場 合 は,材 料 の存 在場 所 お よび その程 度 を確 認 してお くだ けで もよ い。

日本 の現 状 では,残 念 なが ら,シ ス テ ム開発 の事例 な どは,充 分 な形 で は存 在 して いな い。
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そ の ため単 元D3で は,そ れ を収集 す るこ と をひ とつ の テ ーマの候補 と してい る。教 育 の長

期 計画 に よ って,時 間 をかけ て蓄 積 して い く作 業 も行 って いかな けれ ば な らない だ ろ う.

④ 見学 先/実 習 先 の選 定

希 望 と受 け入 れ との折 合 いがっ け られ な ければ な らな い。特 に社 外 の場 合 には,事 務 的 な

手続 き以外 の諸 関係 を,適 切 に実 施 で きる よ うに して お か なけれ ば な らな い.

⑤ 教 育 環境 の検 討

教 育 環境 とは,教 室,実 習 用設 備,演 習室(討 議 室),教 育 器材,プ レゼ ンテー シ ョン用

具 な どで あ る。 この他 に グル ープ の合宿 な どの設 備 が必要 とな ろ う。専用 の教 室 が無 い場 合

は,使 用 ス ケ ジュ ールの調 整 も必 要 となろ う。

教 育 の ため に コ ン ピュ ー タを使 用 す る こ とがあ る 。特 にCグ ル ープ の単 元 で は,単 純 に,

端 末 処理 した りプ ログラ ムデ ック を処 理 した りす るだ けで は済 ま ない もの もあ る。 した が っ

て,コ ン ピュ ー タ利 用 につ い て は,コ ンピ ュー タ使 用 時 間 や負荷 の見積 手 配 だ け でな く,必

要 な プ ロ グラ ムの開発 か ら行 ってお か な けれ ば な らな い。

視 聴 覚 教育 用 器 具 や教 材 の準 備 に は,か な りの時間 と費用 がか か る.そ のた め の計画 も し

てお か な けれ ば な らな い 。

⑥ 教 育 責 任者 の決 定

企 業 内教 育 では,教 育 担 当者 は専任 で はな い の が一般 で あろ う。 しか し,教 育 にっ い て の

責任 者 は決 め なけ れば な らな い。中級 以 下の教 育 も実施 してい て,あ る程 度 の規模 の教育 が

運 営 され て い る よ うで あれば,専 任 者 を置 くこ とも で き よ う。一般 に は,情 報 処理 部 門 の 中

間管 理者 が,職 務 のひ とっ と して担 当 す る こ とに な る。

注 意 す べ き点 は,上 級 コー スは,特 に企 業 内 で は,連 続 的 に多数 の学 習 者 をかか え て行 う

とい うこ とは,あ り得 な い の で,実 施 して いな い期 間 に お いて も,常 に企画 ・推 進 ・準 備 に

意 を用 い続 け てい る とい うこ とが大 切 であ る 。

⑦ 教 育 日程

概 要 計画 と して は,長 期 的 な 日程 に関 す る方針 を決 め る必 要 が あ る。特 に企業 の人 の教 育

で は,次 の⑧ に述 べ るよ うな い ろい ろ な手段 の組 み合 わせ を,長 期 にわ た って 実施 して い く

こ とに な る場 合 が多 い ので,全 体 が完 了す る までの所 要 時 間 は,必 然 的 に長 くな る。た だ し,

この期 間 が長 い方 が効果 が薄 ま る とい うこ とは ない か ら,工 夫 の甲斐 は ある 。

教 育 を実 際 に行 う担 当者 の他 に,教 育 計画 お よび実 施 の管理 を行 う事務 局 な い しは担 当者

が必 要 で あ る。 これ は企 業 内 に お いて も同様 で,こ れ が無 い こ とに よる教育 担 当者 の負 担増

は,著 しい ものに な る。

学 習 者 に とって は,実 務 のか た わ ら教 育 を うけ る場 合,正 確 な 日程 表 が あ り,事 務 局 がそ
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の参 加 につ いて,い ろ い ろ配 慮 して くれれ ば,実 務 へ の差 し障 りも少 くな り,教 育 効果 もあ

が る。

⑧ 教 育手 段 の選 定

専 用 の教 育 機関 が,適 切 な コー ス を設 け て,ス ケ ジ ュ ール に合 ったや り方 を して い る場合

に,企 業 はそ れ に対象 者 を派遣 す るの が,最 も理想 に近 い もの と言え よ う。費 用的 に も,結

局 は最 少 に な るだ ろ う。特 に,対 象 者 は一 企業 か ら一時 に多数 とい うこ とは あ り得 な い か ら,

社 内の専 門 コー ス は成 立 ち難 い か らで あ る 。

換 言すれ ば,多 様 な ニ ーズに応 え て くれ る。 しか も高度 に準 備 され た上級 情 報処 理 技術 者

育 成 の コース が,し か るべ き機 関 で実 施 して くれ る よ うに な る こ とが,社 会 的 に見 て非 常 に

望 ま しい こ とだ,と 言 え る。

ところで,こ れ が無 い状 況 にお い て は,社 内教 育,社 内OJT,社 外機 関 の コー スへ の参

加,短 時 日の講 演 会 へ の参加,個 人的 な勉 学 ・調 査 ・研 究 な どの組 み合 わ せ を適切 に行 うこ

とで あ る。

内容 そ の他 の条 件 か ら,う ま くこれ を選 んで,実 施 計画 にす るこ とは,シ ス テ ム開発 の ひ

とつ の テー マ で もあ りうる。

⑨ 教 育履 歴 管理

長 期的 な計画 に した が って育成 して い くの で,個 人 別の教 育 履歴 管理 が 必要 で あ る。勿 論

これ は,情 報 処理 教 育 とか 「上級 指針 」 とか に こだ わ らず,全 人教 育 とい う観 点 で管理 ・整

理 して お く ことが望 ま しい。

テス ト等 に よる科 目別 成績 や総 合成 績 をっ けて お くこ との意 味 は あるが,上 級 コー ス以 上

にな った場合 に は,本 人 の適性 や意欲 の確 認 が で きる程度 の成績 評 価 で よい だ ろ う。 当然,

教 育 効果 の判 定 あ るい は学 習者 への フ ィー ドバ ックや 刺激 の た めの テス トは,成 績 とは別 に

行 わ れ るの は 当然 であ る。

⑩ 教 育 効果 の測 定

教 育 は 「これ これ の科 目の教 育 をこれ これ の時 間 だ け実 施 した」 とい う形 で,そ の効 果 が

測定 され るべ き もの で はな い 。教 育 効果 の測 定 は質的 な もので な ければ な らない 。

客 観的 立 場 にあ る人 々か らの意見 や批 判 を うけ る こ と も,積 極 的 に行 われ るべ き であ る。

た だ し,真 剣 に教 育 に っ い て考 えて い る人 か らの意 見 を求 め よ うと して も,な か な かそ れ が

で きず,ア ンケー トな どに よ る質 の悪 い回答 に よ って,教 育 方針 を ぐらっ かせ る よ うな こ と

に な る危 険 もある。

被 教 育 者 自体 か らの意 見 には,部 分 的 に貴 重 な もの が あ るの で利用 で き る。 いず れ に して

も,多 くの意 見 ・批 判 を多数 決原 理 に よ って 処理 し,直 接 実施 に結 びつ け るの は避 ける べ き
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で,専 門的 な立場 で充 分検討 す べ きで あ る 。一般 に,意 見 ・批 判 に無 原則 で対 処 して い る教

育 は,安 定 しない 。

⑪ 教 育 時 間配 分 ・教育 担 当者割 当

概 要 計画 の最 大 の ポイ ン トは,実 際 的 な教 育 時間 配分 と,教 育担 当者 割 当 にな る.

教 育担 当者 を,社 内教 育 の場 合 は勿 論,学 校 や専 門機 関 で も,必 要 な レベ ル の人間 で,必

要 な時 間数(人 数)だ けそ ろえ るこ とは,困 難 で ある.あ る程 度 の妥 協 や折 衷 案 とい うもの

もあ り得 る。

特 に重 要 な テー マにっ い ては,担 当 して も らう講 師 に,充 分 な準 備時 間や 調査 ・研 究 の チ

ャ ンス を与 え るよ うにす る必 要 が あ る 。 これ は,教 育 す る立 場 か ら見れ ば,大 きな資 産 に な

る。 また,準 備 させ られ る担 当者 に とっ ては,あ る意味 で大変 良 い学 習 に な る 。す な わ ち,

教 育 担 当者 と しての割 当 も,教 育 計画 の一環 と して組 み入 れ るこ とは,極 め て現 実的 で ある.

⑫ 教 育者 の養成

上述 の よ うに して,教 育 者 を新 生 産 ・再 生 産 して い くこ とがで きる.教 育 担 当者 を固定 す

るこ とは,教 育 技術 と して は洗 練 され る利 点 があ るが,反 面,教 育 内容 の 固定 化,陳 腐 化 の

危 険 があ る。 そ の欠 点 を補 う もの は,教 育者 自身 の教育(自 己教 育)で あ るが,そ れ とは別

に教 育担 当者 の新 陳代 謝 も必 要 であ る 。

した が って,教 育 手段 と して の教 育担 当者 育成 と,教 育手 段 を新 し くす る と い う二 つ の 目

的 を組 み 合 わせ て,長 期 的 ・短期 的 両 方 の教 育者 育成 計画 も,概 要 計画 の 中 に と り入 れ られ

る よ うに して お くことが望 まれ る。

(4)詳 細 計画

各 単元 の実施 項 目毎 に,

・教 育 時 間 一 講 義 時 間,演 習時 間,自 習 予 定時 間

・教 育 目標

・指 導 上 の留 意 点

・テ キス トお よ び参考 書

・教 材(サ ンプル,視 聴 覚 器材 の利用 方法)

・課 題 研究 ・演 習 の実施 方法 お よび材 料

な どにつ い て記 入 して あ る指 導 票 を作 る とよ い。本 「指 針 」各論 では,こ れ らに つ いて のお

お よそ の事 が述 べ られ てい るが,こ れ を さ らに細 分化 して お く。

指 導 票 の記 載 は,教 育 担 当 者(講 師)が 行 い,教 育 実施 後 は そ の実績 を加 味 して改訂 も適

宜 に行 う。 したが って,指 導 票 は カ ー ド式 で 一定 の記 載形 式 の もの に して お くの が よい。社

外 講 師 の場 合 に は,参 考 の ひ とっ と して,社 内 でや って いる方 法 を説 明 して お く とよい.賛
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成 を得 て新 に実施 して くれ るこ と も期 待 で きる し,場 合 に よ っては,既 に独 自に実践 してい

るか も しれ な い。

教 育 メデ ィアの整 備 には,教 育担 当者 に と って,教 育 実施 時 間 よ りも多 くの時 間(約20倍)

が必 要 に な る。 した が って,常 々教育 用 とい う観 点 か ら,材 料 の蓄 積 に心 が けて いな けれ ば,

き ちん と した教育 は で きな い。

(5)学 習指 導 案

詳 細 計画 に基 いて教 育 す る小項 目毎 に,指 導 内容 と指 導 方 法 や手順 を決 め る。数 時間 あ る

い は数 日分(教 育 内容 が連 続 して い る場 合)を 単位 と して,実 際的 な指 導 上 の留 意 点 の メモ

が作 られ て い る こ とが望 ま しい。

特 に,視 聴 覚教 材(掛 け図,OHP,映 画,ス ライ ド,ビ デオ等)な ど は,手 順,使 用 時

間 な どの配 分 を あ らか じめ考 えてお くべ きで あ る。

教 育担 当者 間 の連 絡 事項 の コ ミュニ ケ ー シ ョンを良 くす るた めの連絡 票 も,標 準的 フ ォー

ム を定 め て適確 に行 え る よ うに して お く。

学 習指 導 案 に盛 るべ き主要 事項 は,次 の とお り。

① 小 項 目毎 の指 導 上 の留 意 点(実 施 上の虎 の巻)K… … 例 図4.3

② 教 材 使 用 上 の メ モ(材 料,器 材,手 順,時 間)

③ 教 育 記録(出 欠簿,宿 題,自 習項 目,レ ポ ー ト,テ ス ト等)

④ 連 絡 事 項(担 当者 → 事務 局 担 当者 → 担 当者)

これ らにっ い て,各 実施 機 関 の特性 に応 じ,様 式 を工 夫 す る こ と。

(4)準 備 作業 にっ いて

新 に テ キス トや そ の他 の教 材 を作成 す る場 合,そ の様 式 ・分量 な どの標 準 は決 めてお くこ

とがで き る。

また,ス ライ ドやOHPを 用 意 す る とき,一 枚 に 入れ るべ き字 数や,字 の 大 き さ,一 枚 当

りに要 す る説 明時 間 の標 準 な ど も,担 当者 に指 導 してお くと,極 端 に使 用 しに くい もの が出

来 上 が る こ と を防 ぐの に役 立 っ 。

社外 講 師 は 当然 の こ と,社 内講 師 に っい て も,科 目別 に 名簿 を用意 してお くと,選 定 に役

立 つ 。 また 同様 に して,社 外 で使 わ れ る各種 コー スの一 覧表 も作 成 してお く必 要 があ る 。

参 考 書 ・文 献 等 にっ い て も,い ろい ろな 角度 か ら検 索 で き る ラィ ブ リー シ ステ ム を用 意 し,

しか も常 時更 新 してお く と,教 育 計画 だけ で な く,実 施 面 で も有効 に活 用 で きる 。 ライ ブ ラ

リーは,必 ず し も自社 所 有 の ものば か りで な く,利 用 で きる社外 の所 有分 も レバ ー トリに加

えて お く。 そ うす る と,情 報処 理 部門 の 日常 の実務 の た めに も,非 常 に有 益 で あ る。

メ ーカー の マ ニ ュ アル や,パ ンフ レ ッ ト ・カ タロ グ類 も,教 育用 とい う観 点 か ら収集 整 理
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コ ー ス 名

単 元 名 モ デ ル 化 と 分 析

内容 テ ーマ 統 計 的 方 法

年 月 日 ・時 間 担 当

指針との関係

時間 数

B1.第1章 に準拠

講義:4時 間 演習:2時 間 課外:4時 間

目

標

諸現象の把握 ・分析 と推 定 ・予測の基礎 となるデータの扱 い方 を身につける。

(1)サ ンプルによって全体 を知 るとい うことの意味 を理解 させる。

(2)基 礎的 な確率分布 とその性 質 を理解 させる。

③ 統計的方法 の最 も基本的な技法 として母分散,母 平均 の推定の仕方 を身につけさせる

項 目 主な指導項 目 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

1.母 集 団(1)

とサ ンプ 介

ル

統計的方法 の紹 現象や物 の集団的性 質を把

握 するのに,部 分的情報 し

か使 えないこと。 そのため

に統 計的方法があ ること。

図(第1部P2図1-1参15分

照)を 用 い,身 近 か な例 を

ひい て説 明 す る。

(2)デ ー タ と度 数 分

布

デ ー タは 分布 す る こ と。

平 均 値 だ けで な く,分 布 の

しかた が,性 質 を把握 す る

の に重 要 な こ と。 多 数の サ

テ クニ ックの詳細 は,適 当30分

な参 考書 を指 示 す る。 チ ッ

プ実験 を用い て ,実 感 と し

て理解 さ せ る よ うにす る。
' ＼ 一 ～

演習2 母平均 と母分散の推 方 法 を身 につ け させ るこ と。 コン ピュ ー タ周 辺 に よ くあ 1時 間

定 と検定方法 の実際
♂

平均値 の異同 とバラツキの る例 か ら,実 際 に 近 い デ ー

異同 の意味の差 を実感 させ タを2群(で きれば3群)

る こ と 。 与 え て,そ の違 い を分 析 さ

せ る 。

図4.3学 習指導案 一 教育内容別指導要項

してお くこ と も必 要 で あ る。勿 論,実 務 用 と共 用 に して か まわ な い。

教 育用 の コン ピュー タ ・プ ロ グラム開 発 は,企 業 内 で そ のた めだ け に行 うこ とは困難 な場

合 が あ る。 この場 合 には,ひ とっ の課題 研 究 テー マ とす る こ とがで きる 。 この場 合,中 級 以

下の教 育 方 法 との ドッキ ング が効果 的 であ り,中 級 以 下 の実 習 また は,課 題 研 究 テー マ と し

て生 産 させ る こ とがで きる 。

4.4学 習 指 導 法

(1)教 材 ・教 具

① テ キ ス ト

「育 成指 針 」 は,カ リキ ュ ラム の解 説 書 で あ って,学 習者 に与 え るテ キ ス トや講 師 の ため

の マ ニ ュ アル では ない 。 ま た,各 車 に掲 げ られ て い る参 考 文献 も,主 と して教 育 担 当者 のた

め の指 導 上 の参考 書 で あ り,テ キ ス トに使 うこ とを直接 意 図 して い な い。

したが って,こ の 「指 針 」 に示 され た教 育 を実 行 す るた め には ,多 くの 事項 に関 して テキ
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ス ト.が必 要 となろ う。 テキ ス トは,講 師 に とっては負 担 を軽 減 し,学 習者 に と って は理解 を

助 け るた めの,有 効 な教材 で あ る。

しか し,必 要 と され る全 ての テキ ス トを,そ れ ぞれ の企 業 あ るい は特 定 の教育 機 関 が独 自

に作成 す る こ とは,当 面非 現 実 的 な期 待 で あ る。 それ ぞ れ の事 情 や特 殊性 あ る いは,た また

ま得意 とす る項 目にっ いて作 成 す る とい うこ とにな ろ う.

企業 にお いて は,実 務 に直 結 した部 分,あ る いは事 例 に っい て は,積 極 的 に独 自の テ キス

トを作成 す る こ とが望 まれ る。

また,一 つ の 分野 や一 つ の科 目が,一 冊 の テキス トで完全 に説 明 しっ くされ る こ と を,講

師 自身 が期 待 した り,学 習者 に そ の よ うに印象 づ けた りして は いけ ない 。 む しろ話題 に応 じ

て,何 冊 もの文献 や 参考 書 を併 用 す る こ とを勧 めた い.

② 参 考文 献

前 項 で も触 れ た よ うに,「 指 針 」 各 論 の各 章 に掲 げ た参 考文 献 は,教 育 担 当 者(講 師)が,

具 体的 な学 習 指導 案,テ キ ス ト ・演 習 問題,宿 題 ・自習 の指 導 案 を作成 す る ときに活 用 され

る こ と を意 図 して い る。 しか し,そ れ ら を適 当 に組 み合 わせ て利用 すれ ば,テ キス トとして

も役立 つ もの もある の で,検 討 の上使 用 され た い。

③ 視 聴 覚 器材

④ プ ロ グラムパ ッ ケー ジ

この教 育 の 中で,い ちいち コン ピュー タ ・プ ログ ラ ムを作成 しな が ら,何 か を分 析 した り処

理 した りす る時 間 は とれ な い。

プ ログラ ムパ ッ ケー ジ自体 が,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの ひ とっ の構 成 要 素 とい う観 点 か

ら,プ ログ ラムパ ッケ ー ジの使 用 法 や機 能 は十 分解説 され る こ とが望 ま しい。 そ の場 合,こ

れ を使 用 す るデ モ ンス トレー シ ョンや,学 習 者 自身 が使 って み る演 習 が行 わ れ る。 したが っ

て,プ ロ グ ラムパ ッケ ージ も,教 材 の ひ とつ と して考 慮 して お かな けれ ば な らな い。

実験 的 なプ ロ グ ラム(コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの あ る機 能 を試 み る,あ るい は プ ロ グラ ム

の特性 を評 価 して み る,な ど)は,教 育 の 目的 で 開発 しな けれ ば な らな いか も しれ な い 。教

育 担 当者 が 開発 して お くこ とが望 ま しい が,4.3(4)に 述 べ た よ うに,他 の教 育課 題 で作 成 さ

せ る の も有 効 な方 法 で あ る。

⑤ 事 例(ケ ー スス タデ ィ)

これ の必 要性 お よび準 備 の 大変 さ は,い くっ か の所 で触 れ て きた 。特 に,事 例 に よ る ケー

ス ス タデ ィは,実 務 教育 にお いて は不 可 欠 な もの で あ るに もかか わ らず,情 報 シ ステ ム分野

で は未 開発 で あ る。

これ が 可能 にな る と,情 報 シ ステ ム に かか わ る問題 の特 徴 であ る組 織 と技術 の両要 因 を,
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同 時 に扱 い解明 す る こ とがで きる。

ケ ース ス タデ ィを解 説 して い く技 法 を,教 育 担 当者 が充 分身 につ け てお くこ とが前提 とな

る。

な お,ケ ー ス ス タデ ィは,第4部(Dグ ル ープ)の み の もの では な く,各 部(特 にAグ ル

ー プお よびB2)で 扱 わ れ る こ とが期 待 され てい るが
,全 体 を横 断 的 に理解 させ るた め に有

効 に利 用 して ほ しい 。.

⑥ プ ロジ ェ ク ト作 業 とゲー ム

大 き な プ ロジ ェ ク ト作業 は,単 元D3で 総 合 的 に扱 う。講 義 や討 議 と同様,実 経験 を させ

る こ とが,こ の教 育 には重 要 で ある。 そ の た めに,特 定 の指 導的 な枠 組 の 中で,学 習 者 が グ

ル ー プで の作 業 を通 して い くつ かの側 面 を経験 させ る。

い くつ か の テー マ,た とえば 単元A3,C2,C3お よびC4で,こ れ を行 うこ と・が望 ま

しい.い ずれ も,シ ステ ムの実施 化 とい う面 で の諸 問題 を扱 うこ とに重 点 が あ る。

ゲー ムは,特 に単 元B2に お ける教育 に有 効 で あ る。各 人 に特 定 の役 割 を演 じさせ る こ と

は,現 実 の あ る状 況 を処理 す る際 の実験 的 経験 を得 られ る。現 実 に投 入 され るよ りも,多 く

の こ とが理解 で き,応 用 力 のあ る力 を養 え る。

以 上 の よ うな効 果 を高 め る ため に,材 料 の 上 手な 準備 は,大 きな努 力 を払 って行 って お か

な けれ ば な らな い。

(2)講 師

情 報 処理 分野 のみ な らず,か な り広 範 かっ高 度 な 内容 を求 め てい る の で,少 数 の講 師 が こ

れ を担 当す るこ とは難 しい。 それ ぞ れ の教育 内 容 に よって,適 切 な 人材 を起 用 しな けれ ば な

らな い。

この際 アカ デ ミ ック な専 門 家 に よる客観 的 か っ 一般 的 な教 育 をす る こ と も必 要 で あ り,

一方 ,「 どろ くさい」 現実 をベ ース に した 内容 を提 供 して くれ る講 師 も必要 であ る。 そ の間

に は,あ る程 度 の反 対 意 見や矛 盾 が あ る こ と も,決 して マイ ナス に は な らな い。そ れ が何 故

な のか,と い うこ とを考 え てみ る こ とが必 要 な こ とのひ とつ であ る。 た だ し,そ の こ とが学

習 者 の ア レル ギー に な らな い よ うな指 導法 にお ける配慮 が,ど こか でな され て お くよ う工夫

してお か な ければ な ら ない 。

また,多 くの講 師 に よるの で,そ の間 の連携 の た めの 手段 を用 意 して お くこ とが,全 体的

な効果 をあげ るた めに 大切 で あ る。 そ の た めに は,次 の よ うな 具体 的配 慮 が望 まれ る。

① コー デ ィネ イ タ(教 務 主任)

コ ース グル ー プ毎 に,そ の中 にお け る講 師 間 の連 携 を高 め る と ともに ,講 師間 の教 育 の相

互 に,根 本的 な思 想 で矛 盾 な く,し か も密 接 に関連 づ け なが ら実施 され るよ うに しな けれ ば
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な らな い。

本 「指 針 」 では,お ・よそ次 の よ うに コー デ ィネ ィ タを区分 して配置 す べ きで あ る。

・第1部(Aグ ル ー プ)担 当

・第2部 単元B1担 当

・第2部 単元B2担 当

・第3部(Cグ ル ー プ)担 当

・第4部(Dグ ル ー プ)担 当

② 講 師連 絡 会

特 定 の舗 醗 見 した凄 育 上 の 搬 的 な問題 点 にっ いて の嚇 や,教 育 技術 の相 互研{彦

とい った 目的 で,講 師間 の連絡 会 を必要 に応 じて行 う。全体 連 絡 会 は,上 記 の教 務 主任 に よ

って構 成 され る.

各教 務 主任 を中心 とす る担 当講師 の サ ブ連 絡 会 は,定 期 的 に行 ってお くのが よい.

講 師 不足 に対 す る教 育 担 当者 育成 に つ いて は,4.3(3)⑫ で指 摘 した が,上 級 技術 者 が さ ら

に成 長 して教育 担 当者 に な る筈 で あ るか ら,上 級 技術 者 の育 成 の 中に は,教 育 者 あ るい は技

術指 導 者 と しての,必 要 な マ ナ ー を習 得 す る チ ャ ンス が あ る こ とが望 ま しい.本 「指 針 」 で

は,こ の点 に具 体的 に触 れ て い な いが,学 習者 グル ー プの 中 で,特 に得意 とす る分 野 が優 れ

て い る者 が居 た場合 は,そ の事項 につ い て部 分的 に講 師 を担 当 させ るこ とが考 え られ る.

社 内教育 の場合,互 いに相 手 の専 門 にっ いて の価値 や尊 敬 を持 って い るか ら,充 分 な期 間

を取 って,対 象項 目 と指 導 上の 留意 点(例 えば 図4.3)等 の指 示 を して お けば,他 の学 習 者

も満 足 で き る教育 が で き る。 また これ は,担 当 した人 に とって,大 変 効 果的 な学習 に な る。

カ リキュ ラ ムの一 部 に,「 相 互 教 師 」 の時 間 を設 け,全 員 また は複 数 の 学習 者 に,教 育 の

仕 方 の訓練 を兼 ね て,講 師 を担 当 させ,討 議 す る こ とも考 え られ る.

(3)教 育 の運 用

① 学 習時 間

本 「指針 」各論 毎 に 示 してあ る教 育標 準 時 間(3.3)は,あ くまで も参 考 値 で あ る。した

が って,実 施 に際 して は 目標,ニ ーズ,環 境 条 件 な ど に よっ て,適 宜 変更 す るこ とが で きる。

さ らに,で きる こ とな らば学 習 効果 を測 定 しつつ,ア ダ プテ ィブに実 施途 中 で変更 してい

く 。 とも必 要 で あ ろ う.特 曙 しい予想 外 の 事情 が生 じた場 合 に は・時 間 のみ な らず ・内 容

の変 更 や レベル の変 更 も行 う必 要 が あ る.

② 複 合 的 ・総合 的 学 習

何 回 か触 れ て きた 事柄 で あ る。元 来,実 際業 務 は,多 くの要 素(分 野)が か らみ合 った も

の と して実 行 され て い る。教育 モ ジュ ール は,か な り個 別 の要 素 に分解 され て いる 。 これ を
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この ま ま実 施す る こ とが多 いが,こ の ギ ャ ップ を埋 め,学 習者 が シ ステ ム と しての業 務 に取

り組 め る よ うにす る に は,教 育 の場 にお い て,相 互 関連 性 を絶 えず 強調 し理解 させ る よ うに

心 が け なけ れば な らな い 。

(4)総 合的 学 習 の軸

学 習 の総 合 化 を心 が け る場 合,例 と して文献 〔1〕6.2か ら三つ の軸 を参 考 に あげ てお こ う。

勿 論,こ れ 以外 の ま とめ方 もあ り,ま た もっ と総合 化 して,一 本 の 主軸 の 下に集 中化 す る

工夫 もで きる だろ う。

① コ ン ピュー タ技術 の活 用 とい う観 点

② 定型 モ デル の活用 とい う観 点

③ 人間 行動 に対 す る実務 的 ア プ ロー チ と い う観 点

(5)評 価

学 習 者 の,各 内容 あ る いは単 元毎 の理解 度 の評 価 は,全 コ ース終 了時 に行 うだけ で は不十

分 であ る.特 に,コ ース期 間 中 の フ ィー ドバ ッ クに よ りア ダ プテ ィブ に実 施 して い こ う とす

る な らば,キ メ細 い評 価 を して いか な けれ ば な らな い 。

この評価 は,学 習者 に序 列 をっ け るの を 目的 とす る もの では な い。学 習者 の全 て が一定 レ

ベ ル以 上 の理解 に到達 す るこ とが,基 本的 に要 求 され て い るの で,こ れ を確 認 す る こ と と,

補 充 す べ き点 ・変 更 す べ き点 が あれ ば,こ れ を明 確 に して,次 のア ク シ ョンに結 びつ け る こ

とが で きな ければ な らな い。

ただ し,上 級 レベ ル の教育 で は,本 質的 に不 適 当 な対 象 者 に対 しては ,教 育 の 目標 を変更

す るか ギ ブア ップす べ きで あ り,義 務 教 育 的 な努 力 を ,教 育提 供 側 が行 う必要 は な いだ ろ

う.そ の場 合,不 適 切 であ るこ とが証 明 で きるだ けの 資料 も採 取 して お か な けれ ば な らない。

一方
,教 育 す る側 に とって も,教 育 方法 が効果 的 で あ った か ど うか を,直 接 反省 し,改 善

に資す る努 力 を しなけ れ ば な らな い。 そ のた め には,評 価 方法(あ るい は テス ト)は ,科 学

的 に デザ イ ンされ た もの で,十 分 妥 当性 の ある もの で な ければ な らな い。
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索 ー弓 (1)

安 全 対 策 と機 密 保 護(comPutersecu「ity)

〔ア 〕

ア ー キ テ ク チ ャ(architecture)… … ・C2・1,C2・2

ア ー キ テ ク チ ャ の レベ ル(levelofarchitecture)

C2・1

ア ー ラ ン分 布

IRG(inter-recordgap)

(Erlangdistribution) C3・9

C3・2

A2・2

Dl・6

Cl・10

安 全余 裕

ア ンパ ック(unpack)

ア ンバ ラ ン ス型 分 類 法

(safetyallowance)

(unbalancedsort)

A44

.B1・5

C卜6

Cl・9
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イ ン タ フ ェ ー ス(interface)Al・1
,A1・5
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..C2・4

Dl・5,D2・6

オ ー バ レ イ(overlay)C2・5,C4・3

オ ー プ ン シ ス テ ム(opensystem)ALl

オ ー プ ン シ ョ ッ プ(openshoP)D4・5

応 答 時 間(responsetime)_.C2・5,C2・10,C3・9

応 用 プ ロ グ ラ ム(application)C2・1

オ フ セ ッ ト(offset)C1・8

オ ペ レ ー タ(operator)D4・2

オ ペ レ ー タ ・ イ ン タ フ ェ ー ス(operato「

interface)C2・7

SADT

(s-S)型 方 式(s-Spolicy)

SOP

Dl・6

Bl・5

D1・6

C1・3

Cl・3

C2・9

Bl・1

オ ペ レ ー タ 言 語(operatorlanguage)._._C2・7

オ ペ レ ー タ ・コ マ ン ド(operatorcommand)

C2・4

オ ペ レー テ ン グ シ ス テ ム(operatingsystem)

A4・1,C2・1

親(father)Cl・3

親 言 語 方 式(hostlanguagesystem)C3・5

お りた た み 法(foldingandaddingmethod)

C3・3

枝(branch)

n進 木(n-arytree)

FLT(faultlocatingtechnique)

F分 布(F-distribution)

エ ミ ュ レ ー シ ョ ン(emulation)
.._C2・2,C2・10

M/M/1型 待 ち 行 列(M/M/lqueue)B1・4

MIM/s型 待 ち 行 列(M/M/squeue)Bl・4

MTBF(meantimebetweenfailure)C2・9

エ ラ ー 回 復(errorrecovery)D2・5

オ ン ラ イ ン(online)C2・6

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム(onlinesystem)_C2・7

オ ン ラ イ ン診 断(onlinediagnosis)C2・9

オ ン ラ イ ン ・デ バ ッ ギ'ン グ(onlinedebugging)

C4・7

カ ー ネ ル(kernel)

〔カ〕

ガ ー べ ー ジ コ レ ク シ ョ ン

C2・10

(garbagecollection)

A3・5

会 計 シ ステ ム(accountingsystem) A1・6
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会計情報 システム

system)

(accountinginformation

A3・2

下 位 け た あ ふ れ(underflow)Cl・1

×2分 布(X2-distribution)Bl・1

外 生 事 象(exogenousevents)Bl・6

外 生 変 数(exogenousvariables)Bl・6

回 線 イ ン タ フ ェ ー ス(lineinterface)C3・6

回 線 交 換(lineswitching)C3・7

回 線 帯‖御(1inecontrol)C3・6

階 層 型DMS(hierarchicaldatamanagement

system)C3・5

仮 想 記 憶 シ ステ ム(virtualStOrageSyStem)

仮 想 機 械(virtualmachine)

仮 想 機 械 モ ニ タ(vi「tualmachinemonito「)

'C2・IO

C2・5

C2・10

階 層 構 造(hierarchicalstructure)

Al・4,C1・8,C1・10,C3・3

階 層 図(hierarchychart)D2・3

開 通 検 査(open'channelinspection).__C3・7

買 取 費(purchasecost)D4・4

開 発 完 了 後 の 分 析(postimplementation

analysis) 、D2・6

開発 費 見 積

effort)

(costingofsystemdevelopment

外 部 記 憶 装 置(exte「nalsto「age)

外 部 記 号(externalsymbol)'

Dl・5,D2・6

(eXternalStrUCtUre)

(externalfragmentation)._..

(externalsort)

(openaddressing)_._

(interactiveprocessing,

interactivecomputing)

会 話 シ ス テ ム(conversationalprocessing

system)

C2・2

C4・2

C2・9

Cl・2

Cl・7

Cl・9

C3・3

仮 想 プ ロ ジ ェ ク ト(hypotheticproject).・ ・D3・1

課 題 訓 練 の や り方(methodofcasetraining)

B2・6

回復(recovery)

外部構造

外部断片化

外部分類法

開放 ア ドレス方式

会話型処理

B2・2

C3・8

Cl・5

D2・2

Bl・1,B2・2

B2・5

D2・5

B1・6

B1・1

Bl・1,B1・6

Cl・3

C4・8

型 式 審 査(tyPeinsPection)C3・7

型 宣 言(typedeclaration)C1・8

カ タ ロ グ(catalogue)D2・2

価 値 工 学(valueenginee「in9)A2'2

活 動 記 録(activationrecord)C1・8

稼 動 実 績(progressrecordsandreports)..D2・6

可 能 解(feasiblesolution)Bl・3

可 変 構 造 型 機 械(variablestructuremachine)

C2・10

化学式

価格表

学習(learning)

革新者

拡張性

確率事象

確率分布

確率 変数

家系図

下降型設 計

(chemicalformula)

(pricelist)

(innovator)

(expandability)

(randomevents)

(probabilitydistribution)

(randomvariable)

(familytree)

(top-downdesign)

payable)

感 覚特 性

環 境 テ ス ト

関 係

可 変 長 節(variable-sizenode)Cl'5

可 変 長 文 字 列(varyingstring)Cl・8

可 変 ブ ロ ッ ク(variableblock)Cl・7

可 変 レコ ー ド(variantrecord)C1・8

借 入 金 依 存 度(degreeofdePendenceonloan

A2・3

(relation)

関係 形式 モデ ル

(characteristicsofperception)..B2・2

(environmentaltest)'D2・5

C1・1

監査(audit)

監 査 シ ステ ム

皿

(relationalmodel)

(auditingsystem)

9e視 プ ロ グ ラ ム 呼 び 出 し(suPervisorcall,

SVC)

感 情(feeling)

環 状 ネ ッ トワー ク

Cl・10

A2・l

D4・5

(ringnetwork)

間 接 ア ド レ ス 付 け(indirectaddressing)..-Cl・6

完 全2進 木(completebinarytree)Cl.3

管 理 サ イ ク ル(managementcycle)A3・3

管理 者(manager)D4・2

〔キ 〕

木(tree)Cl・3,Cl6

の 数 え あ げ(enumerationoftrees)...C1・3

C4'3

B2・1

C3・8
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一 の 配 列 表 現(arrayrepresentationof

trees)

キー比 較 探索 法(searchingbycomparison

Cl・3

ofkeys)Cl・9

記 憶(memory)B2・1,B2・2

記 憶 域 の 解 放(deallocation)Cl・8

記 憶 域 の 動 的 害|]当て(dynamicmemory

allocation)C1・8

記 憶 階 層(storagehierarchy)C2・2

記 憶 空 間(sotragespace)C2・5

記 憶 構 造(storagestructure)C2・4,D2・4

記 憶 単 価(costpermemory)C3・4

記 憶 場 所(storagelocation)C1・1

記 憶 変 換 関 数(storagemappingfunction)

Cl・4

記 憶 保 護(storageProtection).._-C2・9,C2・2

企 画 書 ・提 案 書(proposa1)D3・4

機 器 検 査(deviceinspection)C3・7

企 業 シ ス テ ム 部 門(corporatesystems

division)D4・3

企 業 の主 要業務(keyfunctionofbusiness)

A2・1

機 構 設 計(physicalsystemdesign)D1・1

木 構 造(treestructure)C3・3 '
木 構 造 フ ァ イ ル(treestructurefile)__Cl・10

記 号 表(symboltable)C1・10

擬 似 コ ー ド(pseudo-code)C4・6

擬 似 プ ロ セ ッ サ(pseudo-processor)C2・4

機 種 選 択(computerselection)D4・1

機 種 選 定(computerselection)D4・4

技 術 基 準(technicalcriteria)C3・7

技 術 相 談(technicalse「vice9「ouPs)・.・.… ・D4'2

技 術 予 測(technicalforecasting)D2・1

机 上 チ ェ ッ ク(deskchecking,dryrun)_,D2・5

基 数 変 換 法(radixtransformationmethod)

C3・3

(treesearch)

(basicsolution)

基 底 付 き記 憶 域(basedstorage)

機 能 構 造(functionalstructure)

機 能 シ ス テ ム(functionalsystems)

機 能 図(factoringdiagram)D2・3』

機 能 設 計(logicalsystemsdesign)Dl'1

機 能 テ ス ト(functionaltest)D2・5

帰 納 と 演 繹(inductionanddeduction)_.Dl・3

規 範(socialnorm)B2・3

技 法 集(programmingstandards)D2・3

基 本 項 目(elementaryitem)Cl・8

機 密 保 護(securityprotection)C3・1

義 務 と責 任(dutiesandresponsibility)_..D4・1

逆DMS(inverteddatamanagementsystem)

C3・5

木探索

基底解

Cl・9

B1・3

C4・1

A1・4

AI・4

逆 フ ァ イ ル(invertedfile)Cl・10

逆 リ ス ト(invertedlist)C3・3

キ ャ ッ シ ュ(cache)C2・2

キ ュ ー(queue)C1・2,C1・6

キ ュ ー イ ン グ ・ フ ァ イ ル(queuingfile)_C2・6

教 育(education,training)D4・2

教 育 技 法(educationaltechnique)D3・3

教 育 訓 練(drillandpractice)D34

教 育 情 報 シ ス テ ム(informationsystemfor

education)A4・5

競 争 相 手(comPetitor)A2・4

競 争 入 札(competitivebidding)D2・2

兄 弟(sibling;brother)Cl・3

共 通 バ ス(commonbus)C2・8

協 同 型 プ ロセ ス(cooperatingprocess)..一.C4・5

共 同 使 用(multipleuserlease)C3・7

協 同 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン 意 思 決 定(collective

innovationdecision)B2・5

行 方 向 の 割 当 て(row・wiseallocation)._.C1.4

共 有 フ ァ イ ル(sharedfile)D4・5

共 用(資 源 の)(share)C4・5

銀 行 オ ン ラ イ ン(onlinebankingsystem)..A4.5

近 似 理 論(approximationtheory)B1.4

〔ク〕

具 象 化(instantation)Cl・8

繰 返 し項 目(repeateditem)C3・3

ク リチ カル ・パ ス(criticalpath)Bl・2

ク リ テ ィ カ ル ・セ ク シ ョ ン(c「iticalsection)

C2・4
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グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス(groupdynamics)

B2・3

グ ル ー プ 内 組 織(9rouPorganizationfor

CaSe-training)

GREMEX(Goddardresearchengineering

B2・6

managementexercise)D3・2

ク ロ ー ズ ド ・シ ョ ッ プ(closedshop)._..D4・5

ク ロ スバ ー(corssbar)C2・8

〔ケ〕

ケ ー ス 実 習(caseexercise,casestudies)…D3'3

ケ ー ス 資 料(CaSematerial)

ケ ー ス の 作 成(o「9anizationofcases)

D3・3

._..D3・l

D3・1

決済条件

決定表

(terms)

(decisiontable)

A2・3

Al・2,C4・6

権 威 的 イ ノベ ー シ ョ ン意 思決 定(authori－

tativeinnovationdecision)B2・5

限 界 利 益 分 析(marginalprofitanalysis)_Al・6

原 価 概 念(cost.concept)Al・6

原 価 計 算(costaccounting)Al.6

現 金 決 済(cashsettlement)A2・3

権 限 委 譲(delegationofauthority)A3・4

B2・4
権 限 の 階 層 化(hierarchyofauthority)....

言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム(languageprocessor)

C2・4

ケ ー.ス の 収 集(collectingofcase)

ケ ー ス ・メ ソ ッ ド(casemethod)_D3・1,D3・2

ゲ ー トキ ー パ ー(gatekeeper)B2・5

ゲー ム

経 営

(game)

(management)

一 へ の経 営科 学 の応 用(theroleof

Cl・3

Al・4

managementscience)A4・3

経 営 階 層(managementhierarchy)Al・4

経 営 管 理 分 析(managementanalysis)..._A2・3

経 営 シ ス テ ム(managementsystem)

計 画的 オ ーバ ー レイ(plannedoverlay)

計 画的 変 革(plannedchange)

言

Al・4,A2・1

._,C4・3

B2・5

計画的 変 革 技法(techniquesofPlanned

change) B2・5

経 験 の レ ベ ル(exPeriencelevel,careerpath)

D4・2

経 済 的 環 境(economicalenvironment)_.疋2・1

経 済 発 注 量(経 済 的 ロ ッ トサ イ ズ)(economic

orderingquantity,economiclotsize)

Bl・5

計 算 機 シ ス テ ム に お け る 待 ち行 列(queues

incomputersystems)

契 約 の 観 点(contructuralaspects)

糸吉果 取 り(callbyresult)

結 合(link)

結 合 行 列(connectedmatrix)

結 合 テ ス ト(integrationtest)

Bl・4

D4・4

C4・2

Cl・1

Cl'6

C4・7

現 状 分 析(analysisofPresentoPeration)

検査 ビ ッ ト(checkbit)

検 定(test)

現 場管 理(shopfloorcontrol)

D3・4

Cぷl

B玉 ・l

A2・2

子(son)

言吾(word)

〔コ 〕

Cl・3

Cl・1

コー デ ン グ仕 様 書(codingspecification)..C4・6

コ ー ドイヒ(coding)Cl・1

コ ー ド設 言十(codedesign).eD2・3

コ ー ド変 換(codeconversion)C3・6

コ ー リ ン グ ・ス タ ッ ク(callingstack)_.Cl・10

交 換 分 類 法(exchangesort)C1・9

公式 シ ステ ム(formalmodeD

公 式 な 情 報(forrnalinformation)

高 次 元 配 列(higherdimensionalarray)

公衆 通信 回線(switchedline)

A1'2

A3・1

....Cl・6

C3・7

公衆 電機 通 信 法(Publictelecommunication

law)C3・7

更新 処 理(updating)

後 進 ポ イ ン タ(backwardpointer)

高 水 準 言 語(higherlevellanguage)

高 水 準 言 語 マ シ ン(high'levellanguage

machine)

C3・5

Cl・2

C4・8

C2・2

高 水 準 言 語 ミ ッ ク ス(high-levellanguage

mix)

合 成 プ ロ グ ラ ム(syntheticprogram)

C2・10

.....C2・10
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構 造 化 流 れ 図(structuredflowchart)._.,C4・6

構 造 体 型(structuredtype)C1・8

構 造 体 変 数(structuredva「iable)C1'8

構 造 デ ー タ(structure)Cl・6

構 造 的 プ ロ グ ラ ミン グ(st「uctu「edP「09「am"

mi・g)
.C4・8,D2・3,D4・3

高 速 緩 衝 記 憶 装 置(high-speedbufferstorage)

C2・2

個 別 デー タ構 造 記 述(subschema)

COBOL

コ マ ン ド(command)

コ マ ン ド ・チ ェ イ ニ ン グ

D2・4

Cl・8

C3'8

(commandchaining)

高 速 記 憶 装 置(highspeedstorage)C2・2

後 置 プ ロ セ ッ サ(back-endprocessor)_...C2・2

後 置 法(postorder)Cl・3

工 程 管 理(schedulemanagement)D3・4

工 程 計 画(processplanning)A2・2

公 的 組 織 と非 公 的 組 織(formalorganization

andinformalorganization)B2・4

行 動 基 準(cost/performance)A2・5

行 動 の タ イ プ(typeofbehavior)A3・1

行 動 の 法 則(lawofbehavio「)B2'1

行 動 様 式(behavioralpattern)B2・3

構 文 解 析(parsing)C1・3

構 文 木(syntaxtree)Cl・10

効 率 テ ス ト(performancetest)D2・5

合 理 的 モ デ ル(rationalmode1)B2・4

互 換 性(compatibility)C2・10

顧 客(client)B2・5

C2・3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(communication)._B2・2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ.ン機 能(COmmUniCatiOn

facility)

固有 デ ー タ構 造記 述(schema).

コ ル ー チ ン(co「outine)

根(root)

コ ン サ ル タ ン ト(consultant)

コ ンテ ン シ ョ ン(contention)

コ ン ト ロー ル ・セ ク シ ョ ン(controlsection)

C4・2

C3・l

D2・4

C4・3

Cl・3

D4・6

C3・8

誤 差(error)Cl4

故 障 辞 書(faultdictionary)C2・9

故 障 診 断(faultdiagnosis)C2・9

個 人 的 な 情 報(Personalinformation)… ・-A3・1

コ ス ト管 理(costcontrol)D4・1

コ ス ト配 賦(chargeout)D4・4

コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス(costperformance)

A3:6

CODASYL(theConferenceonDataSysterns

Language)D2・4

固 定 記 憶 装 置(read-onlystorage)C2・2

固 定 小 数 点 表 現(fixedpointrepresentation)

固 定 長 文 字 列(fixedlehgthstring)

古 典 的 モ デ ル(classicalmodel)

個 別 審 査(individualinspection)

C1・1

Cl・8

B2・4

C3・7

コ ンパ イ ラ(compiler)C2・4

コ ン パ イ ラ診 断(compilerdiagnostics)._.D2・5

コ ン ピ ュ ー タ運 用(managingcomputer

operation)D4・1

コ ン ピ ュ ー タ機 密 保 護(computersecurity)

D4・1

コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス の費 用(costsand

pricingofcomputerservices)D1・5

コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・シ ス テ ム(comPutersystem)

'C3 ・6

コン ピュー タ ・シ ステ ムの 構成 要 素(unitsof

computersystem)

コ ン ピ ュ ー タ室 の運 営

management)

C2・1

(computercenter

D4・5

コ ン ヒoユ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク(computer

9etwork)

コ ン ピ ュ ー タ 要 員 管 理

personnel)

A4・1,C3・8

(managingcomputer

D4・1

コ ン フ リ ク ト解 決(conflictresolution) .、..B2・4

〔サ 〕

サ ー ビ ス 規 律(servicediscipline)B1・4

サ ー ビ ス時 間 の 分 布(distributionofservice

time)Bl・4

サ ー ビ ス の選 択(selectingaPProP「iatese「vice)

D44
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L _

サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム(serviceprogram)・ ・C2・4

サ ー ビ ス率(servicerate)C2・5

最 悪 適 合(worstfit)

再 帰(recursion)

サ イク ル時 間(cycletime)

債 権 の管 理(creditmanagement)

在 庫 管 理(inVentOrymanagement)

最 早 結 合 点 時 刻(earliestnodetime)

最 短 路 問 題(shortestrouteproblem)

最 遅 結 合 点 時 刻(latestnodetime)

最適 解(optimumsolution)

最 適 糸吉合(bestfit)

再 入 可能(reentrant)

再 配 置可 能 性(relocatability)

差 異 分析(varianceanalysis)

財 務 管 理(financialmanagement)

財 務 シ ス テ ム(financialsystem)

7

4

2

3

2

2

3

2

3

7

4

3

6

3

6

0

α

Ω

品

品

田

田

田

田

α

α

α

削

Ω

組

nalmatrix)

3進 木

3点 見積 り

サ ンプル

(ternarytree)

(threetimeestimate)

(sample)

Cl.4

C1.3

B1・2

Bl・1

字(character)

〔シ〕

CAI(computerassistedinstruction)

CCITTX.25

GPSS

CPM(criticalpathmethod)

C1・1

A4・5

C3・7

Cl・8

Bl・2

先 入 れ 先 出 し(FIFO;first-in-first-out).1_C1・2

先 入 れ 先 出 し 待 ち行 列(FIFOqueue)… ・・C1・10

先 取 り方 式(prefetching)C25

作 業設 計・(jobdesign)

作業 日程Gobschedule)

作 業 の余 裕 時 間(floattime)

作 業 見積(workestimation)

作 業 レベ ル(operationallevel)

A2・2

Bl・2

B1・2

D2・5

Al4

作 業 レベ ル の シ ス テ ム(operationalsystem)

A3・2

C3・3

自 営(privatetelecommunicationequipment)

JCL

索 引(index)

索 引 順 編 成 フ ァ イ ル(indexedsequentialfile)

C3・3

索 引 ブ ロ ッ ク(indexblock)

削 除(リ ス ト要 素 σ))(deletion)

サ ブ シ ス テ ム(subsystem)

サ ブ シ ステム の イ ンタフェイ ス(subsystem

C3・3

Cl・2

D2・3

D2・3

C3・5

B2・5

B2・4

JCLマ ク ロ(JCLmacro)

支援 プ ログ ラ ム(supPortprogram)

資 格(capability)

C3・7

C2・4

C2・4

C2・6

C2・9

磁 気 記 憶 素 子(magneticstorageelement)・.C2・2

磁 気テ ープ(magnetictape) C3・2

磁 気 デ ィスク装 置(magneticdiscdrive)…C3・2

磁 気 ドラム(magneticdrumsystem)

磁 気 ヘ ッ ド(magnetichead)

資 金 計 画(financialplanning)

interface)

サ ブ ス キ ー マ(subschema)

参 加(participation)

参 加 モ デ ル(participativemodel)

三 角 行 列 の 割 当 て(allocationfortriangular

matrix)Cl・4

三重 対 角行 列 の割 当 て(allocationfortridiago－

資金 の運 用(applicationoffunds)

資 金 の調達(raisingoffunds)

C3・2

C3・2

A1・6

、A2・3

A2・3

資 金 分 析(fundsstatementanalysis)… …'Al'6

資 源(resource)

資 源 の 共 用(resourcesharing)

資 源 配 分(resourcesharing)

C2・4,D2・2

試 験 仕様 書(testingspecification)

思 考(thinking)

自己資本(ownedcapital)

自己分 析(selfanalysis)

C2・5

D4・5

C4・6

B2・1

A2・3

B2・1

資材 所 要量 計 画MRP(materialrequirement

planning)

辞 書(dictionary)

市 場(market)

市 場 分 析(marketanalysis)

次 数(節 の)(degree)

指 数 分 布(exPonentialdistribution).…_.C3・9

シ ス テ ム(system)Al.1

A2・2

Cl・3

A2・4

A2・4

Cl・5
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シ ス テ ム 改 善(tuning)D2・6

シ ステ ム 開 発(systemdevelopment)._..D1・2

シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ ュ ー ル(scheduleof

systemsdevelopment)D3・4

シ ス テ ム 開 発 の 組 織(organizationofsystems

development)D3・4

シ ス テ ム 開 発 部(systemsdevelopment)D4・3

シ ステ ム 監 査(auditingsystemperformance)

D2・6

シ ス テ ム 切 換(CUtOver,SyStemCOnverSiOn)

D2・5

シ ステ ム 現 象(systemphenomena)Bl・6

シ ス テ ム 工 学(systemsengineering)__D2・1

シ ス テ ム 再 構 成(systemreconfiguration),C2・8

シ ス テ ム 資 源(systemrecources)C2・5

シ ス テ ム 出 力 要 求(systemoutPutrequire-

ment)Dl.6

シ ステ ム 仕 様 書(systemsspecification)_.Dl・6

シ ステ ム ズ ・ア プ ロ ー チ(syStemsapProach)

シ ス テ ム の 分 解(factoring)A1・1

シ ス テ ム の 目 的(systemobjective)A3・3

シ ス テ ム 評 価(follow-upandevaluation)..D26

シ ス テ ム 分 析(systemsanalysis)._Dl・1,D3・4

シ ス テ ム 分 析 者(systemsanalysts)___D4・2

シ ス テ ム 変 数(systemvariables)・B1・6

シ ス テ ム ・メ イ ン テ ナ ン ス(systemmainte-

nance)D4・3

シ ス テ ム 有 効 度(systemeffectiveness)■ ■_Dl・5

シ ス テ ム ・ラ イ フサ イ ク ル(systemlifecycle)

シ ス テ ム ・ リ ス ター ト

自然 シ ス テ ム ・モ デ ル

Dl・1,D4・3

B2・4,D1・1

シ ステ ム 生 成(systemgeneration)C2・7

シ ス テ ム 生 成 言 語(systemgene「ation

language) C2・7

シ ス テ ム 設 計(systemsdesign)

Al・3,B1・6,D1・1,D4・3

シ ス テ ム 設 計 の 型(typeofsystemsdesign)

D2・2

(systemrestart)_、C2・6

(natural-systemmode1)

B24

シ ステ ム代 替 案 の評 価(evaluationof

子 孫(descendant)Cl・3

実 現 性 検 討(feasibilitystudy)Dl・3

実 行 状 態(runningstate)C2・4

実 行 時 ス タ ッ ク(runtimestuck)_..CL8,C4.4

実 行 待 ち 状 態(readystate)C2・4

実 習 活 動 の リー ド(leadingandexercise)..D3・3

実 数 型(realtype)Cl・8

実 体 的 シ ス テ ム(physicalsystem)Al・5

自 動 評 価 法(automatedevaluationtechniques)

D2・2

alternatiVeS)

シ ス テ ム 提 案(systemproposal)

シ ス テ ム テ ス ト(systemtest)

シ ス テ ム 導 入 の 採 算(auditingsystem

inStallatiOn)

自動 記憶 域(automaticstorage)

自動 流 れ 図作 成(automaticflowcharting)

C4・1

D3・4

Dl.3

C4・7

シ ス テ ム の 機 能 決 定(systemfunction)_..

シ ス テ ム の コ ス ト(costofsystem)

シ ス テ ム の 寿 命(systemusagelife)

シ ス テ ム の初 期 化(systeminitiation)・ ・.・..

シ ス テ ム の 中 断 と再 開(systeMdown,system

restart)C2.7

シ ス テ ム の評 価 尺 度(measuresofsystem

performance)

Dl.5

D3・4

Dl・5

D2・6

C2・7

品切 れ 損失(shortagecost)

支 払 証 査(auditofpayment)

シ フ ト制(shifts)

シ ミ ュ レー シ ョ ン(simulation)

C4・6

B1・5

A2・3

D4・5

A3・3C1・10C2.9C4・7,,,

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語(simulationlanguage)

B16

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン実 験(simulationexPeriment)

SIMSCRIPT

事 務分 析

.Bl・6

C1・8

Dl・5

(officeworkanalysis,jobanalysis)

社 会 一 技 術 モ デ ル(social-technicalmodel)

D1・3

B2・4
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社会 心 理 学(socialPsychology)

社 会 的環 境(SOCialenvirOnment)

社会 的 交換 理 論

B2・1

A2・1

(socialexchangetheory)

社会的相互作用

写像(mapping)

自由木

従局

(SOCialinteraCtiOn)

(freetree)

(SlaVeStatiOn)

集 権 化 ・分 権 化 ・再 集 権 化(centralization,

decentralizationandrecentralization)..

B2・3

B2・3

C1・l

C1・3

C3・8

習熟 曲線

重'[ゴ(centroid)

従 属局

集 団 関係

集 団結 合

(learningCUrVe)

(tributarystation)

(grouprelation)

B24

D2・6

C1・3

C3・8

C3・3

型 組 織 と連 結 ピ ン機 能(groupPattern

oforganizationandlinkingPinfunction)

B2・4

集 団 項 目(groupitem)

終 端 ポ イ ン タ

集 中型 ネ ッ トワ ー ク

障害 管 理

障 害 対策

使 用 可 能空

spacelist)

条 件 づけ

(failuremanagement)

(faultcountermeasure)

間 リ ス ト

C2・10

C2・6

C3・1・s

(availablelist,available

C1.6,C1.7

(conditioning)

条 件適 合 モデ ル

使 用時 間 管理

上 昇型 設 計

状 態遷 移 図

(emotion)

B2・1

(contingencymodel)__.B2・4

(timeschedule)

(bottom-updesign)

(statediagramchart)

情 動

衝 突(collision)

情 報

情 報 化保 険

D4・5

C4・8

C4・6

B2.1

Cl・6

(information) B2・2,CI.1

C3・3

(terminal-pointer,null)._..C1・2

(centralizednetwork)

C3・8

周辺 装 置

主記 憶 装 置(mainstorage)

主記 憶割 当 て

(peripheralequipment) C2・3

(StOrageallOCatiOn)

主 局(maSterStatiOn)

出力 の方 法 と様 式

C2・1,C2・2

C2・5

(outputmethodand

c3・8

Dl・6

(insurancefordataprocessing)

情 報 管 理(informationmanagement)__.

情 報 管 理 の 一 元 化(unificationofinformation

A2・5

formats)

手動 と自動

巡回符号

循環 リス ト

循環連結

準拠集 団

順次アクセス

(manualversusautomated)_.D1・4

(cyclicredundancycode)

(CirCUIarliSt)

(circularlinkage)

(referencegroup)

(SeqUentialaCCeSS)

順 次 ア ク セ ス 記 憶 装 置 (SeqUentialaCCeSS

C2・9

CI・3

C1・2

B2・3

C3・3

storagedevice)

順 次 表 現

順 次 割 当 て

順 序 木

純 手 続 き

順 編 成 フ ァ イル

(sequentialrepresentation)......

(sequentialaddressing)

(orderedtree)

(pureprocedure)

(sequentialfile)

上 位 方 向 互 換 性(up-wardcompatibility)

C3・2

Cl・6

Cl・6

C1・3

C4・4

C3・3

management)

情報 ギヤ ツプ

情 報検 索 サー ビス

serVlce)

(informationgap)

A4・2

C3・1

(informationretrieval

A3・7

industry)

情 報 シ ステ ム

D4・6

情 報 構 造(informationstructure)D2・4

情 報 産 業 の 特 性(characteristicsofcomputer

A4・2

(informationsystem)』

情 報 システ ム 開発 プ ロジェ ク ト

informationdevelopment)

情 報 シ ステ ム充実 の 動機

A1・4,C3・1

(projectfor

A3・6

(triggerofinfor－

mationsystemdevelopment) A36

情 報 システ ム の改 善(imP「ovinginfo「mation

system)A3.7

情 報 シ ステ ム の開 発(developmentofinfor－

mationsystem)Al・5

情 報 シ ス テ ム の 統 合(integratinginformation

system)A3・6

情 報 シ ステ ムの役 割(roleofinformation

systems)

情 報 処 理 教 育

processing)

(educationforinformation

情 報 処 理 サ ー ビ ス(informationprocessing

Al・5

A4・5
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service)

情 報処理 部 門 の特 質(featuresofdatapro－

cessingdivision)

情 報 チ ャ ネ ル

情 報 通 信 サ ー ビ ス

service)

D4・6

B2・6

(informationchanne1)...._A3・1

(teleCOmmUniCatiOn

情 報 提 供 サ ー ビ ス(informationservice)

人事 情 報 シ ステ ム(employeeinformation

system)

新 シ ステ ムの 評価(evaluatingnewsystem)

A3・2

D46

D4・6

情 報 の 安 全 性(inf6rmationsecurity)...._C2・9

情 報 の 隠 蔽(informationhiding)C4・8

情 報 の 価 値(valueofinformation)Dl'5

情 報 の 機 密 性(informationconfidential)

情 報 の プ ライ バシ ー(informationprivacy)

C2・9

情 報 表 示(informationdisplay)

情 報 分 析(informationanalysis)

情 報 要 求(informationneeds)

情 報 要 求 の パ タ ー ン(patternofinformation

needs)A3・1

情 報 量(informationcontext)

情 報 量 の 増 大(increaseofinformation

C2.9

B2・2

Dl・l

Al・5

Cl・1

(prediction)

(defaultinterpretation)

使 用 料 金 の 設 定(pricing)

職 務 内 容 の 質 的 変 化(implicationforthe

workforce)

進捗報 告

振幅 変調

信用視度

信用取 引

信頼↑生(reliability)

(progressreporting)

(amplltudemodulation)

(creditlimit)

(saleoncredit)

A3・6

D4・1

C3・6

A2・3

A2・3

C2・9,D2・5

信頼 度機 能 ダ イ ヤ グラ ム(reliabilityfunction

volume)

将 来 予 測

省 略 時解 釈

A3・7

D3・4

C4・1

D4・5

除算法

初適合
シ　 　ン ヨ フ

"

(dividingmethod)

(firstfit)

Gob)

diagram)C2・9

心理 学(psychology)B2・1

心 理 学 と情 報処 理B2・1

心理 学 の歴 史B2"1

心 理 測 定(psychologicalmeasurement)_B2・2

森 林(forest)Cl・3

〔ス 〕

ス ー パ ー バ イ ザ ー(supervisors)

推 定(estimation)

数(number)

数 理 的 計画 法

D4・2

B1・1

C1・1

A4・3

C3・3

Cl・7

C2・4

ジ ョブ ・シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

(jobshopscheduling)Bl・2

ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュー リ ン グ(jobscheduling)

C2・4

ジ .ヨブ ・ス テ ッ プ(jobstep)・C2・4

ジ ョ ブ 制 御 言 語(jobcont「ollanguage)'''"C2'4

シ リ ン ダ(cylinder)C3・2

事 例 紹 介 の や り方(caseP「esentation)-B2・6

人 為 変 数(artificialvariable)Bl・3

信 号 処 理(signalprocessing)C2・2

(mathematicalprogramming)

スカ ラ型

ス キ ーマ

図形(picture)

(scalartype)

(schema)

ス ケ ジ ュー ラ ー(scheduler)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(scheduling)

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ リ ス ト(schedulinglist)

Cl・10

B1・3

C1・8

C3・5

C1・5

D4・2

D4・1

図 式 化(graphicrepresentation)D2・1

ス タ ッ ク(stack)Cl・2,C1・6,Cl・10

ス タ ッ ク ・ポ イ ン タ(stackpointer)C1・2

ス タ ン ド ・ア ロ ー ン(standalone)C2・7

スナ ッ プ ・シ ョ ッ ト(Snapshot)__.C4・7,D2・5

SNOBOLCI・5,C1・8,C1・10

ス プ ー リ ン グ(spooling)C2・4

SLIPC1・5

ス ル ー プ ッ ト(throughput)..C2・5,C2・10,C3・9

ス ワ ッ ピ ン グ(swapping)C2・5
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正 規 分 布

制 御記 憶(controlstorage)

制 御 局

〔セ 〕

(normaldistribution)

(COntrOiStatiOn)

制 御 プ ロ ツク

整 合

整 合配 列

生 産 企業 の組 織

(controlblock)

寸 法(adjustabledimension)

(adjustablearray)

生産計画 と管理

生 産 シス テ ム

B1・1

C2.2

C3.8

C2.5

C1.8

Cl・8

A2・2

A2・2

A2・2

セ グ メ ン ト ・テ ー ブ ル(segmenttable)..C1.10

1仕 様 書(designspecification)

接 続(文 字 列 θ))(concatenation)

絶 対 ア ド レ ス 付 け

設 置 手 順(installationprocedure)

訓・(inStallatiOnteSt)

節(node)

設 計

Cl・3

C4・6

C1'2

(absoluteaddressing)...C1・8

取 置 テ ス ト

セ ッ トカ バ リン グ問題

D4・4

C4'7

生 産 シ ス テ ム の 一 般 記 述 モ デ ル(9eneralizedde'

scriptivemodelofproductionsystem)..A2・2

生 産 シ ス テ ム の 設 計(designofproduction

system)A2・2

生 産 情 報 シ ス テ ム'(P「oductioninfo「mation

system)

生産 性

生 産 設 計

(productivity)

A2・2,A3・2

(productiondesign)

精 神 分 析(学)(Psychoanalysis)

整 数 型(integertype)

整 数 計画 法(integerprogramming)

成長 曲線(growthcurve)

静 的 記憶(staticStOrage)

A3・7

A2・2

B2・1

Cl・8

B1・3

D2・6

C4・1

静 的 な資源 割 当 て(staticresourceallocation)

性 能 評 価(Performanceevaluation)

性 能 目標(performanceobjective)

性 能 予 測(performanceprediction)

政 府 に よ る 保 護 ・育

ment)

C2・5

静 的 変 数(staticvariable)C1・8

静 的 割 当 て(staticallocation)Cl・8

性 能 計 測(performancemeasurement)....D4・4

性 能 表(propertylist)D2・2

D4・4

C2・5

D4・4

制 約(constraint)

精 練(refinement)

(setcoveringProblem)

設 備 計 画(equiPmentPlannin9)

設 備 整備(equipmentacquisition)

設備 能 力配 分

設 備 問題

セ マ フォ(semaphore)

(equipmentallocation).._.

(facilityallocationproblem)_.

Bl・3

D2'2

D4・4

D2・2

B1・3

C2・4,C4・5

線 形 記 憶 に よ る 文 字 列 表 現(characterstring

representationbylinearmemory)__。C1・10

線 形 計 画 法(linearprogramming)B1・3

線 形構 造

線形 リス ト

宣 言(declaration)

潜在 価 格

(linearStrUCtUre)

(linearlist)

(shadowprice)

戦 術 レベ ル(tacticallevel)

ユ
印1進 ポ イ ン タ(forwardpointer)

C3・3

C1・2

Cl・8

Bl・3

A1・4

C1・2

セ ン タ運 営(comPute「cente「management)

D4.1

選 択 分類 法(selectionsort)

選 択 チ ャ ネ ル

全 ダン プ

前 置 プ ロセ ッサ

(selectorchannel)

(postmortemdump)

(front-endprocessor)

Cl・9

C2・3

C4・7

前置 法

全二

(preorder)

C2・2,C2・6

Cl・3

成 策(politicalenviron・

A4・2

Bl・3,Dl・4

セ キ ュ リテ ィ と イ ンテ グ リテ ィ(security ,

C4・8

inte9「ity)D3・4

セ ク シ ョナ リ ズ ム(sectionalism)A2・5

セ グ メ ン テ ー シ ョ ン(segmentation).C2・5,C4・3

重 通 信方 式(ful1-duplexcommunication)

専 門化 の進 展

専 用 言 語方 式

selfcontainedlanguage)

C3・6

(increasedspecialization)._D4・1

(independentlanguagesystem,

C3・5,C3・10

戦略 的 経 営 計 画(st「ategicco「Po「atePlannin9)

A3・4

戦 略 的 事 業 単 位(strategicbusinessunit)_A3'4

戦 略 レベ ル(strategicleveDA1・4
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D2・1

総合判断

操作特性

〔ソ 〕

(syntheticdecision)D2・6

(characteristicsofcontrolaction)

B2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス テ ム(softwaresystem)

C2・1

ソ フ ト ウ ェ ア 調 達(softwareprocurement)

D4・4

双 対 定 理(dualitytheorem)

挿 入(リ ス ト要 素 σ)).(insertion)

挿 入 分 類 法(inSertiOnSOrt)

挿 入 法

Bl.3

C1.2

C1・9

C1・3

C1・8

ソ フ ト ウ ェ ア の 信 頼 性(softwarereliability)

C2・9

(inorder)

相 対 ア ド レ ス

添 字(subscript)

属 性(attribute)

即 値 ア ド レ ス 付 け

(relativeaddressing)

ソフ ト ウェ ア の選 択(softwareselection)..D2・2

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ(softwarepackage)

D4・6

C1・4,C1・8

D2・4

(immediateaddressing)

Cl・6

疎 結 合 シ ステ ム(loosely-coupledsystem)

ソシ オ グ ラ ム(sociogram)

ソ シ オ メ ト リ ー(sociometry)

組 織 開 発(organizationdevelopment)_、.

組 織 間 の 連 け い(organizationalco-operation)

A2・1

C2・8

B2・3

B2・3

B2・5

組 織 ス ト レ ス(organizationalstress)B2・4

組 織 風 土(organizationalclimate)B2・4

組 織 内 の 位 置(locationintheo「9anization)

D4・1

(organizationalbehavioreffects)

Dl・2

〔タ 〕

タ ー ン ア ラ ウ ド時 間(turnaroundtime)..C2・10

待 機 状 態(waitstate)C2・4

待 機 方 式(duplex)D4・5

対 称 行 列 の 割 当 て(allocationforsymmetric

matrix)Cl4

組織の役割

組 織 の コ ンフ リク ト (conflictintheorganl-

B2・4

対 称 形 シ ス テ ム(symmetricsystemorhomo-

geneoussystem)C2・8

対 人 関 係(inte「Pe「sona1「elqtions)B2"3

代 数 式(algebraicformula)C1・3

大 数 の 法 則(lawoflargenumber)Bl・1

体 制 化(organization)B2・1

代 替 案(alternatives)A1・3,Bl・6,D1・4

態 度(attitude)B2・3

zation)

態 度 測 定 法(attitudetest)B2.3

態 度 変 容(attitudechange)B2・3

退 避/回 復(レ ジ ス タ類 の)(save・restore)

C4・4

組 織 の成 長 一進 化 と改 革 の螺 旋 的過 程

(evolutionandrevolutionasoTganizations

9「ow)B2・4

(organizationaleffectiveness)

B2・4

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム(timesharing

組織の有効性

組 織 へ の 影 響(impactonorganization)

組 織 変 革(organizationchange)

祖 先(ancestor)

疎 な行 列 (sparsematrix)

疎 な行 列 の リス ト表 現(linkedrepresen-

tationofsparsematrix)

ソ フ トウ ェ ア 工 学(softwareengineering)

_A4・3

B2・5

Cl・3

Cl・4

C1・4

system) C2・7.C3・8

タイ ム シェ ア リン グ処 理(timesharing

processing) C2・4

多 階 層 組 織 と 文 鎮 組 織(tallorganizationand

flatorganization)B2・4

高 さ(木 の)(height)C1・3

多 次 元 処 理 シ ス テ ム(multi.dimensionalpro-

cessingsystem)C2'7

多 次 元 配 列(multi-dimensionalarray)

Cl・4,C1'8

多 重 索 引(multi-index) C3.4
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多 重 タ ス ク(multitask)C4・5

多 重 チ ャ ネ ル(multiplexorchannel)__.;C2・3

多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ(multiProgrammin9)

A4・1

多 重 リス ト(multilist)C3・3,C3・4

多 重 連 結 構 造(multilinkedstructure).、_,C1・6

異 質 の フ ィ ー ル ドセ 節 を持 つ 一

(multilinkedstructurewithheterogeneous

fieldsand/orn6des)C1・5

タ ス ク制 御 ブ ロ ッ ク(taskcontrolblock)

Cl・10

TAG

(achievement)

D1・6

D2・6

B2・4

C3・7

D4・5

C4.8

逐 次 型 割 当 て(sequentialallocation).….…C1・4

逐 次 再 使 用 可 能(seriallyreusable)C44

逐 次 探 索 法(sequentialsearch)C1・9

知 能(intelligence)B2・1,B2・2

知 能 端 末(intelligentterminal)C2・3

チ ャ ネ ル ・プ ロ グ ラ ム(channelprogram)

C2・3

達成率

縦割関係構造

他人使用

単一方式

段階的精練

短期日程計画

単向通信方式

(usebyotherpersons)

(simplex)

(stepwiserefinement)

(shorttermscheduling)..._A2・2

(simplexcommunication)

C3・6

探 索 木(searchtree)

探 索 法 の効 率 (efficiencyofsearching

中央 二 乗 法(meansquaremethod)『C3'3

抽 象 化(abstraction)C4・8

抽 象 デ ー タ 型(abstractdatatype)_C1・8,C4・8

中 心 極 限 定 理(centrallimittheorem)・.・ …Bl・1

超 感 覚 的 知 覚(extrasensorypercePtion)・.B2・1

長 期 計 画(long-rangeplanning)一 一._A3・4,D4・3

長 期 計 画 立 案(10ng-rangeplanning)D4・1

長 期 展 望(10ngrangeforecasting)D2・6

長 兄(heir)Cl・3

調 達期 間

頂 点(vertex)

直営

(1eadtime) B1・5

C1・3

Cl・10

methods)

単純 リス ト

単純 連 結

断続 生 産

(simplelist)

(singlelinkage)

(intermittentproductionsystem)

A2・2

CI・9

C3・3

Cl・2

/ 単 体 制

定 基 準(simplexcriterion)B1・3

単 体 表(simplextableau)B1・3

単 体 法(simplexmethod)B1・3

ダ ン プ(memorydump)D2・5

断 片 化(fragmentation)C2・5

端 末 装 置(terminaldevice,terminalequip-

ment)C2・3,C3・6

〔チ 〕

チ ー ム の 統 制(controlofateam)D3・2

チ ェ イ ン 構 造(chainstructure)C1・10

チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト(checkpoint)_C2・6.C2・9

知 覚(perception)B2・1

知 覚 の 文 脈(perceptionalcontext)B2.1

(publictelecommunicationequipment)

直 接 ア ク セ ス(randomaccess)

直 接 ア ク セ ス 記 憶 装 置(directaccessstorage

device)C3・2

C3・7

C3・3

直 接 ア ド レ ス 付 け(directaddressin9)・ …;-C!・6

直 接 効 果 と 間 接 効 果(directandindirect

benefit)

直 接 編 成 フ ァ イ ル(directfile)

直 通 接 続(point-to-pointlink)

ち り集 め(garbagecollection)C1・6,Cl・7

〔ツ 〕

追 加(リ ス ト要 素 の)(addition)C1・2

通 信 回 線(communicationline)C3・6

通 信 関 係 専 門 家(telecommunication

sPecialist)D4・2

Dl・5

C3・3

C3・8

通 信 制 御 装 置(communicationcontroller,

communicationcontrolunit)_...C2・3,C3・6

通 知(イ ベ ン トの)(post)C45

つ な き木(threadedtree)Cl・3
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デ ー タ(data)

ア ー タ イ ン プ ッ ト

service)

〔テ 〕
デ ー タ ベー ス 管 理(databasemanagement)

D4・3

C1・1

(datainput)A3・2

フ『一 タ ・エ ン ト リ ・サ ー ビ ス(dataentry

D4・6

デ ー タ 型(datatype)Cl・8,C4・8

デ ー タ管 理(datamanagement)D4・5

デ ー タ 管 理 者(dataadministrator)D2・4

デ ー タ記 述 言 語(DDL;datadescriPtion

language)C3・5
,D2・4

デ ー タ 構 造(datastructure)_、C2・4,C3・3,C4・1

デ ー タ 項 目(dataitem)C3・3

デ ー タ サ ブ ラ ン ゲ ー ジ(datasublanguage)

D2・4

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(DBMS;database

managementsystem)C2・4,C3・5,D2・4

デ ー タ ベ ー ス 管 理 者(databaseadministrator)

C3・10,D4・2

デ ー タ ベ ー ス'シ ス テ ム(databasesystem)

デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(DB/DC)

C3・10

C3・1

デ ー タ ベ ー ス と そ の 構 造(databasestructure)

A3・5

デー タ収 集 シ ステ ム(datagatheringsystem)

デ ー タ操 作 言 語(DML;datamanipulation

language)

デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ

C3・8

C3・5,D2・4

(datachaining)

C2・3

デ ー タ つ き 木(labeledtree)Cl・3

デ ー タつ き2進 木(labeledbinarytree)._C1・3

デ ー タ 定 義(datadefinition)C3・5

デ ー タ伝 送 回 線(datat「ansmissionci「cuit)

C3・6

デ ー タ 独 立(dataindependence)D2・4

デ ー タ 入 力(dataentry)B2・2

デ ー タ の 型(datatype)Cl・1

デ ー タ の 完 全 性(dataintegrity)C2'4

デ ー タ の 機 密(privacyofdata)D2・4

デ ー タ の 互 換 性(datacompatibility) ......C2.10

デ ー タ.の 生 成(datageneration)C3.5

デ ー タ の 抽 象 化(dataabstraction)Cl・8

デ ー タ の 独 立 性(dataindependency)

C2・4,C3・5,C3・10

デ ー タ ベ ー ス の 正 確 性 と機 密 保 護

(databaseaccuracyandsecurity)A4・4

デ ー タ ベ ー ス ・マ シ ン(databasemachine)

C2.2

デ ー タ リ ン ク(datalink)C3・8

テ ー ブ ル駆 動 型 プ ロ グ ラ ム(tabledriving

(theme)

提 案 書(proposal)

TSS(timesharingsystem)

定 期 発 注 方 式(periodicreorderingmethod)

B1・5

program)

テ ー マ

C4・4

D3・1

D2・2

D4・1

定 期 保 守(scheduledmaintenance,routine

maintenanCe) D4・5

デ ィ ス パ ッ チ ン グ(dispatching)__A2・2,C2・4

デ ィ ス プ レイ(display)C1・8

定 性 的 評 価(qualitativeevaluation)

TDMS

Dl・5,D3・4

Cl・10

デ ー タ の 保 護(protectionofdata)D2・4

デ ー タバ ン ク(databank)A3・3

デ ー タ 分 配 シ ス テ ム(datadispatchingsystem)

C3・8

DB/DC(database/datacommunication)

C3・10,D2・4

t分 布(t-distribution)B1・1

定 量 的 評 価(quantitativeevaluation)

テ イル(tail)

D1・5,D3・4

C1・2

デ ィ レク ト リ管 理(directorymanagerpent)

C3・5

デ ー タ ベ ー ス(database)__C2・4,C3・1,D2・4

デ キ ュ ー(dequeue)C1・2,Cl・6

テ ク ニ カ ル ・ス キ ル(technicalskill)D3・2
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テ ク ノ ロ ジ ー ・ア セ ス メ ン ト(technology'

assessment)

デ シ ジ ョ ン ・ グ リ ッ ド ・チ ャ ー ト(decision

D2.1

gridchart)

一"、 、"_

一 、噛 、"

出 次 数

テ ス ト(test)

テ ス ト ・ケ ー ス

ー 、

ア ン ン ヨ ン ァ ー フ ル

ァ シ ン ヨ ン ル ー ム

(out-degree)

(decisiontable)

(decisionroom)

(testcase)

テ ス ト ・ア 一 夕 自 動 生 成

C4・6

Dl・3

A3・5

Cl・5

C4・7

C4・7

問 合 せ処 理(queryProcessin9)

同期

同義 語(synonym)

同期 式

動 機 づ け

統 合

(synchronization)

(synchronous)

(motivation)

C3・5

C3・6

C3・3

C3・6

B2・1

(testdatagenerator)

手 続 き(procedure)

デ ッ ドロ ッ ク

げ す

ア ハ ッ ク

(deadlock)

(debug,debugging)

ア バ ッ グ 支 援 プ ロ グ ラ ム

C4・7

C4・1

C2.5

C4・7,D2・5

(debuggingsupport

型 エ ミ ュ レ ー タ(integratedemulator)

C2・10

統合(調 整)の 仕組 B2・4

到 着 間 隔 の 分 布(distributionofinter-arrival

time)B1・4

動的 計 画法(dynamicProgrammin9)

program)

デ バ ッ

ー 、"

デマン ド処理

デマ ン ド方式

グ文 組込 み

アバ ツグ ・モ ー ド

ア ブ ロ ッキ ン グ(deblocking)

(built-indebug)

(debugmode)

(demandprocessing)

(demandpaging)

テ ユ ア ル ・シ ス テ ム(dualsystem)

　 や

ア ユ フ レ ッ ク ス ・シ ス テ ム

C2・4

D2・5

C4・7

C2・5

D4・5

C2・5

C3・6

(duplexsystem)

(eleCtriCCirCUit)

C3・6

Cl・5

D4・4

動 的現 象(dynamicphenomena)

動的 再 配 置(dynamicrelocation)

動 的 な資 源 割 当 て

allocation)

電気回路

電源 (electricpowersource)

電子計算機 システ ム安全対 策基準(computer

systemsecuritystandard)

転送制御

伝送制御

伝送制御手順

(tranSmiSSiOnCOntrOl)

(tranSmiSSiOnCOntrOD

procedure)

伝 送 制 御 符 号

(tranSmiSSiOnCOntrOl

A4・4

C2・6

C3・8

C2・6,C3・8

(transmissioncharacter)

伝 達 制 御

テ ンプ レー ト(template)

〔ト〕

ドープ ・ベ ク トル

問合 せ/応 答 型 シ ステ ム

system)

(tranSmiSSiOnCOntrOl)

(dopevector)

(inquiry/answer

C3・8

C3.6

Cl.8

C1・8

C3・8

(dynamicresource

Bl・3

Bl・6

C4・3

C2・5

動 的 ネ ス テ ィ ン グ(dynamicnesting)C4・4

動 的 変 数(dynamicvariable)C1・8

動 的 リ ン ク(dynamiclink)'C4・3

動 的 割 当 て(dynamicallocation)Cl・7

投 入 産 出 分 析(inPut-outPutanalysis)__A4'5

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン(documentation)_D4・3

特 定 通 信 回 線(P「ivateline)C3'7

度 数 分 布(frequencydistribution)B1・1

ト ッ プ(ス タ ッ フ の)(top)Cl・2

ト ッ プ ダ ウ ン設 計(toP-downdesign)__D4・3

ドメ イ ン(domain)C2・9

ドラ イ バ(driver)C2・6

トラ ッ ク(truck)C3・2

ト ラ フ ィ ッ ク密 度(trafficintensity)Bl・4

トラ ン ケ ー シ ョ ン 法(truncationmethod)..C3・3

C4・7

D2・1

ト レー ス(t「ace)

ト レ ー ド ・オ フ(tradeoff)

〔ナ 〕

内生 事象(endegenousevent)

内 生 変 数(endegenousvariables)

内 部 記 憶 装 置(internalstorage)

内 部 牽 制(internalcontrol)

内 部 構 造(internalstructure)

内 部 組 織(internalorganization)

内部 断片 化(internalfragmentation)

Bl.6

Bl.6

C2.2

A2・5

C1・2

D4・1

CI・7
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内 部 分 類 法(internalsort)Cl'9

内 容 に よ る ア ド レ ス 付(contentaddressing)

C16

流 れ 図(flowchart)C1・5,C4・6,D2・3

ナ ップ ザ ッ ク 問 題(knapsackproblem).._B1・3

名 前(name)Cl・1

名 前 換 え(callbyname)C4・2

名 前 の 有 効 範 囲(scopeofname)C4・1

〔二 〕

二 次 局(secondarystation)C3・8

2次 計 画 法(quadraticprogramming)__.B1・3

二 重 化 方 式(dual)D4・5

2進 木(binarytree)Cl・3

2線 式 回路(two-wirecircuit)C36

日程 計 画(scheduling)D2・5

日本 的 経 営(Japanesewayofmanagement)

B2・4

interaction)

認 知 モ デ ル(cognitivemodel)

〔ネ 〕

ネ ス ト型 仮 想 機 械(nestedvirtualmachines)

C4・8

ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ(network

architecture)

B2・2

B2'4

入 出 カ イ ン タ フ エ ー ス(inPut<)utPutinter－

face)

入出 力 コマ ン ド

入出 力 ス ケシ ュー リング

入 出 力制 御(input◇utputcontrol)

入 出 力制 御 装 置(inputDutputcontrolunit)

入 出 力 装 置(inputつutputdevice)一.C2・3,C3・6

入 出 力 チ ャ ネ ル(inputDutputchannel).,.

入 出 力 負 荷 平 衡(1/Oloadbalancing)..._.。

入 出 力 割 込 み(inPut-outPutinterruPt)….

入 力 処 理 要 員(dataentrypersonnel)__

入 力 デ ー タ 作 成(dataentrymanagement)

入力 デ ー タの チ ェ ック

C2・3

(input-otitputcommand)

C2・3

(1/Oscheduling)

C2・5

C3・6

C2・3

C2.3

C2・5

C2・5

D4'2

D4・1

(inputdatacheck)

C2・9

B2・2

B2・2

B2・6

ネ ッ ・ト ワ ー ク 型DMS(networktypedata

managementSyStem)

ネ ッ ト ワー ク 計 画 法(networkProgrammin9)

ネ ッ ト ワ ー ク 構 造(networkstructure)

C2・3

C3・5

B1・3

ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム(networksystem)

ネ ッ ト ワ ー ク 分 析(networkanalysis)

〔ノ 〕

登 り 方(木 の)(traversalmethod)

〔ハ 〕

葉(leaf,terminalnode)

パ ー ソ ナ リテ ィ(personality)

バ ー チ ャ ル ・ コー ル(virtualcall)

PERT(ProgramEvaluationandReview

Technique)

C1・6,C3・3

C2・3,C2・7

D1・3

C1・3

人 間 一 機 械 系(man-machinesystem)...._

人 間 工 学(humanengineerin9)

人 間 的 問 題(humanfactorsindataP「ocessing

field)

人 間 と]ン ピ=L－ タの 相 互問 題(man-machine

PERT/COST

ハ ー ドウ エ ア ・シ ス テ ム(hardwaresystem)

・・一 ドウ ェ ア の選 択(hardwareselection)

!・一 ド ウ ェ ア の 発 注(hardwarepurchase)

パ ー マ ネ ン ト ・バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト

(permanentvirtualcircuit)

HIPO

HIPOチ ャ ー ト(HIPOchart)

配 線 論 理(wiredlogic)

排 他 制 御(exclusivecontro1)

バ イ ト(byte)

D1・6,D4・3

3

4

フ

ー

2

2

C

B

C

2

(
乙

1

1

1

〔∠

B
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C
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6
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C
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L

配列(array)

配列 要 素 (arrayelement)

C1・4,C1・8

・C1 ・8

配列 要 素 のア ドレス計 算(addresscomPutation

ofanarrayelement)

・・イ レベ ル ・デ ー タ リン ク制 御 手順(high

Ieveldatalinkcontrolprocedure)

Cl・8

パ ケ ッ ト交換(packetswitching)

パ ケ ッ ト ・プ ロ ト コ ル (packetprotoco1)

C3・8

C3.7

バケ ット分割法

PASCAL

(bucketpartition)

パ タ ー ン 照 合(patternmatch)

パ タ ー ン認 識

ノこッ ク(pack)

ハ ツソ ユ表o(hashtable).._

ハ ッシ ュ 法(hashing)

ハ ッシ ン グ 関 数

バ ッ チ 処 理

バ ッ チ 処 理 方 式

発 注 点(reorderingpoint)

発 注 点 方 式

発 注 費(orderingcost)

バ ッ フ ァ(buffer)

バ ッ フ ァ リ ン グ(buffering)

バ デ ィ ・シ ス テ ム

(patternrecognition)

汎用 デ ー タ管 理 シ ステム

managementSyStem)

汎用 と専 用

〔ヒ 〕

PL/1

(generalizeddata

(generalizedversustailored)

C3・5

.,.Dl・4

C3・7

C3.3

C1・8

C1・10

B2・1

Cl.6

C1・1,C1・6,Cl・10

C1・9

(hashingfunction)

(batchprocessing)._...

(batch .processing)

C1・6

C2・4,D4・5

A4・1

(reorderingpointmethod)

(buddysystem・)

B1・5

_.B1・5

B1・5

C2・5

C3・6

Cl.7

パ フ ォー マ ンス尺 度

BPS(bitpersecond)

C1.8

C3・6

PPBS(planning,programming,andbudgeting

system)

ヒ ー プ

P命 令

(heap)

(P－く)peration)

非公 式 シ ステ ム

ビジ ネ ス ・ゲー ム

被制 御 記 憶

非線 形 計 画法

非対 称 形 シ ステ ム

A4・5,D1.4

C1・10

(informalmodel)

C4・5

A1・2

(businessgame)_D3・1,D3・2

(controlledstorage)C4・1

(nonlinearprogramming)_B1・3

(aSymmetriCSyStemOr

heterogeneoussystem)

ビ ッ ト

ビ ッ ト型

ビ ッ ト列

(bit)

(bittype)

(bitstring)

非 定 型 イ ノベ ー シ ョ ン (non-programmed

C2・8

C1・1

Cl・8

C1・8

innovation)

非 手 続 き型言語

B2・5

(performancemeasures)

B1・6

パラメタの受授

ロ 　

ハ フ メ タ ・ リ ス ト

バ ラ ン ス 型 分 類 法

パ ワ ー エ リ ー ト(powerelite)

番 地 取 り

byaddress)

(parameterpassing)

(parameterlist)

(balancedsort)

....,...Cl・8

C4・2

Cl・9

B2・5

(callbyreferenceあ る い はcall

(nonproceduallanguage)

非同期 式(asynchronous)

非 同期 制 御

ピボ ッ ト演算

ヒュー マ ン ・スキル

ヒュー マ ン ・フ ァク ター

(asynchronouscontro1)

(pivotoperation)

(humanskill)

(humanfactors)

C46

C3・6

C4,5

B1・3

D3・2

B2・2

D4・2

半 導体 記 憶 素子(semiconductorstorage

element) C2.2

半 重 通 信方 式(half・duPlexcommunication)

販 売 業 務(functionsinmarketing)

販 売 シ ス テ ム(marketingsystem)

販 売 情 報 シ ス テ ム(salesinfo「mationsystem)

A3・2

C3・6

A2・4

A2・4

ビ ュ ー ロ ク ラ シ イ 的 組 織(bu「eauc「atic

OrganiZatiOn) B2・4

表(table)

費 用

費用 管 理

(costofinformation)
、

(COStCOntrOl)

費 用 効 果 分 析

cost-benefitanalysis)

費 用 分 析(costanalysis)

費 用 見 積

評 価(evaluation)

Cl・4,C1・8

A3・7

(costeffectiveanalysis,

(cOSteStimating)

評 価 基 準(Criteria,CriteriOn)

D2・5

A1・3,Dl・5

D1・5

D2・2

D1・4

Al・3,Dl・5
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評価手続

標準化

(evaluationprocedure)

(standardization)

C2・1,

D2・2

標準原価

標準手続

標準問題

品質管理

(standardcost)

D2・1,D2・5,D4・3

(standardprocedure)

(benchmarkproblem)

(qualitycontrol)

/
0

3

ー

へ
∠

A

D

C2・10

D2・5

負 荷 分 担

符 号体 系

復 旧(recovery)

プ ッシ ュダ ウ ン

物 的 流通 シ ステ ム

物 理構 造

(10adsharing)

(codesystem)

D4・5

C2・10

(pushdown)

(10gistiCS)

(physicalstructure)

〔フ 〕

Cl・1 ,
物理 デ ー タ構造(physicaldatastructure)

C2.6

Cl・2

A2・2

C1・2,C3・3

フ ァ イ ル(file)C1・1
,C24,C3・3

フ ァ イ ル 管 理(filemanagement)C3.1

フ ァ イ ル 構 造(filestructure)C3.1

フ ァ イ ル 制 御 プ ロ ツ ク(filecontrolblock)

Cl.10

フ ァ イ ル 設 計(filedesign)D3・4

フ ァ イ ル 操 作(filemanipulation)C3.1

フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ(filedirectory)

C1・10,C3・3

フ ァ イ ル の 移 行(filemigration)C2.10

フ ァ イ ル の 障 害(filefailure)C2.9

フ ァイ ル の 割 当(fileassignment)C2.5

フ ァイ ル 編 成(fileorganization) 一..C2・4,C3・4

フ ァ イ ル 容 量(filecapacity)C34

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト(facilities

management)D4・1
,D4・3

フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス

(facilitiesmanagementservice)D4・6

フ ィー ジ ビ リテ ィ ス タ デ ィ(feasibilitystudy)

A3・6

D2・4

ブ イ ー ドバ ッ ク(feedback)

フ ィ ー ドバ ッ ク ・コ ン ト ロ ー ル(feedback

control)

物 理 入 出 力(Physicalinput-output,PIO)..C2・5

物 理 レ コ ー ド(physicalrecord)_.C2・4,C2・5

浮 動 小 数 点 表 現(floatingPointrepresentation)

Cl・1

負 の エ ン トロ ピー

部 分 木(subtree)

部 分語

(negat三veentropy)_._Al・1

(part-word)

部 分語 のア ドレス付 け

Cl・3

C1'6

Al・1

ブ イ ー ル ド(field)

フ ィー ル ド ・ リサ ー チ(fieldresearch) _.D3・1ノ
VA(valueanalysis)Dl・5

フ ィ ジ カ ル 設 計(physicaldesign)
_Dl・1,D3・4

フ ィ ボ ナ ッ チ ・シ ス テ ム(Fibanaccisystem)

A3・1

C3・3

V命 令(V-operation)

FORTRAN

C1・7

C4・5

C1.8

C1.2

(part-wordaddressing)

Cl・6

部 分 範 囲 型(subrangetype)C1・7

部 分 文 字 列(substring)C1・2,C1・8

不 平 衝 型 手 順(unbalancedclassesofpro・

cedure)C3・8

プ ラ イ バ シ ー 保 護(Privacyprotection)._C4・4

フ レ ー ム 構 成(framestructure)C3・8

リ
フ レ ッ ク ス ◆(plex)C1.5

,Cl・10

フ ロ ー グ ラ フ(flowgraph)A1・2

プ ロ グ ラ ム(program)Cl・5

プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ン ト(P「09「amsegment)

C4・3

深 さ(depth)

プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト(programtest)

プ ロ グ ラ ム の機 能(function)

プ ロ グ ラ ム の 構 造(structure)

プ ロ グ ラ ム の 自 動 検 証(automaticverifi-

cation)

D2・5.

D2・3

D2・3

フ.ロ グ ラ ム の 性 能(performance)

プ ロ グ ラ ム 変 換(programconversion).._C240

プ ロ グ ラ ム 例 外(ProgramexcePtion)・ …-C2'9

プ ロ ジ ェ ク ト管 理(projectmanagement,

projectcontrol)D1・2

プ ロ ジ ェ ク ト計 画(management)D2・1

プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム 編 成(organizing

C4.7

D2・3
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pr()jectteams) D4・1

フ。ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト(project

management)

リ

フ ロセ ス

D4・3

(process)

分 類(sort)

分 類 法 の

C33

C2・4,C2・6

プ ロセ ス管理 プ ロ グ ラム(processmanage－

mentprogram)

プ ロ セ ス 制 御 フ ロ ッ ク(processcontro1

block)

C2・4

プ ロセ ス設 計

プ ロセ ス の同期

C2・4

(processdesign)D3・4

(processsynchronization)

ブ ロ ッ キ ン グ(blocking)

ブ ロ ッ ク(block)C1・1,C3・3

ブ ロ ッ ク構 造(blockstructure)C4・1

ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム(blockdiagram)・-Al・2

ブ ロ ッ ク 多 重 チ ャ ネ ル(block-multiPlexor

channel)C2・3

(protocol)

C2・4

C2・5

C2・3

B2・4

効 率(efficiencyofsortingmethod)

ペ ー ジ(page)

〔へ 〕

C1・9

C3・3

ぺ_ジ.テ ー ブ ル(pagetable)

ペ ー ジ ン グ(lpaging)

ベ ー ス ・ア ド レ ス

プ ロトコル

文化的文脈

分化 と統合

(CUItUralCOnteXt)

(differentiationandintegration)

B2・4

C1・10

C2・5

併(merge)

procedure)

並 行 型 プ ロセ ス

平 衡 木

併 合

平 衡 有向 グ ラフ

(baseaddress)

平 均 使 用 率(ave「ageutilization「ate)

平 均 値 の 法 則(Little'sformula)

平 均 到 着 率(averagearrivalrate)

C1・8

C3・9

Bl・4

C3・9

C3・3
口

平衡型手順 クラス (balancedclassesof

(concurrentprocess)__.

、
(balancedtree)

分 類 法(mergesort)

(balanceddirectedgraph)

C3・8

C4・5

C1・3

C1・9

C1・5

分 枝 限 定 法(branchandboundmethod)一 －Bl・3

分 岐 接 続(multidroplink)C3・8

分 岐 装 置(branchunit)C3・6

分 岐 ノー ド(branchnode)C1・3

分 散 型 デ ー タ ベ ー ス(distributeddatabase)

C3・10

分 散 型 ネ ッ トワ ー ク(distributednetwork)

C3・8

分 散 記 憶(scatterstorage)C1・6

分 散 処 理(distributedprocessing)C2・7

分 散 と集 中(disaggregationversusa99re-

gation,decentralizedversuscentralized)

Dl・4

文 書 化(documentation)D24,D1'2

分 析 手 法(analysistools,techniquesfor

analysis)Dl・3

分 析 と設 計 の反 復 性(theite「ativenatu「eof

theanalysisdesignprocess)D2・2

分 析 と総 合(analysisandsynthesis)D1・3

分 配 分 類 法(distributionsort)C1'9

併 列 処 理(parallelprocessin9)_._C2・2,C2・4

ヘ ッ ド(線 形 リ ス ト,キ ュ ー の)(head)-C1・2

ペ ト リ ・ネ ッ ト(Petrinet)C2・4

辺(edge)

変 革 推進 者 (changeagent)

変革 へ の抵 抗

変 化 へ の 対応

変 換(conversion)

変 数 の 有 効範 囲

変 調(modulation)

変 調 速 度

変調 装置(MODEM)

(resistancetochange)

(adaptizing)

(scopeofvariables)

(modulationrate)

Cl・3

B2・5

B2・5

A3・4

C1・1

Cl・8

C3・6

C3・6

C3・6

ボ ー(baud)

〔ホ 〕

C3・6

ポ ー ト フ ォ リ オ 戦 略(portfoliostrategy)...A3・6

ポ ー ラ ン ド記 法(Polishnotation)Cl・3

ポ ー リ ン グ(polling)C3'8

ポ ア ソ ン 分 布(Poissondistribution)C3・9

ポ イ ン タ(Pointer)Cl・1,Cl・6,C3・3

ポ イ ン タ 型(Pointertype)C1・8
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報 告 制 度(reportingsystem)A2.5

保 管 費(holdingcost)B1.5

母 集 団(population)B1.1

補 助 記 憶 装 置(auxilia「ymemo「y,auxilia「y

storage・secondarystorage)C1・2
,C2・2

補 数(complement)Cl.1

ホ ス ト言 語 方 式(hostlanguagesystem)..C3・10

保 守 料(maintenancefee)D4'4

保 全 性(inte9「ity)D2'2

保 存 則(conse「vationIaw)Bl・4

ポ ップ ア ッ プ(POPUP)C1'2

ボ トム(bottom)Cl.2・

保 護(Protection)C2・5,C2・9

ポ ラ チ ェ ッ クー ヒ ン チ ン の 公 式(Pollaczek- 、

Khinchine'sformula)B1 ・4

翻 訳 時 機 能(compile-time-compilation)・ ・,C4・1

〔マ 〕

マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム(microprogram)C2・2

前 処 理 ル ー チ ン(Pre-Processor)C4'1

マ ク ロ機 能(macrofunction)C4.1

マ ク ロ ・プ ロセ ッサ(macroprocessor) _.C2・4

マ ジ ッ ク ・ リ ス ト(magiclist)C1・2

マ ス タ ー プ ロ ダ ク シ ョ ン ス ケ ジ ュ_ル_A2・2

待 ち(イ ベ ン トの)(wait)C4・5

待 ち行 列(queue)C3・9

待 ち 行 列 モ デ ル(queuingmodel)C2'10

待 ち 行 列 理 論(gueuingtheo「y)C3'9

マ ッ ピ ン グ(mapping)D2・4

マ ネ ー ジ メ ン ト ・ コ ン ト ロ ー ル(manage ・

mentcont「ol)B2 ・4

マ ネ ー ジ リ ア ル ・グ リ ッ ド(managerialgrid)

〔ミ 〕

ミ シ ン グ ・ペ ー ジ ・フ ォ ー ル ト(missingPage

fault)

見 出 し付 探 索(indexedsearch)

密 結 合 シ ス テ ム(tightly-coupledsystem)..C2・8

ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト(middlemanagement)

C2・5

Cl.9

A3・3

〔ム 〕.

無 利 子 債 務(passivedebt)A2・3

〔メ 〕

メ ー ル ボ ッ ク ス(mailbox)C2・8

命 令 ミ ッ ク ス(instructionmix)C2・10

メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー(messagequeue)__..C2・6

メ ッセ ー ジ 交 換 シ ス テ ム(messageswitching

system)C3.8

メ ッ セ ー ジ 交 換 装 置(messageexchanger)..C2・3

メ ッセ ー ジ 制 御(messagecontrol)C2・6

面接(interview) D1・3

B2・3

C2・8

Cl・1

〔モ 〕

網 状 ネ ッ ト ワ ー ク(network)C3'8

目的(objective)A1・3.D1・4

文 字 型(charactertype)C1・8

モ ジ ュ ー ル 化(modulation,.modularity,

designmodulation)C4・8
,D2・3,D2・5

モ ジ ュ ー ル 単 体 テ ス ト(moduleunittest)

マ ル チ ポ ー ト(multiport)

丸 め(round)

マ ン'ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(m…ch・d・li。g)

B1.2

満 足 度(satisfaction)A3・7

マ ン ー マ シ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス(man-machine

interface)A3・5
,B2・2

C4.7

モ ジ ュ ー ル の 強 度(modulestrength)._._D2'3

モ ジ ュ ー ル の 結 合(modulecoupling) .,_.。D2・3

文 字 列(string)C1・2,C1・8

文 字 列 型(stringtype)Cl・8

文 字 列 照 合(matchin9)C1"2

文 字 列 操 作(characterstringmaniPulation)

Cl・10

文 字 列 編 集(textediting)Cl・2

モ デ ル(mode1)A1・2 ,A3・3

モ デ ル 化(modelbuilding)Bl・6,D1・3

モ デ ル ・パ ラ メ タ(modelparameter)__Bl・6
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モ ニ タ リ ン グ(monitoring)C2・10

問 題 仕 様 書(problemspecification)C4・6
1

問 題 の 定 義(definitionofaproblem)__D3・4

〔ユ 〕

有 向 木(orientedtree)C1'3

有 向 グ ラ フ(directedgraph)Cl・5

優 先 権 の あ る待 ち 行 列(Priorityqueue)…Bl'4

優 先 順 位 待 ち行 列(priorityqueue)・ …-Cl・10

有 線 電 気 通 信 法(wiretelecommunication

law)C3・7

'〔 リ 〕

リー ダ ー シ ップ(leadership)B2・3.D4・2

リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム(realtimesystem)

C3・8

リアル タイ ム ・シ ス テム 開 発(developmentof

「ealtimesystem)A3・2

リ ア ル タ イ ム 処 理(realtimeprocessing)

A3・5,D4・5

輸 送 問 題(transportationproblem)Bl・3

輸 送 路(transPo「tationnetwo「k)Cl'5

〔ヨ 〕

要 員 管 理(managingPersonne1,managing

computerpersonnel)Dl・2,D4・2

9要 員 の 能 力(pe
rsonnellevel)D4・2

要 員 の 分 類(classificationofPe「sonnel)'"D4'2

要 員 の ロ ー テ ー シ ョン(jobrotation)… …D4・2

要 求 仕 様 技 術(「equi「ementssPecification、

D1・6technique)

要 素

要 望(needs)

(element)

横割関係構造

予算 管理

予算 統制

予測

欲求(need)

呼び出 し手順

予備調査

予防保全:

(budgetcontrol)

(budgetarycontrol)

(forecasting)

(CallingSeqUenCe)

(preliminaryinvestigation).._..D1・3

PM(preventivemaintenance)

D2・5

C1・4

D1・4

B2・4

A2・1

A2・5

D1・3

B2・I

C4・2

〔ラ 〕

ラ イ ブ ラ リ ア ン(librarians)D4・2

ラ イ ン ・バ ラ ン ス(line-balallcing)A2・2

ラ ン ダ マ イ ジ ン グ(randomizing)C3・3

ラ ン ダ ム 化 技 法(randomizetechnique)i-C1・10

リア ル タ イ ム処 理方 式(realtimeprocessing)

離散分布

リス ト

(discretedistribution)

(list)

A4・1

B1・l

Cl・8

リ ス トに よ る 文 字 列 表 現(cha「acte「st「ing

representationbylists)C1・10

リ ス ト処 理(listprocessing)C4・1

リ ス ト表 現(listrepresentation)C3・3

リ ス ト要 素(listelement)C1・8

LISP(ListProcessor)C1・3,Cl・8,C1・10

LISPl.5Cl・5

リモ ー ト処 理(remoteprocessing)C2・7

リモ ー ト ・バ ッ チ(remotebatch)C2・4

リモ ー ト ・バ ッ チ ・シ ス テ ム(remotebatch

system)C3・8

リモ ー ト ・ メ イ ン テ ナ ン ス(remotemainte'

(accounting)

利 用 者 マ ニ ュ ア ル(use「'smanual)

両 方 向2進 木(two-waybinarytree)

両 方 向 リ ス ト(two-waylist)

両 方 向 連 結(doublelinkage)

リ レ ー シ ョナ ル ・モ デ ル(relationalmodel)

D2・4

nance)

料金 計算

C2・9

C2・4

C4・6

C1・3

Cl・2

Cl・2

理 論 と実 際(theoryandpractice)D3・3

リ ン グ 構 造(ringstructure)Cl・5,C3・3

リ ン グ保 護(ringprotection)C29

リ ン ケ ー ジ ・エ デ ィ タ(linkageeditor)・ ….C2・4

リ ン ケ ー ジ ・フ ォ ル ト(linkagefault).;._C4・3

輪 講 の や り方(readingassignment)B2・6

隣 接 未 使 用 空 間(adjacentfreespace).._.C1・7
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ル ー プ(loop,cycle)

レイ ア ウ ト

例 外事 項

例 外管 理

レコー ド

レスポ ン ス

〔ル 〕

〔レ〕

C1・5

列方向の割当て

レベル(ノ ー ドの)

連係編集プ ログラム

連結 グラフ

連結割当て

連想記憶

連想記憶装置

連想三つ組

連続 生産

A2・2

(exception)A2・5

(managementbyexception)_..A3・1

(record)Cl・1,Cl・8,C3・3

(response)C3・8

(column・wiseallocation).Cl・4

(level)C1・3

(linkageeditor)C4・2

(connectedgraph)C1・5

(linkedallocation)C1・6

(associativememory)Cl・6

(associativestorage)C2・2

(associativetriple)CI・10

(continuousproductionsystem)

A2・2

(continuousdistribution)

路(path)

ロ ー ダ(loader)

ロ ー デ ィ ン グ

〔ロ 〕

(loading)

ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル(loadmodule)

ロ ー ル ・プ レイ ン グ(「oleplaying)

ロ ジ カ ル 設 計(logicalsystemdesign).__

ロジ カル と ブ イ ジ カ ル 設 計 の 差 異(distinction

oflogicaldesignfromphysicaldesign)..D1・6

ロ ッ ク(lock)C2・4

論理(logic)

論理型

論理空間

論 理構造

連続分布

レンタル費 (rentalcosts)

Bl.1

D4・1

C1・5

C2・4

C4・3

C2・4

D3・1

Dl・1

(logicaltype,Booleantype)

(10gicalspace)

(IOgiCalStrUCtUre)

C1・1

CI.8

C2・5

論 理 デ ー タ構 造(logicaldatastructure)

論 理 的 シ ス テ ム(logicalsystem)

論 理 入 出 力(logicalinPutDutPut,LIO)・ …C2・5

論 理 レ コー ド(logicalrecord)C2・4,C2・5

〔ワヨ

C1.1,C1.2,C3.3

_D2・4

Al.5"

ワ ー キ ン グ ・セ ッ ト(workingset)

割 当 て(allocation)

割 当 問 題(assignmentproblem)

割 込 み 処 理(interruptprocessing)

C2・5

Cl・4

Bl・3

C4・1
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1

索 引(II)

[Al

Absoluteaddressing(絶 対 ア ド レス 付 け)

C卜8

Abstraction,(抽 象 化)C4・8

data,(デ ー タ の)C1・8

Acceptancetest(受 入 れ テ ス ト)C4・7

Access,(ア ク セ ス)Cl・2

sequential,(順 次)C3・3

random,(直 接 ・)C3・3

Accessconfliction(ア クセ ス の 競 合)..C2・8

Accesscontrol(ア ク セ ス制 御)C2・9

Accessmechanism(ア クセ ス機 構)_.C3・2

Accessmethod(ア ク セ ス手 法)C2・4

Accesstime(ア クセ ス 時 間)_..C2・2,C3・4

Accounting(料 金 計算,ア カ ウ ン テ ィ ン グ)

C2・4,C2・9

Accountinginformationsystem

シ ステ ム)

Q

relative,(相 対)Cl・8

sequential,(順 次 割 当 て)C1・6

Adjacentfreespace(隣 接 未 使 用 空 間)

Adjustablearray(整 合 配 列)

Adjustabledimension(整 合 寸 法)

Algebraicformula(.代 数 式)

ALGOL

Algorithm(ア ル ゴ リ ズ ム)

Allocation,(割 当 て)

colum-wise,(列 方 向 の

dynamic,(動 的)

linked,(連 糸吉)

rOW-wise,

sequentia1,

forsymmetricmatrix

(行 方向 の)_._.

(逐 次型)

(対 称行 列 の

Cl・7

Cl・8

.....C1・8

Cl・3

Cl・8

Dl・5

Cl・4

)...Cl・4

Cl・7

Cl・6

Cl・4

Cl・4

)

Cl・4

(会 計情 報

A3・2

Accountingsystem(会 計 シ ス テ ム)._Al・6

Achievement(達 成 率)D2・6

Activationrecord(活 動 記 録)C1・8

Adaptizing(変 化 へ θ)対 応)A3・4

Addition(追 加 ・ リ ス ト要 素 の)Cl・2

Addtess,(ア ド レ ス)Cl'l

base,(ベ ー ス ・)Cl・8

callby,(番 地 取 り)C4・2

*Addresscomputation=

ofanarrayelement(配 列 要 素 の ア ド

レ ス 計 算)

Addressmapping

Addressspace

*Addressing:

absolute,,

content,

direct,(直 接

(ア ド レ ス 変 換)

(ア ド レ ス空 間)

(ア ド レス 付 け)

(絶 対)

(内 容 に よ る)

)

immediate,(即 値)

indirect,(間 接)

open,(開 放 ア ド レ ス方 式)

part-ward,(部 分 語 の)… …

C卜8

......C2・5

C2・5

Cl・8

_....Cl・6

Cl・6

CL6

C1・6

C3・3

Cl・6

fortri-diagonalmatrix(三 重 対 角 行 列 の 一)

Cl・4

fortriangularmatrix(三 角 行 列 の 一)Cl・4

Alternatives,(代 替 案)A1・3

evaluationof,(シ ス テ ム 代 替 案 の

評 価)D3・4

Amplitudemodulation(振 幅 変 調)_C3・6

*Analysis:(分 析)

techniquβsfor,(手 法)…-Dl・3

0fpresentoperation(現 状)D3・4

andsynthesis(と 総 合).._Dl・3

*Analysisdesignprocess:

theinteractivenatureofthe,(分 析

と設 計 の 反 復 性)D2・2

Analysistools(分 析 手 法)D1・3

Ancestor(祖 先)C1・3

ApPlicationprogram(応 用 プ ・ グ ラ ム)…C24

Applicationprogramer(ア プ リ ケ ー シ

ョ ン ・プ ロ グ ラ マ)D2・4

Approximationtheory(近 似 理 論)_B1・4

Architecture(ア ー キ テ ク チ ャ)._C2・1,C2・2

1evelof,(の レ ベ ル)C2・1

network,(ネ ッ トワ ー ク ・)_C2・3
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Arithmeticlogicunit;ALU(演 算 論 理 装

置)C2.2

Array,(配 列)Cl・4
,Cl・8

adjustable,(整 合)Cl・8

highdemensional,(高 次 元)

C1・6

multi"dimensional,(多 次 元

representationofnetworkstructure

(一 般 の 構 造 の 配 列 表 現)

representationoftrees(木 の 配 列 表

現)

)

C1・4,C1・8

Cl・5

Cl・3

Arrayelement,(配 列 要 素)

addresscomputationofan,(

の ア ド レ ス 計算)

Arrowdiagram(ア ロー ・ダ イ ヤ グ ラ ム)

Artificialvariable(人 為 変 数)

ASP

hierarchyof,(

Automaticflowcharting

成)

の階 層化)..B2・4

(自 動 流 れ図 作

Automaticstorage

Auxiliarymemory

(自 動 記 憶 域)

(補 助 記 憶 装 置)

Cl・1,C2・2

(補 助 記 憶 装 置)

C1・1,C2・2

...._.C2・9

_._C3・9

C3・9

C4・6

C4・1

Assembler(ア セ ン ブ ラ)

Assignmentproblem(割 当 問 題)_ .

Associativememory(連 想 記 憶) 一_...

Associativestorage(連 想 記 憶 装 置) ..,.

Associativetriple(連 想 三 つ 組) .__C1.10

Asymmetricsystem(非 対 称 形 シ ス テ ム)

C2・8

Asynchronous(非 同 期 式)

Asynchronouscontrol(非 同 期 制 御)

Attitude(態 度)

Cl・8

Cl・8

Bl・2

Bl・3

Cl・10

C2・4

Bl・3

Cl・6

C2・2

Attitudechange(態 度 変 容)

Attitudetest(態 度 測 定 法)

Attribute(属 性)

Audit(監 査)

Auditofpayment

*Auditing=

(支 払 証 査)

systemperformance(シ ス テ ム 監 査)

C3・6

..C4・5

B2・3

B2・3

B2・3

D2・4

A2・l

A2・3

D2・6

Auditingsystem(監 査 シ ス テ ム).._.D4・5

*Authority:(権 限)

delegationof,(委 譲) __..A3・4
`

Auxiliarystorage

Availability(ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ)

Averagearrivalrate(平 均 到 着 率)

Averageutilizationrate(平 均 使 用 率)

α 一 βmethod(α 一 β 法)Cl.10

[B】

Baseaddress(ベ ー ス'ア ドレ ス) __.Cl・8

Basicsolution(基 底 解)Bl.3

Batchprocessing(バ ッ チ 処 理 方 式,バ ッ

チ 処 理,一 括 処 理)

A4・1.C2・4.C4・7,D4・5

Baud(ボ ー)C3・6

*Behavior:(行 動)

1awof,(の 法 則)B2・1

typeof,(の タ イ プ)A3・l

Behavioralpattern(行 動 様 式)B2.3

Benchmarkproblem(標 準 問 題). _.C2・10

Bestfit(最 適 適 合)Cl・7

Binarytree,(2進 木)C1・3

complete,(完 全2進 木)Cl・3

1abeled,(デ ー タ つ き2進 木)_.,Cl・3

representationofgel〕eraltrees(一

般 木 の2進 表 現)Cl・3

two-way,(両 方 向2進 木)
.Cl・3

Bit,(ビ ッ ト)C工 ・1

check,(検 査 ビ ッ ト)CI.1

Bit 。string(ビ ッ ト列)q・8

Bittype(ビ ッ ト型)C1・8

Block,(ブ ロ ッ ク)C3・3
,Cl・l

control,(制 御)C2・5

index,(索 引)C3・3
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variable,(可 変)C1.7

Blockdiagram(ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム)

Al・2

Blockstructure(ブ ロ ッ ク構 造)C4・l

Block-multiplexorchanne1(ブ ロ ッ ク 多

重 チ ャ ネ ル)・

(降 路)

Bottom(ボ トム)

Bottom-updesign

BPS(bitpersecond)

Branch(枝)

Blocking(ブ ロ ッキ ン グ)

Booleantype(論 理 型)

Bottleneck

(上 昇型設計)

C2・3

C2・5

C1・8

C3・9

Cl・2

.__.C4・8

C3・6

Cl・3

Branchandboundmethod(分 枝 限 定 法)

B1・3

Branchnode(分 枝 ノ ー ド)Cl.3

Branとhunit(分 岐 装 置)C3.6

Brother(兄 弟)C1・3

Bucketpartition(バ ケ ッ ト分 割 法)._.C3・3

Buddysystem(バ デ ィ ・シ ス テ ム)_.Cl・7

Budgetcontrol(予 算 管 理)A2・l

Budgetarycontrol(予 算 統 制)A2・5

Buffer,(バ ッ フ ァ)C2・5

highspeedbufferstorage(高 速 緩 衝

記 憶 装 置)C2・2

Careerpath(経 験 の レ ベ ル)D4・2

*Case(s):

collectionof,(ケ ー ス の 収 集).__D3・1

0「9anizationof,(ケ ー ス の 作 成)_D3・1

test,(テ ス ト ・ケ ー ス)C4・7

Caseexercise(ケ ー ス実 習)D3・3

Casematerial(ケ ー ス 資 料)・D3・3

Casemethod(ケ ー ス ・メ ソ ッ ド)

D3・1,D3・2

Casepresentation(事 例 紹 介 の や り方)

B2・6

Casestudies(ケ ー ス 実 習)D3・3

*Case-training:

grouporganizationfor,(グ ル ー プ内

組 織)B2・6

methodof,(課 題 訓 練 の や り方)_B2・6

Cashsettlement(現 金 決 済)A2・3

Catalogue(カ タ ロ グ)D2・2

Causalrelations(因 果 関 係)Bl・6

CCITTX.25C3・7

Centrallimittheorem(中 心 極 限 定 理)

Bl・1

Buffering(バ ッ フ ァ リ ン グ)C3・6

Businessgame(ビ ジ ネ ス ・ゲ ー ム)

b3.1 ,

Byte (バ イ ト)

D3・2

Cl・1

[C]

Cache(キ ャ ッ シ ュ)C2・2

CAI(computera§sistedinstruction)A4・5

Callbyaddress(番t也 取 り)C4・2

Callbyname(名 前 換 え)C4・2

Callbyreference(番 地 取 り)C4・2

Callbyresult(結 果 取 り)C4・2

Callbyvalue(値 と り)C4・2

Callingsequence(呼 び 出 し手 順)_._.C4・2

Capability(資 格)C2・9

Centralization,decentralizationandcentrali-

zation(集 権 化 ・分 権 化 ・再 集 権 化)

B2・4

Centroid(重 心)

Chainstructure

*Change:(変 革)

OrganiZatiOn,

planned,(言

reSiStanCetO,(

(チ ェ イ ン構 造)

Cl・3

__.Cl・10

(組 織)

十画 的)

へ の 抵 抗)-

Changeagent(変 革 推 進 者)

*Channe1:(チ ャ ネ ル)

block-multiplexor,(ブ ロ ッ ク 多 重

B2・5

B2・5

B2・5

B2・5

) C2・3

input'output,(入 出 力

multiplexorchannel,(多 重

).....C2・3

)

C2・3

selecto「,(選 択)C2・3

Channelprogram(チ ャ ネ ル ・ フ。ロ グ ラ ム)
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C2・3

Character(字)Cl.1

*Characterstring;(文 字 列)

manipulation(操 作).__Cl・10

representationbylinearmemory(線

形 記 憶 に よ る 表 現)Cl.10

representationbylist(リ ス トに よ る

表 現)Cl.10

Charactertype(文 字 型)Cl・8

Chargeout(コ ス ト配 賦)D4.4

Checkbit(検 査 ビ ッ ト)Cl.1

Checkpoint(チ ェ ッ ク ・ポ イ ン ト)

Cl・6,C1・9

Chemicalformula(化 学 式)Cl、5

*Classesofprocedure:(手 順 ク ラ ス)

balanced,(平 衡 型)C3・8

unbalanced,(不 平 衡 型)_t-C3・8

Client(雇 頁客)B2・5

Closedshop(ク ロー ズ ド ・シ ョッ プ)._D4・5

COBOLCI・8

CODASYL(theConferenceonData

SystemsLanguage)D2・4

Codeconversion(コ ー ド変 換)C3・6

Codedesign(コ ー ド設 計)D2・3

Codesystem(符 号 体 系)C2・10

Coding(コ ー ドイヒ)Cl・1

Codingspecification(コ ー デ ィ ン グ仕 様

書)C4.6

Cognitivemodel(認 知 モ デ ル ・)B2.4

Collision(衝 突)Cl・6

Command,(コ マ ン ド)C3・8

input-output,(入 出 力)._..C2・3

0Perator,(オ ペ レー タ ・)_C2・4

Commandchanning(コ マ ン ド ・チ ェ イ

ニ ン グ)C2・3

Commonbus(共 通 バ ス)C2・8

Communication,(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)

full-duplex,

half-duplex,

B2・2

(全 二 重 通 信 方 式),....C3・6

(半 二 重 通 信 方 式).._C3.6

simplex,(単 向 通 信 方 式)C3.6

Communicationcontrolunit(通 信 制 御

装 置)C2・3
,C3・6

Communicationcontroller(通 信 制 御 装

置)C2・3
,C3・6

Communicationfacility(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ ン機 能)C3.1

Communicationline(通 信 回 線)C3.6

Compatibility,(互 換 性)C2・10

data,(デ ー タ)C2・10

up-ward,(上 位 方 向).__C2.10

Competitor(競 争 相 手)A2"4

Competitivebidding(競 争 入 札)D2.2

Compile-time-compilation(翻 訳 時 機 能)

C4・l

Compiler(コ ン パ イ ラ)C2・4

Compilerdiagnostics(コ ン パ イ ラ診 断)

D2・5

Complement(補 数)Cl.1

*Computer:(コ ン ビ ュ ー'タ)

characteristicsofcomputerindustry

(情 報 産 業 の 特 性)A4・2

costsandpricingofcomputerservices

(サ ー ビ ス の 費 用)D1・5

managlngcomputeroperation

(運 用)D4・l

managingcomputerpersonne1(

.要 員 管 理)
,D4・1,D4・2

selection(機 種 選 択,機 種 選 定)

D4・4,D4・1

Computercentermanagement(セ ン タ ー

運 営,コ ン ピ ュ ー タ室 の運 営)..D4・1,D4・5
ぼ

Computernetwork(コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ

ト ワ ー ク)D4・1,C3・8

Computersecurity(安 全 対 策 と機 密 保 護

コ ン ピ ュ ー タ機 密 保 護)A4・4
,D4・1

Computersystem,(コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス

テ ム)C3・6

queuesin,(計 算機 シ ステ ムに お け る

待 ち行 列)Bl・4
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securitystandard

ム 安 全 対 策 基 準)

unitsof
,

Concatenation

(

(電 子計算機 システ

(接 続

Concurrentprocess

Conditioning(条 件 づ け)

Conflictresolution(コ ン フ リ ク ト解 決)

A4・4

の 構 成 要 素)__C2・2

文 字 列 の)_.,..Cl・2

(並 行 型 プ ロ セ ス)..C4・5

B2・1

Conservationlaw

Constraint(制 約)

Consultant

Contention .

*Controlaction:

characteristicsof
,

Controlblock
,

file(フ ァ イ ル,

process,

(保 存則)

(コ ンサ ル タ ン ト)

(コ ン テ ン シ ョン)

(操 作特性)

(制 御 ブ ロ ック)

Costanalysis(費 用 分 析)

Cost-benefitanalysis (費 用効果分析)

Costconcept(原 価 概 念)

Costcontro1(費 用 管 理,コ ス ト管 理)

Dl・5

Al・3Dl・5,

Al・6

B2・4

B1・4

Bl・3

D4・6

C3・8

(プ ・ セ ス

)

task,(タ ス ク

Controlsection

ヨ ン)

)

)

_..B2・2

C2・5

Cl・10

C24

Cl・10

(コ ン ト ロ ー ル ・セ ク シ

Controlstorage(制 御 記 憶)

Continuousdistribution

Contructualaspects

Conversationalprocessingsystem

シ ス テ ム)

Conversion ,

code,

program,

system,

Coroutine

(連 続分 布)・,・

(契 約 の観 点)_∵

(会 話

C4・2

C2・2

Bl・1

D4・4

(変換)

(コ ー ド )

(プ ロ グラ ム

(シ ステ ム切 換)

C3・8

C1・1

C3・6

)… ・C2・10

(コ ル ー チ ン)

Corporatesystemdivision

部 門)

*Cost(s):

holding,

ordering,

renta1,

standard

(企 業 シ ステ ム

D2・6

C4・3

(費 用,経 費)

(保 管費)

ofinformation

(発 注 費)

D4・3

,

ofsystem

Costaccounting

(情 報の費 用)

(レ ン タル 費)

(標 準原 価)

(シ ステ ム の コ ス ト)

(原 価 計 算)

Bl・5

.....,A3・7

Bl・5

D4・1

Al・6

_.Dl・5

Al・6

Costeffectivenessanalysis (費 用効果分析)

Costestimating

Cost/performance

Cost-performance

ス)

( .費用見積)

(行 動 基準)

D2・5,D4・1

A1・3,Dト5

D2・2

(コ ス ト パ フ ォ ー マ ン

A2・5

CPM(criticalpathmethod)

Creditlimit(信 用 限 度)

Creditmanagement

Criteria(言 平価基 準…)

(債 権 の管理)

Criterion(評 価 基 準)

Criticalpath

Criticalsection

ン)

(ク リ テ ィ カ ル ・パ ス)__

(ク リ'テ イ カ ル ・セ ク シ ョ

A3・6

Bl・2

A2・3

......A2・3

Al・3

Dl・5

Bl・2

(ル ー プ)

Cycletime

Cylinder

Crossbar(ク ロ ス バ ー)

Culturalcontext

Cutover(シ ステ ム切 換)

Cycle

(文 化的文脈)

(サ イ クル 時 間)

Cyclicredundancycode

(シ リンダ)

(巡 回符号)

[D]

Data,(デ ー タ)

abstraction(

compatibility(

generation(

independency(

C2・4

C2・8

B2・4

D2・5

C1・5

C2・2

,..C2・9

C3・2

の抽象化)

の生成)

C1・l

Cl・8

の 互 換 性)・C2・10

C3・5

integrity(

privacyof,(

protectionof,

type(

Dataadministrator

の完全性)

の機密)

)

ー

型の

の 独 立 性)

C2・4,C3・5,C3・10

C2・4

D2・4

の 保 護)_,D2・4

C1・1

(デ ー タ管理 者)._D2・4
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Databank(デ ー タ バ ン ク)

Database,(デ ー タ ベ ー ス)

accuracyandsecurity(

性 と 機 密 保 護)

distributed,(分 散 型).__C3・10

Databaseadministration(デ ー タ ベ ー ス

管 理)D4.3

A3・3

C2・4,C3・1,D2・4

の 正 確

A4・4

Databaseadministrator(デ ー タ ベ ー ス管

Databasemachine

　者

ー

理

ン

C3・10,D4・2

(デ ー タ ベ ー ス ・マ シ

C2.2

Databasemanagementsystem(DBMS;デ ー

タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム)

Databasestructure

C2・4,C3・5,D2・4

(デ ー タ ベ ー ス と そ の

A3・5

Databasesystem(デ ー タ ベ ー ス ・シ ス

(.、 イ レベ ル.デ ー タ リ ン ク制 御 手 順)

C3・8

Datamanagement(デ ー タ 管 理)__..D4・5

*Datamanagementsystem:(DMS;

デ ー タ 管 理 シ ス テ ム)

generalized,(汎 用)C3・5

hierarchical,(階 層 型DMS)C3・5

i。y,,t,d,(逆DMS)C3、5

networktype,(ネ ッ トワ ー ク型

DMS)C3・5

構造)

テム)

Database/datacommunication(DB/DC)

C3・10

C3・10,D2・4

Datachaining(デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ)

Datadefinition(デ ー タ 定 義)

Datadescriptionlanguage(DDL;デ ー タ

記 述 言 語)C3・5,D2・4

Datadispatchingsystem(デLタ 分 配 シ ス

テ ム)C3.8

Dataentry,(デ ー タ入 力)

management(入 力 デ ー タ作 成)一.

personne1(入 力 処 理 要 員)

service(デ ー タエ ン ト リ ・サ ー ビ ス)

C2・3

C3・5

Datagatheringsysterh(デ ー タ収 集 シ ス

B2・2

D4・l

D4・2

D4・6

C3・8

D2'4

A3・2

C3・3

C3・8

Datamanipulationlanguage(DML;デ ー タ

操 作 言 語)C3.5,D2.4

*Dataprocessing:

featuresofdata`processingdivision

(情 報 処 理 部 門 〃)特 質)B2・6

humanfactorsindataprocessingfield

(人 間 的 問 題)B2・6

insurancefor,(情 報 化 保 険)....._A4・2

Datastructure,(デ ー タ 構 造)

logica1,(論 理)

physical,(物 理

Datasublanguage(デ ー タ サ ブ ラ ン ゲ ー

ジ)

C2・4,C3・3,C4・l

D2・4

)D2・4

D2・4

Datatransmissioncircuit(デ ー タ伝 送 回

テ ム)

Datainput

Dataitem

Datalink
,

Dataindependence(デ ー タ独 立) .._.

(デ ー タ イ ン プ ッ ト)._._

(デ ー タ 項 目)

(デ ー タ ・ リ ン ク)

highleveldatalinkcontrolprocedure

線)C3・6

Datatype,(デ ー タ型)C1・8,C4・8

abstract,(抽 象).._.Cl・8,C4・8

DB/DC(デ ー タ ベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ

ケー シ ョン)C3・l

Deadlock(デ ッ ドロ ッ ク)C2・5

Deallocation(記 憶 域 σ)解 放)C1・8

Deblocking(デ ブ ロ ッキ ン グ)C2・5

Debug,(デ バ ッ グ)C4・7,D2・5

built-in,(文 組 込 み)D2・5

Debugmode(デ バ ッ グ ・モ ー ド) .......C4・7

Debugging,(デ バ ッ ギ ン グ)__C4・7,D2・5

0nline,(オ ン ラ イ ン ・デ バ ッ ギ ン グ)

C4・7

Debuggingsupportprogram(デ バ ッ グ支
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援 プ ロ グラ ム)

Decentralizedversuscentralized (分 散 と

C2・4

集中) Dl・4

*Decision:

authoritativeinnovation,

ノベ ー シ ョ ン意 思 決 定)

collectiveinnovation,

べ ー シ ョン 意 思、決 定)

(権 威 的イ

(協 同 的 イ ノ

B2・5

synthetic,(総 合 判 断)

Decisiongridchart(デ シ ジ ョ ン ・グ リ ッ

ド ・チ ャ ー ト)C4・6

*Decisionmaker:

managementlevelof,

レベ ル)

B2・5

D2・6

(意 思 決定 者 の

A3・1

Decisionmaking,

programmed,

Decisionprocess,

innovation ,

(意 思決定) B1・6

(グ)定 型 化)...A3・1

(意 思 決 定 過 程)........A1・4

(イ ノベ ー シ ョ ン)

Decisionroom

Decisionrule

Decisiontable

ブ ル)

(デ シ ジ ョン ルー ム)

(意 思決 定 ルール)

(決 定 表,⊇""

・B2・5

_.A3・5

Bl・6

Declaration,(宣 言)

type,(型)

ア ン ソ ヨン ア ー

Al・2C4・6D1・3,,

Defaultinterpretation(省 略 時 解 釈)

Degree(次 数,節 σ))

Degreeofdependenceofloanpayable

(借 入 金 依 存 度)

Deletion'(削 除,

Demandprocessing

Cl・8

Cl・8

...C4・1

Cl・5

Depth(深 さ)

Dequeue

Descendant

リス ト要素 の)

(デ マ ン ド処 理)

(デ キ ュ ー)

(子 孫)

Descretedistribution

Designspecification

Deskchecking

Deviceinspection

Devidingmethod

Dictionary(辞 書)

A2・3

C1・2

_,D4'5

CI・2

(離 散分布)

(設 計仕 様書)

(机 上チェック)

(機 器検査)

Cl・2,C1・6

Cl・3

(除 算法)

Differentiationandintegration

統 合)

(分 化 と

B2・4

Directaccessstoraggdevice

セ ス記 憶 装 置)

Directaddressing

Directfile

(直 接 ア ク

(直 接 編 成 フ ァ イ ル)

Directandindirectbenefit(直 接 効 果 と

間 接 効 果)

*Directory:

file,

C3・2

(直 接 ア ド レ ス イ寸け)..Cl・6

C3・3

(デ ィ レ ク ト リ)

(フ ァ イ ル )

m、n、g・m・nt(管 理)

Disaggregationversusaggregaロon

(分 散 と集 中)

Dl・5

Cl・10C3・3,

C3・5

Dl・4

Dispatching

Display(デ ィ スプ レ イ)

Distributedprocessing

Documentation(文 書 化,

シ ヨ ン)

(デ ィ ス パ チ ン グ)..A2・2,C24

。C1
・8

(分 散 処 理)......C2・7

ドキ ュ メ ンテ ー

D1・2

Domain(ド メ イ ン)

Drillandpractice

Driver(ド ラ イ バ)

Dryrun(机 上 チ ェ ッ ク)

Dual(二 重 化 方 式)

Dualsystem

Dualitytheorem

*Dump:(ダ ン プ)

memo「y,(メ モ リ

postmortem,(全

Duplex(待 機 方 式)

Duplexsystem

ム)

,D2・1,D4・3

C2・9

(教 育訓練)

(デ ュ ア ル ・ シ ステ ム)

(双 対定理)

)

)

D3・4

C2・6

D2・5

D4・5

....C3・6

Bl・3

D2・5

C4・7

D4・5

(デ ュ プ レ ッ ク ス ・シ ス テ

C3・6

Bl・1

__.C4・6

D2・5

C3・7

C3・3

Cl・3

Dutiesandresponsibility(義 務 と 責 任)

Dynamicallocation,(動 的 割 当 て).._.

dymamicmemoryallocation(記 憶 域

の 動 的 割 当 て)Cl・8

dynamicresourceallocation(動 的 な

資 源 割 当 て)C2・5

Dynamiclink(動 的 リ ン ク)C4・3

Dynamicnesting(動 的 ネ ス テ ィ ン グ)・ ・C4・4

D4・1

CI・7
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Dynamicphenomena(動 的 現 象)B1・6

Dynamicprograming(動 的 計 画 法)._.Bl・3

Dynamicrelocation(動 的 再 配 置)__C4・3

Dynamicvariable(動 的 変 数)Cl・8

[E]

ECC(errorcorrectingcode)C2・9

Economiclotsize(経 済 発 注 量)Bl・5

Economicorderingquantity(経 済 発 注 量)

Bl・5

Economicalenvironment(経 済 的 環 境)

Edge(辺)

*Editing:

text,

A2・l

Cl・3

(編 集)

(文 字 列 編 集)Cl・2

EDPsteeringcommittee(EDP委 員 会)_D4・1

Bducation,(教 育)D4・2

forinformationprocessing(情 報 処

理)A4・5

informationsystemfor,

報 シ ステ ム)

( 情

Educationaltechnique(教 育

Electriccircuit(電 気 回 路)

Electricpowersource(電 源)

Element(要 素)

技術)

,

array,(配 列)

list,(リ ス ト)

Elementafyitem(基 本 項 目)

Emotion(情 動)

Emulation(エ ミ ュ レー シ ョ ン)

A4・5

._..D3・3

Cl・5

D4・4

Cl・4

Cl・8

Cl・8

C卜8

B2・1

C2・2,C2・10

*Emulator:(エ ミ ュ レー タ)

integrated,(統 合 型)C2・10

Enduserlanguage(エ ン ドユ ー ザ ー 言 語)

C2・4

Endegenousevents(内 生 事 象)

Endegenousvariables(内 生 変 数)

Entity(エ ン テ ィ テ ィ)

*Entropy:(エ ン ト ロ ピ。・一)

ncgative,(負 の)

Bl・6

Bl・6

D2・4

Al・1

Environmentaltest(環 境 テ ス ト)

Equipmentacquisition(設 備 整 備).....

Equipmentallocation(設 備 能 力 配 分)..

Equipmentplanning(設 備 計 画)

Erlangdistribution(ア ー ラ ン 分 布).._

Error(誤 差)

Errorcontro1(誤 り制 御)

Errorcorrectingcode(誤 り訂 正 符 号)

C1・1,

Errorrecovery(エ ラ ー 回 復)

Estimation(推 定)

Evaluatingnewsystem(新 シ ステ ム σ)評

価)

Evaluation,(評 価)

ofalternatives(シ ス テ ム代 替…案 の

)

D2・5

D4・4

D2・2

D2・2

C3・9

Cl・1

C3・6

C2・2

D2・5

Bl・1

A3・6

D1・4

automatedevaluationtechniques

(自 動 評 価 法)

follow-upand,(シ ス テ ム

performance,(性 能)

qualitative,(定 性 的)

)、,

D3・4

D2・2

D2・6

D4・4

qUantitatiVe, (定 量的

Evaluationprocedure(評 価 手 続)

*Event(s):(事 象)

endegenous,(内 生)Bl・6

exogenous,(外 生)B1・6

1ists(イ ベ ン ト ・リ ス ト)Cl・10

random,(確 率)Bl・6

Exception,(例 外 事 項)A2・5

managementby,(例 外 管 理)_._A3・l

program,(プ ロ グ ラ ム 例 外)C2・9

Exclusivecontrol(排 他 制 御)C4・5

Exogenousevents(外 生 事 象)Bl・6

Exogenousvariables(外 生 変 数)Bl・6

Expandability(拡 張 性)D2・5

Experiencelevel(経 験 の レ ベ ル).__D4・2

Exponentialdistribution(指 数 分 布)...C3・9

Externalsort(外 部 分 類 法)C1'9

D1・5,D3・4

)

D1・5,D3・4

._.,D2・2
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Externalstorage(外 部 記 憶 装 置)C2・2

Externalstructure(外 部 構 造)CL2

Externalsymbol(外 部 記 号)D2・2

[F]

F-distribution(F分 布)

Facilitiesmanagement,(フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン ト)

serVlce (

Facilityallocationproblem

・サ ー ビ ス)

(設 備問題)

Factoring(シ ス テ ム θ)分 解)

Factoringdiagram(機 能 図)

*Failure:(障 害)

file,

management(

Father(親)

*Fault:

diagnosis

dictionary

linkage,

(フ ァ イ ル の )

管理)

countermeasure(障 害 対策)

(故 障診 断)

(故 障辞書)

(リ ン ケ ー ジ ・フ ォ ー ル ト)

mlSSIngpage,

オ ー ル ト)

(ミ シ ン グ ・ペ ー ジ フ

Feasibilitystudy

ス タ デ ィ ・実 現 性 検 討)

Feasiblesolution(可 能 解)

Feedback
,

B1・1

D4・1,D4・3

__.D4・6

B1・3

Al・1

D2・3

C2・9

C2・6

Cl・3

C3・l

C2・9

C29

C4・3

C2・5

(フ ィ ー ジ ビ リテ ィ ・

failure( の障害)

indexedsequential ,(索 引 順 編 成

)

inverted,(逆

manipulation(

)

migration(

queumg,

sequentia1,(順 編 成

shared,(共 有

treestructured
,

Fileassignment

Filecontrolblock

ク)

操作)

の移 行)

(キ ュ ー イ ン グ ・

)

A3・6,Dl・3

(ブ イ ー ドバ ッ ク)

control(

Feeling(感 情)

Fibonaccisystem

ム)

コ ン ト ロ ー ル)

(フ ィ ボ ナ ッ チ ・シ ス テ

Field(フ ィ ー ル ド)

Fieldresearch(フ ィー ル ド ・ リサ ー チ)

B1・3

A1・1

t.t..A3・l

B2・l

C1・7

C3・3

D3・1

)

)

(木 構造

(フ ァイ ルの 割当 て)'

(フ ァイ ル制 御 プ ロ ツ

0

0

J

J

1

1

C

.

C

-

‥

C2・9

C3・2

Cl・10

C3・1

..C2・6

C3・3

D4・5

C2・5

Filedesign

Filedirectory

(.フ ァ イ ル 設 言十) D3・4

(フ ァ イ ル ・デ ィ レ ク ト リ)

Filemanagement(フ ァ イ ル 管 理)

Fileorganization(フ ァ イ ル 編 成)

Filestructure(フ ァ イ ル 構 造)

Financialmanagement(財 務 管 理)

Financialplanning(資 金 計 画)

Financialsystem(財 務 シ ステ ム)

Firstfit(初 適 合)

Cl・10,C3・3

......,C3・l

C2・4,C3・4

C3・1

FIFOqueue(先 入 れ 先 出 し 待 ち行 列)_Cl.10

File,(フ ァ イ ル)C1・1
,C2・4,C3・3

capacity(容 量)C3・4

direct,(直 接 編 成)C3・3

First-in-first-out(FIFO;先 入 れ 先 出 し)一 一.

Fixedpointrepresentation(固 定 小 数 点

表 現)

Floattime (作 業 の余裕 時 間)

FloatingPointrepresentation(浮 動小 数

点 表 現)

Flowgraph(フ ロ ー グ ラ フ)

Flowchart,(流 れ 図).._ .Cl・5,C4・6,

automaticflowcharting(自 動 流 れ 図

作 成)

structuredflowchart (構 造化流れ図)

FLT(faultlocatingtechnique)

Foldingandaddingmethod(お り た た み

法)

._.A2・3

A1・6

A1・6

Cl・7

Cl・2

C1・1

B1・2

C1・l

A1・2

D2・3

C4・6

C4・6

C2・9

C3・3

Follow-upandevaluation(シ ステ ム σ)評
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価)

Forecasting,

long-range,

technical,

Forest(森 林)

Formalmodel

(予 測)

(技 術

(長 期展望)

)

Formalinformation(公 式 な 情 報)._..

(公 式 シ ス テ ム)

*Formalorganization:(公 的 組 織)

andinformalorganization

(と 非 公 的 組 織)

FORTRAN

D2・6

Dl・3

D2・6

D2・1

C1・3

A3・l

Al・2

Fragmentation,(断 片 化)

external,(外 部)

internal,(内 部)

Framestructure(フ レー ム構 成)

Frequencydistribution(度 数 分 布)_

Full-duplexcommunication(全 二 重 通 信

方 式)

Function(プ ロ グ ラ ム の 機 能)

Functionalstructure(機 能 構 造).__.

Functionalsystems(機 能 シ ス テ ム)_

*Funds:(資 金)

applicationof,(の 運 用)._

raisingof,(の 調 達)

Fundsstatementanalysis(資 金 分 析).,

【G]

Game(ゲ ー ム)Cl・3

Garbagecollection.(ガ ー ベ ー ジ コ レク シ

ョ ン ・ち り集 め)A4・5,C1・6,C1・7

Gatekeeper(ゲ ー トキ ー パ ー)B2・5

Generalstructure(一 般 の 構 造)C1・5

Generalizedversustailored(汎 用 と 専 用)

D14

'

GPSS

4

8

5

7

7

⑧

1

6

3

4

4

2

1

2

1

1

3

1

3

2

1

1

B

C

C

C

C

C

B

C

D

A

A

3

3

∠
0

2

2

1

A

A

A

Graphicrepresentation(図 式 化)......-

GREMEX(Godderedresearchengineering

managementeXCerCiSe)

Groupdynamics(グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク

ス)

Groupitem(集 団 項 目)

*GroupPatternoforganization:

andlinkingpinfunction(集 団 結 合 型

組 織 と連 結 ピ ン 機 能)B2・4

GrouPrelation(集 団 関 係)C3.3

Growthcurve(成 長 曲 線)D2・6

[Hl

Half.duplexcommunication(半 二 重 通 信

方 式)C3・6

D2・l

D3・2

B2・3

C3・3

*Graph:(グ ラ フ)

balanceddirected,(平 衡 有 向

directed,(有 向

connected,(連 糸吉

)

)

Cl・8

)

C1・5

Cl・5

Cl・5

*Hardware:(ノ ・一 ドウ エ ア)

purchase(の 発 注)D2・2

selection(の 選 択)D2・2

system(シ ス テ ム)C2・1

Hashtable(ハ ッ シ ュ表)

Cl・1,C1・6,Cl・10

Hashing(ハ ッ シ ュ 法)

Hashingfunction(ハ ッシ ン グ 関 数)t■.

Head(ヘ ッ ド ・線 形 リ ス ト,キ ュ ー の)

Heap(ヒ ー プ)

Heir(長 兄)

Heterogenoussystem(非 対 象 形 シ ス テ ム)

Hierarchychart(階 層 図)

Hierarchystructure(階 層 構 造)

Al・4,Cl・8,Cl・10,C3・3

Height(高 さ ・木 の)C1・3

*Heigh-1evellanguage:(高 水 準 言 語)

machine(マ シ ン)C2・2

mix(ミ ッ ク ス)C2・10

Higherlevellanguage(高 水 準 言 語)_.C4・8

HIPOD1・6,D4・3

HIPO、hart(HIPOチ ャ ー ト)C4・6'

Homogenoussystem(対 称 形 シ ス テ ム)

Clg

C1・6

Cl.2

C1・10

C卜3

C2・8

D2・3
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L

C2・8

Hostlanguagesystem(親 言 語 方 式,ホ ス

ト言 語 方 式)C3・5,C3・10

Humanengineering(人 間 工 学)B2・2

Humanskill(ヒ ュ ー マ ン ・ス キ ル)_..D3・2

Humanfactors,(ヒ ュ ー マ ン ・フ ァ ク タ ー)

B2・2

indataprocessingfield

の人 間的問題)

[1]

(情 報処理分野

B2・6

C3・8,C3・10

A2・2

Informalmodel(非 公 式 シ ス テ ム)_..Al・2

1nformalorganization,(イ ン フ ォー マ ル

組 織)A2・5

IDS

IE(industrialengineering)

Imigration(移 行)

Immediateaddressing

C2・10

(即 値 ア ド レ ス 付 け)

Cl・6

Implementation,

ン)

(イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ

D2・5

pOStimplementationanalysis

完 了 後 の 分 析)

*lmplication:

(開 発

D2・6

fortheworkforce

変化)

(職 務 内容 の質 的

A4・3

IMSCI・10

1n-degree(入 次 数)Cl.5

1ncidentprocess(イ ン シ デ ン ト ・プ ロ セ

ス)

Independentlanguagesystem(専 用 言 語

方 式)

Index,(索 引)

block(ブ ロ ッ ク)

Indexedsequentialfile(索 引 順 編 成 フ ァ

D3パ

イル)

(間 接 ア ドレ ス付 け)

C3・5

C3・3

C3・3

C3・3

Indirectaddressing

Cl・6

1ndividualinspection(個 別 審 査)C3・7

1nductionanddeduction(帰 納 と演 繹)

Informalgroup(イ ン フ ォ ー マ ル ・ グ ル ー

Dl'3

B2・3

formalorganizationand,(公 的 組 織

と 非 公 的 組 織)B2.4

1nformation,(情 報)B2・2,Cl・1

confidentiality(の 機 密 性).tC2・9

costof,(の 費 用)A3・7

formal,(公 式 な)A3.l

hiding(の 隠 蔽)C4・8

increaseofinformationvolume(情

報 量 の 増 大)A3・7

pe「sona1,(個 人 的 な)A3・l

privacy,(の プ ラ イ バ シ ー)..C2・9

projectforinformationdevelopment

(情 報 シ ス テ ム 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト)._.A3・6

se「vice(提 供 サ ー ビ ス)...._D4・6

valueof,(の 価 値)Dl・5

1nformationanalysis(情 報 分 析)Dl・1

1nformationchannel(・ 卜者報 チ ャ ネ ル)一 －A3・1

1nformationcontent(情 報 量)C1・1

1nformationdisplay(情 報 表 示)B2・2

1nformationgap(情 報 ギ ャ ッ プ)A3・7

1nformationmanagement,(情 報 管 理).C3・l

unificationof,(の 一 元 化)..A2・5

1nformationneeds,(情 報 要 求)A1・5

patternof,(の パ タ ー ン)_.A3・1

*lnformationprocessing:(情 報 処 理)

educationfor,(教 育)A4・5

service(サ ー ビ ス)D4・6

*lnformationretrieval:(情 報 検 索)

se「vice(サ ー ビ ス)D4・6

1nformationsecurity(情 報 の安 全 性)_C29

1nformationstructure(情 報 構 造)_.D2・4

1nformationsystem,(情 報 シ ス テ ム)

A1・4,C3・1

プ)

accounting,(会 計

developmentof,(

foreducation(教 育

employee,(人 事

)A3・2

の 開 発)...Al・5

)A4・5

)A3・2
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improving,(の 改 善)A3・7

integrating,(の 統 合)A3・7

medical,(医 療 ・)A4・5

production,(生 産)_A2・2,A3・2

roleof,(の 役 割 り)Al・5

sales,(販 売)A3・2

trjggerofinformationsystemdevelop-

ment(充 実 の 動 機)A3・6

1nnovation,(イ ノベ ー シ ョ ン)B2・5

integratiOnprOcessOf ,(導 入

定 着 過 程)B2.5

non-programmed,(非 定 型)..B2・5

typeof,(

Innovationattributes

性)

タ イ プ)B2・5

(イ ノベ ー シ ョ ン特

B2・5

Innovationconflict(イ ンベ ー シ ョ ン ・コ ン

フ リ ク ト)

Input-outputinterrupt(入 出 力 割 込 み)

Inquiry/answersystem(問 合 せ/応 答 型

シ ス テ ム)

Insertion

InSertiOnSOrt

*lnstallation:

procedure

test(

InStantatiOn

InStrUCtiOnmiX

Instructors

*lnsurance:

C2・5

(挿 入 ・リス ト要素 の)

(挿 入 分類 法)

(設 置)

(手 順)

テ ス ト)

(具 象化)

(命 令 ミッ ク ス)

(イ ンス トラ ク タ)

(保 険)

fordataprocessing(情 報 化

C3・8

C1・2

Cl・9

D4・4

C4・7

Cl・8

C2・10

D4・2

)

B2・5

*lnnovationdecision:(イ ノベ ー シ ョン

意 思 決 定)

authoritative,(権 威 的) ......B2・5

collective,(協 同 的)B2・5

1nnovationdecisionprocess(イ ノ ベ ー シ

ョン 意 思 決 定 過 程)'B2・5

1nnovator(革 新 者)B2・5

1norder(挿 入 法)Cl・3

1nputdatacheck(入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク)

C29

Inputdesign(イ ン プ ッ ト設 計)・D3.4

*lnput-output:(入 出 力)

device(装 置)C2・3
,C3・6

10gica1,(LIO;論 理)C2・5

physical,(PIO;物 理)_.C2.5

1nput-outputanalysis(投 入 産 出 分 析) _.A4・5

1nPut-outPutchannel(入 出 力 チ ャ ネ ル)・ ・C2・3

1nput-outputcommand(入 出 力 コ マ ン ド)

C2・3

Input-outputcontro1,(入 出 力 制 御) _.

unit,(装 置)

Input-outputinterface(入 出 カ イ ン タ フ

エ ー ス)

C3・6

C2・3

C2・3

A4・2

1ntegertype(整 数 型)Cl.8

1ntegerprogramming(整 数 計 画 法) .....Bl・3

1ntegrity(保 全 性)D2・2

1ntelligence(知 能)B2・1
,B2'2

1ntelligentterminal(知 能 端 末)C2・3

*Inter.arrivaltime:(到 着 間 隔)

distributionof,(の 分 布)_.B1・4

1nteractivecomputing(会 話 型 処 理)_B2・2

1nteractiveprocessing(会 話 型 処 理) ..,.B2・2

1nterface,(イ ン タ フ ェ ー ス)_..Al・1,A1・5

input.output,(入 出 力) __C2・3

1ine,(回 線)C3・6

man-machine,(マ ン マ シ ン)

A3・5,B2・2

operator,(オ ペ レー タ)

subsystem,(サ ブ シ ス テ ム の

Interleav・ing(イ ン タ ー リ ー ブ)

Internalcontrol(内 部 牽 制)

Internalsorting(内 部 分 類 法)

lnternalstorage(内 部 記 憶 装 置)

Internalstructure(内 部 構 造)

lnterpersonalrelations(対 人 関 係) _.

Inte「P「ete「(イ ン タ プ リ タ ー) _.C2・4,C4・4

*lnterrupt:(割 込 み)

._、C2・7

)

D2・3

C2・2

A2・5

Cl・9

C2・2

C1・2

B2・3
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input-output,

processing(

Interview

Invertedfile

l/Oloadbalancing

[/Oscheduling

(入 出力

(面 接)

InventOrymanagement

(逆 フ ァ イ ル)

(入 出 力負 荷平衡)..

(入 出力 ス ケジ ュー リン グ)

).....C2・5

処 理)C4・1

Dl・3

(在 庫 管 理)_.A2・2

Cl・10

C2・5

C2・5

lRG(inter-recordgap)

ISDOS

*ltem:(項 目)

data,(デ ー タ

elementary,

group,(集 団

repeated,

IPT(improvedprogrammingtechnique)、..D3・4

C3・2

(基 本

)

)

)

(繰 返 し

[J]

)

C3・3

CI・8

C3・3

C3・3

Japanesewayofmanagement(日 本 的 経

務)

Knapsackproblem

A2・1

(ナ ッ フ。ザ ッ ク 問 題)

Bl・3

L6

営)

[L]

Cl・5,Cl・10

*Language;(言 語)

datadiscription,(DDL;デ ー タ記

JCL

Job

JCLmacro

(ジ ョ ブ)

Jobanalysis

Jobdesign

Jobrotation

Jobschedule

Jobscheduling

(JCLマ ク ロ)

(事 務分析)

(作 業 日程)

(作 業 日程)

述 )

datamanipulation,

操作 )

enduser,

higher-level,(高 水 準

jobcontrol,

operator,(オ ペ レー タ

processor(

(エ ン ドユ ー ザ ー

C3・5,D2・4

(DML;デ ー タ

C3・5,D2・4

)..C2・4

).__.C4・8

(ジ ョブ 制御
)一

)

J。b、 。n,,。ll、ng。 、g。(ジ 。 ブ 制 略 語)..C2・4

(要 員 ロー テー シ ョン)

(ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン

B2・4

C2・4

C2・4

C2・4

Dl・3

A2・2

_.D4・2

Bl・2

C2・4

Bレ2

C2・4

処 理 プ ロ グラ ム)

SyStemgeneratlOn,

)

(シ ステ ム生成

Last-in-first-out(LIFO;後 入 れ 先 出 し)

グ)

Jobshopscheduling

ス ケ ジ ュー リ ン グ)

Jobstep

Kerne1(カ ー ネ ル)

*Keys:(キ ー)

(ジ ョブ ・シ ョ ッ プ

(ジ ョブ ・ステ ップ)

[Kl

■

Lawoflargenumber

Leadtime(調 達 期 間)

Leadership

Leadingandexerclse

(大 数の法則)

C2・4

C2・7

C2・4

C2・7

Cl・2

....B1・1

Bl・5

C2・10

searchingbycomparisonof,

比較探索法)

(キ ー

Keyfunctionofbusiness(企 業 の 主 要 業

Cl・9

(.リ ー ダ ー シ ッ プ)_D2・3,D4・2

(実 習 活 動 の リー ド)

D3・3

Leaf(葉)

Learning

Learningcurve

Level

Librarians

*Line:

private,

switched,

Linecontrol

Lineinterface

Lineswitching

(学 習)

(習 熟 曲 線)

(レ ベ ル ・ノー ドの)

B2・1,B2・2

(ラ イブラ リアン)

(特 定通信 回線)

(回 線制御)

(公 衆通信回線)

(回 線 イ ン タ フ ェ ー ス)

(回 線 交 換)

Linearprogramming(線 形 計 画 法)

Linearstructure(線 形 構 造)

Li。k,(結 合)』

Cl・3

D2・6

Cl・3

D4'2

C3・7

C3・7

C3・6

.,C3・6

C3・7

._,B1・3

C3・3

Cl・1

一141一



dynamic,(動 的 リ ン ク)C4.3

multidrop,(分 岐 接 続)C3.8

P6int-to-point,(直 通 接 続)C3.8

1inkedrepresentationofsparsematrix

(疎 な 行 列 の リ ス ト表 現)C1・4

*Linkage:(連 結)

circular,(循 環)Cl.2

double,(両 方 向)Cl.2

single,(単 純)C1・2

Linkageeditor(リ ン ケ ー ジ ・エ デ ィ タ,

連 結 編 集 プ ・ グ ラ ム)C2.4
,C4.2

Linkagefault(リ ン ケ ー ジ ・ フ ォ ー ル ト)

Loadmodule(ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル)

Loadsharing(負 荷 分 担)

Loader(ロ ー ダ)

Loading

Logic

*Logicaldesign:

(ロ ー デ ィ ン グ)

(論 理)

..C2・4

D4・5

C2・4

C4・3

Cl・1

(ロ ジ カ ル 設 計)

distinctionoflogicaldesignfro'mphy-

sicaldesign(ロ ジ カ ル 設 計 と フ ィ ジ

カ ル 設 計 の 差 異)

Logicalinput-output

D2・4

C4.3

*LinkingPinfunction:

groupPatternoforganizationand,

(集 団 結 合 型 組 織 と 連 結 ピ ン機 能) ..B2・4

LISP(Listprocessor)Cl・3,Cl・8
,C1・10

LISPl.5Cl・5

List(リ ス ト)

available,

availablespace,

(使 用可能空間

(使 用可能 空間

Cl・8

)tt.C16

)

Cl・7

characterstringrepresentationby
,

(に よ る文 字 列 表 現) _._C1・10

circular,(循 環)C1.3

event,(イ ベ ン ト ・) __.C1・10

inverted,(逆)C3・3

1inear,(線 形)C1.2

magic,(マ ジ ッ ク)Cl・2

multi,、(多 重)C3・3
,C3・4

0ne-way,(一 方 向)Cl・2

representation(表 現).__.C3・3

scheduling,(ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・)

Cl・10

simple,(単 純)

two-way,(両 方 向)

Listelement(リ ス ト要 素)

Listprocessing(リ ス ト処 理)

Little'sformula(平 均 値 の 法 則)

Lock(ロ ッ ク)

C3・3

Cl.2

Cl・8

C4・l

B1・4

C2・4

(LIO;論 理 入出 力)

C2・5

Logicalrecord(論 理 レ コ ー ド)_.C2・4,C2・5

Logicalspace(論 理 空 間)C2,5

Logicalstructure(論 理 構 造)

C1・1,C1・2,C3・3

Logicalsystem,(論 理 的 シ ス テ ム) __Al・5

design(ロ ジ カ ル 設 計 ・機 能 設 計)..Dl・l

Logicaltype(論 理 型)C1・8

Logistics(物 的 流 通 シ ス テ ム)'A2・2

Long-rangeforecasting(長 期 展 望) _..D2・6

Long-rangplanning(長 期 計 画 ・長 期 計 画

立 案)A3・4
,D4・1;D4・3

Loosely-coupledsystem,(疎 結 合 シ ス テ

ム)C2.8

LoOP(ル ー プ)Cl.5

LRU(leastrecentlyused)C2・5

[M]

*Macro:(マ ク ロ)

JCL,(JCL)C2.4

Macrofunction(マ ク ロ 機 能)C4.1

Macroprocessor(マ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ ー)

C2・4

Magneticdiscdrive(磁 気 デ ィ ス ク装 置)

`

Magneticdrumsystem (磁 気 ドラム装置)

C3・2

C3・2

Magnetichead(磁 気 ヘ ッ ド)C3・2

Magneticstorageelement(磁 気 記 憶 素 子)

C2・2
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Magnetictape(磁 気 テ ー プ)

Mailbox(メ ー ル ボ ッ ク ス)

Mainstorage

*Maintenance:(保 守)

C3・2

C2・8

(主 要 記 憶 装置)_._C1・1,C2・2

fee(料)D4・4

Preventive,(PM;予 防 保 全)D2.5

remote,(リ モ ー ト ・ メ イ ン テ ナ ン ス)

r。utine,(定 期)

scheduled,(定 期 ・ 一)

Man-computerinteraction

ビ ュ ー タ の 相 互 作 用)

Man-machineinterface

ンタ フェ ー ス)

(人 間 とコ ン

Managementsystem(経 営 シ ス テ ム)

A1・4,A2・1

Manager(管 理 者)D4・2

Managerialgrid(マ ネ ー ジ リア ル ・グ リ ッ

ド)B2・3

Manualversusautomated(手 動 と 自動)

D1・4

C2・9

D4・5

D4・5

(マ ン マ シ ン ・ イ

(人 間一機械系)

B2・2

Man-machinesystem

Management(経 営)

computercenter,

ピ ュ 一 夕 室 の 運 営)

credit,

dataentry,

byexception

facilities,

ン ト)

A3・5,B2・2

.,.B2・2

A1・4

(セ ンタ ー運 営 ・コ ン

D4・1,D4・5
0

(債 権 の管 理)A2・3

(入 力 デ ー タ 作 成)......D4・1

(例 外 管 理)A3・1

(フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ジ メ ン

failure,(障 害 管 理)

financial,(財 務 管 理)

information,(情 報 管 理)

inventory,(在 庫 管 理)

Japanesewayof,

middle,

project,

トマ ネ ジ メ ン ト)

D4・1,D4・3

C2・6

(日 本 的 経 営)....

(ミ ドル マ ネ ジ メ ン ト)._A3・3

(プ ロジ ェ ク ト管 理 ・プ ロジ ェ ク

schedule,(工 程 管 理)

Managementanalysis

Managementcontrol

A2・3

C3・l

A2・2

B2・4

ン トロ ー ル)

Managementcycle

Dl・2,D2・1,D4・3

D3・4

(経 営 管 理i分 析)..A2・3

(マ ネ ジ メ ン ト ・コ

(管 理 サ イ ク ル)

Managementhierarchy(経 営 階 層)

*Managementscience:

theroleofmanagementscience

営 へ の 経 営 科 学 の 応 用)

B2・4

,_.A3・3

_.Al・4

(経

A4・3

MapPing,(写 像 ・マ ッ ピ ン グ)_Cl・1,D2・4

address,(ア ド レ ス 変 換)C2・5

Marginalprofitanalysis(限 界 利 益 分 析)

Market㎞ 市 場)

Marketanalysis

*Marketing:

functionsin,

Marketingsystem

(市 場分析)

(販 売業務)

(販 売 シ ステ ム)_.

Materialrequirementplanning(MRP;

資 材 所 要 量 計 画)

Al・6

A2・4

A2・4

Matching(文 字 列 照 合)

Mathematicalprogramming(数 学 的 計

画 法)・

A2・4

..A2・4

A2・2

C卜2

Bl・3

*Matrix:(行 列)

allocationforsymmetric,(対 称

・割当・).9Cl-・

allocationfortri-diagona1,

一 の割当 て)

(三 重 対 角

C1・4

allocationfortriangular,

の 割 当 て)

connected,

sparse,

(三角

(結 合

(疎 な

Meansquaremethod

)

)

理)

Memory,

(中 央 二 乗 法).._

Medicalinformationsystem(医 療 情 報 処

A4・5

Cl・4

_Cl・6

Cl・4

C3・3

(連 想)

(補 助 記 憶 装 置)_

単 価)

characterstringrepresentationbylinear,

(線 形 に よ る文 字 列 表 現)_Cl・10

dynamicmemoryallocation(

(記 憶)

associative,

auxiliary,

costper,(

B2・1,B2・2

Cl・6

C1・1,C2・2

C2・4
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、

1

域 の 動 的 割 当 て)C1・8

Memorydump(メ モ リダ ン プ)D2・5

Merge(併 合)C3・3

Mergesort(併 合 分 類 法)C1・9

Messagecontro1(メ ッ セ ー ジ制 御)__C2・6

Messageexchanger(メ ッセ ー ジ 交 換 装 置)

C2・3

Messagequeue(メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー)..C2・6

Messageswitchingsystem(メ ッ セ ー ジ 交

換 シ ス テ ム)

Microprogram(マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム).,

Middlemanagement(ミ ドル マ ㌔ ジ メ ン

ト)A3、3

C3・8

C2・2

Mode1,(モ デ ル)Al・2,A3・3

classica1,(古 典 的)B2・4

cognitive,(認 知)B2・4

contingency,(条 件 適 合)_B2・4

generalizeddescriptivemodelofpro-

ductionsystem(生 産 シ ス テ ム の 一

般 記 述 モ デ ル)A2・2

informal,(非 公 式 シ ス テ ム)A1・2

natUral-SyStem,(自 然 シ ス テ ム)

B2・4

・・・・…p・・…,(参 ⑥

queuing,(待 ち 行 列

rational,(合 理 的

「elational,(関 係 形 式,

ル ・)

)B2・4

)、......,C2・10

)B2・4

リ レ ー シ ョ ナ

socio-technical,(社 会 ・技 術

Cl・10,D2・4

)

B2・4

Modelbuilding(モ デ ル 化)B1・6

Modelparameter(モ デ ル ・パ ラ メ ー ター)

MODEM(変 調 装 置)

Modulality

Modularization

Modulation,(変 調)

amplitude,

design,

phase,(位 相

(モ ジ ュー ル化)

(モ ジ ュー ル化)

(振 幅)

(モ ジ ュー ル化)

)

Modulationrate(変 調 速 度)C3・6

*Module:(モ ジ ュー ル)

coupling(の 結 合)D2・3

10ad,(ロ ー ド ・)C2・4

st「ength(の 強 度)D2・3

unittest(、 単 体 テ ス ト)__C4・7

Monitoring(モ ニ タ リ ン グ)C2・10

Motivation(動 機 づ け)B2・1

MTBF(meantimebetweenfailure)C2・9

Multi-dimensionalprocessingsystem(多

次 元 処 理 シ ス テ ム)C2・7

Multi-index(多 重 索 引)C34

Multilinkedstructure,(多 重 連 結 構 造).C1.6

withheterogeneousfieldsand/ornodes

CL5

Multipleuserlease(共 同 使 用)C3・2

Multiplexorchannel(多 重 チ ャ ネ ル)_C2.3

Multiport(マ ル チ ポ ー ト)C2・8

Multiprogramming(多 重 プ ログラ ミン グ)

Name,

callby,(

scopeof,(

Need(欲 求)

Needs,'(要 望)

information,

*Nest:

Multitask(多 重 タ ス ク)

[NI

(名 前)

A4・l

C4・5

換え)

の有効範囲)

(情 報要求)

C1・1

C4・2

_..,C4'l

B2・l

D1・4

Al・5

B1・6

C3・6

D2・5

C4・8

C3・6

C3・6

D2・3

C3'6

dynamicnesting(動 的 ネ ステ ィ ン グ)

C4・4

nestedvirtualmachines(ネ ス ト型 仮

想 機 械)C4.8

Netw6rk,(網 状 型 ネ ッ トワ ー ク)_._.C3.8

centralized,(集 中 型 ネ ッ ト ワ ー ク)

computer,

一 ク)

(コ ン ピュー タ ・ネ ッ ト ワ

distributed,(分 散 型 ネ ッ トワー ク)

C3・8

A4・1,C3・8

.,C3・8
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ring,(環 状 ネ ッ トワ ー ク)C3・8

transportation,(輸 送 路)Cl・5

typedatamanagementsystem(ネ ッ

ト ワー ク 型DMS)

Networkanalysis

Networkarchitecture

－ キ テ ク チ ヤ)

Networkcontrolunit

Networkprogramming

法)

C3・5

(ネ ッ ト ワ ー ク 分 析),.D1・3

(ネ ッ ト ワ ー ク ・ア

Networkstructure(s),

トワー ク構 造)

OJT(onthe-jobtraining)

Online,(オ ン ラ イ ン)

D3・1,D4・1

debugging( ・デバ ッギ ン グ)

C2・6

C2・3

(網 制 御 装 置)._C3・6

(ネ ッ トワー ク計 画

Bl・3

(一 般 の 構 造,ネ ッ

Cl・5C1・6C3・3

arrayrepresentationof,

の配列表現)

,,

(一 般 の構造

Cl・5

3-tuplerepresentationof,(一 般 の 構

造 の三 つ組 表現)
"

treerepresentationof,(一 般 構 造 の

木 表現)

Networksystem

Cl・5

ム)

Node,

C卜5

(節)

branch
,

terminal,

(ネ ッ トワー ク ・シ ス テ

・C2・3
,C2・7

(分 岐 ノー ド)

(葉)

variable-size,(可 変 調

*Nodetime:(結 合 点 時 刻)

earliest,(最 早)

Cl・3

C1・3

C1・3

).__Cl・5

latest,(最 遅

Nonlinearprogramming

)

(非 線形計画法)

Nonproceduallanguage(非 手 続 き言 語)

Bl・2

Bl・2

B1・3

Normaldistribution(正 規 分 布)

Null(終 端 ポ イ ン タ)

Number(数)

diagnosis( ・診 断)

Onlinebankingsystem(銀 行 オ ン ライ ン ・

シ ス テ ム)

Onlinesystem (オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム)

C4・3

C2・9

A4・5

C2・7

0penchannelinspection(開 通 検 査)_C3・7

0penshop(オ ー プ ン ・シ ョ ッ プ).._.D4・5

0pensystem(オ ー プ ン ・シ ステ ム)__Al・1

0peratingsystem(オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ

ス テ ム)A4・1,

Operationallevel

Operationalsystem

(作 業 レベル)

(作 業 レベ ル の シ ステ

C2・1

A1・4

ム)

Operators(オ ペ レー タ)

Operatorcommand (オ ペ レー タ ・ コ マ

A3・2

D4・2

ン ド)

Operatorinterface(オ ペ レー タ ・イ ン タ

フ ェ ー ス)

Operatorlanguage

C2・4

(オ ペ レー タ言 語)

Optimumsolution

Orderingcost(発 注 費)

Organization,(体 制 化)

bureacratic,

織)

(最 適解)

C2・7

...C2・7

Bl・3

Bl・5

B2・1

(ビ ュー ロ ク ラ シイ的 組

confliCtinthe,

B2・4

C4・6

Bl・1

C1・2

C1・1

[0}

Objective(s),(目 的)A1・3,D1・4

system,(シ ス テ ム の)__.A3・3

0fficeworkanalysis(事 務 分 析)__Dl・3

0ffset(オ フ セ ッ ト)C1・8

(組 織 の コ ン フ リ ク ト)

B2・4

evolutionandrevolutionasorganiza-

tionsgrow(組 織 の 成 長 ・進 化 と改 革

の螺 旋的過程) B2・4

formalorganizationandinformalorga-

nization(公 的 組 織 と 非 公 的 組 織)..B2・4

groupPatternoforganizationandlink-

ingPinfunction(集 団 結 合 型 組 織 と

連 結 ピ ン 機 能)B2'4

1mpacton,・(組 織 へ σ)影 響)A4・3

informa1,(イ ン フ ォ ー マ ル 組 織)・ ・A2・5
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inte「nal,(内 部 組 織)D4.1

10pationintheorganizationstructure

(組 織 内 の 位 置)D44

0fsystemdevelopment(シ ス テ ム 開

発 の 組 織)D34

tallorganizationandflatorganization

(多 階 層 組 織 と文 鎮 組 織)B2・4

0rganizationchange(組 織 変 革)B2・5

0rganizationdevelopment(組 織 開 発),B2・5

0rganizationalbehavioreffects(組 織 の

役 割)Dl・2

Organizationalclimate(組 織 風 土)..._

Organizationalco.operation(糸 且織 間 の 連

携)

Organizationaleffectiveness

性)

(組 織の有効

Organizationalstress(組 織 ス ト レ ス)_

Out-degree(出 次 数)

*Output:(出 力)

methodandformat

様 式) .

B2・4

A2・l

B2・4

B2・4

Cl・5

(の 方 法 と

Dl・6

systemoutputrequirement(シ ス テ

ム 出 力 要 求)

Outputdesign(ア ウ トプ ッ ト設 計)

Overflow(あ ふ れ)

Overflowchaining(オ ー バ ー フ ロ ー ・チ

ェ イ ン方 式)

Overlay,

planned,)

Ownedcapita1

(オ ー バ ー レイ)

(計 画 的

(自 己資 本)

[Pl

(P命 令)

C2・5,C4・3

、

P-operation

Pack(ノ マッ ク)

Packetprotoco1

Dl・6

_.D3・4

CM

C3・3

C4・3

A2・3

(パ ケ ッ ト ・プ ロ トコ ル)

Packetswitching

Page,(ペ ー ジ)

(パ ケ 。 ト交換)

missingPagefault

ジ ・フ ォ ー ル ト)

C4・5

Cl・6

C3・7

C3・7

C3・3

(ミ シ ン グ ・ペ ー

C2・5

Pagetable(ペ ー ジ ・テ ー ブ ル)-t__Cl・10

Paging,(ペ ー ジ ン グ)C2・5

demand,(デ マ ン ド方 式)C2・5

Parallelprocessing(並 列 処 理)...C2・2,C2・4

*Parameter:(パ ラ メ ー タ)

list(・ リ ス ト)C4・2

model,(モ デ ル ・)B1・6

passing(の 授 受)C1・8

Parsing(構 文解 析)C1・3

Part-word,(部 分 語)Cl.6

addressing(の ア ド レ ス 付 け)

Cl・6

Participation(参 加)

Participativemodel(参 加 モ デ ル)._...

PASCAL

Passivedebt(無 利 子 債 務)

Path(路)

Patternmatch(パ タ ー ン照 合)

Patternrecognition(パ タ ー ン認 識)._

Perception,(矢 口覚)

characteristicsof,(感 覚 特 性)_...

extrasensory,(超 感 覚 的)._B2・1

perceptionalcontext(知 覚 の 文 脈)._

Performance,(プ ロ グ ラ ム の 性 能)......

evaluation(性 能 評 価)

measure(パ フ ォー マ ン ス 尺 度)._

measurement(性 能 計 測)

objective(性 能 目標)

prediction(性 能 予 測)

test(効 率 テ ス ト)

Peripheralequipment(周 辺 装 置)..._..

permanentvirtualcircuit(パ ー マ ネ ン ト ・

バ ー チ ャ ル ・サ ー キ ッ ト)

*Personne1:(要 員)

classificationof,(の 分 類)..

dataentry,(入 力 処 理)_._

level(θ)能 力)

managingcomPuter,(コ ン ピ ュ ー タ

の 管 理)D4・1 ,D4・2

managing,(管 理)Dl・2

B2・5

B2・4

Cl・8

A2・3
⇔

Cl・5

Cl・IO

B2・1

B2・l

B2・2

B2・1

D2・3

D4・4

Bl・6

D4・4

C2・5

D4・4

D2・5

C2・3

C3・7

D4・2

D4・2

D4・2
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personality(パ ー ソナ リ テ ィ)

PERT(ProgramEvaluationandReview

Technique)

PERT/COST

Petri-net

B2・1

(ペ ト リ ・ネ ッ ト)

Physicaldesign,. (ブ イジ カ ル設 計)

Bl・2

Bl・2

C2・4

D1・1,D3・4

distinctionoflogicaldesignfrom,

(・ ジ カ ル 設 計 と の 差 異)_.Dl・6

Physicalinput-output(PIO;物 理 入 出

力)C2・5

Politicalenvironment

育 成 策)

(政 府 に よ る保 護 ・

Pollaczek-Khintchine'sformula

エ ッ ク ー ヒ ン チ ン の 公 式)

(ポ ラ チ

A4・2

Polling(ポ ー リン グ)

Popup(ポ ッ プ ア ッ プ)

Population(母 集 団)

Portability(移 植 性)

Portfoliostrategy

B1・4

C3・8

Cl・2

B1・1

C2・10

Physicalrecord(物 理 レ コ ー ド)-C2・4,C2・5

Physicalstructure(物 理 構 造)

Cl・1,C1・2,C2・3

Physicalsystem(実 体 的 シ ス テ ム)...._Al.5

Physicalsystemdesign

ジ カ ル 設 計)

(機 構 設 計,フ ィ

Dl・1

Picture(図 形)

Pivotoperation(ピ ボ ッ ト演 算)

PL/1

plannedchange,(計 画 的 変革)'

techniquesof,(技 法)

Plannedoverlay(計 画 的 オ ー バ ー レ イ)

Cl・5

Bl・3

Cl・8

B2・5

B2・5

C4・3

*Planning:(計 画)

equipment,(設 備)D2・2

financia1,(資 金)Al・6

10ng-rang,(長 期,長 期

立 案)A3・4,D4・1,D4・3

materialrequirement,(MRP;資 材

所 要 量)A2・2

process,(コ 〔程)A2・2

Plex(プ レ ッ ク ス)Cl・5,Cl・10

Pointer,(ポ イ ン タ)Cl・1,CI・6,C4・3

backward,(後 進)Cl・2

forward,(前 進)Cl・2

stack,(ス タ ッ ク ・)Cl・2

Pointertype(ポ イ ン タ 型)C1・8

Poissondistribution(ポ ア ソ ン 分 布).,.C3・9

Polishnotation(ポ ー ラ ン ド記 法)_...Cl.3

(ポ ー トフ ォ リオ 戦略)

A3・4

Post(通 知 ・イ ベ ン ト の)C4・5

Postmortemdump(全 ダ ン プ)C4・7

Postorder(後 置 法)Cl・3

powerelite(パ ワー ・エ リ ー ト)B2・5

PPBS(planning,programmingandbudget-

ingsystem)1A4・5,Dl4

Pre-processor(前 処 理 ル ー チ ン)..一,_C4.l

Prediction(将 来 予 測)D3,4

Prefetching(先 取 り方 式)C2.5

Preliminary'investigation(予 備 調 査)...Dl・3

Preorder(前 置 法)'C1・3

pricelist(価 格 表)D2・2

Pricing(使 用 料金 の 設 定)D4・5

Privacyprotection(プ ラ イ バ シ ー 保 護)

A4・4

Privateline(特 定 通 信 回 線)C3・7

Probabilitydistribution(確 率 分 布)_Bl・1

*Problem:(問 題)

definitionofa,(の 定 義)_ttD3・4

specification(仕 様 書)..._..C4・6

Procedure,(手 続 き)C4・1

evaluation,(評 価)D2・2

pure,(純)C4・4

standard,(標 準)D2・3

transmissioncontrol,(伝 送 制 御)

C2・6,C3・8

Process,(プ ロ セ ス)

concurrent,(並 行 型

co-operative,(協 同 型

synchronization(

CI・4,Cl・6

)__,C4・5

)__.C4・5

の 同 期)_C2・4
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Processcontrolblock

ッ ク)

(プ ロセ ス制 御 プ ロ

C2・4

Processdesign(プ ロ セ ス設 計)D3・4

Processmanagementprogram(プ ロ セ ス

管 理 プ ロ グ ラ ム)C2・4

processplanning(工 程 計 画)A2・2

*Processor:(プ ロ セ ッ サ)

back-end,(後 置)C2・2

front-end,(前 置)C2・2

1anguage,(言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム)...C2・4

Productiondesign(生 産 設 計)A2・2

Productioninformationsystem(生 産 情

報 シ ス テ ム)A2・2,A3・2

*Productionsystem:(生 産 シ ステ ム)

continuous,(連 続 生 産)A2・2

designof,(の 設 計)A2・2

generalizeddescriptivemodelof,(

の 一 般 記 述 モ デ ル)A2'2

intermittent,(断 続 生 産)A2・2

Productivity(生 産 性)A3・7

P「09「am,(フ 。ロ グ ラ ム)Cl・5

channel,(チ ャ ネ ル)C2・3

debuggingsupPort,(デ バ ッ グ 支 援

)C2・4

processmanagement,

)

standards(技 法 集)

Progressrecordsandreports (稼 動実績)

D2・3

(プ ロ セ ス管 理

C2・4

service,(サ ー ビ ス)

support,(支 援)

synthetic,(合 成)

tabledriving,(テ ー ブ ル 駆 動 型

Programconversion (プ ロ グラム変 換)

C2・4

C2・6

C2・10

)

C4・1

Programexception

Programsegment

Progressreporting(進 捗 報 告)

*Project:(プ ロ ジ ェ ク ト)

hypothetic,(仮 想)

forinformationdevelopment

シ ス テ ム 開 発)

organizingProjectteams(

一 ム 編 成)

D2・6

D4・1

(情 報

チ

D3・1

A3・6

C2・10

(プ ロ グ ラ ム 例 外)..C2・9

(プ ロ グ ラ ム ・セ グ メ ン

C4・3

D4・l

pr()jectcontrol(プpジ ェ ク ト管 理)....Dl・2

Projectmanagement(プ ロ ジ ェ ク ト管 理,

プ ロ ジ ェ ク ト計 画,プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ メ ン ト)Dl・2,D3・4,D4・3

Propetylist(性 能 表)D2・2

proposal(提 案 書,企 画 書)__D2・2,D3・4

Protection,(保 護)C2・5,C2・9

0fdata(デ ー タ の)D2・4

privacy,(プ ラ イ バ シ ー)...A4・4

ring,(リ ン グ)C2・9シ
security,(機 密)C3・1

storage,(記 憶)C2・2,C2・9

protocol,(フ 。ロ ト コ ル)C2・3

packet,(パ ケ ッ ト ・)C3・7

Pseudo-code(擦 目以 コー ド)C4・6

Pseudo-processor(擬 似 プ ロ セ ッ サ)..■-C2・4

psychoanalysis(精 神 分 析 学)B2・l

Psychologicalmeasurement(心 理 測 定)

B2・2

ト)

P「09ramtest(プ ロ グ ラ ム テ ス ト)D2・5

*Programming:

structured,

(プ ロ グ ラ ミ ン グ)

(構 造 的)

C4・8,D2・3,D4・3

Psychology(心 理 学)B2・l

Purchasecost(買 取 費)D4・4

Pureprocedure(純 手 続 き)C4・4

Pushdown(プ ッシ ュ ダ ウ ン)Cl・2

[Q]'

Quadraticprogramming(2次 計 画 法)..Bl・3

Qualitycontrol(品 質 管 理)D2・5

Queryprocessing(問 合 せ 処 理)C3・5

Queue(s),(キ ュー,待 ち 行 列)

Cl・2,Cl・6,C3・9
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incomputersyStems

ムにお ける待 ち行列)

FIFO,

M/M/1,

M/M/S,

message,

priority,

先 順 位 待 ち行 列)

(計 算 機 シ ステ

(先 入 れ 先 出 し待 ち行 列).,

(M/M/1型 待 ち行 列)...

(M/M/S型 待 ち行 列)t..Bl・4

(メ ッセ ー ジ ・キ ュ ー)_C2・6

(優 先権 の あ る待 ち行 列,優

B1・4

Cl・10

Bl・4

Bl・4,C1・10

Queuingfile(キ ュ ー イ ン グ ・フ ァ イ ル)

C2・6

Queuingmode1(待 ち行 列 モ デ ル)_.C2.10

Queuingtheory(待 ち行 列 理 論)C3・9

[R]

Radixtransformationmethod(基 数 変 換

法)C3.3

stepwise,

Relation(関 係)

Relationalmode1

(段 階的 ) C4・8

Cl・1

(関 係 形 式 モ デ ル,リ レ

ー シ ョナ ル ・セ デ ル)
__.Cl・10,D2・4

Relativeaddressing(相 対 ア ド レ ス 付 け)

Cl・8

Reliability,(信 頼 性)

functiondiagram(

グ ラ ム)

C29,D2・5

機能 ダイヤ

software,(ソ フ トウ ェ ア の )

C2・9

Randomaccess(直 接 ア ク セ ス)C3・3

Randomevents(確 率 事 象)B1・6

Randomvariable(確 率 変 数)._.Bl・1,Bl・6

Randomizetechnique(ラ ン ダ ム!ヒ 技 法)

Cl・10

Randomizing(ラ ン ダ マ イ ジ ン グ)._.C3・3

Read-onlystorage(固 定 記 憶 装 置)..,t.C2・2

Readingassignment(輪 講 の や り方)_B2・6

Readystate(実 行 待 ち状 能)C2・4

Realtimeprocessing(リ ア ル タ イ ム 処 理,

リ ア ル タ イ ム 処 理 方 式)..A3・5,A4・1,D4・5

Realtimesystem,(リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ

ム)C3.8

developmentof,(

Realtype(実 数 型)

Record,(レ コ ー ド)

10gical,(論 理)

physica1,(物 理

variant,(可 変)

Recovery(回 復,復 旧)

Recursion

開 発)_,A3・2

C輻8

_.._Cl・1,C1・8,C3・3

C2・4,C2・5

)......、C2・4,C2・5

Cl・8

(再 帰)

Reentrant(再 入 可 能)

Referencegroup(準 拠 集 団)

Refinement,(精 練)

C2・6,C2・9

C4・4

C4・4

B2・3

C4・8

Relocatability(再 配 置 可 能 性)

Remotebatch(リ モ ー ト ・バ ッ チ).._C2.4

Remotebatchsystem(リ モ ー ト ・バ ッ チ

・シ ス テ ム)C3 ・8

Remoteconcentrator(遠 隔 集 線 装 置)..C2・3

Remotemaintenance(リ モ ー ト ・メ イ ン

テ ナ ン ス)'C2・9

C2・9

C4・3

Remoteprocessing(リ モ ー ト処 理)_.C2・7

Rentalcosts(レ ン タ ル 費)D4・l

Reorderingpoint,(発 注 点)B1・5

method(方 式)B1・5

*Reorderingmethod:(発 注 方 式)

periodic,(定 期)B1・5

reorderingPointmethod(発 注 点 方、
式)Bl.5

Repeateditem(繰 返 し項 目)C3・3

Reportingsystem(報 告 制 度)A2.5

Requirementsspecificationtechnique

(要 求 仕 様 技 術)D1.6

Resource(資 源)C2・4,D2・2

dynamicresourceallocation(動 的 な

資 源 割 当 て)C2・5

StatiCreSOUrCeallOCatiOn(静 的 な 資

源 割 当 て)C2・5

system,(シ ス テ ム)C2・5

Resourcesharing(資 源 び)共 用,資 源 配 分)

Response(レ スポ ン ス)

Responsetime(応 答 時 間)

C2・5,D4・5

C3・8
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*Reusable:』

serially,

RingProtection

Ringstructure

Roleplaying

Root(根)

Round(丸 め)

Runningstate

s-Spolicy

SADT

C2・5,C2・10,C3・9

(再 使 用 可 能)

(逐 次)C4・4

(リ ン グ保 護)C2・9

(リ ン グ構 造)_.Cl・5,C3・3

(ロ ー ル ・フ。レイ ン グ)....D3・1

Cl・3

(実 行 状 態)

[Sl

(s-S型 方 式)

Safetyallowance(安 全 余 裕)

Salesinformationsystem(販 売 情 報 シ ス

テ ム)

Cl・l

C2・4

Bl・5

D1・6

Bl・5

A3・2

Saleoncredit(信 用 取 引)A2.3

Sample(サ ン プlv')Bl.l

Satisfaction(満 足 度)A3.7

Save/restore(退 避/回 復 ・ レ ジ ス タ類 の)

C4・4

Scalartype(ス カ ラ 型)Cl・8

*Schedule:

job,(作 業 日程)B1.2

0fsystemdevelopment(シ ス テ ム 開

発 の ス ケ ジ ュ ー ル)D3・4

time,(使 用 時 間 管 理)D4・5

Schedulemanagement(工 管 管 理).._.D3・4

Schedulers(ス ケ ジ ュー ラ ー)D4・2

Scheduling,(日 程 計 画,ス ケジ ュ ー リ ン グ)

D2・5,D4・1

1/O,(入 出 力 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ)...C2・5

job,(ジ ョ ブ ・ ス ケ ジ ュー リング)..C2・5

jobshop,(ジ ョ ブ ・シ ョッ プ ・ スケ ジ

ュ ー リ ン グ)Bl・2

1ist(ス ケ ジュー リン グ ・ リ ス ト)..Cl・10

man,(マ ン ・ス ケ ジ ュ ー リン グ)..B1・2

shortterm,(短 期 日 程 計 画)A2・2

Schema(ス キ ー マ,固 有 デ ー タ構 造 記 述)

C3・5,D2・4

*Scope:(有 効 範 囲)

ofname(名 前 の)C4.1

0fvariables(変 数 の)._._C1・8

*Search:(探 索)

indexed,(見 出 し付).__Cl・9

sequential,(逐 次 一 法)._._C1.g

tree,(木)Cl・9

tree(木)Cl・10

*Searching:(探 索 法)

bycomparisonofkeys(キ ー 比 較

)Cl.9

efficiencyofsearchingmethod(探

索 法 の 効 率)

Secondarystorage(補 助 記 憶 装 置)

Cl・9

Cl・1,C2・2

Sectionalism(セ ク シ ョナ リ ズ ム)__A2.5

*Security:

computer,(安 全 対 策 と機 密 保 護 コ

ン ピ ュ ー タ機 密 保 護)A4・4
,D4・1

computersystemsecuritystandard

(電 子 計 算 機 シ ス テ ム安 全 対 策 基 準)..A4.4

databaseaccuracyand,(デ ー タ ベー

スの 正 確 性 と機 密 保 護)A4・4

information,(情 報 の安 全 性)__C2・9

,integrity(セ キ ュ リテ ィ と イ ンテ グ

リテ ィ)D3・4

SecurityProtection(機 密 保 護)C3・1

*Segment:(セ グ メ ン ト)

program,(プ ロ グ ラ ム)_.C4・3

table(・ テ ー ブ ル)C1・10

Segmentation(セ グ メ ン テ ー シ ョ ン)

C2・5,C4・3

Selectingappropriate(サ ー ビ ス の 選 択)

Selectorchannel(選 択 チ ャ ネ ル)__.

Selectionsort(選 択 分 類 法)

Selfanalysis(自 己 分 析)

Selfcontainedlanguage(専 用 言 語 方 式)

C3・5,C3・10

Semaphore(セ マ フ ォ ー)

D4・4

C2・3

Cト9

B2・1

C2・4,C4・5
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Sequentialaccess,(順 次 ア クセ ス)

(逐 次 型割 当 て)

(順 編 成 フ ァ イル)

Sequentialrepresentation

(逐 次探 索 法)

storagedevice(

Sequentialallocation

Sequentialfile

記憶 装置)..

(順 次表 現).,

Sequentialsearch

*Service(s):(サ ー ビ ス)

costsandpricingofcomputer,

C3・3

C3・2

ピ ュ 一 夕 ・

dataentry,

の費用)

C3・3

Cl・6

C1・9

(コ ン

(デ ー タ エ ン ト リ ・ )

Dl・5

D4・6

Simplexcriterion

Simplexmethod

Simplextableau

SIMSCRIPT

(単 体制定基準)

(単 体法)

(単 体表)

Simulation, (シ ミ ュ レー シ ョ ン)

.__Bl・3

・Bl・3

Bl・3

CI・8

facilitiesmanagement(フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン ト ・)D4・6

information,(情 報 提 供)...D4・6

informationprocessing,(情 報 処 理

experiment(

language(

SLIP

A3・3,C1・10,C2・9,C4・7

実験)

言語)

Snapshort

)

informationretrieva1
,

)

(情 報検索

D4・6

technicalservicegroup

teleCOmmUniCatiOn,(情 報 通 信

D4・6

(技 術 相 談),.D4・2

)

Servicedicipline(サ ー ビ ス 規 律).......t

Serviceprogram(サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム)、C2・4

Servicerate(サ ー ビ ス率)C2・5

*Servicetime
,

distributionof,(

SetcoveringProblem

問 題)

(サ ー ビス時 間)

D4・6

Bl・4

の分 布) ...B1・4

(セ ッ ト カ バ リ ン グ

Shadowprice(潜 在価 格)

Share(共 用 ・資源 の)

Sharedfile(共 有 フ ァ イ ル)

Shifts(シ フ ト制)

Sibling

Signalprocessing

Simplex

Shopfloorcontrol(現 場 管 理)

Shortagecost(品 切 れ 損 失)

Shortestrouteproblem

(兄 弟)

(信 号処理)

(単 一 方 式)

Simplexcommunication

(ス ナ ッ プ ・シ ョ ッ ト)

B1・6

B1・6

C1・5
♂

SNOBOL

C4・7,D2・5

Socialenvironment(社 会 的 環 境)

Socialexchangetheory(社 会 的 交 換 理 論)

B2・3

Socialinteraction

Socialnorm(規 範)

Socialpsychology

Sociogram

Sociometry

*Software:

procurement(

C1・10,C1・8,Cl・5

......A2・1

(社 会的相互作用)_

(社 会 心理 学)

(ソ シ オ グラム)

(ソ シ オ メ ト リ ー)

(ソ フ トウ ェ ア)

B2・3

B2・3

B2・l

B2・3

B2・3

reliability(

selection(

調達)

の信 頼性)

の選択)

・D4・4

........C2・9

D2・2

Bl・3

Bl・3

C4・5

D4・5

D4・5

A2・2

B1・5

(最 短 路 問 題)..Bl・3

Cl・3

C2・2

D4・5

Softwareengineering(ソ フ トウ ェ ア 工 学)

Softwarepackage

－ ジ)

D2・1

(単 向 通信 方式)

C3・6

Softwaresystem

ム)

(ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ッ ケ

D4・6

・(ソ フ ト ウ ェ ア ・ シ ス テ

Son

SOP

Sort

(子)

(バ ラ ン ス型 法)

(分 配)

(交 換 法)

(外 部 法)

(挿 入 法)'

inte「nalso「tin9(内 部分 類法)

merge,(併 合 法)

(分 類)

balanced,

distribution,

exchange,

external,

lnsertlon,

C2・I

A1・3

Dl・6

C3・3

..C1・9

Cl・9

Cl・9

C1・9

C1・9

......C1・9

C1・9
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selection,(選 択 法)

unbalanced,(ア ン バ ラ ン ス 型

法)

*So「tingmethods:(分 類 法)

efficiencyof,(の 効 率)_一 一.Cl.g

SparSematrix,(疎 な 行 列)

linkedrepresentation'of,(の

リス ト表 現)

*Specialization:(専P弓 イヒ)

increased,(・ の 進 展)

*Specialization:(仕 様 書)

coding,(コ ー デ ィ ン グ).._

design,(設 言十)

problem,(問 題)

requirementspecificationtechnique

(要 求仕 様 技 術)

system,(シ ス テ ム)

Spooling(ス プ ー リ ン グ)

Stack(ス タ ッ ク)Cl・2,Cl・6,Cl・10

calling,(コ ー リ ン グ)...

runtime,(実 行 時)_Cl.8,C4.4

Stackpointer(ス タ ッ ク ・ポ イ ン タ)..

Standardalone(ス タ ン ダ ー ド ・ア ロー ン)

Standardcost(標 準 原 価)

Standardprocedure(標 準 手 続)...._.

Standardization(標 準…イヒ)

C2・10,D?・1,D2・5,D4・3

Statediagramchart(状 態 遷 移 図)..一 一.

Staticallocation,(静 的 割 当 て)_.._.

StatiCreSOUrCeallOCatiOn(静 的 な 資

源 割 当 て)

Staticvariable(静 的 変 数)

*Station:(局)

、。n,,。1,㈲ 御)

master,(主)

P,im、,y,(一 次)

secondary,(二 次)

slave,(従)

tributary,(従 属)

9

9

1

1

C

「

C

4
「

4
.

」

l

C

C

4

9

6

6

4

4

4

4

D

C

C

C

6

6

4

0

1

1

2

4

D

D

C

lC

2

ワ

6

3

1

2

1

2

C

C

A

D

6

8

4

L

C

C

5

⑧

2

1

C

C

3

⑧

3

⑧

8

⑧

3

3

3

3

3

3

C

C

C

C

C

C

*Storage:(記 憶 装 置)

associative,(連 想)C2・2

automatic,(自 動 記 憶 域)C4・1

auxilialy,(補 助 一).._.,Cl・1,C2・2

'based
,(基 底 付 記 憶 域)C4・1

control,(制 御 記 憶)C2・2

controlled,(被 制 御 記 憶 域)....._,C44

directaccessstoragedevice(直 接 ア

クセ ス 記 憶 装 置)C3・2

external,(外 部 一)C2・2

high-speed,(高 速)C2・2

internal,(内 部)C2・2

main,(主)Cl・1,C2・2

read-only,(固 定)C2・2

scatter,(分 散 記 憶)C1・6

secondary,(補 助)_Cl・1,C2・2

static(静 的 記 憶)C4.l

Storageal!ocation(主 記 憶 割 当 て)...._C2.5

*Storageelement:(記 憶 素 子)

magnetic,(磁 気 一 ー一)C2・2

semiconductor,(半 導体 一..)..C2・2

Storagehierarchy(記 憶 階 層)C2・2

Storagelocation(記 憶 場 所)Cl・l

Storagemappingfunction(記 憶 変 換 関 数)

C1・4

Storageprotection(記 憶 保 護)....C2.2,C2.g

Storagespace(記 憶 空 間)C2・5

Storagestructure(記 憶 構 造)....C2・4,D2・4

Strategicbusinessunit(戦 略 的 事 業 単 位)

A3・4

Strategiccorporateplanning

計 画)

String,

bit,

varylng,

Stringtype

Structure

(戦 略 的経 営

A3・4

Strategiclevel(戦 略 レベ ル)Al・4

(文 字 列)Cl・8,Cl・2

(ビ ッ ト列)Cl・8

fixedlength,(固 定 長 一)__.Cl・8

(可 変 長 一)Cl・8

(文 字 列 型)'C1・8

(構 造 デ ー タ,プ ロ グラ ム の 構 造)

Cl・6,D4・2
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block,(ブ ロ ッ ク 構 造)

chain,(チ ェ イ ン構 造)

data,

external,(外 部 構 造)

file,(フ ァ イ ル 構 造)

frame,(フ レ ー ム 構 成)

functional,(機 能 構 造)

general,(一 一一般 の 構 造)

hierarchical,(階 層 構 造)

(デ ー タ構 造)_C2・4,C3・3,C4・1

C4・l

C1・10

Cl・2

C3・l

C3・8

A1・4

Al・4,C1・10,Cl・8,C3・3

internal,(内 部 構 造)

information,

1inear,(線 形 構 造)

logical,(論 理 構 造)

network,

構 造)

(情 報構造)

Cl・5

Cl・2

D2・4

C3・3

physical,(物 理 構 造)

ring,(リ ン グ 構 造)

storage,(記 憶 構 造)

...Cl・1,Cl・2,C3・3

(一 般 の 構 造,ネ ッ ト ワ ー ク

C1・5,C1・6,C3・3

..C2・2,Cl・2,C2・3

Cl・5,C3・3

tree,(木 構 造)

Structuredflowchart

ミ ン グ)

external,(外 部)

Symboltable(記 号 表)

Symmetricsystem

Synchronization(同 期)

process,(プ ロ セ ス の

Synchronous(同 期 式)

Synonym(同 義 語)

Syntaxtree(構 文 木)

System,(シ ス テ ム)

asymmetric,(非 対 称 形

accounting,(会 計 、

auditing,(監 査

code,(符 号 体 系)

computer,

(対 称形 シ ステム)

C4・2

Cl・10

..C2・8

C3・6

)__.C2・4

C3・6

C3・3

Cl・10

Al・1

)....C2.8

)A1.6

)D4.5

(コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・

C2・10

)

C3・6

C2・4,D2・4

C3・3

Structuredprogramming

(構 造 化 流 れ 図)..C4・6

(構 造 的 プ ロ グラ

C4・8,D2・3,D4・3

Structuredtype(構 造 体 型)C1・8

Structuredvariable(構 造 体 変 数).__.Cl・8

Subrangtype(部 分 範 囲 型)Cl・8

Subschema(サ ブ ス キLマ,個 別 デ ー タ 構

造 記 述)

Subscript

Substring

Subsystem,

interface

(添 字)

(部 分大字列)

(サ ブ シ ス テ ム)

(

C3・5,D2・4

Cl・4,B2・8

0

Cl・2,Cl・8

D2・3

の イ ン タ フ ェ ー ス)

D2・3

Subtree(部 分 木)Cl・3

Supervisors(ス ー パ ー バ イ ザ ー)D4・2

Supervisorcall(SVC;監 視 プ ロ グ ラ ム

呼 出 し)C4・3

Swapping(ス ワ ッ ピ ン グ)C2・5

Switchedline(公 衆 通 信 回線)C3・7

*Symbo1:(信 号)

costof,

database

dual,

duplex,

evalUatingneW,

financia1,(財 務

functional,(機 能 一)

hardware,

heterogenous,(非 対 象 形

homogeneous,(対 象 形

information,(情 報

logical,(論 理 的)

100sely-coupled,(疎 結 合

man-machine,

management,(経 営

marketing,(販 売)

(一 の コ ス ト)DI・5

(デ ー タ ベ ー ス ・)

C3・IO

(デ ュア ル ・)C3・6

(デ ュ プ レ ッ ク ス ・)

C2・3

(新 一 の 評 価)

A3・6

)Al・6

Al・4

(ハ ー ドウ ェ ア ・一)C2・1

)..C2・8

)C2・8

)..AI・4,Cl・1

Al・5

(人 間一機械系)

)..

)...Al・4,A2・1

multi-dimensionalprocessing,(多 次

元処理 )

C2・8

B2・2

A2・4

62.7

network,(ネ ッ トワ ー ク ・

onlinebanking,(銀 行 オ ン ラ イ ン ・

シ ステ ム)

)

C2・3,C2・7

A4・5
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Lope
n,(オ ー プ ン)A1・1

0Perational,(作 業 レベ ル の)A3・2

Physical(実 体 的)Al・5

rePortin9,'(報 告 制 度)A2・5

software,(ソ フ ト ウェ ア ・).C2・l

symmetric,(対 称 形).__C2・8

tightly-coupled,(密 結 合)_C2・8

Systemsanalysis(シ ス テ ム 分 析)

Systemsanalysts

SystemsapProach

チ)

D1・1,D3・4

(シ ス テ ム 分 析 者)_.D4・2

(シ ス テ ム ・ア プ ロ ー

B2・4,Dl・1

Systemconversion(シ ステ ム 切 換)_.D2・5

Systemdesign,(シ ス テ ム設 計)

Al・3,Bl・6,Dl・1,D4・3

typeof,(の 型)D2・2

Systemdevelopment,(シ ス テ ム 開 発,シ

ス テ ム 開 発 部)D4・3

costingofsystemdevelopmenteffort

(開 発 費 見 積)Dl・5,D2・6

0rganizationof,(シ ス テ ム 開 発b組

織)D3.4

scheduleof,(シ ス テ ム 開 発 の ス ケ ジ

ュー ル)

Systemdown,systemrestart

中 断 と 再 開)

テナ ンス)

Systemobjectives(シ ス テ ム の 目 的) ...

Systemoutputrequirement(シ ス テ ム 出

力 要 求)

D4・3

A3・3

Systemphenomena(シ ス テ ム 現 象)_

*Systemperformance:

auditing,(シ ス テ ム 監 査)D2・6

costingof,(運 用 費 見 積)...Dl・5,D2・6

measuresof,(シ ス テ ム の 評 価 尺 度)

Dl・5

Dl6

B1・6

Systemproposal(シ ス テ ム 提 案)..,.._Dl.3

Systemreconfiguration(シ ス テ ム 再 構 成)

C2・8

Systemresources(シ ステ ム 資 源) _._C2・5

Systemrestart,(シ ス テ ム ・ リ ス タ ー ト)

C2・6

systemdown,(シ ス テ ム の 中 断 と再

開)

SystemsPecification(シ ス テ ム 仕 様 書)

C2・7

D3・4

(シ ス テ ム の

Systemeffectiveness(シ ス テ ム 有 効 度)

C2・7

Dl・5

Systemsengineering(シ ス テ ム 工 学)_.D2.1

Systemfunction(シ ス テ ム の 機 能 選 定)

D3・4

Systemgeneration(シ ス テ ム 生 成) ..一,C2・7

Systemgenerationlanguage(シ ス テ ム 生

成 言 語)C2'7

Systeminitiation(シ ス テ ム の 初 期 化) .、・C2,7

*Systeminstallation:

auditing,(シ ス テ ム導 入 の 採 算) ..Dl・5

Systemlifecycle(シ ステ ム ・ラ イ フ サ イ

ク ル)Dl・1 ,D4・3

Systemmaintenance(シ ス テ ム ・メ イ ンテ

Systemtest(シ ス テ ム ・テ ス ト).__

Systemusagelife(シ ス テ ム の 寿 命).1,

Systemvariables(シ ステ ム 変 数).__.

[T]

t-distribution(t分 布)B1.1

T・bl・(表)'Cl・4,Cl.8

Tabledrivingprogram(テ ー ブ ル 駆 動 型

プ ロ グ ラ ム) .C4・4
ロ

Tacticallevel

Tail(テ イ ル)

TAG

(戦 術 レベ ル)

D1・6

C4・7

D2・6

B1・6

Taskcontrolblock

TDMS

A1・4

Cl・2

D1・6

C1・10

Cト10

*Team:(チ ー ム)

controlofa,(の 統 制).._D3・2

Technicalcriteria(技 術 基 準)C3・7

Technicalforecasting(技 術 子 測)...._D2・1

Technicalservicegroup(技 術 相 談) ・._

Technicalskill(テ ク ニ カ ル ・ ス キ ル)..D3・2
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¢

Technologyassessment

アセ ス メ ン ト)

(テ ク ノ ロ ジ ー ・

*Telecommunication:(電 気 通 信)

privatetelecommunicationequipment

(自 営

(直 営

)

)

D2・1

publictelecommunicationequipment

C3・7

C3・7

publictelecommunicationlaw(公 衆

Tightly.coupledsystem(密 糸吉舎 シ ス テ ム)

電気通信法)

気通信法)

servlce

specialists

Template

*Terminal:

C3・7

wireteleCOmmUniCatiOnlaw(有 線 電

(情 報 通 信 サ ー ビス)

(通 信 関 係 専 門化)

(テ ンプ レー ト)

device(

equlpment

intelligent

Terminalnode

Terms

Ternarytree

Test(検 定)

*Test

functiona1
,

installation,

integration,

(端 末)

C3・7

._._D4・6

_.....D4・2

Cl・8

(

(知 能

(葉)

Termina1-pointer

(決 済 条 件)

(3進 木)

(テ ス ト)

(機 能

(設 置

(結 合

performance,(効 率

program,(プ ロ グ ラ ム

system,(シ ス テ ム

Testcase(テ ス ト ・ケ ー ス)

Testdatagenerator

生 成)

装 置)C3.6

装 置)C2・3

)C2.3

Cl・3

(終 端 ポ イ ン タ)__.CL2

A2・3

C1・3

Bl・l

C4・7

)'D2・5

)C4・7

)C4・7

)D2・5

)._.D2・5

)C4・7

C4・7

(テ ス ト ・デ ー タ 自 動

Testingspecification(試 験 仕 様 書)

Textediting(文 字 列 編 集)

Threetimeestimate(3点 見 積 り)

Theme(テ ー マ)

Theoryandpractice

Thinking(思 考)

Throughput

(理 論 と 実 際).,.,...

(ス ル ー フ。ッ ト)'

Tinbeschedule(時 間 管 理)

TimesharingProcessing

ン グ 処 理)

シ ス テ ム)

TOP

-Top -downdesign

ウ ン 設 計)

C2・5,C2・10,C3・9

C2・8

D4・5

(タ イ ム シ ェ ア リ

C2・4

Timesharingsystem(タ イ ム シェ ア リ ン グ

(ト ップ ・ス タッフ の)

(下 降型 設 計,

C2・7,C3・8

トッ プダ

C1・2

Trace(ト レ ー ス)

Tradeoff(

Trafficintensity

Training(教 育)

Trancationmethod

C4・8,D4・3

ト レ ー ド ・オ フ)

(ト ラフ ィ ック密 度)

C4・7

D2・1

..,Bl・4

D4・2

C4・7

._.C4・6

Cl・2

_..Bl・2

D3・1

D3・3

B2・1

(ト ラ ン ケー シ ョン法)

Transferability(移 植 性)

Transmissioncharacter

■

(伝 送制 御符号)

*Transmissioncircuit:

data,(デ ー タ伝 送 回 線)

Transmissioncontrol,

御,伝 送制 御)

(伝送回線)

C3・3

C2・10

C3・8

C3・6

(転 送 制御,伝 達制

Transmissioncontrolprocedure

御手順)

C2・6,C3・6,C3・8

(伝 送 制

Tree(s)

列 表 現)

balanced

binary,

殺

げ)

Transportationnetwork(輸 送 路)

Transportationproblem(輸 送 問 題)

Tranversalmethod(登 り方 ・木 の)

(木)

arrayrepresentationof, (

C3・6,C3・8

......C1・5

..㊨Bl・1

._.C1・3

Cl・3,C1・6

の配

(平 衡

(2進 )

)

CI・3

Cl・3

Cl・3

binaryrepresentationofgeneral,(一

の2進 表 現)

enumerationof,(

family,(家 系 図)

free,(自 由)

Cl・3

の 数 え あ

Cl・2

Cl・3

Cl・3
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labeled,(デ ー タ つ き)__.Cl・3

n-ary,(n進)Cl・3

0rdered,(順 序)Cl・3

0riepted,(有 向)Cl'3

representationofnetworkstructure,

(一 般 の 構 造 の 表 現)Cl・5

search,(探 …索)Cl・10

syntax,(構 文)Cl・10

ternary,(3進)Cl・3

threaded,(っ な ぎ)Cl・3

Treesearch(木 探 索) .Cl.g

Treestructure(木 構 造)C3・3

Treestructuredfile(木 構 造 フ ァ イ ル)

Cl・10

Truck(ト ラ ッ ク)

TSS(timesharingsystem)

Tuning(シ ス テ ム 改 善)

Turnaroundtime(タ ー ン ア ラ ウ ン ド時

間)

Two.wirecircuit(2線 式 回 線)

*Type:(型)

bit,(ビ ッ ト)

Boolean,(論 理)

character,(文 字)

data,(デ ー タ の,デ ー タ

Cl・1,Cl・8,C4・8

integer,(整 数)

logical,(論 理)

pointer,(ポ イ ン タ)

real,(実 数)

scalar,(ス カ ラ)

string,(文 字 列)

subrange,(部 分 範 囲)・ ・… …

Typedeclaration(型 宣 言)

Typeinspection(型 式 審…査)

[ul

tinderflow(下 位 け た あ ふ れ)

*Unittest:

module(モ ジ ュ ー ル 単 体 テ ス ト)..C4・7

2

1

6

3

4

う
－

C

D

D

0

6

4

3

2

C

C

⑧

8

　

　

C

C

3

-

3

⑧

唱

⑧

⑧

⑧

3

⑧

ワ

　

　

　

た

　

　

ユ

　

　

ヨ

C

－

℃

℃

C
.

℃

C
.

C
・

C

C
・

℃

4　C
・

Unpack(ア ンパ ッ ク)Cl・6

Updating(更 新 処 理)C3.5

Usebyotherpersons(他 人 使 用).......C3・7

User・smanual(利 用 者 マ ニ ュ ア ル)._C4・6

[Vl

V-operation(V命 令)C4・5

VA(valueanalysis)Dl・5

Value(値)Cl・1

callby,(と り)C4・2

Valueengineering(価 値 工 学)C2・2

*Variable(s):(変 数)

artificial,(人 為)Bl・3

dynamic,(動 的)Cl・8

endegenous,(内 生)BL6

exogenous,(外 生)Bl・6

random,(確 率)_、_BI・1,Bl・6

scopeof,(の 有 効 範 囲)._.Cl・8

static,(藷 争白勺)C1・8

system,(シ ス テ ム)Cl・6

Variablestructuremachine(可 変 構 造 型

機 械)C2・10

Varianceanalysis(差 異 分 析)A1・6

*Vector:(ベ ク トル)

dope,(ド ー プ ・)Cl・8

11iffe,(イ リ フ ェ ・)Cl・8

*Vertification:

automatic,(プ ロ グ ラ ム の 自動 検 証)

C4・7

Vertex(頂 点)Cl・3

Virtualcall(バ ー チ ャ ル ・コ ー ル).._C3・7

Virtualmachine(仮 想 機 械)C2・10

monitor(モ ニ タ)C2・10

nested,(ネ ス ト型)C4・8

Virtualstoragesystem(仮 想 記 憶 シ ステ

ム)C2・5

[W]

Wait(待 ち ・イ ベ ン トの)

Waitstate

-156一
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Wiredlogic

Word(語)

Workestimation

*Workforce:

(配 線論理)

(作 業見積)

C2・2

Cl・1

D2・5

implicationfortheworkforce(職

■

務 内容 の質 的 変化)

Workingset

Worstfit(最 悪適 合)

(ワ ー キ ン グ ・セ ッ ト)

X2-distribution

[Xl

(X2分 布)

A4・3

....C2・5

Cl・7

Bl・1
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